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Ⅰ 対象高等専門学校の現況及び特徴 

１ 現況 

（１）高等専門学校名 

   奈良工業高等専門学校 

（２）所在地 

   奈良県大和郡山市矢田町２２ 

（３）学科等構成 

   学科：機械工学科，電気工学科，電子制御工学科， 

      情報工学科，物質化学工学科 

   専攻科：機械制御工学専攻，電子情報工学専攻， 

       化学工学専攻 

（４）学生数及び教員数 

   （平成２５年５月１日現在） 

   学生数：学 科 １，０２６名 

       専攻科    ９３名 

   教員数：７８名 

２ 特徴 

 奈良工業高等専門学校（以下，本校という）は，高度

成長期に５年制の高等教育機関として，昭和39年に２学

科（機械工学科：２学級，電気工学科：１学級）が創設

され，昭和44年には化学工学科が増設，さらに，県下に

学部相当の工科系の高等教育機関を持たなかったことか

ら，社会が必要とする工学の分野拡大や時代の要請に対

応して，昭和61年に情報工学科の新設，平成２年に機械

工学科の分離改組による電子制御工学科の設置，平成９

年には化学工学科を物質化学工学科へ改組し，いち早く

生物系コースを導入し，現在は一般教育及び専門教育を

５学科体制で実施しており，平成26年には学校創立50周

年を迎える。 

 本校では技術者育成の期待に応えるべく，中学卒業後

という早い年齢段階から５年間の一貫した専門職業教育，

理論的な基礎の上に立っての実験・実習・実技を重視し

た実践教育，少人数クラス編成によるきめ細かな教育指

導，また寮や各種クラブ等の課外活動を通して指導と支

援を行ってきた。その教育成果は広く産業界や大学から

高い評価を得る等，独自の複線型学校制度として定着し

ている。 

 また，２年制の専攻科が全国の高専に先駆けて，平成

４年に３専攻（機械制御工学専攻，電子情報工学専攻，

化学工学専攻）が設置され，時代に即応した人材育成を

柔軟に行い，成果を挙げてきている。特に専攻科では特

別研究活動を重視しており，論文や国際会議を始めとす

る学会での発表件数は，平成24年度は延べ99人で，学協

会から表彰された学生は過去５年間で延べ23名となって

いる。専攻科修了生は全員，これまで大学評価・学位授

与機構から学士を取得している。 

 本校の卒業生は，準学士課程（7,336名）・専攻科課程

（646名）で，一部上場・地元企業や大学・高専等各界で

活躍している。平成24年度では，準学士の約50％が専攻

科・大学へ，専攻科修了生の45％が大学院に進学してお

り，求人企業は平成24年度で学科731社，専攻科379社の

合計1,110社となっている。 

 また，本校では多様な人材の確保と国際化の流れの中

で，昭和55年に工業高校から編入生を，昭和58年には留

学生の受入れを開始している。留学生受入れとは別に，

（独）国際協力機構（JICA）のプロジェクトに参画し，

インドネシアとタイに長期・短期専門家として教員を派

遣すると共に，トルコからの外国人受託研修員を受入れ

る等開発途上国の技術教育支援を積極的に進めている。 

 平成16年４月からの独立行政法人化に伴って，新しい

時代に向けた本校の教育指針として，従前からの教育理

念である「創造の意欲」「幅広い視野」「自律と友愛」

の三つの標語をベースに据えつつ「国際社会でも活躍し

うる豊かな人間性と独創性を有した，実践的かつ専門的

技術者及び研究者を育成すること」と定めている。さら

に本校では，準学士課程４～５年と専攻科を対象として

「豊かな人間性」「工学の基礎知識」「コミュニケーシ

ョン能力」「新規システムを創成する能力」を目標にし

た「システム創成工学」教育プログラムを設けており，

この教育プログラムは日本技術者教育認定機構（JABEE）

から工学（融合複合・新領域）関連分野において認定を

受けた。 

 本校は高等教育機関の使命の一つである地域密着型を

基軸にした産学官連携事業等を推進している。地域や近

隣の産業界（奈良県，八尾市，東大阪市）等との共同研

究，受託研究を通して，学生のインターンシップの充実

を図り，教育・研究支援の一助としている。特に，平成

16年に協定調印された地元大和郡山市と本校との学市連

携事業「スーパーサイエンスの達人派遣」は，各方面か

ら高い評価を受け，本事業をベースとし専攻科生の問題

解決型学習（PBL）をも包含した取組，「サイエンス・

『ものづくり』・地域力の展開」事業が，平成17年度の

文部科学省「大学改革推進等補助金（現代的教育ニーズ

取組支援プログラム）」（現代GP）に採択された。 

 さらに，平成19年度には，文部科学省科学技術戦略推

進費（旧科学技術振興調整費）「地域再生人材創出拠点

の形成」プログラムに「元気なら組み込みシステム技術

者の養成」が５年間の継続事業とし採択され，地域との

連携による地域再生に向けた取組を実施した。 
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Ⅱ 目的 

１ 奈良工業高等専門学校の使命 

 本校は中学校卒業を入学資格とした学生を受け入れ，５年間の一貫教育によって深く専門の学芸を教授し，豊かな教養と職業に必

要な能力を育成することを使命としている。また本校は，専攻科を全国高専に先駆けて設置し，県下で唯一の学部相当の工学系高等

教育機関として教育研究活動を行うと共に，奈良県や地域産業界等の要請に応え，連携を図りつつ，技術的・社会的な人材の養成と

支援を行うことも使命としている。 

 

２ 教育活動の基本的な理念と指針 

 本校の教育理念は，「創造の意欲」，「幅広い視野」，「自律と友愛」の三つの標語で表されている。 

 「創造の意欲」は，技術者として未知の新しい課題に積極的に取組み，それを実現できる能力を育成することであり，「幅広い視

野」は，単に自己の専門分野の知識のみならず幅広い知識に基づいて物事を多面的に考察し，判断できる能力を育成すること，そし

て「自律と友愛」は，自己を冷静に見つめ，他者を理解しようとする姿勢を身に付けさせることにある。 

 平成１6年４月からの独立行政法人化にともなって，本校では新しい時代に向けた教育指針として，上記の教育理念をベースに据

えつつ，「国際社会でも活躍しうる豊かな人間性と独創性を有した，実践的かつ専門的技術者及び研究者を育成すること」を掲げて

いる。 

 

３ 養成すべき人材像と教育目標 

 本校は，中学校卒業後の早い段階からの実験・実習・実技等の体験的な学習を重視した教育により優れた教育効果を挙げるために

は，自ら理工系・技術系分野に対し興味と基礎能力・適性を有し，学習意欲の旺盛な入学者を選抜することが不可欠なことであると

の観点から，本校のアドミッションポリシー（学生受入れ方針）として，次の４項目を掲げている。 

（１）将来に夢を持ち，こつこつと自ら勉強や研究に取り組める人 

（２）技術者や研究者になりたいという強い意志を持ち，社会に貢献したい人 

（３）科学・技術分野の好奇心を持ち，国際的にも活躍したい人 

（４）創造力を生かし，新しいことにチャレンジしたい人 

 アドミッションポリシーに則り受け入れた学生に対し，本校では以下のような人材を養成する。 

 準学士課程 

 準学士課程は機械工学科，電気工学科，電子制御工学科，情報工学科，物質化学工学科の５学科があり，共通となる学習・教育目

標は，「社会（伝統・文化・環境等）の発展に貢献できる，豊かな人間性を備えた技術者の育成」，「幅広い工学的知識を基礎に，

実践力を備えた技術者の育成」，「コミュニケーション能力を備えた国際的に活躍できる技術者の育成」，「自主的・継続的に学習

し，課題解決能力を備えた技術者の育成」としている。さらに，各学科独自の人材養成目的は次のとおりとなっている。 

 機械工学科では，幅広い産業分野における設計開発，生産技術，品質管理等の分野に対応できる基礎解析能力，課題解決能力，そ

してコミュニケーション能力などを身につけた社会の発展に貢献できる機械系技術者・研究者となりうる人材を養成する。 

 電気工学科では，電気・電子工学の基礎理論と「電子回路」,「電力・エネルギー」，「情報通信」,「電気電子材料」の各分野に

ついての知識と技術を身につけ，地球環境に配慮しながら幅広い産業分野で活躍できる電気系技術者・研究者となりうる人材を養成

する。 

 電子制御工学科では，工業技術分野における幅広い知識を融合・発展させ，人類の幸福を目的として，基礎・先端分野で国際的に

活躍しうる豊かな人間性と独創性を有した制御系技術者・研究者となりうる人材を養成する。 

 情報工学科では，高度情報化社会の基盤技術として必要とされる，コンピュータ及びネットワークに関する知識，技術，問題解決

能力を身につけた情報系技術者・研究者となりうる人材を養成する。 

 物質化学工学科では，産業構造の変革と技術の高度化に対応し，環境，バイオ，エネルギー及び新素材等の先端技術を担える能力
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を身につけた化学系技術者・研究者となりうる人材を養成する。 

 専攻科課程 

 本校の専攻科教育は，準学士課程と同様にアドミッションポリシー及び３専攻がそれぞれの教育目標を持ち，専攻独自の特徴を生

かした教育を行っているが，３専攻が共通して実施している点は，実験（問題解決型学習（PBL）），特別研究，専門応用に重点を

おき，基礎と実践を重視した複合・融合教育であり，より高度な技術開発能力の育成である。専攻科では準学士課程教育における一

貫性と，大学の教育課程とは一線を画した高等専門学校専攻科教育の独自性を前面に出して，学習・教育目標を設定している。具体

的には４つの標語（より高く，より幅広く，より新しく，再び）を指針とし，以下の項目を学習・教育目標としている。 

（１）豊かな人間性の育成……文化の重要性と多面的思考能力，技術者として社会的責任等を理解する。 

（２）工学の基礎知識の習得……数学と自然科学の知識や思考力により，工学的諸問題の解決に適用する。基礎工学の知識を専門工

学に応用し，情報関連機器を駆使して情報検索・収集やデータ解析をすることができる。 

（３）コミュニケーション能力の育成……日本語による論理的な記述能力と発表し討論する能力，英語（読解，記述，発表等）の基

礎能力を育成する。 

（４）新規システムを創成する意欲と能力の育成……新規システムを創成する意欲と能力，自主的・継続的に問題解決に向けて学習

し，デザイン能力を身につけることができ，チームワークにより課題を完成させる。 

 上記の教育目標は，日本技術者教育認定機構（JABEE）から認定された，融合複合・新領域におけるシステム創成工学教育プログ

ラムに掲げた学習・教育目標をも包含している。 

 

４ 教育と研究活動の基本的な方針 

 本校は技術者として有為な人材を養成するため，次のような取組によって行っている。 

（１）アドミッションポリシーを明示して，近隣（奈良・大阪・京都・滋賀・和歌山・三重等）の中学生から技術や理工系分野に関

する基礎能力と適性を有し，学習意欲の旺盛な入学者を選抜する。 

（２）優れた教職員を確保し，恵まれた環境を生かしつつ施設・設備等の教育環境を充実させて，本校の持つ魅力と成果を広く社会

に発信し，優れた入学生を確保すると共に地域社会や産業界等との連携を深め支援を行う。 

（３）こうした教育環境の下で準学士課程では，中学卒業という早い年齢段階から５年間の一貫した専門職業教育，ものづくりを基

盤とする実験・実習・実技による実践的な技術教育，また寮や課外活動等を通して全人格的教育を行い，国際社会でも活躍しう

る豊かな人間性と独創性を有した，実践的かつ専門的技術者を養成する。 

（４）専攻科課程ではコミュニケーション能力，実験（問題解決型学習（PBL）），特別研究，専門応用に重点をおき，準学士課程

で学習した基礎と実践を重視した融合・複合教育を実施し，より高度な技術開発能力の育成を行う。 

 

５ 学生支援に係る基本的な事項 

（１）学習支援：シラバスの作成，オフィスアワーの実施と学習相談，専攻科生のTeaching Assistant（TA）による低学年の補習授

業，Newton e-Learning教材を導入し自学・自習の確保，障害等を持つ学生への学習支援。 

（２）学生生活支援：新入生オリエンテーション，進路指導（就職支援・進学指導），奨学金等経済的支援，学生会活動，各種スポ

ーツ大会，高専祭，課外活動，健康管理，学生相談，安全指導と対策，生協による支援。 

（３）学生寮支援：宿日直による指導，生活指導，寮生会活動と諸行事の支援，安全指導，留学生支援。 

（４）施設・設備：図書館の充実，課外活動施設，視聴覚機器室，マルチメディア・情報処理演習室の確保。 
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Ⅲ 基準ごとの自己評価 

 

基準１ 高等専門学校の目的 

（１）観点ごとの分析 

 観点１－１－①： 高等専門学校の目的が，それぞれの学校の個性や特色に応じて明確に定めら

れ，その内容が，学校教育法第115条に規定された，高等専門学校一般に求めら

れる目的に適合するものであるか。また，学科及び専攻科ごとの目的も明確に

定められているか。 

 （観点に係る状況） 

 高等専門学校としての本校の目的は，（資料１－１－①－１）のとおり明文化されている。 

 

資料１－１－①－１ 

本校の目的 

第１章 目的及び目標 

第１条 奈良工業高等専門学校（以下「本校という。」は，教育基本法（平成 18 年法律第 120

号），学校教育法（昭和 22 年法律第２６号）及び独立行政法人国立高等専門学校機構法（平成 15

年法律第 113 号）に基づき，深く専門の学芸を教授し，職業に必要な能力を育成することを目的と

する。 

 

２ 本校は，その目的を実現するための教育を行い，その成果を広く社会に提供することにより，社

会の発展に寄与するものとする。 

（出典 学則） 

 

 創設時に上記学則に係る規程が定められ，以来，本校の目的は一貫したものであるが，専攻科の設

置に伴って，専攻科に係る目的を（資料１－１－①－２）のように追加した。 

 

資料１－１－①－２ 

専攻科の目的 

第７章 専攻科 

第 31 条 専攻科は，高等専門学校本科における教育の基礎の上に，精深な程度において工学の高度

な専門知識と技術を教授するとともに，その研究指導することにより，広く産業および学術の発展

に寄与することを目的とする。 

（出典 学則） 

 

 また，「大学設置基準等の一部を改正する省令」の施行に伴い，平成20年に各学科・各専攻の人材

養成目的を教育上の目的として，それぞれ（資料１－１－①－３）および（資料１－１－①－４）の

とおり学則に定めた。 
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資料１－１－①－３ 

学科の人材養成目的 

第１章 目的及び目標 

第７条の２ 学科の人材養成目的は，次のとおりとする。 

 

学  科 人 材 養 成 目 的 

機械工学科 

幅広い産業分野における設計開発，生産技術，品質管理等の分野に対応できる基礎解析能力，課題解

析能力，そしてコミュニケーション能力などを身につけた社会の発展に貢献できる機械系技術者・研究者と

なりうる人材を養成する。 

電気工学科 

電気・電子工学の基礎理論と「電子回路」，「電力・エネルギー」，「情報通信」，「電気電子材料」の各分野

についての知識と技術を身につけ，地球環境に配慮しながら幅広い産業分野で活躍できる電気系技術者

・研究者となりうる人材を養成する。  

電子制御工

学科 

工業技術分野における幅広い知識を融合・発展させ，人類の幸福を目的として，基礎・先端分野で国際的

に活躍しうる豊かな人間性と独創性を有した制御系技術者・研究者となりうる人材を養成する。  

情報工学科 
高度情報化社会の基盤技術として必要とされる，コンピュータ及びネットワークに関する知識，技術，問題

解決能力を身につけた情報系技術者・研究者となりうる人材を養成する。  

物質化学工

学科 

産業構造の変革と技術の高度化に対応し，環境，バイオ，エネルギー及び新素材等の先端技術を担える

能力を身につけた化学系技術者・研究者となりうる人材を養成する。  

（出典 学則） 

 

資料１－１－①－４ 

専攻科の人材養成目的 

第７章 専攻科 

第 32 条の２ 専攻科の人材養成目的は，次のとおりとする。 

 

専  攻 人 材 養 成 目 的 

機械制御工学

専攻 

機械・電子情報・制御工学等の知識を基礎に，より高度な設計能力，システム開発能力，メカトロニクス技

術能力を身に付けた技術者・研究者となりうる人材を養成する。  

電子情報工学

専攻 

高度な電気電子情報システムに関する知識と技術を習得し，問題解決能力を身につけた技術者・研究者

を養成する。  

化学工学専攻 

時代の動向に対応し，環境，バイオ，エネルギー，新素材等の先端的研究開発やこれらを融合した新規プ

ロセスの構築に必要な能力を身に付けた国際的に活躍できる化学系技術者・研究者となりうる人材を養成

する。 

（出典 学則） 

 

 次に，本校が教育研究活動を実施する上での基本的な指針である「教育理念と指針」について述べ

る。本校の教育理念については，昭和52年に明文化されて，学校概要を始め，学生生活のしおり，ホ

ームページに，（資料１－１－①－５）のように掲載されており，以降，本校の学生・教職員・受験

者向けの印刷物で周知し，定着している。 

 



奈良工業高等専門学校 基準１ 

 - 7 - 

資料１－１－①－５ 

本校の教育理念と指針 

 

 「創造の意欲」は，技術者として未知の新しい課題に積極的に取り組み，それを実現できる能力を

育成することであり，「幅広い視野」は，単に自己の専門分野の知識のみならず幅広い知識に基づい

て物事を多面的に考察し，判断できる能力を育成すること，そして「自律と友愛」は，自己を冷静に

見つめ，他人を理解しようとする姿勢を身に付けさせることであり，本校はこれらの三つの標語を基

本的な指針としています。 

 平成16年４月からの独立行政法人化に伴い，本校の教育理念である「創造の意欲」，「幅広い視

野」，「自立と友愛」をベースに据えつつ，「国際社会でも活躍しうる豊かな人間性と独創性を有し

た，実践的かつ専門的技術者及び研究者を育てる」ことを，新しい時代に向けた本校の教育指針とし

ました。 

（出典 平成25年度学生生活のしおりP.ii，１） 

 

 本校は，中学校卒業後の早い段階からの実験・実習・実技等の体験的な学習を重視した教育により

優れた教育効果を挙げるためには，自ら理工系・技術系分野に対し興味と基礎能力・適性を有し，学

習意欲の旺盛な入学者を選抜することが不可欠なことであるとの観点から，本校のアドミッションポ

リシーとして（資料１－１－①－６）のとおり，次の４項目を掲げている。 

 

資料１－１－①－６ 

準学士課程のアドミッションポリシー（学生受入れ方針） 

 

 （１）将来に夢を持ち，こつこつと自ら勉強や研究に取り組める人 

 （２）技術者や研究者になりたいという強い意志を持ち，社会に貢献したい人 

 （３）科学・技術分野の好奇心を持ち，国際的にも活躍したい人 

 （４）創造力を生かし，新しいことにチャレンジしたい人 

（出典 学生募集要項 P.１） 

 

 さらに，アドミッションポリシーに則り，受け入れた学生に対し，本校では（資料１－１－①－

７）のような能力及び豊かな教養と人間性を兼ね備えた人材を養成することを掲げている。 

 

資料１－１－①－７ 

養成すべき人材像，準学士課程の学習・教育目標 

 

 （１）社会（伝統・文化・環境等）の発展に貢献できる，豊かな人間性を備えた技術者の育成 

 （２）幅広い工学的知識を基礎に，実践力を備えた技術者の育成 

 （３）コミュニケーション能力を備えた国際的に活躍できる技術者の育成 

 （４）自主的・継続的に学習し，課題解決能力を備えた技術者の育成 

（出典 平成24年度学校概要P.１） 
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 また，共通となる学習・教育目標は上記教育理念と指針のもと，（資料１－１－①－３）の人材養

成目的を具体化した各学科独自の教育目標を（資料１－１－①－８）のように定めている。 

 

資料１－１－①－８ 

各学科の教育目標 

機械工学科 

  ・各種機器を開発・設計し，製造するために必要な機械工学の基礎知識・技術・能力を育てます。 

  ・計算機を応用した計測制御・電気・電子技術分野など幅広い分野の知識・技術を学びます。 

  ・国際社会で必要なコミュニケーション力を持ち社会の発展に貢献できる機械技術者を育てます。 

電気工学科 

  ・エレクトロニクス，エネルギー，ナノテク新素材，情報通信の各分野の基礎について学びます。 

  ・家電，情報通信，電力，鉄道，食品，製薬などの分野で活躍できる電気電子技術を学びます。 

  ・新エネルギー，省エネ家電など環境・エネルギー問題の解決に貢献できる知識を学びます。 

電子制御工学科 

  ・ロボットなどの複雑なシステムを作るために必要な機械・電子回路設計法等を学びます。 

  ・ロボットなどの複雑なシステムを正確に動かすために必要な情報・制御技術を学びます。 

  ・複雑なシステムであるロボットを実際に設計・制作し，より実践的な技術を学びます。 

情報工学科 

  ・プログラムの仕組みや作り方のほか，情報をうまく活用する方法 

  ・コンピュータの仕組みや，最先端技術を活用したコンピュータの作り方を学びます。 

  ・インターネットの仕組みやそれを支える技術，ネットを利用した応用例などを学びます。 

物質化学工学科 

  ・化学や生物およびそれらに関連する工学の基礎知識，実験手法や技術を学びます。 

  ・地球環境だけでなく人間社会にも配慮できる倫理観とグローバルな視野を育みます。 

 （生物化学工学コース） 

  ・化学と生物の連携力を高め，限りある資源を活用して生活を支え豊かにできる人材を育てます。 

 （化学応用工学コース） 

  ・化学の応用力を高め，限りある資源を活用して生活を支え豊かにできる人材を育てます 

 

（出典 学生募集要項 P.１） 

 

 本校の専攻科は，準学士課程と同様に（資料１－１－①－９）に示す専攻科のアドミッションポリ

シーに則り，高専卒業と同程度の基礎能力を有した学生を受け入れ，準学士課程教育における一貫性

と，大学の教育課程とは一線を画した高等専門学校専攻科教育の独自性を前面に出し，（資料１－１

－①－10）のとおり学習・教育目標を設定している。 

 

資料１－１－①－９ 

専攻科のアドミッションポリシー（学生受入れ方針） 

 

  ・豊かな人間性を有する技術者になりたい人 

  ・自らの専門分野を生かし，さらに応用する力を育みたい人 

  ・技術を通して国際社会に貢献したい人 

  ・創造性を高め，新しいシステムをつくり出したい人 

（出典 専攻科学生募集要項 P.10） 
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資料１－１－①－10 

専攻科の学習・教育目標 

 

  ・豊かな人間性の育成 

  ・工学基礎知識の習得 

  ・コミュニケーション能力の育成 

  ・新規システムを創成する意欲と能力の育成 

（出典 平成24年度学校概要P.１） 

 

 特に，学校概要に掲載している本校の,「高専教育のアイデンティティを保持しながら，精深な程

度において特別な事項を教授し，その研究を指導する」という目的は他の高専と同じではあるが，そ

の教育方針などには独自の特色（資料１－１－①－11）を掲げている。 

 

資料１－１－①－11 

専攻科の教育方針 

 

１）より高く 

 特別実験，特別研究を重視しつつ基礎力の充実をはかり，高等専門学校課程で培われた実践技術者とし

ての能力を高めます。目標の設定から達成まで一貫して遂行できる実践的な研究開発能力をもった人材の

養成を目指します。 

 

２）より幅広く 

 専門技術を核にしつつも広く人間社会に対する視野を培う総合的な人間教育を心がけ．適正な価値観と

判断力を合わせもった人材の育成を目指します。また，外国語能力の増強だけでなく，他国の文化・習慣

に対する知的関心を高め，国際社会で活躍できる人材の養成を目指します。 

 

３）より新しく 

 本校は，京阪神に近く，四方を緑に囲まれ恵まれた環境にあります。この豊かな自然の中で，これから

の技術のあり方を重視した技術教育を心がけ，地球環境を保護し，人に優しい技術を具現できる新しい感

覚をもった技術者の養成を目指します。 

 

４）再び 

 高等専門学校の卒業生等に門戸を開き、技術者の再教育に貢献します。各専門分野において新しく展開

してきている技術を中心に，基礎に加えて応用力を付与し，技術者としての活性化を推進します。 

 

（出典 平成25年度専攻科学生便覧P.４） 

 

 また，本校の専攻科では（資料１－１－①－４）の人材養成目的を具体化した形で，３専攻がそれ

ぞれ（資料１－１－①－12）のとおり教育目標を持ち，複合・融合を生かした独自の教育を行ってい

る。 
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資料１－１－①－12 

各専攻の教育目標 

 

機械制御工学専攻 

 ①機械工学の各分野に精通し，特に機械本体の構造を中心とする設計，開発能力に優れた機械技術

者，②機械工学の知識を基礎とし，その上に電子，情報等の知識を加えて，システムとして全体をま

とめあげる能力をもった機械技術者，さらには③自動化の進展やコンピュータによる制御技術の発達

に対応できる総合的処理能力をもったメカトロニクス技術者の育成 

 

電子情報工学専攻 

 本科での電気・電子・情報系の実践技術教育課程を基礎として，電子と情報を複合した高度な専門

教育を行い，電子システムならびに情報システムに関する応用開発研究能力を備えた技術者の育成 

 

化学工学専攻 

 新規プロセスの開発，設計のための化学技術者教育はもちろんのこと，バイオ関連技術やエネルギ

変換などの周辺技術についても教育し，幅広い視野と知識を持つ技術開発能力を備えた化学技術者の

養成 

（出典 平成25年度専攻科学生便覧P.４） 

 

 近年の技術は特定の分野だけでは作り出すことはできず，幅広い知識をもとにシステムとして考え

なくてはならない。新しいシステム（ハード，ソフトとも）を創成していくためには，幅広い工学基

礎能力をベースとし，それぞれの得意とする専門技術を生かし，異なる分野の技術を融合，複合させ

ることが重要となる。そこで，本校では準学士課程４，５年と専攻科１，２年の４年間については，

このような新しいシステムを設計，開発できる技術者の育成を目標として，すべての学科，専攻共通

で「システム創成工学」教育プログラム（日本技術者教育認定機構（JABEE）の認定対象）を設定し，

（資料１－１－①－10）の専攻科の学習・教育目標を教育プログラムの基準に沿って具体化した（資

料１－１－①－13）の学習・教育目標を掲げている。 
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資料１－１－①－13 

「システム創成工学」教育プログラム学習・教育目標 

 

（A) 豊かな人間性（Humanity） 

 （A-1） ・近隣に存在する古都奈良の豊富な歴史的文化遺産を通して伝統と文化の重要性を理解し，伝

承された技術を通して技術の発展の重要さを理解できる。 

     ・芸術・文化などの学習を通じ，他者・他国の立場に立って，その価値観の違いを認めること

ができる。 

 （A-2） ・人類の発展に係わる，社会問題や環境問題を地球的な視野で捉えることができる。 

     ・科学技術が自然や人間に及ぼす影響･効果を考慮でき，技術者としての社会的責任を理解す

ることができる。 

 

（B) 工学の基礎知識（Foundation） 

 （B-1） ・数学（微分積分，線形代数，確率統計，数値解析）と自然科学（物理，化学，生物）の知識

や思考力により，工学的諸問題の解決に適用することができる。 

 （B-2） ・基礎工学(設計･システム，情報･論理，材料・バイオ，力学，社会技術)の知識を専門工学に

応用することができる。 

     ・情報関連機器を駆使し，必要な情報の検索・収集やデータ解析をすることができる。 

 

（C) コミュニケーション能力（Communication） 

 （C-1） ・日本語による，論理的な記述力を身につけ，技術論文を書くとともに内容について発表・討

論することができる。 

 （C-2） ・英語で書かれた文献を読解し，情報収集できる。 

     ・英語を用いて技術報告書を書く基礎能力を有する。 

     ・英語を用いて口頭による発表および討論が行える基礎能力を有する。 

 

（D) 新規システムを創成する意欲と能力（Challenge and Creation） 

 （D-1） ・機械工学，電気工学，電子制御工学，情報工学，物質化学工学（化学工学，生物工学を含

む）のいずれかの専門分野に精通し，その分野の技術動向を把握することができる。 

     ・異なる技術分野（融合・複合）を積極的に学習し，新たなシステムの創成に取り組む意欲と

能力を身につけることができる。 

 （D-2） ・システムの安全性，品質保証，環境負荷，経済性など実務上の問題を理解することができ

る。 

     ・与えられた課題について，解決するためのデザイン能力を身につけることができる。 

     ・自主的・継続的に問題解決に向けて学習することができる。 

     ・チームワークにより，定められた条件のもとで，課題を完成させることができる。 

 

（出典 平成24年度専攻科学生募集要項P.５） 
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 （分析結果とその根拠理由） 

 学校教育法に定められた高等専門学校に求められる目的を実現するために，本校の目的は学則によ

り明文化されて定められている。教育研究活動を遂行する上での教育理念や指針，学習・教育目標，

養成しようとする人物像及びアドミッションポリシーは，学校概要を始め，学生生活のしおり，ホー

ムページ等に掲載され，本校の学生・教職員・受験者向けの印刷物，各種広報誌で周知している。ま

た，学習教育目標に沿って各学科がそれぞれの特徴を反映させた目標を定めている。専攻科において

は準学士課程を高度化した学習・教育目標，養成しようとする人物像及びアドミッションポリシーを

定め，学校の個性や特色に応じて明確に定められている。 

 以上のことから，本校は高等専門学校一般に求められる目的に適合した教育目的，使命，学習教育

目標，人材養成に関する目的等を学科及び専攻科ごとに明確に定めている。 

 

 

 観点１－２－①： 目的が，学校の構成員（教職員及び学生）に周知されているか。 

 

 （観点に係る状況） 

 教職員への周知状況：本校の目的は学則に定められており，全文が「学生生活のしおり」に記載さ

れ，毎年度教職員へ配付し広く周知されている。また，本校の目的，教育理念と指針，学習・教育目

標，アドミッションポリシーは，（資料１－２－①－１）のとおり「学校概要」や「ホームページ」

にも載せており，教職員はいつでもこれを見ることができる。また，（資料１－２－①－２）のとお

り，校長，教務主事，学生主事，寮務主事，専攻科長，人事係による本校採用・人事交流教職員への

オリエンテーションでは各種書類が配付され，本校の目的等が周知され理解されている。 

 

資料１－２－①－１ 

学習・教育目標とアドミッションポリシー 

 

（出典 平成24年度学校概要P.１） 
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資料１－２－①－１（続き） 

学習・教育目標とアドミッションポリシー 

 

（出典 平成24年度学校概要P.１） 

 

資料１－２－①－２ 

平成 25 年４月１日付け本校採用・人事交流教員へのオリエンテーション 

 

日 時：平成 25 年４月１日（月）13：00～14：30 

場 所：校長室 

説明者：校長，教務主事，学生主事，寮務主事，専攻科長 

対象者：新規採用・人事交流教員 計４名 

配付資料：寮生活のしおり，学生生活のしおり，シラバス（本科），シラバス（専攻科）， 

     学生指導必携，専攻科学生便覧，教務手帳 

研修内容：本校の目的，教育理念・指針，本科・専攻科での学習教育目標， 

     各学科の人材養成目標，各教育プログラムで得られる知識・能力， 

     教務・学生指導・寮指導に係る事項，その他 

（出典 総務課人事係作成資料） 

 

 学生への周知状況：上記の「学生生活のしおり」は，教職員同様に毎年度全学生に配付されており，

年度当初に担任から常に読むように指導をしている。また，本校の目的，教育理念と指針，学習・教

育目標及び専攻科のJABEEプログラムの学習・教育目標は，（資料１－２－①－３）のように学校玄

関や各教室等に掲示され，理解を深めている。新入生に対しては，（資料１－２－①－４）および

（資料１－２－①－５）のとおり，入学前及び入学後の新入生オリエンテーション時に説明をし，本

校の教育理念と目標等について理解させている。 
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資料１－２－①－３ 

学習・教育目標及び専攻科の JABEE プログラムの学習・教育目標の掲示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 本校掲示物） 

 

資料１－２－①－４ 

平成 25 年度 入学予定者（保護者）オリエンテーション日程 

 

１．日 時：平成 25 年３月 22 日（金）９：45～10：40，13：55～14：50 

２．場 所：大視聴覚室 

３．内 容：◎学校制度，学校概要及び教務関係（教務主事） 

      ◎学生生活について（学生主事） 

      ◎高等学校等就学支援金制度について（学生課） 

（出典 入学予定者オリエンテーション実施要項） 

 

資料１－２－①－５ 

平成 25 年度 新入生オリエンテーション日程 

 

１．日 時：平成 25 年４月９日（火）～10 日（水）９：00～16：00 

２．場 所：クラスルーム・大視聴覚室等 

３．内 容：教務主事補 

         奈良高専の目的，教育理念と目標について 

         高専での学習に関する心構えについて 

         教務に関する手続き及び当面の諸行事について 

        （以下省略） 

（出典 新入生オリエンテーション実施要項） 
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 各教員はシラバスの中で学習教育目標（準学士課程１～５年，専攻科），システム創成工学教育プ

ログラムの学習・教育目標（準学士課程４,５年,専攻科）のうち，それぞれの担当科目で教えるべき

内容について（資料１－２－①－６）のように，記号で明記するようになっており，各講義の初めに

学生にガイダンスを行っている。 

 

資料１－２－①－６ 

シラバス 

 

（出典 平成25年度シラバス） 

半導体工学 

（Semiconductor Electronics） 

５年・通年・２学修単位（β）・必修 

電気工学科・担当 大谷 真弘 

〔準学士課程(本科 1-5 年) 

学習教育目標〕 

(2) 

〔システム創成工学教育プログラ

ム学習・教育目標〕 

B-2(80%), D-1(20%) 

〔JABEE 基準〕 

 

d-1, d-2a 

〔講義の目的〕 

 電気・電子系技術者にとって，エレクトロニクス社会を支える半導体デバイスを理解するこ

とは必須である。本講義では，半導体の基礎的な物理現象に関する理解を確実なものとすると

ともに各種半導体デバイスの構造，特性までを理解することを目的とする。 

〔講義の概要〕 

 前期では，電子工学および電気材料工学で学んだ半導体物理の基礎を踏まえ，それらの詳

細について演習を中心に講義を行う。また，その基礎的な応用である各種ダイオードデバイ

スとバイポーラトランジスタについて解説する。後期には，現在のエレクトロニクス機器の

核をなす集積回路の基本素子である MOSFET に焦点をあて，その動作原理と製造工程を解説す

る。また，基本的な MOSFET 増幅回路についても解説する。 

 

 

 教育理念や目標等の認知度に関する１年生のアンケート結果は（資料１－２－①－７）のようにな

っており，良く知っている，概ね知っている割合は，平成24年度の在校生では33％，卒業生では33％，

修了生では55％，教職員では84％となっており，平成23年度と比較するとそれぞれ増加の傾向が見ら

れている。なんとなく見たことがあると答えた学生を含めると80％以上の学生が認知しており，本校

の教育理念や目標等の認知度が高いと言える。 
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資料１－２－①－７ 

教育理念・目標等の認知度に関するアンケート結果 

 

（出典 学生課教務係作成資料） 
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資料１－２－①－７（続き） 

 

（出典 学生課教務係作成資料） 

 

 学生生活のしおり，学校概要，ホームページ，シラバス等における本校の目的，教育理念と指針，

学習・教育目標，アドミッションポリシーの掲載状況と配付状況は，（資料１－２－①－８）のとお

りとなっている。 

資料１－２－①－８ 

本校の目的，教育理念と指針，学習・教育目標の掲載状況と資料の配付先 

資　料 目　的
教育理念
教育指針

学習・教育目標
アドミッション
ポリシー

配　付　先

学　校　概　要 ○ ○ ○ ○
全教職員・企業・
大学・中学校等

学生生活のしおり ○ ○ ○ ○
全教職員・
本科生

専攻科学生便覧 ○ ○ ○
全教員・
専攻科生

シ　ラ　バ　ス ○ ○ ○
全教員・
全学生

ホームページ ○ ○ ○ ○

CAMPUS（広報誌） ○ ○
全教職員・
全学生

入学者募集要項 ○ ○ 中学校等
 

（出典 総務課総務係作成資料） 

 

 （分析結果とその根拠理由） 

 本校の目的，教育理念と指針，学習・教育目標，アドミッションポリシーは，教職員に対しては，

学生生活のしおりや学校概要が毎年度配付され，ホームページにも載せており広く周知されている。

また，校長，教務主事，学生主事，寮務主事，専攻科長，人事係による本校採用・人事交流教職員へ

のオリエンテーションでは各種書類が配付され，本校の目的と教育目標等が周知され理解されている。 

 学生には，学生生活のしおりの配付，年度当初の担任からの指導，シラバスのガイダンス等を通じ

て，教育理念と指針，学習・教育目標等を説明し，周知の徹底を図っている。また，本校の教育理念

や学習・教育目標等は，学生玄関や各教室等にも掲示され理解を深めている。新入生に対しては，入

学前及び入学後の新入生オリエンテーション時に説明をし，本校の目的等について理解させている。 

 以上のことから，本校では目的が学校の構成員（教職員及び学生）に周知されている。 
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 観点１－２－②： 目的が，社会に広く公表されているか。 

 

 （観点に係る状況） 

 本校は創設以来，学則第１章第１条に高等専門学校の目的を記載し，これに基づいて学校概要の中

に（資料１－２－②－１）のとおり分かり易く記載し，かつ教育理念と指針を学校概要の冒頭に掲げ

て，広く社会に公表してきた。学校概要は（資料１－２－②－２）に示した各種機関等に配布されて

いる。 

 

資料１－２－②－１ 

学校概要の冒頭文（抜粋） 

      （前文略） 

 高等専門学校は，中学校卒業程度を入学資格とする５年制の高等教育機関であり，深く専門の学芸

を教授して，豊かな教養と職業に必要な能力を育成することを目的としている。 

      （以下略） 

（出典 平成24年度学校概要） 

 

資料１－２－②－２ 

平成24年度学校概要の配布先 

配    布    先 部 数 

教職員 126 

寮宿直室，守衛室，総合情報センター 3 

名誉教授（３６），学校医等（６），非常勤講師（３１） 73 

独立行政法人国立高等専門学校機構本部（事務局（３）） 3 

国公私立高等専門学校等 62 

奈良地区六機関 6 

近畿地区国立大学 11 

文部科学省大臣官房人事課 1 

   〃     会計課 1 

   〃     文教施設企画部 1 

   〃     高等教育局専門教育課 1 

   〃     高等教育局学生課 1 

国立国会図書館 5 

産学交流用 250 

入試用（入試係） 1,000 

就職用（学生係） 800 

保存用 2 

予 備（来客用） 154 

合 計 2,500 

（出典 総務課総務係作成資料） 
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 また，学生募集に係る諸行事（体験入学，中学校訪問，入試説明会，学習塾主催説明会，中学校主

催説明会等）において学校概要等を配布し，積極的に広報活動を進め，目的等を説明している。各行

事の参加者数は（資料１－２－②－３）のとおりとなっている。例えば，入試説明会ではスライドを

もとに，（資料１－２－②－４）に示すように準学士課程の学習・教育目標やアドミッションポリシ

ーの説明を行っている。さらに目的等に関しては，（資料１－２－②－５）のとおり，本校のホーム

ページにも掲載されており，ホームページのアクセス数は（資料１－２－②－６）に示すように月平

均６万５千件で，平成18年と比較すると５倍強であり，多くの方が本校のホームページを閲覧してい

る。特に，７月は体験入学，11月，１月は入試説明会後の入試情報等を閲覧するために９万件強とな

っている。 

 

資料１－２－②－３ 

平成24年度 学生募集に係る諸行事 

行事名 実施時期 担当者 実施内容及び参加者 

体験入学 ７月２６日（木）   校長   DVD 上映 

 ７月２７日（金）   教務主事   校長挨拶 

 ８月２３日（木）   教務主事補（３名）   教務主事，学生主事及び寮務主事の紹介 

    各科教員   教務主事による学校の制度等概要説明 

     各学科における体験授業等の実施 

   ３日間の合計 ： ５５８名 

中学校訪問 ８月上旬から   全教員 ２１８校 

 ９月中旬まで   学生課職員 （内，県内９０校）  

中学進路指導教諭対象 ９月２０日（木）   教務主事 ９０名 

入試説明会 ９月２６日（水）   教務主事補（３名） （内，県内７０名）  

学習塾講師対象 ９月２６日（水）   教務主事 ２５名 

入試説明会    教務主事補（３名）  

中学生及び保護者対象 １０月６日（土）   教務主事   教務主事挨拶 

入試説明会 １０月１３日（土）   教務主事補（３名）   教務主事及び教務主事補による 

 １０月１４日（日）   入試係職員           学校の制度等概要説明 

 １０月２１日(日）    教務主事補による入試の制度等説明 

 １０月２７日（土）   

 １０月２８日（日）   

 １１月３日（土・祝）   

 １１月１１日（日）   

 １２月２日（日）  ９回の合計 ： ３９８組 ８１３名 

学習塾主催説明会 ７月８日（日）～   教務主事 １２塾 ： ３２３名 

（中学生及び保護者対象） １１月１８日（日）まで   教務主事補（３名）  

    入試部会教員  

中学校主催説明会 ６月４日（月）～   教務主事 １１校 ： ８６８名 

（中学生及び保護者対象） １１月１日（木）まで   教務主事補（３名）  

    入試係職員  

工業高校主催説明会 ６月１２日（火） 教務主事補 １校 ： １０名 

    

中学校及びＰＴＡ主催 ６月１４日（木）～   教務主事 ５校 ： １０５名 

入試説明・本校見学 １０月２５日（木）まで   教務主事補  

（保護者）    入試係職員  

個別来校者の ７月９日（月）～   教務主事 ７回 ： １６名 

入試説明・本校見学 １月７日（月）まで   教務主事補  

（中学生・保護者）    入試係職員  

（出典 学生課入試係作成資料） 
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資料１－２－②－４ 

入試説明会資料 

 

 

 

（出典 学生課入試係作成資料） 
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資料１－２－②－５ 

ホームページでのアドミッションポリシー，学習・教育目標の公表 

 
（出典 本校ホームページ） 
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資料１－２－②－６ 

ホームページへのアクセス数 

 

（出典 情報管理室作成資料） 

 

 （分析結果とその根拠理由） 

 高等専門学校の目的については，本校では分かり易く記載し，かつ教育理念と指針を学校概要の冒

頭に掲げ，広報誌として各種機関等に広く配布をしている。本校あるいは外部機関による学生募集に

係る諸行事では，学校概要や各種広報誌を利用して，本校の目的，教育理念と指針，アドミッション

ポリシー，学習・教育目標等を，さらに入学予定者及び保護者に対するオリエンテーションにおいて

も同様な説明をしている。また，教育目的等はホームページにも掲載されている。 

 以上のことから，本校の目的は社会に広く公表されている。 
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（２）優れた点及び改善を要する点 

 （優れた点） 

・高等専門学校の目的について，本校では分かり易く記載し，これに基づく教育理念と指針を掲げて

学習・教育目標を設定し，準学士課程と専攻科で養成する人材像と技術者像を明確にしている。 

 

 （改善を要する点） 

・該当なし。 

 

（３）基準１の自己評価の概要 

 高等専門学校としての「目的」は，創設時に明文化され学則に定められており，以来，本校の目的

は一貫したものであるが，専攻科設置に伴って，専攻科に係る「目的」を追加した。高専の目的につ

いて本校では分かり易く記載し，これを基盤として昭和52年に教育研究活動を実施する上で，基本的

な「教育理念」を，独法化に伴って「教育指針」を，「大学設置基準等の一部を改正する省令」の施

行に伴い，平成20年に各学科・各専攻の人材養成目的を定めている。目的，教育理念と指針は学校概

要を始め，学生生活のしおり，ホームページに掲載され定着している。 

 本校は，中学校卒業後の早い段階からの実験・実習・実技等の体験的な学習を重視した教育により

優れた教育効果を挙げるためには，自ら理工系・技術系分野に対し興味と基礎能力・適性を有し，学

習意欲の旺盛な入学者を選抜することが不可欠なことであるとの観点から，本校のアドミッションポ

リシーを掲げ，基礎能力を有した学生を受入れている。準学士課程は機械工学科，電気工学科，電子

制御工学科，情報工学科，物質化学工学科の５学科があり，各学科独自の教育目標を持っているが，

共通となる学習・教育目標は教育理念と指針のもとで定めている。 

 専攻科は，準学士課程と同様にアドミッションポリシーを掲げ，高専卒業と同程度の能力を有した

学生を受け入れ，３専攻がそれぞれの教育目標を持ちつつ，複合・融合を生かした教育を行っている。

特に，専攻科では準学士課程における一貫性と，大学の教育課程とは一線を画した専攻科教育の独自

性を前面に出して，学習・教育目標を設定している。 

 こうした目的，教育理念と指針，学習・教育目標は，教職員に対して毎年度配付する学校概要等を

通して，またホームページにも掲載し，広く周知されている。特に，新任教職員には研修会を実施し，

本校の目的等が周知され理解される機会を設定している。学生には学生生活のしおりの配付や学校玄

関や各教室等に掲示により周知を図っている。新入生と保護者に対しては，入学前及び入学後のオリ

エンテーション時に説明をし，高専の目的等について理解を図っている。 

 目的，教育理念と指針，学習・教育目標を記載した学校概要等は，広報誌として各種機関や学生募

集に係る諸行事等で配布し，また説明を行っている。このように本校の目的等は，構成員（教職員及

び学生）や社会に広く公表されている。 
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基準２ 教育組織（実施体制） 

（１）観点ごとの分析 

 観点２－１－①： 学科の構成が，教育の目的を達成する上で適切なものとなっているか。 

 

 （観点に係る状況） 

 教育の目的の達成のため，学則第７条（資料２－１－①－１）において学科，学級数，定員を定め，

機械工学科，電気工学科，電子制御工学科，情報工学科，物質化学工学科の５学科を設置している。 

 

資料２－１－①－１ 

学科，学級数および入学定員 

 

第７条 学科，学級数及び入学定員は，次のとおりとする。 

学  科 学 級 数 入 学 定 員 

機 械 工 学 科 １ ４０ 

電 気 工 学 科 １ ４０ 

電 子 制 御 工 学 科 １ ４０ 

情 報 工 学 科 １ ４０ 

物 質 化 学 工 学 科 １ ４０ 

（出典 学則） 

 

 創設当初は２学科（機械工学科および電気工学科）のみであったが，昭和44年には化学工学科，昭

和61年には情報工学科が設置され，平成２年には機械工学科が分離改組されて電子制御工学科が設置

された。また平成９年には化学工学科を物質化学工学科へ改組し時代の要請に対応している（資料２

－１－①－２）。 
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資料２－１－①－２ 

新学科増設，専攻科設置に係る要望 

 

（出典 奈良工業高等専門学校三十年誌） 
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資料２－１－①－２（続き） 

新学科増設，専攻科設置に係る要望 

 

（出典 奈良工業高等専門学校三十年誌） 
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資料２－１－①－２（続き） 

新学科増設，専攻科設置に係る要望 

 

（出典 奈良工業高等専門学校三十年誌） 

 

 



奈良工業高等専門学校 基準２ 

- 29 - 

 学科ごとの人材養成目的が学則で定められており（資料２－１－①－３），学科の概要を（資料２

－１－①－４）に示す。これは，高等専門学校設置基準はもとより基準１に記載した本校の教育目的

にも適合している。 

 

資料２－１－①－３ 

各学科の人材養成目的 

 

第７条の２ 学科の人材養成目的は，次のとおりとする。 

学  科 人 材 養 成 目 的 

機 械 

工学科 

幅広い産業分野における設計開発，生産技術，品質管理等の分野に対応できる基礎解析能力，課

題解析能力，そしてコミュニケーション能力などを身につけた社会の発展に貢献できる機械系技

術者・研究者となりうる人材を養成する。 

電 気 

工学科 

電気・電子工学の基礎理論と「電子回路」，「電力・エネルギー」，「情報通信」，「電気電子

材料」の各分野についての知識と技術を身につけ，地球環境に配慮しながら幅広い産業分野で活

躍できる電気系技術者・研究者となりうる人材を養成する。 

電子制御 

工学科 

工業技術分野における幅広い知識を融合・発展させ，人類の幸福を目的として，基礎・先端分野

で国際的に活躍しうる豊かな人間性と独創性を有した制御系技術者・研究者となりうる人材を養

成する。 

情 報 

工学科 

高度情報化社会の基盤技術として必要とされる，コンピュータ及びネットワークに関する知識，

技術，問題解決能力を身につけた情報系技術者・研究者となりうる人材を養成する。 

物質化学 

工学科 

産業構造の変革と技術の高度化に対応し，環境，バイオ，エネルギー及び新素材等の先端技術を

担える能力を身につけた化学系技術者・研究者となりうる人材を養成する。 

（出典 学則） 
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資料２－１－①－４ 

各学科の概要 

○一般教科 

 一般教科では、各専門学科と協力して優れた技術者の育成を期すため、広い視野と社会人として必要な教養を備

え、創造的で個性豊かな人間性及び健全な身体と精神を育む教育を目標としています。 

 一般教科の科目は全学年にわたって学ぶもので、総授業数の約半分を占めています。５年間の一貫教育の中で、高

校１年から大学２年程度の内容を学ぶことになります。 

 文科系科目では、幅広い教養と語学力を身につけた国際感覚あふれる技術者の養成を、また理科系科目では、数

学、物理、化学など、専門科目を習得するのに十分な基礎となる能力を培うことをねらいとしています。 

○機械工学科 

 機械工学科では、各産業分野における設計開発、生産技術、品質管理などの幅広い産業分野に対応できる機械系技

術者・研究者の養成を目標としている。このため、機械工学の基礎的科目に加えて、電子・電気工学の知識を修得さ

せるとともに、情報処理系科目については４年間にわたって講義および演習を行っている。また、コンピュータ援用

技術を導入した設計教育を行うほか、生産にかかわる技術教育を実施している。さらには、設計・製図から製作に至

るプロセスを体験させるなどして、開発能力および創造能力を培わせるとともに、機械技術者としての洗練されたセ

ンスが身につくよう教育内容を充実させている。 

○電気工学科 

 電気・電子工学は、各種家電製品、情報通信機器などの日常生活を支えるエレクトロニクス産業や、発電・送電な

どの電力事業のみならず、自動車・機械・化学・食品などの産業分野でも必要不可欠な基幹技術である。このため、

電気工学科では、『あらゆる産業分野で活躍できる幅広い知識をもった電気・電子技術者の育成』を目標に教育を実

施している。低学年では、電気・電子工学に関する基礎理論を演習を重ねながら身につけさせる。高学年では、『エ

レクトロニクス』、『エネルギー』、『ナノテク・新素材』、『光・情報・通信』の 4 つの分野の専門知識を段階的

に教授することで、幅広い知識をもった電気・電子技術者を育成している。さらに、『電気・電子技術を使って環境

問題の解決に貢献できる技術者の養成』をもう１つの教育目的とし、環境問題に関する幅広い知識と、電気・電子工

学と環境問題の関係を考える『環境系』の科目を配置し、教育を実施している。 

○電子制御工学科 

 電子制御工学科では、工業技術分野における自動化のさらなる進展およびコンピュータによる制御技術の発達に対

応できる総合的な処理能力を身につけた制御系技術者・研究者となりうる人材を養成することを目標としている。こ

のためメカトロニクスの分野では不可欠な機械工学、電気・電子工学、情報工学、計測・制御工学等の知識を修得さ

せた上に、これらの知識を融合し、ロボットに代表される総合的なシステムを学生自身が開発できるように実践的な

教育指導を行っている。さらに、実験、実習、演習を通じて各工学分野、および、各工学分野間の有機的つながりを

体得可能な教育を組み合わせ、総合的な技術力、開発力をもつ学生を養成している。 

（出典 平成24年度学校概要） 
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資料２－１－①－４（続き） 

各学科の概要 

○情報工学科 

 情報工学科では、高度情報化社会の形成に不可欠であり、またあらゆる産業分野で必要とされる、コンピュータの

ハードウェアとソフトウェアおよびネットワークに関する知識と技術を身につけた情報処理技術者の育成を目標とし

ている。 

 このため一般科目ならびに電気・電子に関する理論や情報処理に関する基礎知識を修得させたうえ、コンピュータ

のハードウェア、ソフトウェアおよびネットワークシステム開発などの専門技術を教授する。これらは単に理論だけ

ではなく実験・演習によって実践的に身につくよう指導する。 

 さらに第５学年においては、情報工学分野における先端的技術に関する科目を開講し、学生の興味と適性に応じて

選択・履修できるように配慮している。また、卒業研究では、修得した専門技術をもとに、総合的な技術開発能力や

問題解決能力を向上させる指導している。 

○物質化学工学科 

 産業構造の変革と技術の高度化に対応し、先端技術を担えるような研究開発能力を持った質の高い実践技術者を養

成するため、平成９年度に化学工学科を改組し、物質化学工学科と改めた。 

 物質化学工学科では、第 4 学年から「化学応用工学コース」と「生物化学工学コース」の２コース制を導入し、よ

り専門教育の充実を図っている。学生は、第 4 学年に２つのコースの内どちらか希望するコースを選択することにな

っている。 

 低学年（１～３学年）では基礎課程として共通カリキュラムを編成し、講義以外に実験・実習を通じ化学技術者と

してより確かな基礎学力がつくよう配慮している。 

 また、第５学年ではすべての学生に卒業研究が課せられている。各研究室に配属し各々の専門分野に関する研究テ

ーマについて、修得した専門技術を基に技術開発能力の向上を目指して個人指導を行う。 

・ 化学応用工学コース 

  従来の単位操作、反応工学等を基礎とした化学装置の設計・操作について学ぶと共に、新たに分子レベルでの新

物質の合成や機能性材料の設計、さらに電気エネルギーや光エネルギーなど化学エネルギーに関する基礎及び応

用技術について学ぶ。 

・ 生物化学工学コース 

  生物化学を基礎として、微生物の機能を利用した有用物質の生産、遺伝子工学やタンパク質工学を用いた新規物

質の生産及び食品加工・農産物製造におけるバイオ技術について学ぶ。さらに、生物化学工学を基礎として、バ

イオプロセスの最適設計・制御や生成物の分離精製プロセスなどの生産技術に関する基礎と応用技術について学

ぶ。 

（出典 平成24年度学校概要） 

 

 （分析結果とその根拠理由） 

 本校の準学士課程は，工学の基盤であり産業の基幹となる機械系，電気系，化学系の３分野５学科

（機械系分野は機械工学科と電子制御工学科，電気系分野は電気工学科と情報工学科，化学系分野は

物質化学工学科）から構成されており，各学科の目的は本校の準学士課程の学習・教育目標と整合性

を持つものであり，いずれも地域社会や時代の要請に基づいて設置された。 

 以上のことから，本校では学科の構成は教育の目的を達成する上で適切なものとなっている。 
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 観点２－１－②： 専攻科を設置している場合には，専攻科の構成が，教育の目的を達成する上で

適切なものとなっているか。 

 （観点に係る状況） 

 専攻科教育の目的を達成するため，学則第32条（資料２－１－②－１）において専攻および入学定

員を定め，機械制御工学専攻，電子情報工学専攻，化学工学専攻の３専攻を設置している。 

 

資料２－１－②－１ 

専攻および入学定員 

 

 第３２条 専攻及び入学定員は，次のとおりとする。 

専  攻 入 学 定 員 

機 械 制 御 工 学 専 攻 ８人 

電 子 情 報 工 学 専 攻 ８人 

化 学 工 学 専 攻 ４人 

（出典 学則） 

 

 各専攻の概要は（資料２－１－②－２）に示すが，いずれも専攻科課程の学習・教育目標（資料２

－１－②－３）を軸に，専攻ごとの人材養成目的が学則に定められている（資料２－１－②－４）。

本校の専攻科は平成４年に設置されたが，前掲の（資料２－１－①－２）に示すように，地域社会や

時代の要請に対応したものであった。 

 

資料２－１－②－２ 

各専攻の概要 

○機械制御工学専攻 

 機械制御工学専攻では、（１）機械工学の各分野に詳しく、なかでも機械本体の構造を中心とする設計、開発能力

に優れた機械技術者、（２）機械工学の知識を基礎とし、その上に電子、情報等の知識を加えて、システムとして全

体をまとめる能力をもった機械技術者、さらには、（３）自動化の進展やコンピュータによる制御技術の発達に対応

できる、総合的処理能力をもったメカトロニクス技術者の育成、等を目標としている。 

 教員の研究分野は幅広く、材料開発やメカトロニクス開発での研究も活発である。専攻科学生の特別研究では、機

械工学の分野のみならず、電気・電子工学、金属工学、情報処理工学、制御工学、ロボット工学などを含めて幅広い

分野から研究テーマを選択することができる。 

○電子情報工学専攻 

 電子情報工学専攻では、電子デバイス、電子機器、情報機器を自在に扱え、それらの統合システムの設計・開発能

力に優れた技術教育は勿論のこと、高度なオプトエレクトロニクス技術を駆使した電子・情報システムに関する開発

知識と実行力を備えた技術者の育成を目標としている。そのため、先端的な電子物性及び光回路工学などの電子デバ

イスや人工知能及びパターン認識・画像工学など各分野の科目をバランス良く履修させ、その上に高度な情報システ

ム技術開発に必要な知識と解析能力を教授する。また、高度情報化社会を支える統合情報ネットワークに関する先端

技術を身につけるため、専攻科学生は特別実験や特別研究の中で適正なテーマを選択し、研究開発を実践することが

できる。 

（出典 平成24年度学校概要） 



奈良工業高等専門学校 基準２ 

- 33 - 

資料２－１－②－２（続き） 

各専攻の概要 

○化学工学専攻 

 化学工学専攻では、新規プロセスの開発、設計のための化学技術教育はもちろんのこと、バイオ関連技術などの周

辺技術についても教育し、幅広い視野と知識を持ち技術開発能力を備えた化学技術者の育成を目標としている。その

ため、化学工学、応用化学、生物工学の各分野の科目を適正に履修させ、研究開発に必要な知識を教授するととも

に、特別実験、特別研究に十分な時間を割り当て、現象解析能力、研究開発能力を育成する。特別研究では、プロセ

ス工学、生物工学、有機合成化学、電子応用化学などの研究分野において時代の動向に応じた先端的な研究を行う。

専攻科学生は、これらの中から境界領域を含めて、幅広く研究テーマを選択することができる。 

（出典 平成24年度学校概要） 

 

資料２－１－②－３ 

学習・教育目標（専攻科） 

■学習・教育目標（養成すべき人材像） 

・豊かな人間性の育成 

・工学基礎知識の習得 

・コミュニケーション能力の育成 

・新規システムを創成する意欲と能力の育成 

（出典 平成24年度学校概要P.１） 

 

資料２－１－②－４ 

専攻の人材養成目的 

第３２条の２ 専攻の人材養成目的は，次のとおりとする。 

専  攻 人 材 養 成 目 的 

機械制御

工学専攻 

機械・電子情報・制御工学等の知識を基礎に，より高度な設計能力，システム開発能力，メカトロニ

クス技術能力を身に付けた技術者・研究者となりうる人材を養成する。  

電子情報

工学専攻 

高度な電気電子情報システムに関する知識と技術を習得し，問題解決能力を身につけた技術者・研究

者を養成する。  

化学 

工学専攻 

時代の動向に対応し，環境，バイオ，エネルギー，新素材等の先端的研究開発やこれらを融合した新

規プロセスの構築に必要な能力を身に付けた国際的に活躍できる化学系技術者・研究者となりうる人

材を養成する。  

（出典 学則） 

 

 （分析結果とその根拠理由） 

 本校の専攻科課程は，地域社会の要請に基づいて設置され，準学士課程を構成する各学科との複合

・融合を基本として組織されており，各専攻の目標は，学校の目的や専攻科課程の学習・教育目標と

整合性を持つものである。 

 以上のことから，本校で設置している専攻科の構成は教育の目的を達成する上で適切なものとなっ

ている。 
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 観点２－１－③： 全学的なセンター等を設置している場合には，それらが教育の目的を達成する

上で適切なものとなっているか。 

 （観点に係る状況） 

 本校には，全学的なセンターとして情報メディア教育センターが設置されている。同センターの目

的は規程（資料２－１－③－１）に定められており，図書館，総合情報センター（情報処理演習室，

マルチメディア演習室，LL教室）等から構成されている。 

 

資料２－１－③－１ 

情報メディア教育センター規程（抜粋） 

 

第１条 奈良工業高等専門学校（以下「本校」という。）に情報メディア教育センター（以下「セ

ンター」という。）を置く。 

第２条 センターは，教育・研究に資するため，広く学術情報等を収集・管理し，本校の教職員及

び学生に対してその情報を提供することを目的とする。 

第３条 センターに，次に掲げる施設を置く。 

 一 学則第１０条の２に規定する図書館 

 二 総合情報センター 

２ 総合情報センターに，付帯施設を持つ次に掲げる室を置く。 

 一 教育用電子計算機室 

 二 マルチメディア情報処理室 

３ 前項に掲げる室の付帯施設は，別表に示す。 

第４条 センターにセンター長を置く。 

２ センター長は，専任教員の中から校長が任命し，任期は２年とする。ただし１期に限り再任を

妨げない。 

３ 補欠のセンター長の任期は，前任者の残任期間とする。 

第５条 センターは，第２条の目的を達成するため次の業務を行う。 

 一 センターの業務計画及び管理運営に関すること 

 二 学術情報等の収集とその管理運用に関すること 

 三 センターの利用計画，総括及び連絡調整に関すること 

 四 その他目的達成に必要な事項に関すること 

（出典 奈良高専規程集） 

 

 同センターは本校の準学士課程の学習・教育目標にある「幅広い工学的知識を基礎に，実践能力を

備えた技術者の育成」および「コミュニケーション能力を備えた国際的に活躍できる技術者の育成」

のため，および専攻科課程の学習・教育目標にある「工学基礎知識の習得」のため，情報処理教育や

語学教育に供されている（資料２－１－③－２）。また，本校図書館の平成24年度の利用実績は（資

料２－１－③－３）のとおりで，全国の高専図書館のうち学生の貸し出し冊数は上位である。 
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資料２－１－③－２ 

授業での利用状況 

月 火 水 木 金

情報処理
演習室

応用システム設計

５Ｓ（藤田直）

情報リテラシ

１Ｍ（福岡）

プログラミング

２Ｓ（櫟）

数値解析

４Ｍ（平）

［選］プロセス製図

５Ｃ（西野）

機構学

２Ｍ（廣）

情報処理Ⅱ

３Ｍ（廣）

プログラミング

２Ｅ（土井）

美術

１Ｓ（平田）

美術

１Ｍ（平田）

環境リテラシ

１Ｅ（藤田・小坂）

情報科学

２Ｃ（山田）

マルチメディア
演習室

英語表現法

専１（アップル）

［選］食品工学

５Ｃ（伊月）

英語Ⅳ

４Ｃ（近藤）

英語Ⅱ

２Ｃ（近藤）

英語Ⅳ

４Ｉ（近藤）

英語Ⅳ

４Ｓ（近藤）

英語Ⅳ

４Ｅ（近藤）

英語Ⅱ

２Ｃ（近藤）

情報処理Ⅰ

２Ｍ（福岡）

英語Ⅳ

４Ｍ（近藤）

ＬＬ教室

情報伝送工学

５Ｓ（西田）

英語Ⅲ

３Ｓ（金澤）

英語Ⅲ

３Ｅ（金澤）

英語Ⅲ

３Ｃ（金澤）

英語Ⅲ

３Ｍ（金澤）

英語Ⅰ

１Ｃ（金澤）

英語Ⅲ

３Ｉ（金澤）

英語Ⅰ

１Ｃ（金澤）

月 火 水 木 金

情報処理
演習室

応用システム設計

５Ｓ（藤田直）

情報処理Ⅱ

３Ｍ（廣）

プログラミング

２Ｅ（土井）

物理化学Ⅰ

３Ｃ（山田）

情報リテラシ

１Ｍ（福岡）

ソフトウェア設計

専２（上野）

プログラミング

２Ｓ（櫟）

美術

１Ｅ（平田）

美術

１Ｉ（平田）

美術

１Ｃ（平田）

情報科学

２Ｃ（山田）

情報処理Ⅰ

２Ｍ（福岡）

マルチメディア
演習室

数値解析

４Ｃ（片倉）

情報リテラシ

１Ｅ（小坂）

電子情報システム

設計Ⅰ

専１（上野）

ＬＬ教室

英語Ⅱ

２Ｃ（金澤）

英語Ⅳ

４Ｉ（金澤）

英文読解Ⅰ

２Ｅ（金澤）

英語Ⅱ

２Ｃ（金澤）

英語Ⅳ

４Ｓ（金澤）

英語Ⅳ

４Ｃ（金澤）

英語読解法

専１（金澤）

英語Ⅳ

４Ｍ（金澤）

平成24年度　授業における選択教室・情報メディア演習室等使用一覧（後期）

平成25年度　授業における選択教室・情報メディア演習室等使用一覧（前期）

 

（出典 平成24，25年度授業時間割表） 
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資料２－１－③－３ 

図書館の利用実績（クラス別一人当たり貸し出し冊数） 

 

（出典 平成25年４月情報メディア教育センター運営委員会資料） 

 

 センター演習室，マルチメディア演習室，LL教室は授業時間以外にも利用可能であり，とくに放課

後，LL教室には専攻科課程の学生によるティーチング・アシスタント（TA）を配置し準学士課程の学

生が利用しているほか，専攻科課程の学生の自学自習にも利用されている（資料２－１－③－４）。 

 

資料２－１－③－４ 

授業時間外での利用状況（平成24年度前期） 

単位：延べ人数 

機械工学科 電気工学科 電子制御工学科 情報工学科 物質化学工学科
１学年 636 290 2 93 415
２学年 601 174 84 13 584
３学年 956 798 605 452 355
４学年 278 625 247 24 1,005
５学年 48 32 260 16 275
専攻科生

平成２４年度　授業時間以外での利用状況（前期）

436  

（出典 情報メディア教育センター統計資料） 

 

 （分析結果とその根拠理由） 

 全学的なセンターとして，情報メディア教育センターが設置されている。同センターは情報処理教

育，語学教育のみならず，広く学術情報等を収集・管理・提供し共同利用のために必要な支援を行っ

ており，本校の学習・教育目標を達成するために必要不可欠な施設である。このように，同センター

は教育の目的を達成する上で適切なものとなっている。 
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 観点２－２－①： 教育活動を有効に展開するための検討・運営体制が整備され，教育活動等に

係る重要事項を審議する等の必要な活動が行われているか。 

 （観点に係る状況） 

 教育活動を有効に展開するための検討・運営体制として教務委員会があり，教務委員会では教務に

関する重要事項等が審議することが規程に定められている（資料２－２－①－１）。教務委員会は，

毎月定例で開催されており，特に進級・卒業認定など学生の身分異動に係ることでは，臨時委員会を

開催している（資料２－２－①－２）。学生の学籍に係ることは，教務委員会および運営会議の議を

経て，教職員会議で審議されることが規程に定められている（資料２－２－①－３）。 

 

資料２－２－①－１ 

教務委員会規程（抜粋） 

 

第１条 奈良工業高等専門学校に教務委員会(以下「委員会」という。)を置く。 

第２条 委員会は，校長の命により教務に関する重要事項等を審議する。 

第３条 委員会は，次の各号に掲げる委員をもって組織する。ただし，第二号の委員は，第三号又

は第四号の委員を兼ねることができる。 

 一 教務主事 

 二 教務主事補 

 三 一般教科から選出された専任教員 ２名 

 四 専門各学科から選出された専任教員 各１名 

 五 学生課長 

第４条 委員の任期は，１年とする。ただし，再任を妨げない。 

２ 補欠の委員の任期は，前任者の残任期間とする。 

第５条 委員会に委員長を置き，教務主事をもって充てる。 

第６条 委員長は，委員会を招集し，その議長となる。 

（出典 奈良高専規程集） 
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資料２－２－①－２ 

教務委員会活動状況 

平 成 24 年 4 月 3 日 ( 火 ) 教務委員会(定例)

平 成 24 年 4 月 26 日 ( 木 ) 臨時教務委員会

平 成 24 年 5 月 8 日 ( 火 ) 教務委員会(定例)

平 成 24 年 6 月 5 日 ( 火 ) 教務委員会(定例)

平 成 24 年 6 月 13 日 ( 水 ) 臨時教務委員会

平 成 24 年 6 月 28 日 ( 木 ) 臨時教務委員会

平 成 24 年 7 月 5 日 ( 木 ) 教務委員会(定例)

平 成 24 年 7 月 24 日 ( 火 ) 臨時教務委員会

平 成 24 年 9 月 6 日 ( 木 ) 教務委員会(定例)

平 成 24 年 9 月 19 日 ( 水 ) 臨時教務委員会

平 成 24 年 10 月 4 日 ( 木 ) 教務委員会(定例)

平 成 24 年 10 月 23 日 ( 火 ) 臨時教務委員会

平 成 24 年 10 月 24 日 ( 水 ) 臨時教務委員会

平 成 24 年 11 月 6 日 ( 火 ) 教務委員会(定例)

平 成 24 年 12 月 3 日 ( 月 ) 臨時教務委員会

平 成 24 年 12 月 11 日 ( 火 ) 教務委員会(定例)

平 成 25 年 1 月 8 日 ( 火 ) 教務委員会(定例)

平 成 25 年 2 月 5 日 ( 火 ) 教務委員会(定例)

平 成 25 年 2 月 27 日 ( 水 ) 臨時教務委員会

平 成 25 年 3 月 7 日 ( 木 ) 教務委員会(定例)

平 成 25 年 3 月 22 日 ( 金 ) 臨時教務委員会

開催日時 活動状況

 

（出典 学生課教務係作成資料） 
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資料２－２－①－３ 

教職員会議規程（抜粋） 

 

第１条 奈良工業高等専門学校（以下「本校」という。）に教職員会議（以下「会議」という。）を

置く。 

第２条 会議は本校の運営に関し，校長が必要と認める事項について連絡調整を図ることを目的とす

る。 

第３条 会議は，学籍に関する事項及び校長が必要と認める事項について審議する。 

第４条 会議は，次の各号に掲げる者をもって組織する。 

 一 校長 

 二 常勤の教員 

 三 事務部長 

 四 総務課長及び学生課長 

 五 技術室長 

第５条 会議は，原則として毎月１回校長が招集し，その議長となる。なお，必要ある時は臨時に開

催することができる。 

（出典 奈良高専規程集） 

 

 上述の諸会議の直近の例として，平成25年３月教務委員会，同８日臨時運営会議および臨時教職員

会議の議事概要を（資料２－２－①－４，５，６）として示す。これらの会議で卒業の追認定につい

て審議されている。 

 

資料２－２－①－４ 

平成 25 年 3 月教務委員会議事概要（抜粋） 

 

  日 時 平成 25 年３月７日(木) 13：31～14：56 

  場 所 第二会議室 

  出席者 中村主事，鍵本主事補，北村主事補，飯田主事補， 

      安田，榎，小坂，西田，山口智，宇田，学生課長 各委員 

  陪 席 桐川教員，教務係長 

議事 

１．平成 24 年度卒業追認定について 

 別紙資料に基づき，不可(Ａ)再試験受験許可者の受験状況及び卒業追認定について，中村主事より

説明があり，46 名の再試験受験許可者のうち 46 名が卒業追認定の条件を満たしたので，審議の 

結果承認することとし，臨時運営会議，臨時教職員会議に諮ることとした。 

 

（出典 平成25年3月教務委員会議事概要） 
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資料２－２－①－５ 

平成 25 年 3 月 8 日 臨時運営会議議事進行メモ 

 

日  時  平成２５年３月８日（金）広報委員会終了後 

場  所  大会議室 

議  題 （司会：学生主事） 

 

（審議事項） 

１．平成２４年度卒業追認定について…………………………（教務主事） 

 

（出典 平成25年３月８日臨時運営会議資料） 

 

資料２－２－①－６ 

平成 25 年 3 月 8 日 臨時教職員会議議事進行メモ 

 

日  時  平成２５年３月８日（金）臨時運営会議終了後 

場  所  大会議室 

 

議  事 （司会：寮務主事） 

 

（審議事項） 

１．平成２４年度卒業追認定について……………………………(教務主事) 

 

（出典 平成25年３月８日臨時教職員会議資料） 

 

 教育の基本方策を企画・立案し調整するための検討・運営体制として企画会議がある（資料２－２

－①－７）。企画会議で企画・立案・調整された教育の基本方策や教育活動全般に係る重要かつ新規

事項は，運営会議で審議されることが規程に定められている（資料２－２－①－８）。企画会議およ

び運営会議は毎月定例で，また必要に応じて臨時に開催することが規程によって定められている。平

成24年度の活動状況は（資料２－２－①－９）のとおりである。 

 これらの会議の直近の例として，平成25年１月15日の企画会議を経て同16日の運営会議で審議され

た「学則の一部改正（カリキュラム改訂）」について，議事概要を（資料２－２－①－10，11）とし

て示す。 

 なお，本項で挙げた諸会議は（資料２－２－①－12）のように位置づけられている。 

 また，これらの会議で審議・決定された事項は議事要録として全教職員にメール配信されるほか，

奈良高専内からのみ閲覧可能な「ローカルページ」上で公開され，周知されている。 
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資料２－２－①－７ 

企画会議規程（抜粋） 

 

第１条 奈良工業高等専門学校（以下「本校」という。）に企画会議（以下「会議」という。）を置

く。 

第２条 会議は，次の各号に掲げる事項を企画・立案する。 

 一 本校の運営に関する基本方策に関すること 

 二 本校の教育，研究の基本方策に関すること 

 三 予算等財務に関する基本方策に関すること 

 四 施設，設備の整備等に関する基本方策に関すること 

 五 その他本校の管理，運営に関する重要事項 

第３条 会議は，次の各号に掲げる委員をもって組織する。 

 一 校長 

 二 教務主事 

 三 学生主事 

 四 寮務主事 

 五 専攻科長 

 六 事務部長 

 七 総務課長及び学生課長 

第４条 会議に議長を置き，校長をもって充てる。 

２ 議長は，会議を招集し，その議長となる。 

第５条 会議は，原則として毎月１回開催するものとし，必要ある時は臨時に開催することが出来

る。 

（出典 奈良高専規程集） 

 

資料２－２－①－８ 

運営会議規程（抜粋） 

 

第１条 奈良工業高等専門学校（以下「本校」という。）に運営会議（以下「会議」という。）を置

く。 

第２条 会議は，企画会議、委員会等から提案された事項を審議する。 

第３条 会議は，次の各号に掲げる委員をもって組織する。 

 一 校長 

 二 教務主事 

 三 学生主事 

 四 寮務主事 

 五 専攻科長 

 六 一般教科及び専門各学科主任 

 七 情報メディア教育センター長 

 八 事務部長 

第４条 会議は，校長が招集し，その議長となる。 

第５条 会議は，原則として毎月１回開催するものとし，必要ある時は臨時に開催することができ

る。 

（出典 奈良高専規程集） 
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資料２－２－①－９ 

平成24年度 企画会議および運営会議の活動状況 

 

開催日時 活動状況 開催日時 活動状況
平 成 24年 4月 3日 ( 火 ) 臨時運営会議 平成24年11月13日(火) 定例企画会議
平成24年 4月 10日 (火 ) 定例企画会議 平成24年11月15日(木) 定例運営会議
平成24年 4月 12日 (木 ) 定例運営会議 平成24年12月13日(木) 定例企画会議
平成24年 4月 26日 (木 ) 臨時運営会議 平成24年12月18日(火) 定例運営会議
平成24年 5月 15日 (火 ) 定例企画会議 平成25年 1月15日 (火 ) 定例企画会議
平成24年 5月 17日 (木 ) 定例運営会議 平成25年 1月16日 (水 ) 定例運営会議
平成24年 5月 31日 (木 ) 臨時運営会議 平成25年 1月22日 (火 ) 臨時運営会議
平 成 24年 6月 7日 ( 木 ) 臨時運営会議 平成25年 1月22日 (火 ) 臨時企画会議
平成24年 6月 12日 (火 ) 臨時運営会議 平成25年 1月31日 (木 ) 臨時運営会議
平成24年 6月 12日 (火 ) 定例企画会議 平 成 25年 2月 5日 ( 火 ) 臨時運営会議
平成24年 6月 14日 (木 ) 定例運営会議 平成25年 2月12日 (火 ) 定例企画会議
平成24年 6月 28日 (木 ) 臨時運営会議 平成25年 2月13日 (水 ) 定例運営会議
平成24年 7月 10日 (火 ) 定例企画会議 平成25年 2月21日 (木 ) 臨時運営会議
平成24年 7月 12日 (木 ) 定例運営会議 平成25年 2月21日 (木 ) 臨時企画会議
平成24年 7月 23日 (月 ) 臨時企画会議 平成25年 2月26日 (火 ) 臨時運営会議
平成24年 7月 24日 (火 ) 臨時運営会議 平成25年 2月26日 (火 ) 臨時企画会議
平成24年 9月 11日 (火 ) 定例企画会議 平成25年 2月27日 (水 ) 臨時運営会議
平成24年 9月 13日 (木 ) 定例運営会議 平 成 25年 3月 8日 ( 金 ) 臨時運営会議
平成24年 9月 27日 (木 ) 臨時運営会議 平成25年 3月12日 (火 ) 定例企画会議
平成24年10月10日(水) 定例企画会議 平成25年 3月14日 (木 ) 定例運営会議
平成24年10月11日(木) 定例運営会議 平成25年 3月25日 (月 ) 臨時運営会議
平成24年10月25日(木) 臨時運営会議  

（出典 総務課総務係作成資料） 

 

資料２－２－①－10 

企画会議で検討・報告された主な議題（抜粋） 

 

（出典 平成25年１月15日開催企画会議だより） 
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資料２－２－①－11 

平成25年１月 運営会議議事要録（抜粋） 

 

日   時 平成２５年１月１６日（水）１６：５２(広報委員会終了後)～１７：３９ 

場   所 第一会議室 

出 席 者 谷口（研）、中村（善）、小柴、中西、押田、矢尾、 

      桐川、和田、藤田、上田、浅井、片倉、木下 

陪 席 者 総務課長、学生課長、総務課長補佐(会計)、学生課課長補佐、技術長、総務係長 

議 事 

（審議事項） 

１．学則の一部改正（カリキュラム改訂）(案)について 

  教務主事から、別紙資料に基づいて一般教科の必修科目「人文科学総合Ⅰ、Ⅱ」及び選択必修科

目「法学」、「経済学」を改訂する旨説明があり、審議の結果、カリキュラム改訂に係る学則の一

部改正(案)について了承された。 

（出典 平成25年１月運営会議議事要録） 
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資料２－２－①－12 

運営組織図 

 

（出典 2012年10月自己点検・評価報告書P.154） 
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 （分析結果とその根拠理由） 

 教育活動を有効に展開するための検討・運営体制として教務委員会がある。一方，教育の基本方策

を企画・立案し調整するための企画会議があり，ここで企画・立案・調整された教育の基本方策や教

育活動全般に係る重要かつ新規事項は運営会議で審議され，毎月定例で開催されることが規程によっ

て定められている。また，これらの会議で審議・決定された事項は議事要録として全教職員にメール

配信されるほか，奈良高専内からのみ閲覧可能な「ローカルページ」上で公開され，周知されている。 

 以上のことから本校では，教育活動を有効に展開するための検討・運営体制が整備され，教育活動

等に係る重要事項を審議する等の必要な活動が行われている。 

 

 

 観点２－２－②： 一般科目及び専門科目を担当する教員間の連携が，機能的に行われているか。 

 

 （観点に係る状況） 

 一般科目及び専門科目を担当する教員間の連携活動として月例FDがあり，平成24年度は11回開催さ

れた（資料２－２－②－１）。とくに例年６月には，準学士課程第１学年および第２学年対象に実施

されている共通試験の結果・分析等がされ，それを踏まえた提案が教科担当者からなされているほか，

学生の状況の情報共有の場となっている。また時事的な話題も適宜取り上げられ，特に平成22年度，

平成23年度には新学習指導要領についての話題も提供された。他に教員間の連携活動として学級担任

・教科担当連絡会があるが，これについては観点２―２－③においても触れる。 

 

資料２－２－②－１ 

平成24年度 月例FD一覧 

 

 第１回 FD 担任勉強会（教務委員会，学生委員会との共催） 

 月 日   平成２４年４月１８日（水），５月１０日（木） 

 FD テーマ 「教務関係担任業務へのアドバイス」 

 参加者   ４月１８日（水）１８名， ５月１０日（木）１７名 

 

 第２回 月例 FD 

 月 日   平成２４年４月２６日（木） 

 FD テーマ：「国際工学教育研究集会(ISATE)について」  

 参加者   ７１名 

 

 第３回 月例 FD 

 月 日   平成２４年６月２８日（木）  

 FD テーマ 「１学年・２学年共通テスト分析とその報告」 

 参加者   ７５名 

 

 第４回 FD 講演会（教務委員会との共催） 

 月 日   平成２４年１０月２３日（火） 

 FD テーマ 「モデルコアカリキュラムについて」 

 参加者   ４８名 

（出典 平成24年度FD委員会議事より作成） 
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資料２－２－②－１（続き） 

平成24年度 月例FD一覧 

 

 第５回 月例 FD 
 月 日   平成２４年１１月２９日(木） 
 FD テーマ 「高専における男女共同参画推進 ～機構全体事業と本校独自事業について～」 
 参加者   ７３名 
 
 第６回 FD 講演会（学生相談室との共催） 
 月 日   平成２４年１２月４日（火） 
 FD テーマ 「メンタルヘルス対策 ～予防と対処～」 
 参加者   ５０名 
 
 第７回 月例 FD 
 月 日   平成２５年１月３１日（木） 
 FD テーマ 「高専機構本部推進 原子力人材育成事業の概要」 
 参加者   ７３名 
 
 第８回 FD 講演会（男女共同参画推進室との共催） 
 月 日   平成２５年３月１日（金） 
 講演テーマ「ワーク・ライフ・バランス入門－肩の荷を尐しおろせるヒント－」 
 参加者   ４５名 
 
 第９回 FD 講演会（ハラスメント相談室との共催） 
 月 日  平成２５年３月４日（月） 
 講演テーマ「職場におけるハラスメントについて」 
 参加者   ５０名 
 
 第 10 回 月例 FD 
 月 日  平成２５年３月５日（火）（学生相談室との共催） 
 FD テーマ 「『いじめ早期発見・早期対応マニュアル』の活用について」 
 参加者   ５１名 
 
 第 11 回 FD 担任勉強会（教務委員会，学生委員会との共催） 
 月 日   平成２５年３月２２日（金） ４月にも２回目を予定 
 FD テーマ 「担任業務へのアドバイス」 
 参加者   １６名 

（出典 平成24年度FD委員会議事より作成） 
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 一方，本校においては学生の英語力の底上げの必要性が各学科共通の問題意識としてあり，英語教

育を充実し具体化するため，平成22年５月の運営会議において「英語教育充実促進会議」の設置が了

承された。ここでは毎回，学生の実態について踏み込んだ議論が行われている。平成23年度以降の開

催状況は（資料２－２－②－２）のとおりである。この会議で提案・審議され，実施された具体的な

事項として特筆すべきは，「工業外国語」についての意見交換会（平成23年９月），およびオリジナ

ル英文問題集の作成が挙げられる。意見交換会は，これまで準学士課程の専門科目「工業外国語」に

ついて一般教科と専門学科とで連携がとられておらず情報交換ができていなかったため，英語充実促

進会議の提案により，平成23年９月に開催された（資料２－２－②－３）。オリジナル英文問題集は，

すでに電子制御工学科にて共有化されており，その実績を踏まえて他学科へも共用されている（資料

２－２－②－４）。 

 

資料２－２－②－２ 

平成23年度以降の英語教育充実促進会議の開催状況と主な議題 

 

平成 23 年 5 月 27 日(金) 16:30～17:37 

 前年度の活動報告について，今年度の活動及び今後のスケジュールについて，その他 

 

平成 23 年 7 月 13 日(木) 16:30～17:18 

 英語補講実施計画について，英文問題集の進捗について，工業外国語について，他 

 

平成 23 年 9 月 30 日(金) 16:10～16:50 

 英語補講実施報告について，工業外国語担当者との意見交換会報告について，英文演習問題作成の

進捗について，その他 

 

平成 24 年 3 月 29 日(木) 10:30～11:54 

 英語科からの英語補講実績報告について，総括について，平成 24 年度の英語教育教科の方策，実

施計画及び予算要求について，その他 

 

平成 24 年 5 月 31 日(木) 18:21～19:00 

 今年度の活動及び今後のスケジュールについて，TOEIC IP テストの結果について，学年共通試験

の結果分析について，その他 

 

平成 25 年 3 月 25 日(月) 10:30～11:32 

 今年度の総括について，今後のスケジュールについて，その他 

（出典 学生課教務係作成資料） 
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資料２－２－②－３ 

英語教育充実促進会議議事要録（平成23年9月）（抜粋） 

 

１．日 時  平成 23 年 9 月 30 日(金) 16:10～16:50 

２．場 所  大会議室 

３．出席者  谷口(研)，中村(善)，桐川，武田，神澤，片山，金澤，近藤暁，谷口(幸)， 

       芦原(平井代理)，上田(鬼頭代理)，岡村(井上代理)，嶋田，平 

  陪 席  教務係長 

議題 

 １．英語補講実施報告について 

 ２．英語補講実施計画案について 

 ３．工業外国語担当者との意見交換会報告について 

  平委員より，平成 23 年９月 29 日(木)に開催した標記の意見交換会について報告があった。従来，このような機

会がなかったので，モチベーションアップに関する話題を担当者間で共有できたことから時期を改めて再度開催す

るとのこと。 

 ４．英文演習問題作成の進捗について 

（出典 平成23年９月英語教育充実促進会議議事要録） 

 

資料２－２－②－４ 

英語教育充実促進会議議事概要（平成23年3月）（抜粋） 

 

１．日 時  平成 24 年３月 29 日(木) 10:30～11:54 

２．場 所  大会議室 

３．出席者  谷口(研)，中村(善)，平，武田，桐川，片山，神澤，金澤，アップル，谷口(幸)，平井，鬼頭， 

       井上，嶋田 各委員 

  陪 席  教務係長 

議題 

 １．英語科からの英語補講実績報告について 

 ２．総括について 

 (１)補講実施計画について１・２・４年生，専攻科生に対し英語補講を計画どおり実施した。 

 (２)英文問題集作成について計画どおり完成し教務係に提出した旨，鬼頭委員より報告があった。電子制御工学科

では当該英文問題集を共有化しており，今後バージョンアップを図りたいとのこと。なお，委員より当該問題集の

活用について，平成 24 年度における電子制御工学科の英文問題集活用計画を披露していただき，計画に対する実

績を評価のうえ学内に報告いただきたい旨要望があった。 

 なお，データについては，電子制御工学科と調整のうえ後日公開する方向で調整する。 

 (３)各科の英語教育の取り組みについて，新規・継続で取り組んでいただいていることについて意見交換を行っ

た。今後も引き続き意見交換を行っていく。 

（出典 平成23年３月英語教育充実促進会議議事概要） 

 

 （分析結果とその根拠理由） 

 一般科目及び専門科目を担当する教員間の連携を機能的に行うために，月例FDや学級担任・教科担

当連絡会のほか，英語教育充実促進会議が設置され，それぞれ授業の内容はもとより学生の状況につ

いて踏み込んだ議論が行われており，各種の提案がなされ，その一部は具体的な形となっている。 

 以上のことから本校では，一般科目及び専門科目を担当する教員間の連携が，機能的に行われてい

る。 
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 観点２－２－③： 教員の教育活動を円滑に実施するための支援体制が機能しているか。 

 

 （観点に係る状況） 

 教育活動を円滑に実施するために学級担任が校務分掌のなかで重要な役割を果たしている。学級担

任は，担任業務の効率を上げるため第１学年から第４学年までは，原則として持ち上りで２年間受け

持つことにしており，第１，２学年が一般教科教員（または専門学科教員）の場合は，第３，４学年

が専門学科教員（または一般教科教員）のように担当している。第５学年は専門学科教員が受け持つ

体制としている。学級担任の具体的な職務は「学生指導必携」（資料２－２－③－１）としてまとめ

られ，学級運営が円滑に実施できるようにマニュアル化されている。また，担任の学級生活指導に係

る支援としては，（資料２－２－③－２）に掲げた事項がある。 

 

資料２－２－③－１ 

学級担任の職務と支援（教務関係）（抜粋） 

 

教務関係 第 3 章 学級担任 

3-1  学級担任の年間計画 

3-2  特別教育活動の指導 

3-2-1  特別教育活動の目的 

3-2-2  特別教育活動の成績評価 

3-2-3  実施計画 

3-3  学生指導及び学級運営 

3-3-1  学生指導 

3-3-2  学級日誌 

3-3-3  教室備え付け備品，物品の不足・破損 

3-3-4  学級費 

3-3-5  身上調書 

3-3-6  慶弔 

3-3-7  保護者懇談会 

3-2-8  その他 

3-4  教室・その他の清掃 

3-4-1  教室の清掃 

3-4-2  校内清掃 

教務関係 第 4 章 学生の身分の異動 

4-1  退学 

4-1-1 退学の理由 

4-1-2 手続き 

4-1-3 その他 

4-2  休学及び復学 

4-2-1 休学及び復学 

4-2-2 手続き 

4-3  留学 

4-3-1 留学による休学 

（出典 学生指導必携第７版） 
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資料２－２－③－２ 

学級生活指導に係る支援（学生関係）（抜粋） 

 

学生関係 第 2 章 学級生活指導 

2-1  人権教育 

2-2  広報誌「CAMPUS」への投稿 

2-3  新入生オリエンテーション 

2-4  学生相談室の利用 

2-5  セクシャル・ハラスメント相談室の利用 

2-6  違反，事故，事件 

2-7  事故等の緊急措置について 

2-8  校内・外の指導 

2-9  被補導学生の引き取り 

2-10 保健室の利用 

2-11 欠席について 

2-12 家庭訪問について 

（出典 学生指導必携第７版） 

 

 本校では学年ごとに合同特活を実施し，担任が行う特別教育活動への効率的な支援を図っている

（資料２－２－③－３）。また成績不振学生を指導するための情報交換の場として学級担任・教科担

当連絡会を年２回開催することが「学生指導必携」に記載され（資料２－２－③－４），実際に実施

されている。さらに学級担任間の情報交換および引き継ぎ業務をスムーズにするための支援策として，

クラスごとの学級経営の記録をまとめている（資料２－２－③－５）。 
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資料２－２－③－３ 

平成24年度 合同特活および諸行事の実施予定表 

実施時期 対象学年 合同特活及び諸行事の実施事項
平成24年4月6日（金） 2～5年 全校集会
平成24年4月9日（月） 3～5年・専攻科 TOEIC-IPテスト
平成24年4月10日（火） 1年 新入生オリエンテーション
平成24年4月16日（月） 1年・2年 学年共通試験
平成24年4月19日（木） クラブ部長・副部長，委員長等 校内リーダーズ研修会
平成24年4月20日（金） 1～4年 春季ハイキング
平成24年4月20日（金） 5年 進路指導
平成24年5月10日（木） 全学年 学生会総会
平成24年5月17日（木） 2年 交通安全教室
平成24年5月24日（木） 全学年・専攻科 春季スポーツ大会
平成24年6月14日（木） 3年 卒業生と語る会
平成24年6月21日（木） 2年 人権合同特活
平成24年6月28日（木） 3年 人権合同特活
平成24年7月5日（木） 4年・専攻科 インターンシップ事前指導・特別講演会

平成24年9月3日（月） 全学年・専攻科 全校集会
平成24年10月4日（木） 2～4年 単車安全講習会
平成24年10月11日（木） 1年 人権合同特活
平成24年10月17日（水） 5年 卒業旅行（2泊3日）
平成24年10月18日（木） 4年 社会工場見学（1泊2日）
平成24年10月19日（金） 1～3年 社会工場見学
平成24年10月25日（木） 全学年・専攻科 秋季スポーツ大会
平成24年11月22日（木） 4年 人権特別講演会
平成24年12月6日（木） 5年 人権特別講演会
平成24年12月8日（土） クラブ部長・副部長等 冬季リーダーズ研究会
平成24年12月13日（木） 3年 マリンバ演奏会
平成25年1月7日（月） 全学年・専攻科 全校集会
平成25年1月17日（木） 1年 保健衛生教室  

（出典 平成24年度版学生生活のしおり） 

 

資料２－２－③－４ 

学級担任・教科担当連絡会（抜粋） 

1-4-6 学級担任・教科担当連絡会 

1～4 年生については，学級担任・教科担当連絡会を後期中間後と学年末成績提出前に持つことにな

っています。5 年生の学年末成績は，専門学科の申し出があれば名列表の提出をお願いします。 

(1)後期中間後の学級担任・教科担当連絡会 

学生支援の一環として，指導・対応が必要な学生を担任及び教科担当が成績を把握するために，後期

中間成績が出た時点で，学年別に学級担任と教科担当との連絡会を開催しています。日時等，詳細に

ついては，教務係より連絡いたします。 

(2)学年末の学級担任・教科担当連絡会 

1～4 年生の学年末成績提出前に教科担当と学級担任との連絡会を開催しています。 

（出典 学生指導必携第７版） 
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資料２－２－③－５ 

学級経営の記録（抜粋） 

 

（出典 学生課教務係保管資料「情報工学科１年平成24年度学級経営の記録」） 
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 一方，課外活動については，原則教員全員がクラブ顧問教員となって，指導にあたっている（資料

２－２－③－６）。クラブ顧問教員への支援体制として，クラブ顧問会議を開催しているほか（資料

２－２－③－７），指導金の支出，クラブ活動に必要な備品・設備の整備，外部コーチの配置など全

般的な支援を行っている（資料２－２－③－８）。 

 

資料２－２－③－６ 

 

（出典 学生課学生係作成資料） 
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資料２－２－③－７ 

クラブ顧問会議 

 クラブ顧問会議 

 平成２４年５月３１日（木）１８時～１８時３０分 

１．合宿について 

２．月間計画表について 

３．練習試合について 

４．クラブ活動に必要な設備・備品調査について 

５．部室入替について 

６．近畿地区高専体育大会について 

７．教員特殊業務手当について 

８．クラブ活動禁止について 

９．クラブ室等の鍵について 

１０．施設・設備の管理について 

１１．物品購入について 

１２．学生会への支出伝票提出について 

１３．外部コーチ謝金について 

１４．その他 

（出典 平成24年５月31日クラブ顧問会議資料） 

 

資料２－２－③－８ 

クラブ顧問への支援体制 

１．クラブ顧問会議 

２．教員特殊業務手当の支給 

３．高専大会、対外試合等の支援 

４．クラブ活動に必要な備品・設備の支援 

５．外部コーチによる支援 

６．安全対策に関すること 

７．緊急時連絡及び事故発生時の措置に関すること 

（出典 学生課学生係作成資料） 

 

 学級担任とクラブ顧問教員が実施する教育活動を支援する業務は学生課が担当している。学生課の

具体的な業務は事務組織規程（資料２－２－③－９）に定められており，学生課の各担当者は，学級

担任やクラブ顧問教員と協力・連携し，教育活動が円滑に進められるような支援を行っている。 
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資料２－２－③－９ 

学生課の事務分掌 

 

第６条 学生課の課長補佐，専門職員及び各係は，次の事務をつかさどる 
課長補佐 
 一 学生課の総括及び連絡調整に関すること 
 二 学務に係る重要な企画及び立案に関すること 
 三 学務に係る将来構想に関すること 
 四 課の所掌に係る委員会に関すること 
 五 授業評価に関すること 
 六 所掌事務に係る調査，統計及び報告に関すること 

専門職員 
 一 専攻科に係る専門的事項に関すること 
 二 日本技術者教育認定機構（JABEE）の認定に関すること 
 三 学位申請に関すること 
 四 「システム創成工学」教育プログラムに関すること 
 五 所掌に係る諸調査，統計及び報告に関すること 
教務係 
 一 教育課程の編成，授業及び試験に関すること 
 二 学生の退学，転学，休学，復学及び卒業等学籍の異動に関すること 
 三 学生の指導要録その他学生の諸記録の整理保管に関すること 
 四 進級及び卒業の認定に関すること 
 五 学生の身分，成績，卒業等の証明に関すること 

 六 学生の校外見学及び卒業旅行等に関すること 
 七 卒業証書及び修了証書等の交付に関すること 
 八 学生のインターンシップに関すること 
 九 学生の進学に関すること 
 十 学習到達度試験に関すること 
 十一 学生に係る特別講演会に関すること 

 十二 教科書及び補助教材に関すること 
 十三 非常勤講師に関すること 
 十四 学生課に属する公印の管守に関すること 
 十五 教務係に係る諸調査，統計及び報告に関すること 
 十六 その他学生課に係る事務のうち，他係及び室に属しない事項に関すること 

（出典 事務組織規程） 
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資料２－２－③－９（続き） 

学生課の事務分掌 

 

学生係 
 一 学生の課外教育活動に関すること 

 二 学生の団体に関すること 
 三 奨学生に関すること 
 四 授業料の免除等に関すること 
 五 学生旅客運賃割引証，通学証明書及び諸証明に関すること 
 六 体育大会に関すること 
 七 ロボットコンテスト等の出場支援に関すること 
 八 高専祭に関すること 
 九 学生の就職及びアルバイトに関すること 
 十 学生のキャリア支援に関すること 
 十一 広報誌「キャンパス」の編集，発行に関すること 
 十二 学生の集会，印刷物，掲示等に関すること 
 十三 学生の表彰及び懲戒に関すること 

 十四 学生の保健衛生及び保健施設の管理運営に関すること 
 十五 学生相談及び学生相談施設の管理運営に関すること 
 十六 日本スポーツ振興センターの災害共済給付に関すること 
 十七 学校医に関すること 
 十八 障害学生の支援に関すること 
 十九 学生係に係る諸調査，統計及び報告に関すること 
 二十 その他学生の厚生補導に関すること 
入試係 
 一 学生の募集及び入学者選抜に関すること 
 二 専攻科生の募集及び入学者選抜に関すること 
 三 学生の入学許可に関すること 
 四 留学生に関すること 

 五 研究生，聴講生及び科目等履修生に関すること 
 六 入試係に係る諸調査，統計及び報告に関すること 
寮務係 
 一 学寮の管理運営に関すること 
 二 寮生の保健衛生並びに栄養管理に関すること 
 三 学寮食堂の給食業務委託に関すること 

 四 寮生の団体，集会等に関すること 
 五 寮生の厚生補導に関すること 
 六 寄宿料の免除等に関すること 
 七 学寮における教員の宿日直に関すること 
 八 寮務係に係る諸調査，統計及び報告に関すること 
 九 その他寮務に関すること 

（出典 事務組織規程） 

 

 （分析結果とその根拠理由） 

 教育活動を実施する上で重要な役割を果たす学級担任の制度が確立されており，また課外活動につ

いては，原則教員全員がクラブ顧問教員となって学生の指導にあたっている。これらの業務をマニュ

アル化した「学生指導必携」が作成されており，学生課をはじめ教務委員会，学生委員会等からの支

援体制が各規程で定められ，整備されている。 

 以上のことから本校では，教員の教育活動を円滑に実施するための支援体制が機能している。 
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（２）優れた点及び改善を要する点 

 （優れた点） 

・教育活動を有効に展開するための検討・運営体制として教務委員会のほか，企画会議や運営会議等

があり，規程により委員構成，役割，責任体制等を明確にしている。これらの会議は毎月定例で開

催され，審議・決定された事項は議事要録として全教職員にメール配信されるほか，奈良高専内か

らのみ閲覧可能な「ローカルページ」上で公開され，周知されている。 

・学級担任が校務分掌のなかで重要な役割を果たすとともに，担任制度が確立された上，その業務は

マニュアル化されており，組織的な支援体制が整備されている。また，課外活動を実施する際にも，

各種の支援策が広くなされている。 

 

 （改善を要する点） 

・該当なし。 

 

（３）基準２の自己評価の概要 

 本校の準学士課程は，工学の基盤であり産業の基幹となる機械系，電気系，化学系の３分野５学科

から構成されており，各学科の目的は，本校の準学士課程の学習・教育目標と整合性を持つものであ

り，いずれも地域社会，時代の要請に基づいて設置された。 

 本校の専攻科課程は，準学士課程を構成する各学科との複合・融合を基本として組織されており，

各専攻の目標は，学校の目的や専攻科課程の学習・教育目標と整合性を持つものでる。 

 全学的なセンターとして，情報メディア教育センターが設置されている。同センターは情報処理教

育，語学教育のみならず，広く共同利用のために必要な支援を行っており，本校の学習・教育目標を

達成するために必要不可欠な施設である。 

 教育活動を有効に展開するための検討・運営体制として教務委員会がある。一方，教育課程全体を

企画・立案し調整するための企画会議があり，ここで企画・立案・調整された教育課程や教育活動全

般に係る重要かつ新規事項は運営会議で審議される。これらは，毎月定例で開催されるほか必要に応

じて臨時に開催されることが規程によって定められている。 

 一般科目及び専門科目を担当する教員間の連携を機能的に行うために，月例FDや学級担任・教科担

当連絡会のほか，英語教育充実促進会議が設置され，学生の状況について踏み込んだ議論が行われて

おり，各種の提案がなされ，その一部は具体的な形となっている。 

 教育活動を実施する上で重要な役割を果たす学級担任や課外活動についての業務をマニュアル化し

た「学生指導必携」が作成されており，学生課をはじめ教務委員会，学生委員会等からの支援体制が

各規程で定められ，整備されている。 
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基準３ 教員及び教育支援者等 

（１）観点ごとの分析 

観点３－１－①： 教育の目的を達成するために必要な一般科目担当教員が適切に配置されている

か。 

 （観点に係る状況） 

 本校の学習・教育目標を達成するために，（資料３－１－①－１）に示す一般科目担当教員を配置

している。専任の教員数は23名であり，非常勤講師数は26名である。 

 一般科目担当教員の専門分野等を（資料３－１－①－２，３）に示す。教員は，それぞれの専門分

野に適合した授業科目を担当している。また，一般科目担当教員は，低学年の科目を比較的多く担当

しているため教員免許を持つ者が23名中14名と多く，低学年の教育，指導に有効な配置となっている。 

 また，学習・教育目標である「豊かな人間性を備えた技術者の育成」を達成するため，国語，社会，

数学，理科，保健体育，外国語の専任教員をバランスよく配置するとともに，「コミュニケーション

能力を備えた国際的に活躍できる技術者の育成」を達成するため，平成20年４月よりネイティブスピ

ーカー１名を専任教員として採用している。現在は，この教員が平成25年３月末で転任したことによ

り，新たな英語担当の外国人教員を公募中である。 

 

 （分析結果とその根拠理由） 

 高等専門学校設置基準第６条２項４号によれば，一般科目を担当する専任者の数は，入学定員に係

る学生を５の学級に編制する場合，22人の専任者の数を下ってはならないこととなっている。本校の

場合，専任者は23名であるので設置基準を満たしている。また，一般科目担当教員の教員数及び授業

担当者としての適性も確保されている。 

 以上のことから，本校の学習・教育目標を達成するために必要な一般科目担当教員が適切に配置さ

れている。 
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資料３－１－①－１ 

平成 25 年度 一般科目担当教員数 

 

国
語

倫
理
・
哲
学

政
治
・
経
済

歴
史

地
理

数
学

物
理

化
学

生
物

保
健
体
育

美
術

音
楽

英
語

ド
イ
ツ
語

合
計

教員数(専任) 3 0 1 1 0 6 4 1 0 3 0 0 3 1 23

教授 2 0 0 1 0 3 1 0 0 2 0 0 2 1 12

准教授 0 0 0 0 0 1 2 1 0 1 0 0 1 0 6

講師 1 0 1 0 0 2 1 0 0 0 0 0 0 0 5

助教 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

1 1 1 3 1 5 0 1 1 1 1 1 7 2 26

49

教員数(非常勤)

教員数
 

（出典 学生課教務係作成資料） 
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資料３－１－①－２ 

一般科目担当教員の専門分野等（専任教員） 

 

民間企業 教育機関 研究所

教授 井上　次夫 修士（言語・文化学） ○

高等学校教諭（専修免許状）（国語）
中学校教諭（専修免許状）（国語）
高等学校教諭（普通２級免許）（国語・外国語［英語］）
中学校教諭（普通１級免許）（国語・外国語［英語］）
小学校教諭（普通１級免許）

教授 鍵本　有理 博士（文学）

高等学校教諭（専修免許状）（国語）
高等学校教諭（１種免許状）（国語）
中学校教諭（専修免許状）（国語）
中学校教諭（１種免許状）（国語）

教授 大矢　良哲 ○

特任教授 荒金　憲一 ○ 高等学校教諭（普通２級免許）（数学）

教授 市原　亮 博士（理学） 高等学校教諭（普通１級免許）（数学）

教授 安田　智之 博士（理学） ○
高等学校教諭（普通１級免許）（数学）
高等学校教諭（普通２級免許）（理科）
中学校教諭（普通１級免許）（理科）

教授 榊原　和彦 博士（理学）

教授 中西　茂巳

教授 松井　良明 博士（体育科学）
高等学校教諭（普通１級免許）（保健体育）
中学校教諭（普通１級免許）（保健体育）

教授 片山　悦男 ○
高等学校教諭（２種免許状）（英語）
中学校教諭（１種免許状）（英語）

教授 神澤　和明 ○
高等学校教諭（２種免許状）（英語）
中学校教諭（１種免許状）（英語）

教授 桐川　修 文学修士
中学校教諭（１種免許状）（ドイツ語）
高等学校教諭（２種免許状）（ドイツ語）

准教授 名倉　誠 博士（数学） ○
高等学校教諭（専修免許状）（数学）
中学校教諭（専修免許状）（数学）

准教授 小野　慎司 博士（理学） ○

准教授 北村　誠 博士（工学） ○ 高等学校教諭（１種免許状）（工業）

准教授 森　弘暢 修士（教育学） ○
高等学校教諭（専修免許状）（保健体育）
中学校教諭（専修免許状）（保健体育）
小学校教諭（専修免許状）

准教授 金澤　直志 修士（英語教育学） ○

准教授 新野　康彦 博士（理学）

講師 刀田　絵美子 博士（学術） ○
高等学校教諭（専修免許状）（国語）
中学校教諭（専修免許状）（国語）

講師 竹原　信也 修士（政策科学） ○

講師 飯間　圭一郎 博士（理学） 高等学校教諭（専修免許状）（数学）

講師 吉井　豊 博士（理学） ○

講師 稲田　直久 博士（理学） ○ ○

他機関での経歴
職種 氏名 学位 教員免許

 

（出典 総務課人事係，学生課教務係作成資料） 
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資料３－１－①－２（続き） 

一般科目担当教員の専門分野等（専任教員） 

 

職種 氏名 専門分野 担当授業科目

教授 井上　次夫 日本語学 国語Ⅲ(３年)

教授 鍵本　有理 日本語学，上代文学，日本語表現 国語Ⅰ(１年)

教授 大矢　良哲 日本文化史，寺院史，仏教美術，地域史，地名 比較現代文化論(専１)，歴史Ⅰ(２年)，地理(１年)

特任教授 荒金　憲一 数学基礎論 数学α (１年)，数学β (１年)

教授 市原　亮 函数解析学 基礎数理(専１)，応用数学α (４年)，微分積分Ⅰ(２年)

教授 安田　智之 結び目理論
解析数理(専１)，微分積分Ⅱ(３年)，
代数・幾何Ⅱ(３年)，数学β (１年)

教授 榊原　和彦 場の量子論 統計力学(専２)，応用物理Ⅰ(３年)，物理Ⅱ(２年)

教授 中西　茂巳 体育学
スポーツ・トレーニング特論(専１)，保健・体育Ⅴ(５年)，
保健・体育Ⅱ(２年)，保健・体育Ⅰ(１年)

教授 松井　良明 スポーツ史，スポーツ文化論 体育実技Ⅰ(４年)，保健・体育Ⅱ(２年)

教授 片山　悦男 アメリカ文学 英語Ⅴα (５年)，英語Ⅰ(１年)

教授 神澤　和明
シェイクスピア演劇，演劇学，英語教育，
生涯学習

英語Ⅴα (５年)，英語Ⅱ(２年)，英語Ⅰ(１年)

教授 桐川　修 ドイツ語学，ドイツ語教育 独語Ⅰ(４年)

准教授 名倉　誠 代数学 応用数学β (４年)，数学α (１年)

准教授 小野　慎司 超イオン伝導体
科学と数理(専１)，応用物理Ⅱ(４年)，
応用物理Ⅰ(３年)，物理Ⅱ(２年)

准教授 北村　誠 高分子物性，ペプチド化学，生体材料学 化学Ⅱ(２年)，化学Ⅰ(１年)

准教授 森　弘暢 トレーニング科学，バイオメカニクス
保健・体育Ⅴ(５年)，保健・体育Ⅲ(３年)，
保健・体育Ⅱ(２年)，保健・体育Ⅰ(１年)

准教授 金澤　直志 応用言語学，第２言語習得，マルチメディア教育
英語読解法(専１)，英語Ⅳ(４年)，英語Ⅱ(２年)，
英文読解Ⅰ(２年)

准教授 新野　康彦 素粒子理論
物理学特論(専１)，応用物理Ⅱ(４年)，
応用物理Ⅰ(３年)，物理Ⅰ(１年)

講師 刀田　絵美子 日本語史 日本語表現論(専１)，国語Ⅱ(２年)

講師 竹原　信也 法政策，地域政策 法学(５年)，政治・経済(３年)

講師 飯間　圭一郎 可換代数学
応用数学β (４年)，代数・幾何Ⅱ(３年)，
微分積分Ⅰ(２年)

講師 吉井　豊 代数学 微分積分Ⅱ(３年)，代数・幾何Ⅰ(２年)

講師 稲田　直久 観測天文学，宇宙論 応用物理Ⅱ(４年)，物理Ⅱ(２年)，物理Ⅰ(１年)
 

（出典 総務課人事係，学生課教務係作成資料） 
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資料３－１－①－３ 

一般科目担当教員の専門分野等（非常勤講師） 

 

職名 氏名 学位 専門分野 担当授業科目

非常勤講師 中西　潔 修士 和歌
留学生の日本語，
国語Ⅰ，国語Ⅱ

非常勤講師 木村　倫幸 修士（文学） 哲学 哲学（前期），人文科学総合Ⅰ（後期）

非常勤講師 水谷　彰伸 修士（文学） 地理学 地理

非常勤講師 大谷　和 博士（経済） 経済学 経済学

非常勤講師 比佐　篤 博士（文学） 歴史 歴史Ⅱ

非常勤講師 吉井　武史 修士 歴史 歴史Ⅱ

非常勤講師 桑原　英之 修士（文学） 哲学
地理, 歴史Ⅱ，技術者倫理
【専攻科】（前期）

非常勤講師 竹村　匡弥 修士（教育学） スポーツ史 保健体育Ⅴ（前期）, 保健体育Ⅲ

非常勤講師 辻井　健修 博士（理学） 代数学 応用数学α

非常勤講師 北川　誠之助 工学修士 関数解析学 応用数学β ，代数・幾何Ⅱ（前期）

非常勤講師 作間　美穂 修士（教育学） 数学教育 代数・幾何Ⅰ

非常勤講師 庄田　倫代 理学修士 代数幾何学 応用数学α

非常勤講師 室谷　文祥 博士（理学） 微分幾何学 代数・幾何Ⅰ

非常勤講師 堀内　健 理学博士 物理化学 化学Ⅰ

非常勤講師 岡田　佳栄 修士 動物生理学 生物

非常勤講師 平田　裕信 洋画 美術

非常勤講師 荒巻　徳代 声楽 音楽

非常勤講師 杉田　米行 博士（Ph.D） 日米・国際関係
英語Ⅲ，英語Ｖγ ，
英語表現法【専攻科】

非常勤講師 山本　真司 博士（英文学）
英文学，
英語教育

英分読解Ⅲ，
プレゼンテーション英語【専攻科】（前期）

非常勤講師 石水　明香 修士（教育学） 英語教育 英語Ｖβ １，英文読解Ⅲ，英語Ⅱ

非常勤講師 後藤　朗子 修士（文学） 英文学 英語Ⅴβ ２，英文読解Ⅰ，英文読解Ⅱ

非常勤講師 田中　美津子 修士（英語学） 英語教育 英語Ⅰ

非常勤講師 福智　佳代子 修士（英語教育学） 英語教育 英語Ⅲ

非常勤講師 小西　智子 修士（英米語学） 英語教育 英語Ⅳ，英文読解Ⅰ

非常勤講師 田島　昭洋 修士（言語文化学） ドイツ文学
独語ⅡＢ，独語Ⅰ，
ドイツ文化論Ⅱ【専攻科】（後期）

非常勤講師 廣瀬　ゆう子 修士（文学） ドイツ文学
独語ⅡＡ，
ドイツ文化論Ⅰ【専攻科】（前期）  

（出典 総務課人事係，学生課教務係作成資料） 
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観点３－１－②： 教育の目的を達成するために必要な各学科の専門科目担当教員が適切に配置さ

れているか。 

 （観点に係る状況） 

 本校の学習・教育目標を達成するために，（資料３－１－②－１）に示す専門科目担当教員を配置

している。専任の教員数は，教授21名，准教授23名，講師３名，助教７名，嘱託教授１名，合計55名

である。また，非常勤講師は20名である。 

 専門科目担当教員の専門分野等を（資料３－１－②－２～６）に示す。教員は，それぞれの専門分

野に適合した授業科目を担当している。 

 また，学習・教育目標である「幅広い工学知識を基礎に，実践能力を備えた技術者の育成」「課題

解決能力を備えた技術者の育成」を達成するため，博士の学位を取得した教員や企業勤務等の経験が

ある教員を配置している。専任教員の博士の学位取得率は93％であり，企業や研究機関での勤務経験

のある教員は44％である。 

 

 （分析結果とその根拠理由） 

 高等専門学校設置基準第６条３項によれば，専門科目を担当する専任者の数は，５の学科を置く場

合，36人の専任者の数を下ってはならないこととなっている。本校の場合，専任者は54名（嘱託教授

１名は設置基準では除く）であるので設置基準を満たしている。また，高等専門学校設置基準第８条

によれば，専門科目を担当する専任の教授及び准教授の数は，一般科目を担当する専任教員数と専門

科目を担当する専任教員数との合計数の２分の１を下ってはならないとあり，５学科で構成される本

校の場合，その数は39人となる。本校の専門科目を担当する専任の教授及び准教授の数は，44人であ

り，設置基準を満たしている。 

 また，専門科目担当教員の教員数及び授業担当者としての適性も確保され，ほとんどの教員が博士

の学位取得者であり，企業勤務等の経験がある教員も各学科に複数名いる。 

 以上のことから，本校の学習・教育目標を達成するために必要な専門科目担当教員が適切に配置さ

れている。 

 

資料３－１－②－１ 

平成25年度 専門科目担当教員数 

機械工学科 電気工学科 電子制御工学科 情報工学科 物質化学工学科 合計

教員数(専任) 11 11 10 11 12 55

教授 5 3 5 4 4 21

准教授 4 6 3 4 6 23

講師 0 0 1 1 1 3

助教 2 1 1 2 1 7

嘱託教授 0 1 0 0 0 1

3 4 4 3 6 20

75

教員数(非常勤)

教員数
 

（出典 学生課教務係作成資料） 
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資料３－１－②－２ 

専門科目（機械工学）担当教員の専門分野等（専任教員） 

 

民間
企業

教育
機関

研究
機関

教授 矢尾　匡永 博士（工学） 伝熱工学，熱工学，流体工学
熱工学Ⅱ(５年)，エネルギ工学(５年)，機械工学特論(５年)，
熱工学Ⅰ(４年)，機械工学演習Ⅰ(４年)，機械工学実験Ⅰ(４年)

教授 和田　任弘 工学博士
切削・研削加工学，
磨耗・摩擦解析工学，表面処理工学

精密加工学(専１)，機械工学特論(５年)，機械工学演習Ⅰ(４年)，
機械工作法Ⅱ(３年)，創造設計製作(３年)，機械工学実験Ⅱ(５年)

教授 小柴　孝 博士（工学） ○ レオロジー，流体工学
工業数学(５年)，振動工学(５年)，機械工学特論(５年)，
機械工学演習Ⅰ(４年)，エネルギー基礎力学(３年)，
機械工学入門(１年)，機械工学実験Ⅰ(４年)

教授 坂本　雅彦 博士（工学） ○ 流体力学，流体工学，熱流体工学
連続体力学(専１)，流体工学Ⅱ(５年)，機械工学特論(５年)，
機械工学演習Ⅰ(４年)，流体工学Ⅰ(４年)，工業外国語(４年)

教授 廣　和樹 博士（工学） 計測物理工学，機械工作学
機械制御技術基礎(専１)，計測工学(５年)，機械工学特論(５年)，
機械工学演習Ⅰ(４年)，電子工学(４年)，情報処理Ⅱ(３年)，
機構学(２年)，機械工作実習Ⅱ(２年)，機械工学実験Ⅰ(４年)

准教授 平　俊男 博士（工学） 設計工学，知能機械学・機械システム
機械制御工学概論(専２)，生産システム工学(５年)，
機械工学特論(５年)，機械工学演習Ⅰ(４年)，材料力学Ⅱ(４年)，
数値解析(４年)，機械工作実習Ⅰ(１年)，機械工学実験Ⅰ(４年)

准教授 榎　真一 博士（工学） ○ 設計工学，材料力学
設計工学特論(専２)，機械工学特論(５年)，機械工学演習Ⅰ(４年)，
設計工学(４年)，設計工学演習Ⅰ(４年)，機械設計製図Ⅱ(２年)，
基礎製図(１年)，機械工学実験Ⅱ(５年)，機械工学実験Ⅰ(４年)

准教授 酒井　史敏 博士（工学） 制御工学
アクティブ制御(専２)，電子制御工学(５年)，制御工学(５年)，
機械工学特論(５年)，機械工学演習Ⅰ(４年)，電気工学(３年)，
機械工学実験Ⅱ(５年)，機械工学実験Ⅰ(４年)

准教授 谷口　幸典 博士（工学） 機械材料学，塑性加工学

塑性加工学(専１)，実用技術英語(専１)，材料工学特論(５年)，
機械工学特論(５年)，機械工学演習Ⅰ(４年)，材料学Ⅱ(３年)，
材料学Ⅰ(２年)，機械設計製図Ⅰ(１年)，機械工学実験Ⅱ(５年)，
機械工学実験Ⅰ(４年)

助教 福岡　寛 博士（工学）
熱流体工学，圧縮性流体力学，
数値流体力学

システムデザイン演習(専１)，計算機力学(専１)，機械工学特論(５年)，
機械工学演習Ⅰ(４年)，情報処理Ⅰ(２年)，情報リテラシ(１年)，
機械工学実験Ⅱ(５年)，機械工学実験Ⅰ(４年)

助教 児玉　謙司 博士（理学） ○ 磁性，粉体材料，Ｘ線散乱・分光
無機材料(専２)，機械工学特論(５年)，機械工学演習Ⅰ(４年)，
機械工作法Ⅰ(２年)，機械工学実験Ⅱ(５年)，機械工学実験Ⅰ(４年)

担当授業科目
他機関での経歴

職種 氏名 学位 専門分野

 

 

 

専門科目（機械工学）担当教員の専門分野等（非常勤教員） 

 

職種 氏名 学位 専門分野 担当授業科目

非常勤講師 岩井　保善 工学博士 材料力学 材料力学Ⅰ

非常勤講師 中井　誠一 博士（工学） 伝熱工学 設計工学演習Ⅱ

非常勤講師 久保　善紀 修士（工学） 設計工学，材料力学 機械設計製図Ⅲ
 

（出典 総務課人事係，学生課教務係作成資料） 
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資料３－１－②－３ 

専門科目（電気工学）担当教員の専門分野等（専任教員） 

 

民間
企業

教育
機関

研究
機関

教授 藤井　治久 工学博士 ○
電力エネルギー工学，電気物理，
静電気・放電技術，宇宙環境工学

エネルギー変換工学(５年)，高電圧工学(５年)，原子力工学(５年)，
電気・電子工学実験Ⅳ(５年)，環境工学概論(３年)，
電気・電子工学実験Ⅲ(４年)

教授 中村　善一 博士（工学） ○ パターン情報処理
電気回路Ⅱ(３年)，電気回路Ⅰ(２年)，電気回路演習(２年)，
電気・電子工学入門(１年)，電気・電子工学実験Ⅳ(５年)，
電気・電子工学実験Ⅲ(４年)

教授 藤田　直幸 博士（工学） ○ ○ 磁気工学，電気電子材料，表面処理
電子情報技術基礎(専１)，システムデザイン演習(専１)，
電子工学(３年)，電磁気学Ⅰ(２年)，環境リテラシ(１年)，
電気・電子工学実験Ⅳ(５年)

准教授 土井　滋貴 工学修士 電子回路工学，計測工学
コンピュータ応用工学(５年)，コンピュータハードウェア(３年)，
プログラミング(２年)，電子情報工学特別実験(専１)，
電気・電子工学実験Ⅳ(５年)，電気・電子工学実験Ⅱ(３年)

准教授 小坂　洋明 博士（工学） ○ ○
システム工学，ヒューマンファクター，
人間工学，感性工学

メカトロニクス工学(５年)，制御工学(５年)，システム制御工学Ⅰ(４年)，
ディジタル回路(２年)，情報リテラシ(１年)，
電気・電子工学実験Ⅳ(５年)，電気・電子工学実験Ⅱ(３年)

准教授 小野　俊介 博士（人間・環境学） ○
光伝送システム，
希土類添加型光増幅器，
光信号処理，非線形工学

情報伝送(専２)，信号処理(５年)，電子応用工学(５年)，
信号通信理論(４年)，電磁気学Ⅲ(４年)，電気・電子工学実験Ⅳ(５年)，
電気・電子工学実験Ⅱ(３年)

准教授 大谷　真弘 博士（工学）
集積回路工学，半導体工学，
脳・神経系を模するハードウェア

電気電子回路特論(専１)，半導体工学(５年)，電気回路Ⅲ(４年)，
アナログ回路(４年)，電気・電子工学実験Ⅳ(５年)，
電気・電子工学実験Ⅲ(４年)

准教授 石飛　学 博士（工学）
エネルギーエレクトロニクス，
スイッチング電力変換

エネルギーエレクトロニクス(専２)，電力変換回路(４年)，
電磁気学Ⅱ(３年)，基礎電気回路(１年)，電気・電子工学実験Ⅰ(２年)，
電気・電子工学実験Ⅳ(５年)

准教授 平井　誠 博士（工学） ○ 薄膜材料学，結晶学，電子物性学
電子物性(専２)，実用技術英語Ⅰ(専１)，電気電子材料(４年)，
電磁気学演習(３年)，電気回路演習(２年)，電気・電子工学入門(１年)，
電気・電子工学実験Ⅳ(５年)，電気・電子工学実験Ⅲ(４年)

助教 芦原　佑樹 博士（工学） 電波情報工学，宇宙電波工学
電磁気学特論(専１)，計測工学(３年)，電気工学演習(３年)，
電子情報工学特別実験(専１)，電気・電子工学実験Ⅳ(５年)，
電気・電子工学実験Ⅲ(４年)，電気・電子工学実験Ⅰ(２年)

嘱託
教授

長田　芳裕 博士（工学） ○ ○ 半導体工学
電子情報工学セミナーⅠ，Ⅱ(専１，２)，電気工学演習(３年)，
電磁気学演習(３年)，環境リテラシ(１年)，電気・電子工学実験Ⅰ(２年)

担当授業科目職種 氏名 学位
他機関での経歴

専門分野

 

 

 

専門科目（電気工学）担当教員の専門分野等（非常勤教員） 

 

職名 氏名 学位 専門分野 担当授業科目

非常勤講師 木村　健 博士（工学） 電気機器
電気・電子工学実験Ⅱ，
実用技術英語Ⅱ【専攻科】（前期），
電気機器工学，電力系統工学（後期）

非常勤講師 上田　恒章 電子制御 電気製図（前期）

非常勤講師 井村　榮仁 工学修士 電気機器 電力応用工学（後期）

非常勤講師 中北　伸二 電気設備 電気法規・設備工学（後期）
 

（出典 総務課人事係，学生課教務係作成資料） 
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資料３－１－②－４ 

専門科目（電子制御工学）担当教員の専門分野等（専任教員） 

 

民間
企業

教育
機関

研究
機関

教授 押田　至啓 工学博士 光応用計測，計測工学
レーザー応用計測工学(専２)，社会技術特論(専１)，信号処理(５年)，
数値解析(５年)，システム工学(５年)，工業外国語(５年)，計測工学Ⅰ(３年)，
電子制御工学実験Ⅱ(４年)，電子制御工学実験Ⅰ(３年)

教授 島岡　三義 博士（工学） ○
素材製造プロセス，材料工学，
伝熱工学

輸送現象論(専２)，応用力学演習(５年)，工業外国語(５年)，応用力学(４年)，
材料力学(４年)，材料・加工学(２年)，機械工学実習(２年)，
電子制御工学実験Ⅱ(４年)

教授 早川　恭弘 博士（工学） ○
福祉工学，空気圧工学，
ロボット工学

油空圧制御工学(専１)，機械制御技術基礎(専１)，ロボティクス(５年)，
工業外国語(５年)，基礎システム設計(３年)，情報数学(１年)，
電子制御工学実験Ⅴ(５年)，電子制御工学実験Ⅰ(３年)

教授 上田　悦子 博士（工学） ○ ○
ロボット工学，
コンピュータビジョン，動作解析

工業外国語(５年)，応用電気工学(４年)，交流理論Ⅱ(３年)，交流理論Ⅰ(２年)，
電気回路(１年)，電子制御工学実験Ⅴ(５年)，基礎工学実験(１年)

教授 櫟　弘明 博士（工学） ○ ロボティクス，制御工学，計算機

ヒューマンインターフェイス(専２)，現代制御理論(５年)，工業外国語(５年)，
実践システム設計(４年)，アルゴリズムとデータ構造(３年)，
計算機アーキテクチャ(３年)，プログラミング(２年)，電子制御工学実験Ⅴ(５年)，
電子制御工学実験Ⅰ(３年)

准教授 西田　茂生 工学修士
計測工学，材料工学，
トライボロジー

トライボロジー(専２)，情報伝送工学(５年)，工業外国語(５年)，
計測工学Ⅱ(４年)，工業数学(３年)，基礎製図法(１年)，
電子制御工学実験Ⅴ(５年)，電気工学実験(２年)

准教授 飯田　賢一 博士（工学） 制御工学，電気工学
機械制御工学概論(専２)，ディジタル制御(専１)，システムデザイン演習(専１)，
制御理論Ⅱ(５年)，工業外国語(５年)，制御工学Ⅰ(４年)，
電子制御工学実験Ⅱ(４年)，電気工学実験(２年)

准教授 矢野　順彦 修士（工学） ○
アクチュエータ工学，
ロボティクス，人間機械学

解析力学(５年)，工業外国語(５年)，電磁気学Ⅱ(４年)，応用電気工学(４年)，
電磁気学Ⅰ(３年)，電子制御工学実験Ⅴ(５年)，電気工学実験(２年)

講師 玉木　隆幸 博士（工学） 応用光学
実用技術英語(専１)，電気・電子機器(５年)，工業外国語(５年)，
電子工学(３年)，機械工学実習(２年)，電子制御工学実験Ⅴ(５年)，
基礎工学実験(１年)

助教 中村　篤人 博士（工学） ○ 流体力学，分子流体力学
エネルギー変換工学(５年)，工業外国語(５年)，熱力学(４年)，応用力学(４年)，
電子制御工学実験Ⅱ(４年)，基礎工学実験(１年)

担当授業科目職種 氏名 学位
他機関での経歴

専門分野

 

 

 

専門科目（電子制御工学）担当教員の専門分野等（非常勤教員） 

 

職名 氏名 学位 専門分野 担当授業科目

非常勤講師 藤田　直生 修士（工学）
電子機器設計
情報処理

応用システム設計

非常勤講師 千葉　訓司 博士（工学） 非ニュートン流体力学 流体力学

非常勤講師 福山　広
電子回路工学
電子機器設計

実践システム設計

非常勤講師 米川　雅士 修士（工学）
宇宙工学、通信工学
地理学、制御工学

電子回路（前期）
 

（出典 総務課人事係，学生課教務係作成資料） 
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資料３－１－②－５ 

専門科目（情報工学）担当教員の専門分野等（専任教員） 

 

民間
企業

教育
機関

研究
機関

教授 浅井　文男 理学博士 ○ 工学教育，科学教育
数値解析(５年)，電磁気学(４年)，電子回路(３年)，
電子情報工学特別実験(専１)，情報工学実験Ⅲ(４年)

教授 山口　智浩 博士（工学） ○ ○
人工知能，学習エージェント，
ヒューマンエージェントインタラクション，
推薦システム，音楽情報検索

電子情報工学セミナーⅠ，Ⅱ(専１，２)，
システムデザイン演習(専１)，制御工学(４年)，
情報数学Ⅰ(２年)，情報工学実験Ⅲ(４年)

教授 井上　一成 博士（工学） ○
集積回路工学，ネットワーク，
省電力ハードウェア

基盤システム学(専２)，工業外国語(５年)，
システム工学(５年)，集積回路(５年)，回路理論(３年)，
情報工学実験Ⅲ(４年)

教授 松尾　賢一 博士（工学） 画像処理，パターン認識
電子情報システム設計Ⅱ(専Ⅰ)，信号処理(５年)，
パターン情報処理(５年)，ディジタル回路(１年)，
電子情報工学特別実験(専１)，情報工学実験Ⅰ(２年)

准教授 松村　寿枝 博士（工学） ○
音声情報処理，
ニュートラルネットワーク，
雑音除去

メディアシステム論(専２)，オペレーティングシステム(４年)，
プログラミングⅢ(４年)，プログラミングⅡ(３年)，
プログラミングⅠ(２年)，情報リテラシ(１年)，
情報工学実験Ⅰ(２年)

准教授 内田　眞司 博士（工学） ○ ○ ソフトウェア工学
ソフトウェア設計(５年)，プログラミングⅡ(３年)，
コンピュータシステム概論(２年)，情報工学概論(１年)，
情報工学実験Ⅰ(２年)

准教授 山口　賢一 博士（工学）
ＶＬＳＩのテスト容易化設計法，
高位言語による計算機システム設計

計算機ハードウェア(専１)，
電子情報工学セミナーⅠ，Ⅱ(専１，２)，
計算機設計(５年)，コンピュータ援用論理設計(４年)，
コンピュータアーキテクチャ(３年)，情報工学実験Ⅱ(３年)

准教授 岡村　真吾 博士（情報科学） ○ 情報科学，情報セキュリティ
計算理論(専１)，情報理論(４年)，計算機言語処理(４年)，
情報セキュリティ(４年)，情報数学Ⅱ(３年)，
プログラミングⅠ(２年)，情報工学実験Ⅱ(３年)

講師 本間　啓道 修士（工学） 計算機科学
計算機ネットワーク(５年)，計算機ネットワークⅡ(４年)，
計算機ネットワークⅠ(３年)，プログラミングⅢ(４年)，
情報工学実験Ⅱ(３年)

助教 上野　秀剛 博士（工学） ソフトウェア工学，ユーザビリティ
ソフトウェア設計(専２)，電子情報システム設計Ⅰ(専１)，
ＩＴ活用(２年)，情報工学実験Ⅲ(４年)

助教 岩田　大志 博士（工学） ハードウェア
コンピュータ援用論理設計(４年)，論理回路(２年)，
情報工学実験Ⅲ(４年)

担当授業科目職種 氏名 学位
他機関での経歴

専門分野

 

 

 

専門科目（情報工学）担当教員の専門分野等（非常勤教員） 

 

職名 氏名 学位 専門分野 担当授業科目

非常勤講師 布目　淳 博士（工学）
計算機システム，
ネットワーク，
ソフトウエア

オートマトン理論

非常勤講師 上田　浩 博士（工学）
人工知能，教育工学，
情報メディア

人工知能（前期）

非常勤講師 益子　耕一郎 博士（工学）
ソフトウェア，
ネットワーク

データ構造とアルゴリズム，
情報ネットワーク【専攻科】（前期）  

（出典 総務課人事係，学生課教務係作成資料） 

 



奈良工業高等専門学校 基準３ 

- 69 - 

資料３－１－②－６ 

専門科目（物質化学工学）担当教員の専門分野等（専任教員） 

 

民間
企業

教育
機関

研究
機関

教授 嶋田　豊司 博士（工学） ○
有機合成化学，有機金属化学，
有機・無期ハイブリッド，有機ケイ素化学

有機合成化学(専１)，有機化学反応論(専２)，現代有機化学論(専１)，
工業外国語Ⅱ(５年)，反応有機化学(４年)，有機金属化学(４年)，
工学基礎(１年)，化学工学特別実験Ⅰ，Ⅱ(専１，２)，
物質化学工学実験Ⅱ(２年)

教授 片倉　勝己 博士（工学） ○ 工業電気化学，工業物理化学
電子応用化学(専２)，エネルギ工学(専２)，実用化学英語(専１)，
基礎電子化学(５年)，固体化学(４年)，数値解析(４年)，
物質化学工学実験Ⅲ(３年)

教授 三木　功次郎 博士（農学） ○ 生物電気化学，分析化学
生物機能化学(４年)，分析化学Ⅱ(２年)，化学(１年)，
生物化学工学実験Ⅱ(５年)，物質化学工学実験Ⅰ(１年)

教授 中村　秀美 博士（工学） ○ 環境化学工学，分離工学
物質移動論(専2)，吸着工学(５年)，環境工学(５年)，反応工学(５年)，
化学反応工学(５年)，化学工学Ⅰ(３年)，化学応用工学実験Ⅱ(５年)，
物質化学工学実験Ⅰ(１年)

准教授 石丸　裕士 博士（理学）
生物物理学，生物無機化学，
振動分光学，錯体化学

生物無機化学(専２)，生物化学技術基礎(専１)，システムデザイン演習(専１)，
分子生物学(５年)，化学演習Ⅰ(１年)，物質化学工学実験Ⅳ(４年)，
化学応用工学実験Ⅰ(４年)，物質化学工学実験Ⅰ(１年)

准教授 松浦　幸仁 博士（工学） ○ 量子化学，高分子化学
高分子材料学(専１)，物質構造化学(４年)，無機化学Ⅱ(３年)，
無機化学Ⅰ(２年)，物質化学工学実験Ⅲ(３年)

准教授 直江　一光 博士（工学） 生物化学工学
生物化学工学(専２)，反応装置工学(専１)，基礎生物化学工学(４年)，
化学工学Ⅱ(４年)，物質化学工学実験Ⅳ(４年)，生物化学工学実験Ⅰ(４年)

准教授 宇田　亮子 博士（工学） ○ 有機光化学，分子認識化学
生物分析化学(５年)，機能性高分子化学(５年)，工業外国語Ⅰ(４年)，
有機化学Ⅱ(３年)，有機化学Ⅰ(２年)，物質化学工学実験Ⅱ(２年)

准教授 伊月　亜有子 博士（農学） 土微生物学
細胞工学(専１)，食品工学(５年)，細胞生理学(５年)，微生物工学(４年)，
生物化学(３年)，生物化学工学実験Ⅱ(５年)，生物化学工学実験Ⅰ(４年)

准教授 亀井　稔之 博士（工学） ○
有機化学，有機金属化学，
有機合成化学

物質分析化学(専１)，機器分析(５年)，分析化学Ⅲ(３年)，
化学演習Ⅱ(３年)，分析化学Ⅰ(１年)，物質化学工学実験Ⅱ(２年)

講師 山田　裕久 博士（工学） ○ 電気化学 物理化学Ⅰ(３年)，情報科学(２年)，物質化学工学実験Ⅲ(３年)

助教 林　啓太 博士（工学） 微粒子工学，分子生物学
粉体工学(５年)，微粒子工学(４年)，化学工学基礎(２年)，
物質化学工学実験Ⅳ(４年)，化学応用工学実験Ⅰ(４年)

担当授業科目職種 氏名 学位
他機関での経歴

専門分野

 

 

 

専門科目（物質化学工学）担当教員の専門分野等（非常勤教員） 

 

職名 氏名 学位 専門分野 担当授業科目

非常勤講師 泉　生一郎 工学博士 電気化学，物理化学 物理化学Ⅱ,物質科学概論（後期）

非常勤講師 中谷　武志 工学修士
衛生工学，プロセス制御工学，
分離技術，水処理

基礎製図, プロセス制御（前期），
エレクトロニクス概論（後期），プロセス製図（後期）

非常勤講師 河越　幹男 工学博士
生物化学工学，化学工学，
保存科学

物質化学工学演習Ⅲ（後期），生物反応工学（後期），
応用生物反応工学【専攻科】（後期）

非常勤講師 梅原　忠 工学博士
反応工学，吸着工学，
環境工学，分離技術

触媒反応工学【専攻科】（前期）

非常勤講師 高橋　邦壽 プロセス化学 プロセス設計

非常勤講師 杉田　奈央子 修士（工学） 触媒工学、化学工学 化学応用工学実験Ⅱ（前期）
 

（出典 総務課人事係，学生課教務係作成資料） 
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 観点３－１－③： 専攻科を設置している場合には，教育の目的を達成するために必要な専攻科

の授業科目担当教員が適切に配置されているか。 

 （観点に係る状況） 

 本校では，機械制御工学専攻，電子情報工学専攻，化学工学専攻の３専攻を設置し，教養科目，専

門基礎科目，専門科目を開設している。 

 専攻科授業科目から，専攻科特別研究，専攻科特別実験を除いた専攻科課程の授業担当教員数は，

専任47名，非常勤10名であり（資料３－１－③－１），これらの教員は，定期的に大学評価・学位授

与機構による教員審査を受審している。 

 専攻科の学習教育目標である「工学基礎知識の修得」「新規システムを創成する意欲と能力の育

成」を達成するため，専門基礎科目，専門科目の授業担当教員は，博士の学位取得者，企業経験者を

中心に配置している（資料３－１－③－１）。また，担当授業科目と教員の専門分野を適合させ，適

切な配置を行っている（資料３－１－③－２～６）。なお，（資料３－１－③－４～６）には，特別

研究と特別実験担当者も記載している。 

 さらに，学校教育法（第70条の６）２項に，「・・・，その研究を指導することを目的と

し，・・・」とあり，専攻科課程の教員資格は，準学士課程のそれに比べて研究実績等の面で厳しく

なっている。そこで，教員１名が１年間で4.9件の研究発表（資料３－１－③－７）をする等，活発

な研究活動を通じ，専攻科特別研究の指導を行っている。 

 

 （分析結果とその根拠理由） 

 専攻科の授業科目担当教員は，大学評価・学位授与機構による教員審査で適格の判定を得ている。

また，専攻課程担当教員の授業担当者としての適性も確保され，ほとんどの教員が博士の学位取得者

であり，企業経験者も各専攻に複数名配置されている。さらに，研究論文の発表状況等から判断して，

教員の研究活動も活発である。 

 以上のことから，専攻科教育の目的を達成するために必要な授業科目担当教員が適切に配置されて

いる。 
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資料３－１－③－１ 

平成25年度 専攻科課程の授業科目担当教員数 

 

4 6 15 14 8 47

【1】 (2) 【6】 (0) 【14】 (5) 【14】 (6) 【8】 (3) 【43】 (16)

12 16 9 37

【11】 (6) 【14】 (6) 【9】 (5) 【34】 (17)

5 2 0 1 2 10

   【　】：博士の学位取得者内数    　(  )：企業・研究機関経験者内数
　専門基礎科目と専門科目の両方を教える教員は，専門の専任教員として人数を数えた。
　コミュニケーション英語（後期）については担当者未定

触媒反応工学

応用生物反応工学

実用技術英語Ⅱ英語表現法

コミュニケーション英語

ドイツ文化論Ⅱ

技術者倫理

情報ネットワーク

専任教員数

非常勤講師
担 当 授 業
科 目

特 別 研 究
担当教員数

合計

教員数(非常勤)

教養 専門基礎

専門

機械制御工学専攻 電子情報工学専攻 化学工学専攻

プレゼンテーショ ン英語

ドイツ文化論Ⅰ

 

（出典 学生課教務係作成資料） 
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資料３－１－③－２ 

教養科目担当教員の専門分野と担当授業科目（専任教員） 

 

民間
企業

教育
機関

研究
機関

教授 大矢　良哲 ○
日本文化史，寺院史，仏教美術，
地域史，地名

日本古代技術史，比較現代文化論

教授 中西　茂巳 体育学 スポーツ・トレーニング特論

准教授 金澤　直志 修士（英語教育学） ○
応用言語学，第２言語習得，
マルチメディア教育

英語読解法

講師 刀田　絵美子 博士（学術） ○ 日本語史 日本語表現論

担当授業科目職種 氏名 学位
他機関での経歴

専門分野

 

 

 

教養科目担当教員の専門分野と担当授業科目（非常勤教員） 

 

職名 氏名 学位 専門分野 担当授業科目

非常勤講師 杉田　米行 博士（Ph.D） 日米・国際関係 英語表現法

非常勤講師 山本　真司 博士（英文学） 英文学、英語教育 プレゼンテーション英語

非常勤講師 田島　昭洋 修士（言語文化学） ドイツ文学 ドイツ文化論Ⅱ

非常勤講師 廣瀬　ゆう子 修士（文学） ドイツ文学 ドイツ文化論Ⅰ
 

（出典 総務課人事係，学生課教務係作成資料） 
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資料３－１－③－３ 

専門基礎科目担当教員の専門分野と担当授業科目（専任教員） 

 

民間
企業

教育
機関

研究
機関

教授 市原　亮 博士（理学） 函数解析学 基礎数理

教授 安田　智之 博士（理学） ○ 結び目理論 解析数理

教授 榊原　和彦 博士（理学） 場の量子論 統計力学

教授 廣　和樹 博士（工学） 計測物理工学，機械工作学 機械制御技術基礎

教授 藤田　直幸 博士（工学） ○ ○ 磁気工学，電気電子材料，表面処理 電子情報技術基礎

教授 押田　至啓 工学博士 光応用計測，計測工学 社会技術特論

教授 早川　恭弘 博士（工学） ○ 福祉工学，空気圧工学，
ロボット工学 機械制御技術基礎

准教授 小野　慎司 博士（理学） ○ 超イオン伝導体 科学と数理

准教授 新野　康彦 博士（理学） 素粒子理論 物理学特論

担当授業科目職種 氏名 学位
他機関での経歴

専門分野

 

 

 

専門基礎科目担当教員の専門分野と担当授業科目（非常勤教員） 

 

職名 氏名 学位 専門分野 担当授業科目

非常勤講師 桑原　英之 修士（文学） 哲学 技術者倫理

非常勤講師 益子　耕一郎 博士（工学） ソフトウェア　ネットワーク 情報ネットワーク
 

（出典 総務課人事係，学生課教務係作成資料） 
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資料３－１－③－４ 

機械制御工学専攻専門科目担当教員の専門分野と担当授業科目（専任教員） 

 

民間
企業

教育
機関

研究
機関

教授 和田　任弘 工学博士
切削・研削加工学，
磨耗・摩擦解析工学，表面処理工学

精密加工学

教授 坂本　雅彦 博士（工学） ○ 流体力学，流体工学，熱流体工学 連続体力学，特別研究

教授 小柴　孝 博士（工学） ○ レオロジー，流体工学 特別実験Ⅰ，Ⅱ

教授 押田　至啓 工学博士 光応用計測，計測工学
レーザ応用計測工学，
特別研究

教授 島岡　三義 博士（工学） ○
素材製造プロセス，材料工学，
伝熱工学

輸送現象論，

教授 早川　恭弘 博士（工学） ○ 福祉工学，空気圧工学，
ロボット工学
油空圧制御工学，
特別実験Ⅰ，Ⅱ，特別研究

教授 上田悦子 博士（工学） ○ ○
ロボット工学，コンピュータビジョン，
動作解析

特別研究

教授 櫟　弘明 博士（工学） ○ ロボティクス，制御工学，計算機
ヒューマンインターフェイス，
特別研究

准教授 平　俊男 博士（工学） 設計工学，知能機械学・機械システム
機械制御工学概論，
特別実験Ⅰ，Ⅱ

准教授 榎　真一 博士（工学） ○ 設計工学，材料力学 設計工学特論，特別研究

准教授 酒井　史敏 博士（工学） 制御工学
アクティブ制御，
特別実験Ⅰ，Ⅱ

准教授 谷口　幸典 博士（工学） 機械材料学，塑性加工学
塑性加工学，
実用技術英語，
特別実験Ⅰ，Ⅱ

准教授 西田　茂生 工学修士 計測工学，材料工学，トライポロジー
トライボロジー，
特別実験Ⅰ，Ⅱ，特別研究

准教授 飯田　賢一 博士（工学） 制御工学，電気工学
ディジタル制御，
機械制御工学特論，特別研究

准教授 矢野　順彦 修士（工学） ○
アクチュエータ工学，ロボティクス，
人間機械学

特別実験Ⅰ，Ⅱ

講師 玉木　隆幸 博士（工学） 応用光学 実用技術英語，特別研究

助教 福岡　寛 博士（工学）
熱流体工学，圧縮性流体力学，
数値流体力学

計算機力学，特別研究

助教 児玉　謙司 博士（理学） ○ 磁性，粉体材料，Ｘ線散乱・分光 無機材料，特別研究

助教 中村　篤人 博士（工学） ○ 流体力学，分子流体力学 特別実験Ⅰ，Ⅱ，特別研究

担当授業科目職種 氏名 学位
他機関での経歴

専門分野

 

（出典 総務課人事係，学生課教務係作成資料） 
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資料３－１－③－５ 

電子情報工学専攻専門科目担当教員の専門分野と担当授業科目（専任教員） 

 

民間
企業

教育
機関

研究
機関

教授 藤井　治久 工学博士 ○
電力エネルギー工学，電気物理，
静電気・放電技術，宇宙環境工学

特別研究

教授 藤田　直幸 博士（工学） ○ ○ 磁気工学，電気電子材料，表面処理
システムデザイン演習，
特別研究

教授 浅井　文男 理学博士 ○ 工学教育，科学教育 特別実験

教授 山口　智浩 博士（工学） ○ ○
人工知能，学習エージェント，
ヒューマンエージェントインタラクション，
推薦システム，音楽情報検索

システムデザイン演習，
電子情報工学セミナーⅠ・Ⅱ，特別研究

教授 井上　一成 博士（工学） ○
集積回路工学，ネットワーク，
省電力ハードウェア

インターネット工学，
基盤システム学，特別研究

教授 松尾　賢一 博士（工学） 画像処理，パターン認識
電子情報システム設計Ⅱ，
特別実験，特別研究

准教授 土井　滋貴 工学修士 電子回路工学，計測工学 特別実験，特別研究

准教授 小野　俊介
博士（人間・
環境学）

○
光伝送システム，非線形工学，
希土類添加型光増幅器，光信号処理

情報伝送

准教授 大谷　真弘 博士（工学）
集積回路工学，半導体工学，
脳・神経系を模するハードウェア

電気電子回路特論，特別研究

准教授 石飛　学 博士（工学）
エネルギーエレクトロニクス，
スイッチング電力変換

パワーエレクトロニクス，
エネルギーエレクトロニクス，特別研究

准教授 平井　誠 博士（工学） ○ 薄膜材料学，結晶学，電子物性学
実用技術英語，実用技術英語Ⅰ，
電子物性，特別研究

准教授 松村　寿枝 博士（工学） ○
音声情報処理，
ニュートラルネットワーク，雑音除去

メディアシステム論，特別研究

准教授 内田　眞司 博士（工学） ○ ○ ソフトウェア工学 特別研究

准教授 山口　賢一 博士（工学）
ＶＬＳＩのテスト容易化設計法，
高位言語による計算機システム設計

電子情報工学セミナーⅠ・Ⅱ，
計算機ハードウェア，特別研究

准教授 岡村　真吾
博士（情報科
学）

○ 情報科学，情報セキュリティ 計算理論，特別研究

講師 本間　啓道 修士（工学） 計算機科学 特別研究

助教 芦原　佑樹 博士（工学） 電波情報工学，宇宙電波工学 電磁気学特論，特別実験

助教 上野　秀剛 博士（工学） ソフトウェア工学，ユーザビリティ
ソフトウェア設計，
電子情報システム設計Ⅰ，特別研究

助教 岩田　大志 博士（工学） ハードウェア 特別研究

嘱託
教授

長田　芳裕 博士（工学） ○ ○ 電子情報工学セミナーⅠ・Ⅱ

担当授業科目職種 氏名 学位
他機関での経歴

専門分野

 

 

 

電子情報工学専攻専門科目担当教員の専門分野と担当授業科目（非常勤教員） 

 

職名 氏名 学位 専門分野 担当授業科目

非常勤講師 木村　健 博士（工学） 電気機器
実用技術英語，
実用技術英語Ⅱ  

（出典 総務課人事係，学生課教務係作成資料） 
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資料３－１－③－６ 

化学工学専攻専門科目担当教員の専門分野と担当授業科目（専任教員） 

 

民間
企業

教育
機関

研究
機関

教授 嶋田　豊司 博士（工学） ○
有機合成化学，有機金属化学，
有機・無期ハイブリッド，有機ケイ素化学

有機合成化学，現代有機化学論，
有機化学反応論，特別実験Ⅰ・Ⅱ，特別研究

教授 片倉　勝己 博士（工学） ○ 工業電気化学，工業物理化学
実用化学英語，エネルギ工学，
電子応用化学，特別実験Ⅰ・Ⅱ，特別研究

教授 三木　功次郎 博士（農学） ○ 生物電気化学，分析化学 特別実験Ⅰ・Ⅱ，特別研究

教授 中村　秀美 博士（工学） ○ 環境化学工学，分離工学 物質移動論，特別実験Ⅰ・Ⅱ，特別研究

准教授 石丸　裕士 博士（理学）
生物物理学，生物無機化学，
振動分光学，錯体化学

システムデザイン演習，生物無機化学，
特別実験Ⅰ・Ⅱ

准教授 松浦　幸仁 博士（工学） ○ 量子化学，高分子化学 高分子材料学，特別実験Ⅰ・Ⅱ，特別研究

准教授 直江　一光 博士（工学） 生物化学工学
反応装置工学，生物化学工学，
特別実験Ⅰ・Ⅱ

准教授 宇田　亮子 博士（工学） ○ 有機光化学，分子認識化学 特別実験Ⅰ・Ⅱ，特別研究

准教授 伊月　亜有子 博士（農学） 土微生物学 細胞工学，特別実験Ⅰ・Ⅱ，特別研究

准教授 亀井　稔之 博士（工学） ○
有機化学，有機金属化学，
有機合成化学

物質分析工学，特別実験Ⅰ・Ⅱ，特別研究

講師 山田　裕久 博士（工学） ○ 電気化学 特別実験Ⅰ・Ⅱ，特別研究

助教 林　啓太 博士（工学） 微粒子工学，分子生物学 特別実験Ⅰ・Ⅱ

担当授業科目職種 氏名 学位
他機関での経歴

専門分野

 

 

 

化学工学専攻専門科目担当教員の専門分野と担当授業科目（非常勤教員） 

 

職名 氏名 学位 専門分野 担当授業科目

非常勤講師 河越　幹男 工学博士
生物化学工学，
化学工学，保存科学

応用生物反応工学

非常勤講師 梅原　忠 工学博士
反応工学，吸着工学，
環境工学，分離技術

触媒反応工学
 

（出典 総務課人事係，学生課教務係作成資料） 
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資料３－１－③－７ 

教員の研究に対する評価 

 

（出典 2012年10月自己点検・評価報告書P.49） 
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 観点３－１－④： 学校の目的に応じて，教員組織の活動をより活発化するための適切な措置が

講じられているか。 

 （観点に係る状況） 

 本校では，教員の年齢構成や経歴等を踏まえ，偏りのない適切な人材配置となるよう配慮を行って

いる。その結果，年齢構成一覧（資料３－１－④－１）に示すように，専任教員は各年齢層に渡って

バランスよく配置されている。また，女性教員の数は６名であり全体に占める女性教員の割合は８％

である（資料３－１－④－１）。女性教員の職位別人数は，教授２名，准教授４名であり，偏り無く

配置されている。教員公募時に「能力が同等と認められる場合は，女性を優先する」旨を周知し（資

料３－１－④－２），女性教員の採用に配慮している。 

 本校以外での教育経験や企業経験を有する教員の割合は，全体で59％である。また，博士の学位や

技術士等の高度な資格取得者の割合は，全体で83％，専門学科と理系の一般科目担当者で94％と高い

水準を保っている（資料３－１－④－３）。 

 外国人教員については，平成20年４月に一般教科英語担当教員１名を専任教員として採用した。現

在はこの教員が平成25年３月末で転任したことにより，新たな英語担当の外国人教員を公募中である。 

 教員の教育活動や研究活動の支援策として，高専機構の内地研究員制度，在外研究員制度，高専・

技術科学大学間教員交流制度を活用している（資料３－１－④－４）。 

 また，教員の活動をより活発化するために，高専機構教員顕彰への推薦（資料３－１－④－５）及

び本校独自の表彰を実施し，教員活動の活発化を図っている（資料３－１－④－６）。 

 

 （分析結果とその根拠理由） 

 教員組織の活動をより活発化するため，教員採用は公募制とし年齢や経歴等を配慮した選考により，

教員の年齢構成はバランスがとれている。また，多様な経歴を持つ教員，博士の学位を持つ教員の割

合も多く，質の高い実践的な教育が行われている。また，高専機構の内地研究員制度，在外研究員制

度，高専・技術科学大学間教員交流制度の活用や教員顕彰制度の実施により，教員の教育活動や研究

活動の活性化に努めている。 

 以上のことから，教員組織の活動をより活発化するための適切な措置が講じられている。 

資料３－１－④－１ 

学科別年齢構成と女性教員数 

年代

5 （0） 0 （0） 2 （0） 1 （0） 1 （0） 1 （0） 10 （0）

5 （0） 4 （0） 3 （0） 4 （1） 2 （0） 3 （0） 21 （1）

5 （1） 4 （0） 2 （0） 3 （0） 3 （1） 4 （1） 21 （3）

8 （1） 3 （0） 4 （0） 2 （0） 4 （0） 3 （1） 24 （2）

0 （0） 0 （0） 0 （0） 0 （0） 1 （0） 1 （0） 2 （0）

合計 23 （2） 11 （0） 11 （0） 10 （1） 11 （1） 12 （2） 78 （6）

40～49歳

30～39歳

電子制御
工 学 科

情　報
工学科

物質化学
工 学 科

合計

20～29歳

一般教科
機　械
工学科

電　気
工学科

60歳～

50～59歳

 

    （ ）内は女性教員数で内数                     平成25年4月1日現在 

（出典 総務課人事係作成資料） 
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資料３－１－④－２ 

公募書類（女性教員優先） 

 

（出典 総務課人事係保管資料） 

 



奈良工業高等専門学校 基準３ 

- 80 - 

資料３－１－④－３ 

教員の取得資格と経歴 

 

博士 修士
技術士等

資格
他学校勤務 民間企業等勤務

一般教科（理系以外） 3 8 6 2 12

一般教科(理系） 10 10 7 1 11

機械工学科 11 11 0 4 11

電気工学科 10 10 4 6 11

電子制御工学科 8 10 2 5 10

情報工学科 10 10 1 4 4 11

物質化学工学科 12 10 1 3 5 12

合    計 64 69 2 26 27 78

学位等取得者数 多様な経歴を持つ教員数

全教員数

 

 注：教員が持つ資格や経歴の延べ人数である。 

（出典 総務課人事係作成資料） 
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資料３－１－④－４ 

内地研究員制度，在外研究員制度，高専・技術大学間教員交流制度の実績 

 

内地研究員等一覧(平成16年度～）

年度 所属学科 職名 氏名 種別 研究期間 受入機関

平成19年度 電子制御工学科 助教授 廣　和樹 内地研究員（高専機構） H19.5.1～H20.2.28
名古屋工業大学
機械工学科

平成22年度 物質化学工学科 助教授 名倉　誠 内地研究員（高専機構） H22.6.1～H23.3.31
筑波大学大学院
数理物質科学研究科

平成22年度 電子制御工学科 助教授 矢野　順彦 内地研究員（高専機構） H23.5.2～H24.2.29
大阪大学大学院
工学研究科

在外研究員等一覧（平成16年度～）

年度 所属学科 職名 氏名 種別 研究期間 受入機関

平成16年度 電子制御工学科 助教授 飯田　賢一
海外先進教育実践支援
（文部科学省）

H17.3.28～H18.3.27
オークランド大学
（ニュージーランド）

平成17年度 物質化学工学科 助教授 直江　一光
在外研究員
（高専機構）

H18.3.29～H19.3.28
パリ第６大学
（フランス）

平成21年度 電子制御工学科 助教授 玉木　隆幸
優秀若手研究者海外派遣
（日本学術振興会）

H22.3.20～H23.3.19
トロント大学
（カナダ）

平成22年度 機械工学科 講師 谷口　幸典
在外研究員
（高専機構）

H22.5.1～H23.2.28
SIMTech
（シンガポール）  

 

高専・技術科学大学間教員交流制度（受け入れ）

年度 所属学科 職名 氏名 派遣期間 派遣校

平成18年度 一般教科 助教授 藤居　岳人 H18.4.1～H20.3.31 阿南工業高等専門学校

平成19年度 機械工学科 助教 熊谷　進 H19.4.1～H20.3.31 宮城工業高等専門学校

平成20年度 電気工学科 助教 村田　充利 H20.4.1～H21.3.31 和歌山工業高等専門学校

平成21年度 一般教科 准教授 木寺　英史 H21.4.1～H24.3.31 久留米工業高等専門学校

平成22年度 物質化学工学科 准教授 岸本　昇 H22.4.1～H23.3.31 和歌山工業高等専門学校

平成23年度 一般教科 准教授 青山　歓生 H23.4.1～H24.3.31 和歌山工業高等専門学校

平成24年度 一般教科 准教授 小野　慎司 H24.4.1～H26.3.31 仙台高等専門学校

平成25年度 一般教科 教授 井上　次夫 H25.4.1～H27.3.31 小山工業高等専門学校

高専・技術科学大学間教員交流制度（派遣）

年度 所属学科 職名 氏名 派遣期間 受け入れ校

平成22年度 物質化学工学科 准教授 石丸　裕士 Ｈ22.4.1～Ｈ24.3.31 和歌山工業高等専門学校

平成24年度 一般教科 教授 武田　充啓 H24.4.1～H26.3.31 明石工業高等専門学校
 

（出典 総務課作成資料） 
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資料３－１－④－５ 

 

（出典 国立高等専門学校機構教員顕彰実施要項より抜粋） 
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資料３－１－④－６ 

奈良工業高等専門学校教員顕彰推薦者・受賞者一覧 

 

学科 氏名 年月 賞の名称 主催者

一般教科 勢田　勝郭 平成14年11月
平成14年度国立高等専門
学校協会会長奨励賞

国立高等専門学校協会

一般教科 安田　智之 平成15年12月 選外 本校で独自に表彰

電気工学科 中村　善一 平成17年3月
平成16年度国立高等専門
学校教員顕彰奨励賞

独立行政法人国立高等
専門学校機構

一般教科 榊原　和彦 平成18年3月 選外 本校で独自に表彰

一般教科 武田　充啓 平成19年3月 選外 本校で独自に表彰

物質化学工学科 泉　生一郎 平成20年3月 選外 本校で独自に表彰

電気工学科 藤田　直幸 平成21年3月
平成20年度国立高等専門
学校教員顕彰理事長賞

独立行政法人国立高等
専門学校機構

電子制御工学科 早川　恭弘 平成22年3月 選外 本校で独自に表彰

情報工学科 山口　賢一 平成22年3月 選外 本校で独自に表彰

情報工学科 松尾　賢一 平成23年3月 選外 本校で独自に表彰

電気工学科 石飛　学 平成23年3月 選外 本校で独自に表彰

電子制御工学科 飯田　賢一 平成24年3月 選外 本校で独自に表彰

物質化学工学科 宇田　亮子 平成24年3月 選外 本校で独自に表彰

一般教科 鍵本　有理 平成25年3月 選外 本校で独自に表彰

一般教科 新野　康彦 平成25年3月 選外 本校での表彰辞退
 

（出典 総務課人事係作成資料） 
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 観点３－２－①： 全教員の教育活動に対して，学校による定期的な評価が行われているか。ま

た，その結果把握された事項に対して教員組織の見直し等，適切な取り組みが

なされているか。 

 （観点に係る状況） 

 教員の教育活動に関する定期的な評価を適切に実施するための体制として，点検・評価委員会担当

の学生による授業アンケート，FD委員会担当の公開授業がある。その他，教員による自己評価，教員

間の相互評価，学生による評価を行い，その結果に基づいて高専機構による教員顕彰制度に被表彰者

を推薦している（資料３－２－①－１）。また，教員顕彰に当たっての透明性と客観性を持たせるた

め，教員評価項目（「教育」「研究」「校務」「FD＆社会貢献」「その他」ごとに項目を設定）に係

るデータ収集を行っている（資料３－２－①－２）。 

 授業アンケートについては，平成６年度から毎年実施されており，授業アンケート結果は，冊子に

まとめられ，すべての教科について公開されている（資料３－２－①－３）。教員はアンケート結果

を踏まえてシラバスを作成するなど，授業の改善に努めることが求められている（資料３－２－①－

４）。 

 公開授業については，平成15年度から毎年実施しており，平成23年度からは前期と後期に１回ずつ

行っている。また，教職員だけではなく保護者にも授業参観として公開している。参観授業に対する

コメントが記入された報告書（資料３－２－①－５）が，参観者から授業担当者に配布されることに

より，授業改善に生かされている。 

 これらの定期的な評価以外に，校長が全ての教員と面談し，上記の評価結果等を参考に，各教員の

取り組みに助言を与えている（資料３－２－①－６）。 

 

 （分析結果とその根拠理由） 

 教員の教育活動に関する定期的な評価は，学生による授業アンケート，公開授業及び教員による自

己評価，教員間の相互評価，学生による評価による教員顕彰を通して行われている。また，校長面談

により，教員に適切な助言が与えられている。 

 以上のことから，全教員の教育活動に対して定期的な評価が行われ，その結果把握された事項に対

して適切な取り組みがなされている。 
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資料３－２－①－１ 

教員の教育業績等評価 

 

 

（出典 総務課人事係保管資料より抜粋） 

 



奈良工業高等専門学校 基準３ 

- 86 - 

資料３－２－①－１（続き） 

教員の教育等業績評価 

 

 

（出典 総務課人事係保管資料より抜粋） 
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資料３－２－①－２ 

教員評価項目に係るデータ収集について 

 

 

（出典 総務課人事係保管資料） 
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資料３－２－①－２（続き） 

教員評価項目に係るデータ収集結果 

 

 

 
（出典 総務課人事係保管資料） 
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資料３－２－①－２（続き） 

教員評価項目に係るデータ収集結果 

 
 

 
（出典 総務課人事係保管資料） 
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資料３－２－①－２（続き） 

教員評価項目に係るデータ収集結果 

 
（出典 総務課人事係保管資料） 
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資料３－２－①－３ 

平成24年度授業アンケート報告書（一例） 

 

 

（出典 平成24年度授業アンケート報告書P.148） 
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資料３－２－①－４ 

シラバス作成要領 

 

 

（出典 平成25年度シラバス原稿作成依頼文書から抜粋） 
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資料３－２－①－５ 

公開授業参観報告書 

 

 

（出典 学生課保管資料） 
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資料３－２－①－５（続き） 

公開授業参観報告書 

 

 

（出典 学生課保管資料） 
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資料３－２－①－６ 

校長面談の実施と面談シート 

 

 

（出典 総務課長保管資料） 
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資料３－２－①－６（続き） 

校長面談の実施と面談シート 

 

校 長 面 談 
 

平成 25 年  月  日 

                      学科名： 

                      氏 名： 

 

（１）平成 25年度担当授業科目（前期または後期、学年、時限） 
 

 

 

 

 

 

 

 

（２）課外活動や各種イベント（ロボコンなど）での学生指導 
 

 

 

 

 

 

 

 

（３）ここ数年、教員として最も力を入れてきたこととその成果、及び、今後の抱負 

（教育・研究・課外活動等、複数可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）その他（どのようなことでも） 
  

 

 

（出典 総務課長保管資料） 
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 観点３－２－②： 教員の採用や昇格等に関する基準や規定が明確に定められ，適切に運用がな

されているか。 

 （観点に係る状況） 

 教員の採用（非常勤講師の新規採用を含む）及び昇任その他人事に関し，人事委員会（資料３－２

－②－１）が置かれ，教員の採用，昇任等，教員の選考に関しては，奈良工業高等専門学校教員選考

基準（資料３－２－②－２）が定められている。 

 専任教員の採用は公募により行っている。学科主任が校長の了承を得てから総務課長に手続きを依

頼し（資料３－２－②－３），公募文書（資料３－２－②－４）を高専・大学他に配布すると共に，

本校ホームページ，ネット等で広く公開している。採用にあたっては，書類審査による一次選考，面

接審査（一部模擬授業を含む）による二次審査を経て，応募書類，教員選考個人調書（資料３－２－

②－５）により，人事委員会の答申（資料３－２－②－６）を受け，校長が決定している。 

 教員の昇任に関しても，教員選考個人調書により教育・研究上の能力等を考慮・評価し，人事委員

会の答申（資料３－２－②－６）を受け，校長が決定している。 

 非常勤講師の新規採用に関しては，履歴書，非常勤講師選考個人調書（資料３－２－②－７）によ

って，教育研究上の能力等を考慮・評価し，人事委員会（資料３－２－②－６）の答申を受けて，校

長が決定している。 

 

 （分析結果とその根拠理由） 

 教員の採用（非常勤講師の新規採用を含む）及び昇任その他人事に関しは，校長が必要に応じて諮

問する事項を審議するため人事委員会が置かれ，教育・研究上の能力等を考慮・評価し，人事委員会

の答申を受け，校長が決定している。 

 以上のことから，教員の採用や昇格等に関する規定等が明確かつ適切に定められ，適切に運用がな

されている。 
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資料３－２－②－１ 

 

（出典 奈良高専規程集） 
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資料３－２－②－２ 

 

（出典 奈良工業高等専門学校教員選考基準） 
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資料３－２－②－３ 

教員公募の依頼 

 
（出典 総務課人事係保管資料） 
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資料３－２－②－４ 

教員公募の案内文書 

 

（出典 総務課人事係保管資料） 
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資料３－２－②－５ 

教員選考個人調書（様式） 

 

（出典 総務課人事係保管資料） 
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資料３－２－②－５（続き) 

教員選考個人調書（様式） 

 

 

（出典 総務課人事係保管資料） 
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資料３－２－②－５（続き） 

教員選考個人調書（様式） 

 

 
（出典 総務課人事係保管資料） 

 



奈良工業高等専門学校 基準３ 

- 105 - 

資料３－２－②－５（続き） 

教員選考個人調書（様式） 

 

 
（出典 総務課人事係保管資料） 
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資料３－２－②－６ 

人事委員会議事録 

 

 

 

（出典 平成25年２月人事委員会議事録） 
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資料３－２－②－６（続き） 

人事委員会議事録 

 

 

（出典 平成25年２月人事委員会議事録） 
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資料３－２－②－７ 

非常勤講師選考個人調書（様式） 

 

 

（出典 総務課人事係保管資料） 
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資料３－２－②－７（続き） 

非常勤講師選考個人調書（様式） 

 

 

（出典 総務課人事係保管資料） 
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 観点３－３－①： 学校における教育活動を展開するに必要な事務職員，技術職員等の教育支援

者等が適切に配置されているか。 

 （観点に係る状況） 

 奈良工業高等専門学校事務組織規程（資料３－３－①－１）に事務組織及び所掌事務の分掌が定め

られ，事務職員，技術職員による教育支援体制としては，情報管理室（情報処理担当，図書担当，メ

ディア担当），学生課教務係・学生係・寮務係，技術支援室がある（資料３－３－①－２）。 

 学生課には，事務職員18名（非常勤職員６名を含む）が配置されている。情報管理室には５名（非

常勤職員３名を含む）の事務職員が配置され，図書担当の３名は交替で平日の夜間や休日の学習支援

を行っている（資料３－３－①－３）。 

 技術支援室は，技術長１名，技術専門員２名，主に実習工場を担当する第一技術班４名，各学科と

情報センターを担当する第二技術班７名（非常勤職員３名を含む）で構成される。技術支援室では，

授業への支援（資料３－３－①－４）以外に，卒業研究，専攻科特別研究，教員の研究活動（資料３

－３－①－５～７）等への幅広い教育支援を行っている。 

 技術職員は，教育・研究支援を効果的に展開するために，研修会（資料３－３－①－８）への参加，

科学研究費補助金への申請（資料３－３－①－９），資格取得（資料３－３－①－10），学会等での

研究発表（資料３－３－①－11）を行っている。 

 

 （分析結果とその根拠理由） 

 本校の教育活動を展開するために必要な事務組織が整備され，事務職員，技術職員等が適切に配置

され，教育活動を支援するための研修制度等も設けられている。さらに，技術職員については，科学

研究費補助金への申請，資格取得，学会発表等の活動を通じ自らの資質向上に努めている。 

 以上のことから，教育活動を展開するに必要な事務職員，技術職員等が適切に配置されている。 
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資料３－３－①－１ 

事務組織規程 

 

（出典 奈良高専規程集） 
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資料３－３－①－１（続き） 

事務組織規程 

 

（出典 奈良高専規程集） 
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資料３－３－①－１（続き） 

事務組織規程 

 

（出典 奈良高専規程集） 
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資料３－３－①－１（続き） 

事務組織規程 

 

（出典 奈良高専規程集） 
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資料３－３－①－１（続き） 

事務組織規程 

 

（出典 奈良高専規程集） 
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資料３－３－①－１（続き） 

事務組織規程 

 

（出典 奈良高専規程集） 
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資料３－３－①－２ 

運営組織図 

 

（出典 2012年10月自己点検・評価報告書P.154） 
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資料３－３－①－３ 

平成25年度における学生課，情報管理室，技術支援室の配置状況 

 

○学生課事務職員の配置状況
常勤 非常勤

学生課長 1
課長補佐 1
専門職員 1
教務係 3 1
学生係 4
入試係 2
寮務係 5

合計 12 6
※学生係常勤の内，１名は看護師

○情報管理室事務職員の配置状況
常勤 非常勤

専門職員 1
室員 1 3

合計 2 3

○技術支援室技術職員の配置状況
常勤 非常勤

技術長 1
技術専門員 2
第１技術班 4
第２技術班 4 3

合計 11 3

実習工場 ５名
機械工学科 １名
電気工学科 １名
電子制御工学科 １名
情報工学科 １名
物質化学工学科 ２名（内１名非常勤）
総合情報センター １名
一般教科 ２名（全て非常勤）

技術支援室　技術職員１４名の居室場所

 

（出典 事務部座席表等から作成） 
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資料３－３－①－４ 

技術支援室技術職員の授業への支援体制（非常勤職員を含む） 

 

 

（出典 平成25年度技術支援室技術職員授業時間割表） 
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資料３－３－①－５ 

卒業研究における支援 

 

（出典 実習工場保管資料） 
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資料３－３－①－６ 

専攻科特別研究における支援 

 

（出典 実習工場保管資料） 

 



奈良工業高等専門学校 基準３ 

- 122 - 

資料３－３－①－７ 

教員研究活動における支援 

 

（出典 実習工場保管資料） 
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資料３－３－①－８ 

技術職員の研修 

 

（出典 平成22年度西日本高等専門学校技術職員特別研修会実施要項） 
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資料３－３－①－８（続き） 

技術職員の研修 

 

（出典 平成22年度西日本高等専門学校技術職員特別研修会実施要項） 
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資料３－３－①－９ 

技術職員の科学研究費補助金申請，採択状況 

 

新規 継続 新規 継続

23                ○
 技術支援室
技術長　市瀬　辰巳

奨励研究  Ni-Ti合金の形状記憶特性に関する基礎  535,000

23                ○
 技術支援室
技術専門員　大西　康幸

奨励研究
 グラファイトを電極に用いた電気化学的手法による
界面化学実験の開発

 658,000

23                ○ ○
 技術支援室
技術専門職員　尾﨑　充紀

奨励研究
 うまくいかないは失敗じゃない！失敗という名の成
功を体験的に学ぶからくり教材の開発

 555,000

23                ○
 技術支援室
技術専門職員　笹山　智仁

奨励研究
 デジカメの動画撮影機能を利用した「溶接可視化
システム」の開発と実用化に向けた研究

 760,000

23                ○
 技術支援室
技術専門職員　西野　貴之

奨励研究  統合管理サーバの構築  363,000

計 5 1

24                ○ ○
 技術支援室
技術長　市瀬　辰巳

奨励研究
 メカニカルミリングによるフェライト粉体の高転位密
度化と保磁力の増大に関する研究

 921,000

24                ○ ○
 技術支援室
技術職員　登　一

奨励研究
 機構ブロック方式による新制御教材の開発とPBL
による制御教育カリキュラムの構築

 970,000

24                ○
 技術支援室
技術専門員　笹山 智仁

奨励研究
 設計強度の異なる機構モデルを用いた最適な設計
を支援する教材の開発と活用法の研究

 720,000

24                ○
 技術支援室
技術専門職員　尾﨑　充紀

奨励研究
 思い通りにならないことの楽しさを追体験させる、
からくり型エコエネルギー教材の開発

 560,000

24                ○
 技術支援室
技術専門職員　道下 貴広

奨励研究
 LEGO　MINDSTORMを用いたシステム設計の基礎
実践教育

 900,000

24                ○
 技術支援室
技術専門員　大西　康幸

奨励研究  光電気化学反応を用いた新規分析法の開発  662,000

計 6 2

25                ○
  技術支援室
技術長　市瀬　辰巳

奨励研究
 水素ぜい化アシストミリングによるフェライト強磁性
粉体の微粒化と保磁力特性の向上

 988,000

25                ○
  技術支援室
技術専門職員　笹山　智仁

奨励研究
 ドライ加工によるパイプ切断を可能とするアクティブ
冷却装置の製作と実用性について

 660,000

25                ○
  技術支援室
技術専門職員　尾﨑　充紀

奨励研究
 失敗のススメ！効果的に成功体験できる出前授業
実験からの開発とものづくり知育

 770,000

25                ○
  技術支援室
技術職員　島田　大嗣

奨励研究
 金属粉体焼結体を用いたミニチュア～マイクロ鍛
造製品の加工技術の開発

 800,000

25                ○
  技術支援室
技術専門職員　道下　貴広

奨励研究
 自律型ロボットおよびPDCAサイクルを用いた問題
解決・実践型教育手法の開発

 1,000,000

25                ○
  技術支援室
技術専門職員　西野　貴之

奨励研究
 タブレット端末とE-Learningシステムによる学生実
験のペーパーレス化の試み

 670,000

25                ○
  技術支援室
技術専門員　大西　康幸

奨励研究
 炭素電極と洗剤を用いた電気化学的手法による界
面化学実験

 743,000

計 7 0

年度  研究課題名
採択件数

 申請額
 申請件数  代表者名

（所属・学科・職名・氏名）

平成２４年度　科学研究費補助金申請採択状況調査

 

（出典 総務課研究協力作成資料） 
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資料３－３－①－10 

資格取得状況 

 

 

（出典 技術支援室作成資料） 
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資料３－３－①－11 

学会等で研究発表状況 

 

（出典 技術支援室作成資料） 
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資料３－３－①－11（続き） 

学会等で研究発表状況 

 

（出典 技術支援室作成資料） 
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資料３－３－①－11（続き） 

学会等で研究発表状況 

 

（出典 技術支援室作成資料） 
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（２）優れた点及び改善を要する点 

 （優れた点） 

・博士号取得者の割合が，専門科目（理系の一般科目を含む）担当教員全体の94％であり，高い割合

である。 

・学生による授業アンケートが平成６年度から，公開授業が平成15年度から毎年実施され，これらの

結果が教員にフィードバックされることで授業改善が図られている。 

・本校の教育活動を展開するために必要な事務組織が整備され，事務職員，技術職員等が適切に配置

され，教育活動を支援するための研修制度等も設けられている。さらに，技術職員については，科

学研究費補助金への申請，資格取得，学会発表等の活動を通じ自らの資質向上に努めている。 

 

 （改善を要する点） 

・該当なし。 

 

（３）基準３の自己評価の概要 

 本校の教育目的を達成するために，一般科目及び専門科目担当教員を，専門分野と担当授業科目の

適合性に配慮して配置している。また，専任教員数は高等専門学校設置基準を満たしている。専攻科

では，担当教員が大学評価・学位授与機構による教員審査で適格の判定を得ているとともに，学位取

得状況，研究論文の発表状況等から，専攻科教育の目的を達成するために，高い質を持つ教員が配置

されている。 

 教員の年齢構成はバランスがとれているとともに，本校以外での教育経験や企業経験を有する教員

の割合は全体の59％である。また，博士の学位や技術士等の高度な資格取得者の割合は，全体で83％，

専門学科と理系の一般科目担当者で94％と高い水準を保っている。 

 教員の教育活動に関する定期的な評価を適切に実施するための体制として，学生による授業アンケ

ート，教職員と保護者を対象とする公開授業，教員の自己評価，教員間の相互評価，学生による教員

評価が整備されている。さらに，国立高等専門学校機構教員顕彰への推薦及び本校の教員顕彰制度を

設け，教員活動の一層の活発化を図っている。 

 教員の採用，昇任等，教員の人事に関しては，人事委員会が置かれ，奈良工業高等専門学校教員選

考基準が定められている。専任教員の採用は公募制であり，当該学科による一次審査，二次審査を経

た後，人事委員会の答申を受け，校長が決定し採用している。教員の昇任に関しても，教員選考個人

調書により教育・研究上の能力等を考慮・評価し，人事委員会の答申を受け，校長が決定している。

非常勤講師の新規採用に関しては，履歴書，非常勤講師選考個人調書によって，教育上の能力等を考

慮・評価し，人事委員会の答申を受けて，校長が決定している。 

 事務職員，技術職員による教育支援体制としては，情報管理室（情報処理担当，図書担当，メディ

ア担当），学生課教務係・学生係・寮務係，技術支援室の組織が整備され，幅広い教育支援を行って

いる。 
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基準４ 学生の受入 

（１）観点ごとの分析 

 観点４－１－①： 教育の目的に沿って，求める学生像及び入学者選抜の基本方針等の入学者受

入方針（アドミッション・ポリシー）が明確に定められ，学校の教職員に周知

されているか。また，将来の学生を含め社会に理解されやすい形で公表されて

いるか。 

 （観点に係る状況） 

 本校は，中学校卒業後の早い段階から実験・実習・実技等の体験的な学習を重視した教育を行うこ

とで，有能な技術者・研究者となりうる人材を養成することとしている。理工系・技術系分野に対す

る興味と基礎能力・適性を有し，学習意欲が旺盛である中学生や工業高校生に本校の教育目的を周知

し，優秀な人材を確保できるよう，本校ではアドミッション・ポリシーを明確に定めている（資料４

－１－①－１，２）。準学士課程卒業生等に対しても，専攻科のアドミッション・ポリシーを，（資料

４－１－①－３）のとおり定めている。 

 アドミッション・ポリシーは基準１でも述べたように本校のホームページ上に公開しており，シス

テム上この箇所のみのアクセス数はカウントできていないが，ホームページ全体へのアクセス数から，

アドミッション・ポリシーについてもかなりの閲覧数があったとみてよい（資料４－１－①－４）。

本校教職員に対してはアドミッションポリシーが記載された「学校概要」や「学生生活のしおり」の

配布などを通して啓蒙している。さらに，広く受験生に知らせるため，中学校訪問，体験入学，学校

＆入試説明会，中学校進路指導教諭及び学習塾講師等を対象とした入試説明会等の機会をとらえて，

アドミッション・ポリシーと教育方針等を説明している。アドミッション・ポリシーの常勤教職員へ

の周知は平成24年度実施したアンケート結果によると，これらの内容を良く知っている教職員は

27.9%であり，概ね知っている教職員は54.8%，また，その存在を知っている教職員も含めると94%以

上となっている（資料４－１－①－５）。 

 アドミッション・ポリシーを広く社会に公表するために，本校ではアドミッション・ポリシーと教

育方針等を掲載した資料を配布している。その配布先，配布数の一覧表（資料４－１－①－６），並

びに学校＆入試説明会と体験入学の参加者数をまとめた一覧表を示す（資料４－１－①－７）。学校

＆入試説明会では509～610名，体験入学で401～558名の参加者があった。その他，随時訪問してくる

保護者や中学生，さらに，求人企業に対しても本校の教育方針，アドミッション・ポリシーを説明し

ている。 

 

 （分析結果とその根拠理由） 

 アドミッション・ポリシーが明文化されており，教職員に周知されている。また，受験生（中学

生）などを中心に，社会に対しても適切な手法で公開されている。 

 根拠としては，本校ホームページや各種印刷配付物が挙げられ，またアンケート結果などからも，

アドミッション・ポリシーについて一定の理解が得られていることが確認できる。 
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資料４－１－①－１ 

アドミッション・ポリシー 

 

 

 

（出典 本校ホームページ） 

 

資料４－１－①－２ 

準学士課程のアドミッション・ポリシー 

 

         奈良工業高等専門学校のアドミッションポリシー 

     本校には，以下のような適性と能力を持った中学生に入学してほしいと考えています。 

    (１)  将来に夢を持ち，こつこつと自ら勉強や研究に取り組める人 

    (２)  技術者や研究者になりたいという強い意志を持ち，社会に貢献したい人 

    (３)  科学・技術分野の好奇心を持ち，国際的にも活躍したい人 

    (４)  創造力を生かし，新しいことにチャレンジしたい人 

（出典 平成25年度学生募集要項） 

 



奈良工業高等専門学校 基準４ 

- 133 - 

資料４－１－①－３ 

専攻科課程のアドミッション・ポリシー 

 

  ３．アドミッション・ポリシー 

     本専攻科では，次のような方に入学してほしいと考えています。 

    （１）豊かな人間性を有する技術者になりたい人 

    （２）自らの専門分野を生かし，さらに応用する力を育みたい人 

    （３）技術を通して国際社会に貢献したい人 

    （４）創造性を高め，新しいシステムを作り出したい人 

（出典 平成25年度専攻科学生募集要項） 

 

資料４－１－①－４ 

ホームページへのアクセス数 

 

（出典 情報管理室作成資料） 
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資料４－１－①－５ 

教育理念・目標等の認知度に関するアンケート結果 

≪本科アドミッションポリシー（学生受入れ方針）≫

（１）将来に夢を持ち，こつこつと自ら勉強や研究に取り組める人

（２）技術者や研究者になりたいという強い意志を持ち，社会に貢献したい人

（３）科学・技術分野の好奇心を持ち，国際的にも活躍したい人

（４）創造力を生かし，新しいことにチャレンジしたい人

≪専攻科アドミッションポリシー（学生受入れ方針）≫

（１）豊かな人間性を有する技術者になりたい人

（２）自らの専門分野を生かし，さらに応用する力を育みたい人

（３）技術を通して国際社会に貢献したい人

（４）創造力を高め，新しいシステムをつくり出したい人

(平成23年度教職員)
教員 非常勤講師 事務職員 技術職員 非常勤職員 合計 比率

① 13 8 3 2 26 28.0%
② 27 11 3 1 42 45.1%
③ 7 5 2 3 17 18.3%
④ 0 2 0 1 3 3.2%

1 0 0 4 5 5.4%
48 0 26 8 11 93 100.0%

(平成24年度教職員)
教員 非常勤講師 事務職員 技術職員 非常勤職員 合計 比率

① 18 7 4 0 29 27.9%
② 37 13 3 4 57 54.8%
③ 1 6 1 4 12 11.5%
④ 1 2 0 3 6 5.8%

0 0 0 0 0 0.0%
57 28 8 11 104 100.0%

まったく知らない

未回答

合計

２．教職員のみなさんにお伺いします。本校では以下のとおりアドミッションポリシーを定めて
おりますが，教職員のみなさんはご存じですか。

良く知っている

概ね知っている

何となく見たことがある

まったく知らない

良く知っている

概ね知っている

何となく見たことがある

未回答

合計

 

（出典 学生課教務係作成資料） 
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資料４－１－①－６ 

アドミッション・ポリシーと教育方針を開示・表示するための刊行物等 

 

刊行物等の種類 配布先 発行部数※ 配布方法 

学生募集要項 

（準学士課程） 

中学校，保護者， 

受験生等 
3,000 

学校説明会，入試説明会， 

中学校訪問，郵送等 学校案内 
中学校，保護者， 

受験生，企業等 
2,500 

ポケットガイド 中学校，受験生等 53,600 

学生募集要項 

（専攻科） 

在校生，他高専， 

企業等 
250 

進路指導ガイダンス，学校説明会， 

公開講座等 
専攻科案内 

中学校，保護者， 

受験生，企業等 
600 

ホームページ 一般 783,373 Ｗｅｂ 

※ホームページの欄はアクセス数（平成 24 年 4 月～平成 25 年 3 月） 

（出典 学生課入試係作成資料） 

 

資料４－１－①－７ 

学校＆入試説明会と体験入学の参加者数 

 

 20 年度 21 年度 22 年度 23 年度 24 年度 

学校＆入試説明会（中学生・保護者対象） 532 509 538 610 579 

学校＆入試説明会（中学校教諭対象） 85 83 70 95 90 

体験入学（中学生対象） 401 423 470 519 558 

 

（出典 学生課入試係作成資料） 
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 観点４－２－①： 入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）に沿って適切な学生の受入方

法が採用されており，実際の入学者選抜が適切に実施されているか。 

 （観点に係る状況） 

 本校では次の要領で入学者選抜（準学士課程入試，準学士課程４年次編入，専攻科課程入試）を行

っている。 

 まず，準学士課程入学者選抜試験は，推薦による特別選抜（以下，推薦選抜）と学力検査による選

抜（以下，学力選抜）の２種類がある（資料４－２－①－１）。 

 推薦選抜においては，アドミッション・ポリシーを適切に反映させる意図として，平成21年度から

推薦枠の変更を行い，各学科とも定員の約50％にあたる20名程度とし，出願資格が異なる特別選抜A

と特別選抜B（チャレンジ選抜）を設けている。チャレンジ選抜においては，よりアドミッション・

ポリシーに適した学生を選抜するために，推薦条件にコンテストや課外活動，ボランティア活動など

で成果があることを入れている。両推薦選抜ともに，本校で作成した，数学，理科，英語の筆記試験

を実施し，適性を考慮できるようにしている（資料４－２－①－２）。推薦書，調査書，筆記試験，

面接試験の結果を総合的に評価して合格者を決定している（資料４－２－①－３）。面接では，本校

への志望動機，勉学意欲，将来への希望を探るための質問を行っている。面接試験は，３名を１グル

ープとした面接担当者があらかじめ定められた項目（部外秘資料として保管）について質問し，その

評価は全て点数化し，客観的な評価ができるようにしている。 

 また，準学士課程の学力選抜では，理科，英語，数学，国語および社会の学力検査および調査書等

に基づいて合格者を決定している。入試問題は，国立高等専門学校機構作成のものを使用している。

学力入試による合格者は定員と推薦内定者の差としている（資料４－２－①－１）。ただし，入学辞

退者の発生による入学者の確定が遅くなることを避けるため，各学科とも２名多く合格させており，

合格者数は推薦選抜と合わせて各学科42名である。 

 ４年次への編入は，工業高校からの編入学生を受け入れ，入学者の多様性を確保するようにしてい

る（資料４－２－①－４）。アドミッション・ポリシーは準学士課程入学の場合のそれを準用し，教

育理念とともに募集要項にも記載している。また，学力検査（英語・数学・物理・専門の合計点。た

だし，物質化学工学科は物理を免除）と面接試験（事前に面接票（資料４－２－①－５）を記入させ，

学科によってそれぞれ工夫した質問内容）を行い，適性を評価するという手法により，適切に学生の

受け入れを行っている。 
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資料４－２－①－１ 

準学士課程の入学者選抜試験 

 

 

（中略） 

 

 

（出典 平成25年度学生募集要項） 



奈良工業高等専門学校 基準４ 

- 138 - 

資料４－２－①－２ 

推薦入試筆記試験結果 

 

（出典 学生課入試係作成資料） 

 

資料４－２－①－３ 

過去５年間の準学士課程の志願者数，受験者数，入学者数 

 

学 科 名  機械工学科  電気工学科  電子制御工学科  情報工学科  物質化学工学科 合　　計

定 員 40 40 40 40 40 200

志願者数 46 64 74 89 86 359

受験者数 60 68 64 74 74 340

入学者数 42 42 42 42 41 209

志願者数 68 67 74 72 83 364

受験者数 67 65 74 71 81 358

入学者数 42 40 40 40 40 202

志願者数 71 69 70 71 101 382

受験者数 77 65 70 68 94 374

入学者数 41 42 40 42 40 205

志願者数 49 97 63 75 75 359

受験者数 65 82 61 73 67 348

入学者数 40 40 42 41 40 203

志願者数 62 64 72 99 75 372

受験者数 62 61 69 96 73 361

入学者数 40 42 42 42 41 207

志願者数・受験者数・入学者数一覧　（平成20～２５年度）

平成２５年度

平成２４年度

平成２１年度

年 度

平成２２年度

平成２３年度

 

（出典 学生課入試係作成資料） 
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資料４－２－①－４ 

編入学志願者募集要項 

 

 

 

（出典 平成25年度編入学志願者学生募集要項） 
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資料４－２－①―５ 

平成26年度 編入学試験 面接票 

 

（出典 学生課入試係作成資料） 
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 専攻科の入試には，（１）推薦による選抜（以下，推薦選抜），（２）学力による選抜（以下，学力

選抜），（３）社会人選抜の３つの選抜方法を実施している。さらに，学力選抜と社会人選抜では多様

な入学性を確保するため，A日程（毎年６月）とB日程（毎年10月）の２回に分けて，選抜試験を実施

している（資料４－２－①－６）。推薦選抜では，調査書および面接を重視して，選考する。学力選

抜では，調査書，学力検査（英語・数学・専門）と面接試験の結果で総合的に合否を判断する。社会

人選抜では，調査書，学力検査（英語）のほか，専門分野については口述試験を行い，面接や業績報

告書などを重視し，適性を評価することにしている（資料４－２－①－７）。 

 学力検査は，各専攻の特性を考慮して出題分野を設定し，本校ホームページ等にも掲載している（

資料４－２－①－８）。 

 また，留学生の受入は教育の国際文化の多様性に対応するため，文部科学省あるいは独立行政法人

国立高等専門学校機構本部（以下，機構本部）からの受け入れの打診があった国費外国人留学生およ

びマレーシア政府派遣留学生について，積極的に受け入れを図ってきた。平成22年度（平成23年４月

編入学）からは，上記以外に，多くの留学生を受入れることを目的として，機構本部主催の第３学年

編入学試験（外国人対象）に参加している。 

 アドミッション・ポリシーに基づいて志願者の勉学意欲や本校への熱意・適性を知るため，準学士

課程の学力選抜を除く，全ての選抜で面接を取り入れている。 

 以上のように本校ではアドミッション・ポリシーや教育方針等を基準にして評価し，合否判定資料

としている。 

 

資料４－２－①－６ 

専攻科入試日程・人員 

 

 

 

（出典 平成25年度専攻科学生募集要項） 
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資料４－２－①－７ 

専攻科入学試験専攻方針 

１，選考の基本方針 

   （イ）調査書、学力検査、面接結果を総合して入学者を決定する。 

   （ロ）選考試験当日に採点し、各専攻毎に判定資料を作成する。 

   （ハ）配点基準 

     推薦選抜 調査書 ＊＊＊点、（以下略） 

     学力選抜 調査書 ＊＊＊点、学力（専門）＊＊＊点、学力（数学）＊＊＊点、 

          学力（英語）＊＊＊点、 （以下略） 

     社会人特別選抜 調査書 ＊＊＊点、面接（略）学力（英語）＊＊＊点、 

          専門（口述、志望理由、業績報告）＊＊＊点 （以下略） 

 

（出典 平成26年度専攻科入学試験専攻方針） 

 

資料４－２－①－８ 

専攻科 学力試験出題分野 

 

 

（出典 本校ホームページ） 
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資料４－２－①－８（続き） 

専攻科 学力試験出題分野 

 

（出典 本校ホームページ） 

 

 （分析結果とその根拠理由） 

 本校の入学者選抜は，入学者受け入れ方針（アドミッション・ポリシー）に沿った適切な方法が採

用され，実際の選抜も適切に実施されているといえる。 

 準学士課程入学選抜においては推薦選抜と学力選抜を採用し，専攻科入学選抜においては推薦選抜

と学力選抜に加え，社会人選抜を実施しており，アドミッション・ポリシーに沿った選抜システムが

存在する。さらに，工業高校からの編入制度，留学生の受入等多様な選抜制度も整備されている。ま

た，準学士課程の学力選抜を除くすべての選抜において面接が実施され，入学志願者の適性を評価で

きるようになっている。 



奈良工業高等専門学校 基準４ 

- 144 - 

 観点４－２－②： 入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）に沿った学生の受入が実際に行

われているかどうかを検証するための取組が行われており，その結果を入学者選

抜の改善に役立てているか。 

 （観点に係る状況） 

 入学者選抜の改善は，学校運営事項の一環であるので，企画会議および運営会議にて検討すること

になっている（資料４－２－②－１，２）。また，入試の事務処理は学生課入試係で担当するととも

に，平成23年度からは，準学士課程の受験生確保のため，入試作業部会を設置し，対応している。入

試担当者が中心となって，学生の受入状況を検証し，問題点を洗い出すとともに毎年の入試状況を企

画会議と運営会議で解析し，入学者選抜の改善を図っている。 

 そのなかで，よりアドミッション・ポリシーに沿った学生を受け入れるために，平成21年度の推薦

入学試験より，選抜方法の大幅な改善を行い，２種類の推薦方法を設け，併せて定員を50％にまで広

げる入試制度の改善を図った（資料４－２－②－３）。その結果については，毎年「カイ２乗検定」

の手法を用い，推薦入学者が概ね良好な学業成績であることを確認し，５～６月の教務委員会，運営

会議，教職員会議で報告している（資料４－２－②－４）。 

 また，本校ではアドミッション・ポリシーを満たしているかどうかを検証するために，入学後に英

語，数学，国語について共通試験を実施している（資料４－２－②－５）。その結果についても，毎

年６～７月に教職員会議後のFDで報告している。また，過去５年間の準学士課程学力選抜における合

格者の最高点，最低点，平均点を見ると，入学生の学力水準は過去５年間，ほぼ一定のレベルを保っ

ているといえる（資料４－２－②－６）。志願者確保のためには，地域性を生かして，入試説明会だ

けでなく，地域の塾や中学校に対しても積極的に広報活動を行っている。地道な活動ではあるが，各

進路指導者との情報交換を通じて，高専の特長を堅実にアピールできるよう努めており（資料４－２

－②－７），その成果が現れているといえる。 

 その他改善点として，アドミッション・ポリシーが刊行物・配布物等で十分に配布され周知されて

いることと，入学後に学生がアドミッション・ポリシーを満たしているかを共通試験で確認できるこ

とと，入学者の50％が推薦選抜試験により入学してくることから，受験生の負担を減らす目的で平成

25年度入学試験より学力入試合格者に対する面接を廃止することとした（資料４－２－②－８）。 

 なお，以前は普通高校からの意見により，工業高校だけでなく，普通高校を対象とした編入学試験

を実施していたが，過去２年間普通高校からの編入学希望者がなかった（後出資料４－３－①－２）

ことから，平成26年度より普通高校からの募集を停止することとし，前もって平成25年度募集要項に

出願資格の変更に関する説明を掲載している（資料４－２－②－９）。 
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資料４－２－②－１ 

奈良工業高等専門学校企画会議規程 
（設置） 
第１条 奈良工業高等専門学校（以下「本校」という。）に企画会議（以下「会議」という。）を置く。 
（審議事項） 

第２条 会議は，次の各号に掲げる事項を企画・立案する。 

一 本校の運営に関する基本方策に関すること 

二 本校の教育，研究に関する基本方策に関すること 

三 予算等財務に関する基本方策に関すること 

四 施設，設備の整備等に関する基本方策に関すること 

五 その他本校の管理，運営に関する重要事項 

（組織） 

第３条 会議は，次の各号に掲げる委員をもって組織する。 

一 校長 

二 教務主事 

三 学生主事 

四 寮務主事 

五 専攻科長 

六 事務部長 

七 総務課長及び学生課長 

（議長） 

第４条 会議に議長を置き，校長をもって充てる。 

２ 議長は，会議を招集し，その議長となる。 

（会議の開催） 

第５条 会議は，原則として毎月１回開催するものとし，必要ある時は臨時に開催することが出来る。 

（委員以外の出席） 

第６条 会議が必要と認めたときは，議長は委員以外の者を出席させ，その意見を聴くことができる。 
（以下略） 

 
（出典 奈良高専規程集） 

 

資料４－２－②－２ 

奈良工業高等専門学校運営会議規程 
（設置） 
第１条 奈良工業高等専門学校（以下「本校」という。）に運営会議（以下「会議」という。）を置く。 
（審議事項） 

第２条 会議は，企画会議、委員会等から提案された事項を審議する。 

（組織） 

第３条 会議は，次の各号に掲げる委員をもって組織する。 

一 校長 

二 教務主事 

三 学生主事 

四 寮務主事 

五 専攻科長 

六 一般教科及び専門各学科主任 

七 情報メディア教育センター長 

八 事務部長 

（会議の招集等） 

第４条 会議は，校長が招集し，その議長となる。 

（会議の開催） 

第５条 会議は，原則として毎月１回開催するものとし，必要ある時は臨時に開催することができる。 

（委員以外の出席） 

第６条 会議が必要と認めたときは，議長は委員以外の者を出席させ，その意見を聴くことができる。 

（専門委員会） 

第７条 会議は，特定の事項について，調査検討するため，会議内に専門委員会を設置することができる。 

２ 専門委員会に関して必要な事項は，別に定める。 

（作業部会） 

第８条 会議は，必要に応じ，作業部会を置くことができる。 

２ 作業部会に関して必要な事項は，別に定める。 

（以下略） 

（出典 奈良高専規程集） 
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資料４－２－②－３ 

推薦枠の変更 

（協議事項） 

１．入試制度の変更（案）について 

 藤田入試対策プロジェクト委員長補佐より資料に基づいて「２年連続で入試倍率が落ちており危機的な

状況にあり，やれることは何でもやる，試してみることで，入試倍率を上げるとともに，学生の質の確保

を目的に入試制度の検討・見直しを行った。推薦による特別選抜については従来の推薦による特別選抜

（推薦特別選抜A）のほかに，新たに一定の調査書評価と課外活動等の成果を対象としたチャレンジ選抜

（推薦特別選抜B）を設け，募集枠を定員の50％まで広げる。 

（以下略） 

（出典 平成20年度運営会議議事要録） 

 

資料４－２－②－４ 

推薦入学者の成績分析 

 

 

 

（出典 平成25年度６月教務委員会資料より抜粋） 
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資料４－２－②－４（続き） 

推薦入学者の成績分析 

 

（出典 平成25年度６月教務委員会資料より抜粋） 

 

資料４－２－②－５ 

平成20年～平成24年の準学士課程入学生の共通試験成績（平均点） 

 

年度 科目名 Ｍ Ｅ Ｓ Ｉ Ｃ 全学科

英語 86.8 88.6 87 86.5 89.9 87.8

数学 68.6 74.1 66.6 69.2 72.4 70.1

国語 84.5 82 82.3 82.3 84.7 83.2

英語 90.9 91.7 88 91.6 93.7 91.2

数学 70.3 75.1 70.9 71.5 78.4 73.2

国語 82.5 86.1 86.1 87.6 85.7 85.6

英語 67 69.8 67.4 69.7 69.8 68.7

数学 62.5 63.2 62.3 68.2 68 64.8

国語 82.7 84.1 84.2 84.2 85.5 84.1

英語 70.7 78 79.8 79.8 75.1 76.7

数学 60.8 70.7 69.7 71 66 67.6

国語 81 83.1 86.5 87.3 83.9 84.4

英語 68.1 67.2 65.8 74.2 73.9 69.8

数学 63.5 66.7 68.4 71.6 69.1 67.8

国語 76.9 75.4 78.6 77.9 81.6 78.1

24

23

22

21

20

 

（出典 学生課教務係作成資料） 
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資料４－２－②－６ 

平成21年～平成25年度の準学士課程学力選抜成績（合格者） 

 

（出典 学生課入試係作成資料） 
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資料４－２－②－７ 

入試広報関係行事（抜粋） 

 

 

（出典 学生課入試係作成資料） 
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資料４－２－②－８ 

学力入試合格者面接廃止資料 

 

  ３．平成２５年度学力入試合格者面接の廃止について 

   教務主事から、従来学力入試合格者に対しては府県の公立高校の入試に合わせて面接を行って

いたが、入学確約書を徴収していることもあり、また、府県別に行っていた複数回の面接を廃止

することにより業務を軽減できることから、平成２５年度学力試験から合格者面接を廃止したい

との提案があり、審議の結果了承された。 

 

（出典 平成24年度運営会議議事要録） 

 

資料４－２－②－９ 

普通科募集停止資料 

 

（出典 平成25年度編入学志願者募集要項） 

 

 （分析結果とその根拠理由） 

 本校では，入学者受入方針に沿った学生の受入が実際に適切に行われているかの検証システムが存

在しており，その結果を受けて改善する機能も働いているといえる。 

 根拠理由としては，学生の学年末成績について，推薦選抜合格者と学力検査合格者の成績分析を毎

年行うとともに，１・２年生については４月に本校独自の共通テストを行い，学生の受入状況を検証

している。また，その結果は運営会議や教職員会議でも報告され，入学者選抜の改善を図る様々な取

組が実施されている。また，入学者選抜の改善を図るために企画会議と運営会議が存在し，その機能

を果たしている。 
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 観点４－３－①： 実入学者数が，入学定員を大幅に超える，又は大幅に下回る状況になっていな

いか。また，その場合には，これを改善するための取組が行われる等，入学定員

と実入学者数との関係の適正化が図られているか。 

 （観点に係る状況） 

 準学士課程の入学定員は「観点４－２－①」で述べたように，各科とも40名で，全学科合計の定員

は200名である（前出資料４－２－①－１）。過去５年間の準学士課程の定員，志願者数，受験者数，

入学者数は，（資料４－３－①－１）のとおりである。合格者数は，各学科とも定員40名の５％増の

42名を合格としている。したがって，合格者総数は42名×５学科＝210名であり，入学定員に対して

適正な入学者となっている。 

 

資料４－３－①－１ 

過去５年間の準学士課程の志願者数，受験者数，入学者数 

 

学 科 名  機械工学科  電気工学科  電子制御工学科  情報工学科  物質化学工学科 合　　計

定 員 40 40 40 40 40 200

志願者数 46 64 74 89 86 359

受験者数 60 68 64 74 74 340

入学者数 42 42 42 42 41 209

志願者数 68 67 74 72 83 364

受験者数 67 65 74 71 81 358

入学者数 42 40 40 40 40 202

志願者数 71 69 70 71 101 382

受験者数 77 65 70 68 94 374

入学者数 41 42 40 42 40 205

志願者数 49 97 63 75 75 359

受験者数 65 82 61 73 67 348

入学者数 40 40 42 41 40 203

志願者数 62 64 72 99 75 372

受験者数 62 61 69 96 73 361

入学者数 40 42 42 42 41 207

志願者数・受験者数・入学者数一覧　（平成20～２５年度）

平成２５年度

平成２４年度

平成２１年度

年 度

平成２２年度

平成２３年度

 

（出典 学生課入試係作成資料） 

 

 また，編入学試験の実入学者は，（資料４－３－①－２）のとおりである。小規模な入試のため，

その年度の受験者の学力により入学者数が変動するのはやむを得ないが，毎年数名，最低でも１名は

入学しており，募集人員若干名（前出資料４－２－①－４）という条件を満たしている。 
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 専攻科の入学定員は，機械制御工学専攻８名，電子情報工学専攻８名，化学工学専攻４名の計20名

である（前出資料４－２－①－６）。専攻科における過去５年間の志願者数，受験者数，入学者数は

（資料４－３－①－３）のとおりである。専攻科全体としては，志願者が定員の2.7～3.7倍となって

おり，定員の２倍程度（40名程度）の入学者を受け入れているが，これまで学士取得率はほぼ100％

であり，修了者のほぼ全員が就職あるいは大学院進学をしている。また，専攻科課程においては教員

及び研究指導に対して教員（資料４－３－①－４），施設（資料４－３－①－５），設備等に何ら支障

がないことから，適正な入学者数と考える。 

 

資料４－３－①－２ 

編入学試験状況 

 

（出典 学生課入試係作成資料） 
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資料４－３－①－３ 

過去５年間の専攻科の定員，志願者数，合格者数，入学者数 

専 攻 名  機械制御工学専攻  電子情報工学専攻 化学工学専攻
合
計

定 員 8 8 4 20

志願者数 29 20 5 54

合格者数 22 16 4 42

入学者数 20 16 4 40

志願者数 25 27 11 63

合格者数 18 16 10 44

入学者数 17 15 10 42

志願者数 32 28 13 73

合格者数 14 16 9 39

入学者数 14 16 8 38

志願者数 22 33 14 69

合格者数 14 21 11 46

入学者数 14 21 11 46

志願者数 28 31 13 72

合格者数 16 18 9 43

入学者数 15 17 9 41

年   度

平成２３年度

平成２１年度

平成２２年度

専攻科定員・志願者数・合格者数・入学者数一覧（平成２１年度～平成２５年度）

平成２５年度

平成２４年度

 

（出典 専攻科委員会保存資料，入試係保存資料） 

 

資料４－３－①－４ 

教員数 

（平成２５年４月１日現在）

所　属
職　名

一般教科
機械
工学科

電気
工学科

電子制御
工学科

情報
工学科

物質化学
工学科

合　計

教　授 12 5 3 5 4 4 33

准教授 6 4 6 3 4 6 29

講　師 5 1 1 1 8

助　教 2 1 1 2 1 7

嘱託教授 1 1

合計 23 11 11 10 11 12 78
 

（出典 総務課人事係作成資料） 
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資料４－３－①－５ 

専攻科講義室等の収容人数 

 

 専攻科南棟講義室１  １２名 

 専攻科南棟講義室２  １２名 

 専攻科南棟視聴覚室  ４６名 

 電子制御工学科専攻科棟講義室 １２名 

 電子制御工学科専攻科棟会議室 ２３名 

（出典 学生課教務係作成資料） 

 

 （分析結果とその根拠理由） 

 準学士課程の入学者は，毎年定員を２～９名上回る程度であり，適正である。また，専攻科課程の

入学者は，定員を超えているものの，教員及び教育研究指導に支障を及ぼすものではない。 

 以上のことから，本校の実入学者数は，入学定員を大幅に超える，又は大幅に下回る状況になって

いない。 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

 （優れた点） 

・推薦による選抜，学力試験による選抜，工業高校からの編入，さらに専攻科の場合には社会人選抜

を実施しており，多様な入学者選抜を行っている。 

・留学生を積極的に受け入れ，学生の国際感覚と文化の多様性に対する理解を深めている。 

・中学校訪問，体験入学，学校＆入試説明会を実施して，本校の教育方針を広く社会に公開し，アド

ミッション・ポリシーに適合した入学者の獲得に努力している。 

・入学直後に共通試験を実施し，アドミッション・ポリシーに適合した入学者が確保できたかどうか

を検証している。 

・専攻科の入学者選抜においてはA日程（６月）とB日程（10月）を設定し，多様な資質を持った学生

を確保している。 

 

 （改善を要する点） 

・該当なし。 

 

（３）基準４の自己評価の概要 

 本校の目的に沿った学生像や入学者選抜の基本方針を定めたアドミッション・ポリシーが明確に定

められ，印刷物（学校概要，学校案内，入学者募集要項）やホームページで広く社会に公開されてい

る。入試説明会などにおいても，本校の特長や教育目的をアピールするよう，積極的に広報活動を行

っている。また，準学士課程の入学者選抜においては推薦選抜と学力選抜を実施し，本校の教育方針

に沿った学生を確保している。さらに，入学直後に共通試験を実施して，本校の教育方針に沿った学

生が確保できているかどうかの検証を行うと同時に，入学生の学力，推薦選抜・学力試験合格者の成

績について，経年変化を追跡している。また，工業高校からの編入学を受け入れ，多様な経歴をもつ

学生の確保に努力している。専攻科の学生受入では，推薦選抜，学力選抜（A日程・B日程），社会人
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選抜等多様な選抜を実施している。 

 中学生人口が減尐する中で，準学士課程入試では２倍近い平均倍率を維持しており，適正な入学者

数を維持している。また，専攻科については毎年志願者が定員の2.7～3.7倍となっており，入学者も

定員の２倍程度となっているが，教育研究指導に支障を及ぼすものではなく適正な入学者数である。 

 以上のように，本校の学生受入は適切に行われていると考える。 
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基準５ 教育内容及び方法 

（１）観点ごとの分析 

＜準学士課程＞ 

 観点５－１－①： 教育の目的に照らして，授業科目が学年ごとに適切に配置され，教育課程が

体系的に編成されているか。また，授業の内容が，全体として教育課程の編成

の趣旨に沿って，教育の目的を達成するために適切なものとなっているか。 

 （観点に係る状況） 

 本校の教育課程は，低学年で一般科目が多く高学年で専門科目の割合が増えるいわゆる楔形の科目

配置となっている（資料５－１－①－１～８）。低学年では一般科目を通じて豊かな人間性と専門科

目の学習に必要な基礎能力を身に付けさせ，学年進行とともに専門科目を通じて各学科に関わる工学

的知識の習得と実践能力を身に付けられるように編成している。教育課程表に示すように，第２学年

までの一般科目及び専門基礎科目については各学科とも必修科目としており，第３学年以降で一般科

目の語学，社会科学系科目において選択科目を設定し，第４学年以降で専門科目においても選択科目

を設定している。なお，物質化学工学科では，第４学年から選択コース制を導入している。 

 各学科の授業科目は，本校の学習・教育目標（資料５－１－①－９）及び各学科の教育目標（資料

５－１－①－10～14）を踏まえて，４つの教育目標のバランスをとりながら体系的に編成されている

（資料５－１－①－15～19）。各学科の授業科目は，系統的に配置されている（資料５－１－①－20

～24）。科目担当教員は，科目が対応する学習教育目標をシラバスに明記しており（資料５－１－①

－25），科目ごとに設定する詳細な到達目標と評価方法に沿って授業を進めている。 

 授業日数については，平成25年度行事予定表に基づいた平成25年度授業日数計算書（資料５－１－

①－26）に示す授業日数が確保されている。 

 

 （分析結果とその根拠理由） 

 低学年で一般科目を多く，高学年で専門科目の割合を増やす科目配置となっており，本校の学習・

教育目標及び各学科の教育目標をふまえ，教育課程が体系的に編成されている。各学科の授業は，科

目ごとに設定された詳細な到達目標と評価方法に沿って行われている。 

 以上のことから，本校の準学士課程では，教育の目的に照らして，授業科目が学年ごとに適切に配

置され，教育課程が体系的に編成されている。また，授業の内容は，全体として教育課程の編成の趣

旨に沿って，教育の目的を達成するために適切なものとなっている。  
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資料５－１－①－１ 

一般科目と専門科目の教育課程 

 

（出典 平成24年度教育課程表から作成） 
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資料５－１－①－２ 

一般科目の教育課程（機械・電気・電子制御・情報工学科） 

 

（出典 平成25年度学生生活のしおりP.28） 

 



奈良工業高等専門学校 基準５ 

 

- 160 - 

資料５－１－①－３ 

一般科目の教育課程（物質化学工学科） 

 

（出典 平成25年度学生生活のしおりP.32） 
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資料５－１－①－４ 

機械工学科教育課程 

 

（出典 平成25年度学生生活のしおりP.35） 
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資料５－１－①－５ 

電気工学科教育課程 

 

（出典 平成25年度学生生活のしおりP.37） 
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資料５－１－①－６ 

電子制御工学科教育課程 

 

（出典 平成25年度学生生活のしおりP.39） 
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資料５－１－①－７ 

情報工学科教育課程 

 

（出典 平成25年度学生生活のしおりP.41） 
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資料５－１－①－８ 

物質化学工学科教育課程 

 

（出典 平成25年度学生生活のしおりP.43） 
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資料５－１－①－９ 

奈良高専の学習・教育目標 

 

（出典 平成25年度「入学予定者オリエンテーション」配布資料） 
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資料５－１－①－10 

機械工学科の教育目標 

 
（出典 平成25年度学生生活のしおりP.２） 

 

資料５－１－①－11 

電気工学科の教育目標 

 

（出典 平成25年度学生生活のしおりP.２） 

 

資料５－１－①－12 

電子制御工学科の教育目標 

 

（出典 平成25年度学生生活のしおりP.３） 
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資料５－１－①－13 

情報工学科の教育目標 

 

（出典 平成25年度学生生活のしおりP.３） 

 

資料５－１－①－14 

物質化学工学科の教育目標 

 

（出典 平成25年度学生生活のしおりP.３） 

 



奈良工業高等専門学校 基準５ 

 

- 169 - 

資料５－１－①－15 

教育目標（１）～（４）に対応する科目の表（機械工学科） 

 

（出典 教育課程表より作成） 
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資料５－１－①－16 

教育目標（１）～（４）に対応する科目の表（電気工学科） 

 

（出典 教育課程表より作成） 
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資料５－１－①－17 

教育目標（１）～（４）に対応する科目の表（電子制御工学科） 

 

（出典 教育課程表より作成） 
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資料５－１－①－18 

教育目標（１）～（４）に対応する科目の表（情報工学科） 

 

（出典 教育課程表より作成） 
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資料５－１－①－19 

教育目標（１）～（４）に対応する科目の表（物質化学工学科） 

 

（出典 教育課程表より作成） 
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資料５－１－①－20 

授業科目系統図（機械工学科）

 

（出典 平成25年度シラバス） 
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資料５－１－①－21 

授業科目系統図（電気工学科） 

 

（出典 平成25年度シラバス） 
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資料５－１－①－22 

授業科目系統図（電子制御工学科） 

 

（出典 平成25年度シラバス） 
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資料５－１－①－23 

授業科目系統図（情報工学科） 

 

（出典 平成25年度シラバス） 
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資料５－１－①－24 

授業科目系統図（物質化学工学科） 

 

（出典 平成25年度シラバス） 
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資料５－１－①－24（続き） 

授業科目系統図（物質化学工学科） 

 

（出典 平成25年度シラバス） 



奈良工業高等専門学校 基準５ 

 

- 180 - 

資料５－１－①－25 

シラバスに記載されている学習・教育目標との対応 

 

（出典 平成25年度シラバス） 

 



奈良工業高等専門学校 基準５ 

 

- 181 - 

資料５－１－①－26 

平成25年度行事予定表 

 

 

（出典 本校ホームページ） 
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資料５－１－①－26（続き） 

平成25年度 授業日数計算書 

 

（出典 教務委員会作成資料） 
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 観点５－１－②： 教育課程の編成又は授業科目の内容において，学生の多様なニーズ，学術の発

展の動向，社会からの要請等に配慮しているか。 

 （観点に係る状況） 

 「国際的に活躍できる技術者の育成」の観点及び学生のニーズへの配慮から，語学担当教員と各専

門学科教員，教務主事・主事補からなる英語教育充実促進会議を平成22年より組織した（資料５－１

－②－１）。TOEICについては，400点，500点，600点以上のスコアをとった学生を対象にそれぞれ「

実用英語Ⅰ」「実用英語Ⅱ」「実用英語Ⅲ」（各１単位）を認定している（資料５－１－②－２～３）。

校内で実施するTOEIC-IPテストについては第３学年以上の学生は全員が受験することとしており，学

習を奨励する観点から，スコアに応じて表彰を行う制度を平成22年度より発足させた（資料５－１－

②－４）。 

 学外での学習に対する学生のニーズ及び社会からの要請に応えるために，インターンシップを第４

学年選択科目「学外実習」として実施している（資料５－１－②－５～７）。インターンシップの内

容に関しては観点５－２－③に係る状況において詳述する。他大学での学習については，大阪大学工

学部と教育研究交流に関する協定（資料５－１－②－８）を締結し，第５学年の学生が大阪大学工学

部において特別聴講学生として修得した単位を本校の単位として認められるようにしている。準学士

課程学生ではないが，専攻科課程学生の実績を示す（資料５－１－②－９）。学術の発展の動向に対

しては，各学科において大学・企業から講師を招聘する特別講演会を開催している（資料５－１－②

－10）。また外国の教育機関への留学については留学規程を定めている（資料５－１－②－11）。「海

外留学に伴う休学についての申し合わせ（平成17年７月21日制定）」による留学実績を示す（資料５

－１－②－12）。 

 転科については要項を定め（資料５－１－②－13），学生に周知している。 

 

 （分析結果とその根拠理由） 

 国際化やキャリア支援などを考慮し，英語教育の充実，インターンシップの奨励，他大学での学習

機会の導入などを行っている。 

 以上のことから，本校の準学士課程では，教育課程の編成，授業科目の内容において，学生の多様

なニーズ，社会からの要請等に配慮しているといえる。 
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資料５－１－②－１ 

英語教育充実促進会議議事要録 

 

（出典 平成25年３月英語教育充実促進会議議事要録） 
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資料５－１－②－２ 

TOEICスコアによる単位認定を行っている科目 

 

（出典 平成25年度シラバス「実用英語Ⅰ」） 
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資料５－１－②－３ 

「実用英語」単位認定状況 

 

（出典 学生課教務係作成資料） 
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資料５－１－②－４ 

TOEIC表彰制度および状況 

 

 

（出典 「CAMPUS」2012春号P.９） 
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資料５－１－②－５ 

「学外実習」シラバス 

 

（出典 平成25年度シラバス） 
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資料５－１－②－６ 

「学外実習」受け入れ企業一覧 

 

（出典 「CAMPUS」2012秋号P.４） 
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資料５－１－②－７ 

「学外実習」実施状況 

 

（出典 平成25年１月インターンシップ打合せ会 配布資料） 
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資料５－１－②－８ 

大阪大学工学部と奈良工業高等専門学校との間における相互履修に関する実施要領 

 

（出典 平成25年度学生生活のしおりP.55） 

 

 



奈良工業高等専門学校 基準５ 

 

- 192 - 

資料５－１－②－９ 

大阪大学工学部と奈良工業高等専門学校との間における相互履修に関する実績（専攻科課程） 

 

 
（出典 学生課保管資料） 
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資料５－１－②－９（続き） 

大阪大学工学部と奈良工業高等専門学校との間における相互履修に関する実績（専攻科課程） 

 

（出典 学生課保管資料） 
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資料５－１－②－10 

各学科で開催された特別講演会 

 

（出典 奈良高専校報第479号P.２） 

 

 

（出典 奈良高専校報第480号P.２） 

 

 

（出典 奈良高専校報第481号P.１） 

 

 

（出典 奈良高専校報第482号P.２） 
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資料５－１－②－11 

留学規程 

 

（平成25年度学生生活のしおりP.141-142） 
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資料５－１－②－12 

 
（出典 学生課保管資料） 
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資料５－１－②－12（続き） 

 

（出典 学生課保管資料） 
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資料５－１－②－13 

転科に関する学則（抜粋） 

 

学生向け掲示 

 

（出典 学則，学生向け掲示文書） 
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 観点５－２－①： 教育の目的に照らして，講義，演習，実験，実習等の授業形態のバランスが適

切であり，それぞれの教育内容に応じた適切な学習指導法の工夫がなされてい

るか。 

 （観点に係る状況） 

 学習・教育目標を達成するために，講義・演習・実験・実習の授業形態のバランスを適切にとって

いる（資料５－２－①－１）。また，教育内容については，講義科目であっても演習や実験を適宜取

り入れ，複数の教員による少人数教育とするなど，学生の理解の助けとなるように学習指導法が全学

科において工夫されている（資料５－２－①－２～７）。学習・教育目標「（４）課題解決能力」につ

いては，各学科とも「卒業研究」を配置し，各専門学科教員による少人数教育を行っている。 

 基礎学力不足の学生への配慮としては，数学補講（１年），英語補講（１・２年）を行っている

（資料５－２－①－８～９）。 

 授業アンケート結果は，「授業アンケート報告書」として冊子にされ，各クラス教室で開示されて

いる｡授業アンケート報告書には，「教員による分析と課題」が記入されており，学習指導法の工夫が

なされている（資料５－２－①－10）。 

 

 （分析結果とその根拠理由） 

 講義・演習・実験・実習科目のバランスを学習・教育目標の達成のために適切にとっている。また，

講義科目であっても演習や実験を適宜取り入れ，複数教員担当による少人数教育とするといった学習

指導法の工夫が全学科でなされている。基礎学力不足の学生への配慮も補講形式でなされている。 

 以上のことから，本校の準学士課程では教育の目的に照らして，講義，演習，実験，実習等の授業

形態のバランスが適切であり，それぞれの教育内容に応じた適切な学習指導法の工夫がなされている。 
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資料５－２－①－１ 

講義・演習・実験・実習科目の比率 

 

（出典 教育課程表・シラバスより作成） 
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資料５－２－①－２ 

講義科目で演習や実験をとりいれている例 

 

 

（出典 平成24年度シラバス電気工学科１年「電気電子入門」） 

 

資料５－２－①－３ 

複数教員による少人数教育の例 機械工学科 

 

 

（出典 平成24年度シラバス機械工学科４年「機械工学実験Ⅰ」） 
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資料５－２－①－４ 

複数教員による少人数教育の例 電気工学科 

 

 （出典 平成24年度シラバス電気工学科４年「電気・電子工学実験Ⅲ」） 

 

資料５－２－①－５ 

複数教員による少人数教育の例 電子制御工学科 

 

（出典 平成24年度シラバス電子制御工学科３年「電気制御工学実験Ⅰ」） 
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資料５－２－①－６ 

複数教員による少人数教育の例 情報工学科 

 

 

（出典 平成24年度シラバス情報工学科４年「情報工学実験Ⅲ」） 

 

資料５－２－①－７ 

複数教員による少人数教育の例 物質化学工学科 

 

 

（出典 平成24年度シラバス物質化学工学科４年「物質化学工学実験Ⅳ」） 
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資料５－２－①－８ 

基礎学力不足の学生への配慮（数学補講） 

 

（出典 一般教科 数学TA総括資料） 
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資料５－２－①－８（続き） 

基礎学力不足の学生への配慮（数学補講） 

 

（出典 一般教科 数学TA総括資料） 
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資料５－２－①－９ 

基礎学力不足の学生への配慮（英語補講） 

 

（出典 学生向け掲示文書） 
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資料５－２－①－10 

平成24年度授業アンケート報告書 

 

（出典 平成24年度授業アンケート報告書P.20） 
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資料５－２－①－10（続き） 

平成24年度授業アンケート報告書 

 

（出典 平成24年度授業アンケート報告書P.20） 
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 観点５－２－②： 教育課程の編成の趣旨に沿って，シラバスが作成され，事前に行う準備学習，

教育方法や内容，達成目標と評価方法の明示等，内容が適切に整備され，活用

されているか。 

 （観点に係る状況） 

 FD委員会より付託された教務委員会によって，シラバスの様式が定められており，各科目に対応す

る学習・教育目標，目的，概要，履修上の留意点，到達目標，評価方法，各週の授業内容が記載され

ている（資料５－２－②－１）。シラバスは学生に冊子として配布するとともに本校ホームページで

も公開しており（資料５－２－②－２），学生は学内外から授業計画や評価方法等の情報を得ること

ができる。第１回目の授業開始時にシラバスのプリントを配布し，ノートに貼りつけるよう指導して

いる科目もある（資料５－２－②－３）。 

 45時間の学修をもって１単位とする単位計算方法は，第４学年以上の講義科目に導入している。講

義を15時間，自学自習を30時間とする科目を「学修単位（α）」，講義を30時間，自学自習時間を15時

間とする科目を「学修単位（β）」とし，教育課程表及び各科目のシラバスに明示している。これら

の科目についてはその趣旨をシラバス冒頭に説明し，自学自習を促している（資料５－２－②－４）。 

 担当教員は，各科目の授業開始時の講義内容，到達目標，評価方法などの説明においてシラバスを

利用している。教員に対するアンケートによれば利用状況は「よく活用する」が約30%，「時々活用す

る」が約44%である（資料５－２－②－５）。学生によるシラバスの活用は，授業アンケートの設問に

より点検できるようになっており，その結果，４段階評価の４と３の回答数の合計から，約３割弱の

学生が活用していたことがわかる（資料５－２－②－６，７）。 

 

 （分析結果とその根拠理由） 

 各科目に学習・教育目標との対応，目的，概要，到達目標，評価方法などが記載されたシラバスが

作成されており，冊子，ホームページによって学生に周知されている。また，学生，教員に対するア

ンケートからシラバスが活用されていることがわかる。学修単位に関する自学自習についてもその趣

旨がシラバスに掲載されている。以上のことから，本校の準学士課程では，教育課程の編成の趣旨に

沿ってシラバスが作成され，事前に行う準備学習，教育方法や内容，達成目標と評価方法の明示等，

内容が適切に整備され，活用されている。 
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資料５－２－②－１ 

シラバス作成依頼文書，様式及び内容 

 

（出典 シラバス作成依頼文書） 
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資料５－２－②－１（続き） 

シラバス作成依頼文書，様式及び内容 

 
（出典 シラバス作成依頼文書） 
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資料５－２－②－１（続き） 

シラバス作成依頼文書，様式及び内容 

 

（出典 シラバス作成依頼文書） 
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資料５－２－②－１（続き） 

シラバス作成依頼文書，様式及び内容 

 

（出典 シラバス作成依頼文書） 
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資料５－２－②－２ 

シラバスのホームページ上での公開 

 

 

（出典 本校ホームページ） 
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資料５－２－②－３ 

シラバスの活用事例（ノートへの貼付け） 

 

（出典 科目別ファイル） 
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資料５－２－②－４ 

学修単位の趣旨の説明 

 

（出典 平成25年度シラバス） 
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資料５－２－②－５ 

教員のシラバス活用状況 

（設問３：授業におけるシラバスの活用状況） 

 

（出典 平成24年12月実施「教育改善アンケート」回答集計結果） 
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資料５－２－②－６ 

授業アンケートにおけるシラバス関連の設問 

 

（出典 授業アンケート質問用紙） 

 

資料５－２－②－７ 

シラバス利用に関する回答の分析 

 

（出典 平成23年度授業アンケート報告書P.100） 
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 観点５－２－③： 創造性を育む教育方法の工夫が図られているか。また，インターンシップの

活用が図られているか。 

 （観点に係る状況） 

 各学科において，創造性を育む教育方法の工夫が図られている科目のシラバス等を示す（資料５－

２－③－１～５）。また，各学科とも「卒業研究」を学習・教育目標「（４）自主的・継続的に学習し，

課題解決能力を備えた技術者の養成」のための科目と位置付けている。また，国立高専機構『創造性

を育む「卒業研究」集』（資料５－２－③－６）により，今後の卒業研究の指導に生かすことができ

るようになっている。 

 インターンシップは，各学科とも第４学年選択科目「学外実習」として実施している。参加希望学

生に対しては各学科によるガイダンス，学外講師を招いた特別講演会（全学科合同）による事前指導，

実習中の業務日誌作成，実習参加後の報告書作成と報告会でのプレゼンテーションを課している（資

料５－２－③－７～12）。学外実習参加率は55％で，中期計画の目標値である50％を上回っている。

また，インターンシップ参加学生の報告会は，第３学年学生の聴講を義務付け，次年度への意識付け

を図っている（資料５－２－③－13）。 

 

 （分析結果とその根拠理由） 

 各学科において，創造性を育む教育方法の工夫が図られており，課題解決能力の育成には卒業研究

があてられている。また，インターンシップについては，企業での体験にとどまらず，報告書作成や

プレゼンテーション能力の涵養の場として活用が図られている。 

 以上のことから，本校の準学士課程では，創造性を育む教育方法の工夫が図られ，また，インター

ンシップの活用が図られている。 
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資料５－２－③－１ 

創造性を育む教育方法の工夫（機械工学科） 

 

（出典 平成24年度シラバス機械工学科３年「創造設計製作」） 
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資料５－２－③－２ 

創造性を育む教育方法の工夫（電気工学科） 

 

（出典 国立高専機構『創造性を育む「卒業研究」集』平成24年度版） 
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資料５－２－③－３ 

創造性を育む教育方法の工夫（電子制御工学科） 

 

（出典 平成24年度シラバス電子制御工学科４年「システム設計Ⅱ」） 
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資料５－２－③－４ 

創造性を育む教育方法の工夫（情報工学科） 

 

（出典 国立高専機構『創造性を育む「卒業研究」集』平成24年度版） 
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資料５－２－③－５ 

創造性を育む教育方法の工夫（物質化学工学科） 

 

（出典 国立高専機構『創造性を育む「卒業研究」集』平成24年度版） 
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資料５－２－③－６ 

国立高専機構『創造性を育む「卒業研究」集』 

 

（出典 国立高専機構『創造性を育む「卒業研究」集』平成22年度版） 
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資料５－２－③－６（続き） 

国立高専機構『創造性を育む「卒業研究」集』 

 

（出典 国立高専機構『創造性を育む「卒業研究」集』平成22年度版） 
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資料５－２－③－７ 

夏季学外実習に関する申し合わせ 

 

 

（出典 夏季学外実習に関する申し合わせ事項） 



奈良工業高等専門学校 基準５ 

 

- 228 - 

資料５－２－③－８ 

学外実習実施報告書 

 

（出典 平成24年度夏季学外実習報告書） 
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資料５－２－③－８（続き） 

学外実習実施報告書 

 

（出典 平成24年度夏季学外実習報告書） 
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資料５－２－③－８（続き） 

学外実習実施報告書 

 

（出典 平成24年度夏季学外実習報告書） 
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資料５－２－③－９ 

学外実習実施内容 

  

（出典 平成24年度夏季学外実習報告書） 

 

資料５－２－③－10 

学外実習受入企業一覧 

 

（出典 「CAMPUS」2012秋号P.４） 
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資料５－２－③－11 

学外実習状況 

 

（出典 平成24年度夏季学外実習報告書） 

 

資料５－２－③－12 

学外実習単位認定実績一覧 

 

（出典 平成24年度夏季学外実習報告書より作成） 
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資料５－２－③－13 

インターンシップ報告会案内 

 

（出典 平成24年９月３日配信インターンシップ報告会案内のメール） 
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 観点５－３－①： 教育課程の編成において，一般教育の充実や特別活動の実施等，豊かな人間

性の涵養が図られるよう配慮されているか。また，教育の目的に照らして，課

外活動等において，豊かな人間性の涵養が図られるよう配慮されているか。 

 （観点に係る状況） 

 学習・教育目標「（１）社会（伝統・文化・環境等）の発展に貢献できる，豊かな人間性を備えた

技術者の育成」に対応するために，教育課程表（前出資料５－１－①－２，３）に示すように多くの

一般科目を配置している（資料５－３－①－１）。特別活動は授業時間割（資料５－３－①－２）に

示すように第１～３学年に配置しており３年間で90時間となる。特別活動の内容は，学級担任が計画

的に運用している（資料５－３－①－３，４）。その他には「人権合同特活」（第１～３学年），「人権

教育特別講演会」（第４，５学年，専攻科生），「古典芸能鑑賞会」（第２学年），「マリンバ演奏会」（

第３学年）などの学年合同の講演会が各種委員会の企画として実施されている（資料５－３－①－５

～７）。 

 校外での学習・見学としては，春季ハイキング，秋季社会工場見学（第４学年は１泊２日），卒業

旅行（第５学年）が実施されている（資料５－３－①－８～10）。 

 学生に対する生活指導としては，学生指導及び学級運営の指針等（資料５－３－①－11，12）によ

り学級担任が日常的に行っている。また学生委員会による通学指導や校内外指導（資料５－３－①－

13），寮務委員会による指導（資料５－３－①－14）が行われている。 

 課外活動のうちクラブ活動については，平成24年度で文化部９，体育部19，同好会８の団体があり，

各団体に１～７名の顧問が配置され（資料５－３－①－15），学内外の大会等で活動している（資料

５－３－①－16）。学生会はスポーツ大会，高専祭などの学校行事の企画・運営等を行っている（資

料５－３－①－17）。その他にクラブ活動の形態をとらないプロジェクト形式のものとして，ロボコ

ン・プロジェクトや学生チャレンジプロジェクトがあり実績をあげている（資料５－３－①－18，

19）。これらの課外活動は，上級生や下級生，学外との交流を通じて社会との係わりを考える能力を

育成しようとするものである。 

 

 （分析結果とその根拠理由） 

 一般教科科目の充実，特別活動や各種講演会によって，伝統や文化を通じて社会との係わりを考え

る能力の育成が図られている。また，学生の生活指導は学級担任，学生委員会，寮務委員会によって

行われている。課外活動も広く行われており，実績も残している。 

 以上のことから，本校の準学士課程では，教育課程の編成において，一般教育の充実や特別活動の

実施等，豊かな人間性の涵養が図られるよう配慮されている。また，教育の目的に照らして，課外活

動等において，豊かな人間性の涵養が図られるよう配慮されている。 
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資料５－３－①－１ 

豊かな人間性の涵養を図る科目の例（抜粋） 

 

 

 

 

 

（出典 平成24年度シラバス「国語Ⅰ」「歴史Ⅰ」「保健・体育Ⅰ」「美術」「音楽」） 
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資料５－３－①－１（続き） 

豊かな人間性の涵養を図る科目の例（抜粋） 

 

 

（出典 平成24年度シラバス「国語Ⅰ」「歴史Ⅰ」「保健・体育Ⅰ」「美術」「音楽」） 
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資料５－３－①－２ 

授業時間割上の「特別活動」の配置 

 

（出典 平成25年度前期時間割） 
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資料５－３－①－３ 

学級担任による指導に関する項目 

 

（出典 学習指導必携第７版目次） 
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資料５－３－①－４ 

特別活動の記録 

 

（出典 平成24年度「学級経営の記録」） 
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資料５－３－①－５ 

合同特活等の実施状況 

 

（出典 奈良高専校報第476号P.１） 

 

（出典 奈良高専校報第480号P.１） 

 

（出典 奈良高専校報第481号P.１） 

 

（出典 奈良高専校報第483号P.２） 



奈良工業高等専門学校 基準５ 

 

- 241 - 

資料５－３－①－６ 

古典芸能鑑賞会 

 

（出典 奈良高専校報第476号P.１） 

 

（出典 教務委員会資料） 
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資料５－３－①－７ 

マリンバ演奏会の開催 

 
（出典 奈良高専校報第482号P.２） 

 

（出典 教務委員会資料） 
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資料５－３－①－８ 

春季ハイキング一覧 

 

（出典 奈良高専校報第474号P.４） 
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資料５－３－①－９ 

秋季社会工場見学一覧 

 

（出典 奈良高専校報第480号P.３） 

 

資料５－３－①－10 

卒業旅行一覧 

 

（出典 奈良高専校報第480号P.２） 
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資料５－３－①－11 

学生指導及び学級運営の指針 

 

以下省略 

（出典 学習指導必携第７版P.26-28） 
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資料５－３－①－12 

学級担任による学級生活指導の指針 

 

以下省略 

（出典 学習指導必携第７版P.26-28） 
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資料５－３－①－13 

学生委員会による生活指導 

 

（出典 平成25年４月学生委員会資料） 
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資料５－３－①－13（続き） 

学生委員会による生活指導 

 

 

（出典 平成25年４月学生委員会資料） 
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資料５－３－①－14 

寮務委員会による生活指導 

 

（出典 学習指導必携第７版P.64） 
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資料５－３－①－15 

クラブ・顧問一覧 

 

（出典 奈良高専校報第475号P.３） 



奈良工業高等専門学校 基準５ 

 

- 251 - 

資料５－３－①－16 

クラブ等の活動実績

 
（出典 奈良高専校報第477号P.２） 
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資料５－３－①－16（続き） 

クラブ等の活動実績 

 

（出典 奈良高専校報第478号P.１） 
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資料５－３－①－16（続き） 

クラブ等の活動実績 

 

（出典 「CAMPUS」2012秋号P.６） 
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資料５－３－①－16（続き） 

クラブ等の活動実績 

 

（出典 「CAMPUS」2012秋号P.７） 
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資料５－３－①－17 

学生会活動 

 

（出典 「CAMPUS」2011春号P.９） 

 

（出典 「CAMPUS」2012秋号P.９） 
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資料５－３－①－17（続き） 

学生会活動 

 

（出典 「CAMPUS」2012夏号P.８） 
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資料５－３－①－18 

ロボコン・プロジェクト 

 

（出典 「CAMPUS」2012秋号 P.８） 
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資料５－３－①－19 

学生チャレンジプロジェクト 

 

（出典 本校学内メール添付文書） 
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 観点５－４－①： 成績評価・単位認定規定や進級・卒業認定規定が組織として策定され，学生に

周知されているか。また，これらの規定に従って，成績評価，単位認定，進級

認定，卒業認定が適切に実施されているか。 

 （観点に係る状況） 

 成績評価・単位認定や進級・卒業認定については「学業成績評価，進級及び卒業の認定に関する規

則」として定められており，学生に配布される「学生生活のしおり」において周知されている（資料

５－４－①－１）。進級・卒業認定については，入学式や新入生オリエンテーションにおいて，学生，

および保護者に周知を図っている（資料５－４－①－２）。 

 各科目の到達目標・評価基準についてはシラバスに明示されており（前出資料５－１－①－25），

授業開始時に担当教員から説明されている。学修単位科目については，シラバス冒頭で示すとともに

自学自習の取組みを促している（前出資料５－２－②－４）。 

 単位認定，進級認定，卒業認定は，教務委員会，運営会議の審議を経て，全教員が出席する教職員

会議で審議され，校長が決定する（根拠資料は訪問調査時に閲覧可能）。また教員は各科目について

評価内訳表を作成することが義務付けられている（資料５－４－①－３）。具体的な評価内容につい

ては訪問調査時に閲覧可能）。この評価内訳表を含む教科ファイルは，グループFDとして複数の教員

により相互にチェックされる。採点された定期試験の解答は学生に返却され，評価の確認と意見申立

ての機会を設けている。学年末試験では試験答案の返却が行えない場合もあるが，学生は，成績評価

が確定するまでの期間に教科担当教員に問い合わせる事が可能である。 

 やむを得ない事由により定期試験を受験できなかった学生に対しては，教務委員会で審議のうえ，

追試験の機会を設けており（資料５－４－①－１），その事を学生に周知している（資料５－４－①

－４）。評価不可（A）（40点から59点以下）により単位認定されなかった科目については，各教科担

当教員から指導計画が提出され，学年末成績とともに保護者宛に通知され，学生に周知される（資料

５－４－①－５）。再試験は，学校行事として設けられた年に２回の不可（A）試験日に実施される以

外に，放課後等を利用し実施される科目もある。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 成績評価，単位認定，進級・卒業認定の規程が組織として策定され，学生に周知されている。また，

全教員が参加する教職員会議において，これらの規程に沿って審議され，校長が決定する。成績評価

に関する学生からの意見申立ての機会も確保されている。追試験，再試験についてもその機会と評価

方法が学生に周知され，適切に実施されている。 

 以上のことから，本校の準学士課程では，成績評価，単位認定，進級・卒業認定の規程が組織とし

て策定され，学生に周知されている。また，これらの規程に従って，成績評価，単位認定，進級認定，

卒業認定が適切に実施されている。 
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資料５－４－①－１ 

 

（出典 平成25年度学生生活のしおりP.137-139） 
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資料５－４－①－１（続き） 

 

 

（出典 平成25年度学生生活のしおりP.137-139） 
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資料５－４－①－２ 

新入生保護者に対する教務関係連絡事項について 

 

平成 25 年４月５日 

 

 

 １年生学級担任 各位 

 

 

                                    教 務 主 事 

 

 

新入生保護者に対する教務関係連絡事項について 

 

 

 ４月８日（月）入学式終了後，別紙資料に基づき新入生保護者に対し教務関係の連絡を行います。 

 つきましては，参考までに資料を配付します。 

 

 

 

 

 

 

 

                                       以 上 

 

（出典 学生課保管資料） 
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資料５－４－①－２（続き） 

新入生保護者に対する教務関係連絡事項について 

 

2013年４月８日 

教務関係の連絡事項 

                                        教務主事 

０．基本的な考え方 

 高等教育機関 ：生徒でなく学生：自由と共に責任が伴う 

         教員：教授，准教授，講師，助教 

 奈良高専： 早期専門教育，受験勉強がない，自由な雰囲気 

進路（大学編入：受験機会が多い，求人倍率が高い）は万全 

大学に比べてきめ細かな指導⇔ルールを理解し，ルールを守る努力が必要 

報告•連絡•相談（ほうれんそう）を欠かさない 

  義務教育ではない  自己選択（失敗を恐れない） 

１．連絡方法  

学生課 教務係（0743-55-6033）：欠席，成績，進学など 

学生係（0743-55-6034）：クラブ，奨学金，授業料免除，就職など 

 各種連絡方法：担任から口頭，掲示板への掲示．直接郵送（授業料，成績通知，保護者懇談会案内な

ど）緊急連絡には携帯のメールも利用 

２．担任 

・学生，保護者と学校とのパイプ役．職員室がなく，各教員研究室に来室 

・1～3年生までは，毎週木曜7限に担任による特別教育活動（ホームルーム） 

・学生相談室，セクハラ相談室，障害学生支援委員会なども設置。高専電話カウンセリング（高専機構） 

３．授業 

・欠席，欠課，公欠，忌引 （届けの必要あり，その他，身分に関し，変更があれば要連絡） 

   届け出 ⇒ 登校が可能になった日から1週間以内   届け出用紙は教務係へ 

・遅刻，早退（15分）：同一科目における遅刻早退は，3回で欠課時数1．表彰、成績評価に関係 

・学校行事関係も出欠をとる 

・警報発令時の対応：平常授業と試験時で異なる 

・授業の受け方：45分であるが，多くは連続90分授業が多い 

8時限の場合，16:15終了．1年生6時限が多い（14:25終了） 

・高学年では他大学との相互履修もある．（他大学との単位互換：阪大、奈良女子大など） 

４．定期試験 

・年4回：前期・後期それぞれ中間と期末（５年は期末試験のみ） 

・不正行為：1週間の停学，全試験科目が0点 

・やむを得ず欠席：事前連絡と追試験願いの提出（理由を証明するもの必要） 

事前連絡（当日8:30～9:00） ⇒ 教務係へ（0743－55－6033）．＊怠ると追試験を受けられなくなる 

追試験願い ⇒ 登校可能日から1週間以内に提出  追試験願い用紙は教務係へ 

（出典 学生課保管資料） 
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資料５－４－①－２（続き） 

新入生保護者に対する教務関係連絡事項について 

 

  評価は80点満点（公欠の場合は100点満点） 

・答案は必ず学生に返却している（その後回収する場合もある） 

５．成績評価 

・優（100～80），良（79～65），可（64～60） 

不可A（59～40），不可B（39～0） 

・欠課時数が年間授業時間数の３分の１以上ある科目は，評価しない（不合格） 

・各科目に関しては，成績評価についてシラバスに明記されている 

・課題・レポートの提出が成績評価に大きく影響する．実験の場合評価しないこともある 

・前期末および学年末に通知表を保護者宛に郵送している 

６．進級認定 

・下記のいずれかに該当する学生は，進級できない 

・欠席日数が年間授業日数の３分の１を超える者 

・欠課時数が年間授業時間数の３分の１を超え，評価されない科目が１科目でもある者 

・総平均点が60点未満の者 

・不可B（40点未満）の評価が１科目でもある者 

・ 不可A（40点以上60点未満）の科目が，累積で5教科10単位を超える者 

   → 不可A科目は次年度に再試験 

・特別教育活動の履修状況が著しく悪い者 

・2年連続留年は退学 

７．勉強の仕方 

･早く授業に慣れること、自分にあった勉強方法を確立すること 

・シラバス（授業要目），オフィスアワー，ティーチングアシスタント（TA）の活用，図書館（夜8時まで

開館） 

・自学自習が必要．高校の参考書も役に立つ 

・1年生の最初の成績が悪くても，あきらめないで地道に取組むこと 

・レポート提出などの提出物 

８．その他 

・自分の子供の行動について十分，把握してください．自由な校風と言われていますが，このことは，自

分自身を律することができる学生に対するものであり，誰にでも当てはまるものではないことを理解して

おいてください． 

・授業•学校行事は，知っておいていただきたい．⇒学校からの配布物（時間割表，シラバスなど）につ

いては必ず目を通していただきたい． 

・同レベルの学生が入学 → 最初の成績であきらめない 

・手続きは、３日前 

学割・在学証明は自動発行機で即時発行 

規則，手続きなど学生生活のしおりを学生も保護者もよく読んでおいてください． 

（出典 学生課保管資料） 
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資料５－４－①－２（続き） 

平成２５年度 新入生オリエンテーション 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 学生課保管資料） 

 

H25.4.2 学生委員会 

 

【学生配付用】 

平成２５年度 新入生オリエンテーション（案） 

平成２５年４月９日（火）・１０日（水） 

 

【目   的】 

実際の学生生活の場において，クラスメートや学級担任の先生と共に研修し，交流しなが

ら，入学時の不安感を一掃し，５年間の高専生活の基礎と仲間づくりを主たる目的として

います。 

 

① 奈良高専の学生としての自覚と誇りを持つ 

 奈良高専は「創造の意欲」，「幅広い視野」，「自律と友愛」を教育目標に掲げています。 

奈良高専生は「学生」と呼ばれます。（普通の高校生は「生徒」，大学生は「学生」）「学

生」とは，何事も自分の意志で，自分の責任において実践できる人のことです。晴れて奈

良高専の学生となった皆さんは「学生」と呼ばれることに誇りを持ち，学生としての自覚

を持ってオリエンテーションを実践してください。 

 

② 研修を通じて友達を作り，お互いの親睦をはかる 

 研修を通じてお互いをよく知り，認めあい，喜びや悲しみを分かち合い，悩みを聞き，

相談し合える間柄にある，新しい仲間づくりを心がけてください。 

 

③ 集団生活を通じて協力の精神をつちかう 

 集団で何か目的を達成しようとする時に交わされている約束事を，忠実に誠意を持って

履行しましょう。オリエンテーションでは互いに協力し合って活動します。 

 

 

（以下省略） 
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資料５－４－①－２（続き） 

平成２５年度 新入生オリエンテーション 

２日目：４月１０日（水） 

時 間 内  容 場 所 担 当 

8：30 

～8：50 

登校 

教室集合，出席確認 

各クラスルー

ム 

学級担任 

 

 

 

 

学生委員 

9：00 

 

 

9：30 

ホームルーム 

・連絡事項の伝達 

貴重品回収 

大視聴覚室へ移動開始 

9：40 

 

 

 

 

（10：

30） 

教務委員会関係の説明 

・教務主事からの挨拶 

・メンバー紹介（教務主事補） 

・授業，定期試験，成績，留年関連事項 

・公欠，忌引き等 

（休憩） 

大視聴覚室 教務主事 

教務主事補 

学級担任 

10：35 通学マナー（交通指導実地講習）について 学級担任 

学生主事 

学生主事補 

学生委員 

10：45 

 

<各学科に分かれて実施> 

①交通指導実地講習 ＭＥＳ 

・自転車許可ステッカー発行 

 

学校周辺の 

通学経路 

学級担任 

学生主事 

学生主事補 

学生委員 

②学科紹介 ＩＣ 各クラスルー

ム 

各専門学科棟 

学科主任 

学級担任 

学生委員 

 

（以下省略） 

 

（出典 学生課保管資料） 
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資料５－４－①－３ 

成績一覧表サンプル 

 

 
（出典 平成25年度「科目ファイル作成の手引き」P.５） 
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資料５－４－①－４ 

追試験に関する周知文 

 

 

（出典 平成25年度学生生活のしおりP.59-60） 
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資料５－４－①－５ 

不可（A）所持学生指導計画の記載例 

 

（出典 本校学内メール添付文書） 
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＜専攻科課程＞ 

 観点５－５－①： 教育の目的に照らして，準学士課程の教育との連携，及び準学士課程の教育か

らの発展等を考慮した教育課程となっているか。 

 （観点に係る状況） 

 本校専攻科の教育目的（資料５－５－①－１，２）および「システム創成工学」教育プログラムの

学習・教育目標（資料５－５－①－３）をもとに，「システム創成工学」教育プログラムがある。学

生は，準学士課程と専攻科の両方のカリキュラムを学習・単位取得することにより，プログラムの学

習目標を達成できる（資料５－５－①－４）。本プログラムでは，学問的な専門細目分野におけるバ

ランスを保ちつつ，準学士課程からの継続性・一貫性を持ったカリキュラムを持つ（資料５－５－①

―５～10）。シラバスにも，科目ごとに｢関連科目｣が示され，準学士課程や専攻科課程で割当てられ

た科目との相互関係が示されている（資料５－５－①－11）。 

 

 （分析結果とその根拠理由） 

 上記から，準学士課程及び専攻科の学習・教育目標は密接なつながりがあり，連携していることが

分かる。カリキュラムにおいても準学士課程からの継続性・一貫性を十分に持っていることが分かる。 

 以上のことから，本校専攻科課程は，準学士課程の教育との連携を考慮した適切な教育課程となっ

ていると言える｡ 
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資料５－５－①－１ 

（１）専攻科の制度と特色 

 

（出典 平成25年度専攻科学生便覧P.１） 
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資料５－５－①－２ 

（２）専攻科の教育目標 

 
（出典 平成25年度専攻科学生便覧P.５） 
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資料５－５－①－２（続き） 

（２）専攻科の教育目標 

 

（出典 平成25年度専攻科学生便覧P.６） 
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資料５－５－①－３ 

「システム創成工学」教育プログラムの学習・教育目標 

 

（出典 平成24年度学校概要P.30） 
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資料５－５－①－４ 

奈良高専「システム創成工学」教育プログラム 

 

（出典 平成24年度学校概要P.29） 
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資料５－５－①－５ 

学習・教育目標を達成するために必要な授業科目の流れ 

（機械工学科・機械制御工学専攻） 

 

（出典 平成22年度JABEE受審資料） 
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資料５－５－①－６ 

学習・教育目標を達成するために必要な授業科目の流れ 

（電子制御工学科・機械制御工学専攻） 

 

（出典 平成22年度JABEE受審資料） 
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資料５－５－①－７ 

学習・教育目標を達成するために必要な授業科目の流れ 

（電気工学科・電子情報工学専攻） 

 

（出典 平成22年度JABEE受審資料） 
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資料５－５－①－８ 

学習・教育目標を達成するために必要な授業科目の流れ 

（情報工学科・電子情報工学専攻） 

 
（出典 平成22年度JABEE受審資料） 
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資料５－５－①－９ 

学習・教育目標を達成するために必要な授業科目の流れ 

（物質化学工学科（化学応用工学コース）・化学工学専攻） 

 

（出典 平成22年度JABEE受審資料） 
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資料５－５－①－10 

学習・教育目標を達成するために必要な授業科目の流れ 

（物質化学工学科（生物化学工学コース）・化学工学専攻） 

 

（出典 平成22年度JABEE受審資料） 
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資料５－５－①－11 

専攻科シラバスの一例（電気電子回路特論） 

 

（出典 平成25年度専攻科シラバス） 
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 観点５－５－②： 教育の目的に照らして，授業科目が適切に配置され，教育課程が体系的に編

成されているか。また，授業の内容が，全体として教育課程の編成の趣旨に沿

って，教育の目的を達成するために適切なものとなっているか。 

 （観点に係る状況） 

 本校専攻科アドミッションポリシーで描く人材の育成を目指し，教育課程及び科目が配置されてい

る（前出資料５－５－①－５～11，資料５－５－②－１）。準学士課程第４，５学年及び専攻科の４

年間の教育において，各専攻の専門分野における科目間のつながりがある。各専攻とも教養・専門基

礎・専門のバランスのとれた科目構成である（資料５－５－②－２～４）。また，本校専攻科の各科

目の担当教員及び授業内容の適切性は，大学評価･学位授与機構により定期的に審査・認定されてお

り，学位取得が十分可能なカリキュラムである。本校専攻科の各科目の担当教員及び授業内容の適切

性は，大学評価･学位授与機構により定期的に審査・認定されており，学位取得が十分可能なカリキ

ュラムである。 

 

 （分析結果とその根拠理由） 

 上記資料より，本校専攻科のカリキュラムは，準学士課程第４，５学年を含め４年間で完結する体

系であり，教育目標を達成するのに十分な体系を持っていることが分かる。また，教養，専門基礎及

び専門分野の間で，特定の分野に偏らずバランスをとっており，専攻科の人材育成目標に適切な科目

体系であることが分かる。本校専攻科の各科目の担当教員及び授業内容の適切性は，大学評価･学位

授与機構により定期的に審査・認定されており，学位取得が十分可能なカリキュラムである。 

 以上のことから，準学士課程の学科に対応した専門性をより高度に発展させ，また他の工学分野に

も視野を広めるように，教育課程が編成されていることが分かる。従って，教育の目的に照らして，

授業科目が適切に配置され，教育課程の体系性が確保されている，また，授業の内容が教育の目的を

達成するために適切なものになっていると言える。 
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資料５－５－②－１ 

学校案内：教育方針 

 

 

（出典 本校ホームページ） 

 



奈良工業高等専門学校 基準５ 

 

- 285 - 

資料５－５－②－２ 

科目学年配当表（機械制御工学専攻） 

 

（出典 平成25年度専攻科シラバス） 
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資料５－５－②－３ 

授業科目学年配当表（電子情報工学専攻） 

 

（出典 平成25年度専攻科シラバス） 
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資料５－５－②－４ 

授業科目学年配当表（化学工学専攻） 

 

（出典 平成25年度専攻科シラバス） 
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 観点５－５－③： 教育課程の編成又は授業科目の内容において，学生の多様なニーズ，学術の発

展の動向，社会からの要請等に配慮しているか。 

 （観点に係る状況） 

 本校専攻科の教育方針においては，４つの独自の特色を掲げている（資料５－５－③－１）。本校

専攻科学生は，自分の所属以外の専攻の分野について選択必修科目がある。また，自分の所属する専

攻以外の科目についても修得単位に加算可能であり，幅広い知識・技術を身につけた技術者の養成を

狙う（前出資料５－５－②－２～４）。この他，大阪大学工学部や他大学で取得した単位を専攻科で

認めている（資料５－５－③－２，３）。大学院へのインターンシップについては，平成24年度は奈

良先端科学技術大学院大学への派遣の実績がある（資料５－５－③－４）。また，所定の条件を満た

せば「学外実習」として２単位が取得できる（前出資料５－５－②－２～４）。外国語の伝達と読解

の基礎能力育成のため，英語２科目を履修することが全専攻において必須である（前出資料５－５－

②－２～４）他，各専攻で「実用技術英語Ⅰ」などの英語選択科目がある（資料５－５－③－５）。 

 さらに，先端技術の紹介と経済問題，知的財産，特許など技術者として知っておくべき事項につい

て紹介する「社会技術特論」を必修科目として配置している（資料５－５－③－６）。 

 

 （分析結果とその根拠理由） 

 上記より，本校専攻科では，独自の教育方針のもと，他専攻科目の履修，他大学での履修した単位

の認定制度，インターンシップの単位認定及び外国語基礎能力育成の充実など種々の取組がなされて

いる｡ 

 以上のことから，教育課程の編成又は授業科目の内容において，学生の多様なニーズ，学術の発展

の動向，社会からの要請等に配慮している。 
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資料５－５－③－１ 

（１）教育方針 

 

（出典 平成25年度専攻科学生便覧P.４） 
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資料５－５－③－２ 

（４）大阪大学工学部との相互履修 

 

（出典 平成25年度専攻科学生便覧P.６） 

 



奈良工業高等専門学校 基準５ 

 

- 291 - 

資料５－５－③－３ 

３（４）試験と単位の認定・３（６）専攻科修了のための単位修得 

 

 
（出典 平成25年度専攻科学生便覧P.９） 
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資料５－５－③－４ 

 

（出典 平成24年度第４回インターンシップ打ち合わせ会資料） 
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資料５－５－③－５ 

実用技術英語Ⅰのシラバス 

 

（出典 平成25年度専攻科シラバス） 
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資料５－５－③－５（続き） 

実用技術英語Ⅰのシラバス 

 

（出典 平成25年度専攻科シラバス） 
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資料５－５－③－６ 

社会技術特論のシラバス 

 
（出典 平成25年度専攻科シラバス） 
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資料５－５－③－６（続き） 

社会技術特論のシラバス 

 

（出典 平成25年度専攻科シラバス） 
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 観点５－６－①： 教育の目的に照らして，講義，演習，実験，実習等の授業形態のバランスが

適切であり，それぞれの教育内容に応じた適切な学習指導法の工夫がなされて

いるか。 

 （観点に係る状況） 

 本校専攻科のカリキュラムにおける授業時間配分は，講義が全体の50～54％，実習・実験などそれ

以外が46～50％である。本校専攻科では，全ての専攻において，デザイン能力や問題解決能力を身に

つけるよう工夫がされた実験が行われている（前出資料５－５－②－２～４）。また，専攻科１年生

は「システムデザイン演習」を履修する。この科目はPBL形式で，それぞれの学問分野に特化しない

問題の解決を，異なる専攻の学生によって構成されるチームで取り組み，エンジニアリングデザイン

能力を育成する工夫がなされている（資料５－６－①－１）。 

 

 （分析結果とその根拠理由） 

 カリキュラムにおける講義などの時間配分などから，講義・実習・実験などのバランスが適切であ

ると言える。また，各専攻が実施する実験や，「システムデザイン演習」などを通してエンジニアリ

ングデザイン能力を育成している。 

 従って，教育の目的に照らして，専門分野の知識のみに偏らない，適切なバランスをとって講義，

演習，実験，実習等が行われていると言える。また，それぞれの教育内容に応じた学習指導法の工夫

がなされていると言える。 
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資料５－６－①－１ 

システムデザイン演習のシラバス 

 

（出典 平成25年度専攻科シラバス） 
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資料５－６－①－１（続き） 

システムデザイン演習のシラバス 

 

（出典 平成25年度専攻科シラバス） 
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 観点５－６－②： 教育課程の編成の趣旨に沿って，シラバスが作成され，事前に行う準備学習，

教育方法や内容，達成目標と評価方法の明示等，内容が適切に整備され，活用

されているか。 

 （観点に係る状況） 

 本校専攻科のシラバスには，「講義の目的」「講義項目・内容」「到達目標」「評価方法」等の項目が

ある。事前の準備学習については，「履修上の留意点」に記載される（前出資料５－６－①－１）。最

初の授業で担当教員が，授業内容，評価方法や授業時間以外の学習について，シラバスを使って学生

に説明することが求められている。１単位の履修時間や科目種類ごとの単位時間の計算根拠などは，

専攻科学生便覧に記載されている（資料５－６－②－１）。シラバスはウェブサイトで公開され，学

生は選択科目の決定，自学自習，授業計画や評価方法の確認等のためにいつでも活用できる。また，

授業各回の理解度を自己評価し，シラバスに書き込むことができる。この自己評価は担当教員が回収

し，評価結果を授業にフィードバックできる（前出資料５－６－①－１）。学生による授業アンケー

トでは，シラバスどおりに授業が行われたか，学生の自主的な取組姿勢や授業に対する積極的な態度

などを問う設問が設けられている。 

 

 （分析結果とその根拠理由） 

 学生に対し，シラバスを使って，授業内容，評価方法や授業時間以外の学習について，説明がなさ

れている。また，シラバスは公開されており，いつでも学生が活用できる。またシラバスは学生が授

業の理解度を自己評価することや，授業の質を高めるためのフィードバックにも利用できる。 

 以上のことより，教育課程の編成の趣旨に沿って，シラバスが作成され，事前に行う準備学習，教

育方法や内容，達成目標と評価方法の明示等，内容が適切に整備され，活用されていると言える。 
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資料５－６－②－１ 

（１）科目の単位と時間数 

 

（出典 平成25年度専攻科学生便覧P.７） 
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 観点５－６－③： 創造性を育む教育方法の工夫が図られているか。また，インターンシップの

活用が図られているか。 

 （観点に係る状況） 

 創造性を育む教育方法を取入れた科目としては， ｢システムデザイン演習｣や「特別研究」等が開

設されている。「システムデザイン演習｣では，与えられた課題解決のため，ファシリテーション，

プロジェクトマネジメントなども活用しながら，学生自ら解決策を考え，設計・製作し，報告に至る

一連のプロセスを体験することで，創造性が育成されている（前出資料５－６－①－１）。インター

ンシップについては，科目｢学外実習｣で，長期休業期間を利用し10日間以上実施している。現場での

問題発見から解決に至るプロセスを学んでいることが確認出来る。インターンシップ報告書には，学

校ではできない様々な経験を通して学んだ，などの事項が記載されている（資料５－６－③－１～

３）。 

 

 （分析結果とその根拠理由） 

 主に｢システムデザイン演習｣の履修を通して，与えられた課題解決のため，ファシリテーション，

プロジェクトマネジメントなども活用しながら，学生自ら解決策を考え，設計・製作し，報告に至る

一連のプロセスを体験することで，創造性が育成されている。また，「学外実習」を通して，現場で

の問題発見から解決に至るプロセスを学んでいることが確認出来る。学生は，インターンシップ報告

書に，学校ではできない様々な経験を通して学んだことを記載している。 

 以上のことより，創造性を育む教育方法の工夫やインターンシップの活用が十分に行われていると

言える｡ 
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資料５－６－③－１ 

平成24年度 専攻科 学外実習ガイダンス・事前研修報告書 

 

（出典 2012年度 第４回インターンシップ打ち合わせ会資料） 
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資料５－６－③－２ 

平成24年度 機械制御工学専攻 学外実習報告書 

 

（出典 2012年度 第４回インターンシップ打ち合わせ会資料） 

 



奈良工業高等専門学校 基準５ 

 

- 305 - 

資料５－６－③－３ 

平成24年度 電子情報工学専攻 学外実習報告書 

 

（出典 2012年度 第４回インターンシップ打ち合わせ会資料） 
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 観点５－７－①： 教育の目的に照らして，教養教育や研究指導が適切に行われているか。 

 

 （観点に係る状況） 

 本校専攻科では，学習・教育目標に沿って10科目20単位の教養科目を開設しており，学生には専門

基礎科目と合わせて22単位以上の修得を義務付けている。教養科目は，自然科学，外国語，保健体育

及び人文科学・社会科学系の科目から構成される（前出資料５－５－②－２～４）。 

 各専攻科における｢特別研究｣は必修科目であり，２年間で合計14単位を課している。学生は指導教

員から，研究内容だけでなく，専門分野の一般的基礎学力，論文作成，成果発表を通しての文章や図

表の表現方法，研究の取組姿勢等について，一対一できめ細かい指導を受ける｡本校出身学生は，準

学士課程の卒業研究を継続してより深い研究を志向する者が多い。指導に当たっては，各教員が専門

的知識と研究経験を活かして学生の指導に当たっている。専攻科特別研究の論文は主査と副査が査読

して評価する。修了時には特別研究を発表する場が設けられる。この発表会は外部からの参加者もあ

り，広く公開されている。さらに，国内外の学会等で発表し，高い評価を受けている専攻科学生も多

い（資料５－７－①－１）。 

 

 （分析結果とその根拠理由） 

 本校専攻科では，十分な分野・単位数の教養科目を提供している。また，専攻科特別研究では，上

記のとおり，研究テーマ決定から特別研究論文の執筆，発表まできめ細かい指導を受ける。 

 これらのことから，教育の目的に照らして，教養教育や研究指導が適切に行われていると言える。 

 



奈良工業高等専門学校 基準５ 

 

- 307 - 

資料５－７－①－１ 

専攻科特別研究 

  

（出典 2012年10月自己点検・評価報告書P.45-46） 
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資料５－７－①－１（続き） 

専攻科論文発表賞の授与 

 

（出典 2012年10月自己点検・評価報告書P.45-46） 
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 観点５－８－①： 成績評価・単位認定規定や修了認定規定が組織として策定され，学生に周知

されているか。また，これらの規定に従って，成績評価，単位認定，修了認定

が適切に実施されているか。 

 （観点に係る状況） 

 成績評価，単位認定や修了認定については，専攻科履修規程に記載されている（資料５－８－①－

１）。各科目においては，シラバスにある「評価方法」に従い試験の成績及び平素の成績を総合して

得点化・評価される。成績評価，単位認定，修了認定，１単位の履修時間について科目の種類により

自習時間が含まれることが前提になっている旨などについて学生に周知するために，専攻科学生便覧

に掲載（前出資料５－５－③－３，５－６－②－１）し，説明会を毎年実施している。単位･修了の

認定は，専攻科委員会と運営会議において審議した上で校長が決定する｡また各科目において，成績

評価の根拠や試験問題などが綴じられた「科目ファイル」の提出が義務付けられている。これにより，

成績評価が適切にされたかが容易に確認できる。追試験・再試験は，専攻科履修規程に定められてお

り（資料５－８－①－１），対象学生の有無によって，その都度，担当教員の判断によって実施され

る。これらの試験によって定期試験の点数が修正された場合，シラバスに記載された成績評価方法に

従って成績が再評価される。 

 

 （分析結果とその根拠理由） 

 上記より，成績評価・単位認定規程や修了認定規程が組織として策定されていることが分かる。学

生への周知も十分行われていることが分かる。単位及び修了の認定は，複数の会議においてチェック

がされていること，校長が最終決定することから，これらが厳格に行われていることが分かる。 

 以上のことから，成績評価･単位認定規程や修了規程が組織として策定され，学生に十分に周知さ

れている｡また，これらの規程に従って，成績評価，単位認定，修了認定が十分適切に実施されてい

ると言える。 
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資料５－８－①－１ 

１２. 諸規則 奈良工業高等専門学校専攻科履修規程 

 

（出典 平成25年度専攻科学生便覧P.50-51） 
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資料５－８－①－１（続き） 

１２. 諸規則 奈良工業高等専門学校専攻科履修規程 

 

 

（出典 平成25年度専攻科学生便覧P.50-51） 
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（２）優れた点及び改善を要する点 

 （優れた点） 

・「国際的に活躍できる技術者の育成」の観点及び学生のニーズへの配慮から，英語教育充実促進会

議が組織され，英語力強化のため，TOEIC-IP試験を準学士課程３年～５年及び専攻科課程の全学生

に受験させ，その支援をしている。 

・基礎学力不足の学生への配慮としては，数学補講，英語補講を行っている。 

・授業アンケート結果は，「授業アンケート報告書」として冊子にされ，各クラス教室で開示されて

いる｡授業アンケート報告書には，「教員による分析と課題」が記入されており，学習指導法の工夫

がなされている。 

・教員は各科目について評価内訳表を作成することが義務付けられており，この評価内訳表を含む教

科ファイルは，グループFDとして複数の教員により相互にチェックされている。 

・専攻科課程では，PBL形式の科目として｢システムデザイン演習｣を開設し，グル－プ作業を通じて

創造性が育まれるよう，学生に自主的に取組ませている。 

 

 （改善を要する点） 

・該当なし｡ 

 

（３）基準５の自己評価の概要 

（準学士課程） 

 教育課程は，学習・教育目標に基づいて体系的に編成されており，インターンシップの活用や

TOEIC試験の結果による単位認定等が取入れられ，社会の要請や学生のニーズに対する配慮がなされ

ている。授業においては，授業内容はシラバスに記載され，授業アンケートを用いてシラバスの活用

状況を確認できる体制が整備されている。 

 成績評価は規程に基づいて行われ，各教科の評価内容の詳細や試験答案の科目ファイル（専攻科課

程でも作成）を作成し閲覧可能にすることで厳格性を保っている。進級・卒業認定に関しては，教務

委員会，運営会議，教職員会議において審議され，校長が決定し，認定されている。 

 特別活動は90単位時間が確保されており，講演会や文化鑑賞会等多様な取組が行われている。生活

指導については，学生委員会を中心として，学生の安全面や健康面に配慮した取組を行っており，課

外活動においては原則として全教員が顧問になることで，学生の自主的な活動をサポートしている。

また，スポーツ大会や高専祭，社会工場見学等多様な学校行事を実施している。この様に，本校では

人間の素養の涵養に関する取組が適切に行われている。 

（専攻科課程） 

 教育課程は，準学士課程からの継続性・一貫性が配慮され，学習・教育目標別及び専門分野別に授

業科目系統図が整備され，体系性が明示されている。学習・教育目標に応じて，講義科目と演習科目

がバランスよく配置されている。また，学生の多様なニーズや社会の動向等に配慮し教育課程を改善

していくシステムが機能している｡ 

 PBL形式の科目として，｢システムデザイン演習｣が開設され，問題解決する手段を自らが見つけて

いく学習プログラムが設定されている。またインターンシップも適切に実施されている。 

 シラバスは学習・教育目標に沿って作成され，活用されている。シラバス内に「自己評価」欄を設

け，学生に講義内容と理解度を確認させ，授業最終日には学生達の自己評価を回収し，次年度の授業



奈良工業高等専門学校 基準５ 

 

- 313 - 

改善に役立てている。 

 特別研究は指導教員から２年間にわたり，一対一のきめ細かい研究指導を受け，研究成果を公表す

ることが義務づけられており，学協会から表彰される学生も多い｡ 

 成績評価･単位認定･修了認定については，準学士の課程と同様に審議される。 



奈良工業高等専門学校 基準５ 

 

- 314 - 

 



奈良工業高等専門学校 基準６ 

- 315 - 

基準６ 教育の成果 

（１）観点ごとの分析 

 観点６－１－①： 高等専門学校として，その教育の目的に沿った形で，課程に応じて，学生が

卒業（修了）時に身に付ける学力や資質・能力，養成しようとする人材像等に

ついて，その達成状況を把握・評価するための適切な取組が行われているか。 

 （観点に係る状況） 

 準学士課程卒業時での学習・教育目標達成の総合状況把握については，本校準学士課程の教育目標

（資料６－１－①－１）を観点に，人間性，知識，コミュニケーション能力，問題解決能力を含めて

「学業成績評価，進級及び卒業の認定に関する規則」（資料６－１－①－２）に基づき，次の（１）

～（３）の手順で行われる。（１）各授業科目の学習目標，評価方法，評価基準はシラバス（資料６

－１－①－３）に明記されており成績はそれに基づいて評価され，各授業科目は100点満点中60点以

上を合格とし，その目標が達成できているか。（２）教務委員会で成績評価基準に基づく卒業に必要

な単位の修得ができているか（資料６－１－①－４）。（３）上記（１）（２）の基準等を達成・修

得できた場合，運営会議，教職員会議（資料６－１－①－５～６）の審議を経て卒業認定される。 

 専攻科課程修了時の学習・教育目標達成の総合状況把握は，専攻科課程の学習・教育目標（資料６

－１－①－７）に掲げた知識・意欲・能力を備えた人材養成を観点に，「専攻科の履修に関する規

程」（資料６－１－①－８）に基づき専攻科委員会（資料６－１－①－９）で審議された上で，運営

会議（資料６－１－①－10）を経て修了認定されるという手順で行われる。 

 具体的には，専攻科課程の学習・教育目標（資料６－１－①－７）の４つを更に２つずつに分け，

各達成度を総合的に評価する方法を定めている。（Ａ），(Ｂ)，（Ｄ）に関しては各授業科目に割り

当てられたポイントの合計が各学習・教育目標ごとに設定された基準を超えること，（Ｃ）は準学士

課程，専攻科課程修了に必要な必修科目の単位取得，大学評価・学位授与機構での学位審査合格，研

究成果を学外に発表することとしている。 

 学習・教育目標別の達成状況は準学士課程４，５学年，専攻科課程をシステム創成工学教育プログ

ラム達成評価委員会（資料６－１－①－11），システム創成工学教育プログラム統括会議（資料６－

１－①－12）において把握されている。 

 また，準学士課程４学年から４年間の教育プログラム「システム創成工学教育プログラム」におい

ても，これら４つの目標別の達成状況把握・評価の取組みがなされており，その過程で目標別の達成

状況を把握している（資料６－１－①－13）。 

 

 （分析結果とその根拠理由） 

 準学士課程は学習・教育目標を達成しているかを観点として，成績評価の規則に基づく評価を行い，

専攻科課程も同様に，学習・教育目標に掲げる４つの知識・意欲・能力を備えた人材を養成すること

を観点として修了認定を行っており，「システム創成工学教育プログラム」においても，目標別の達

成状況把握・評価の取組みにより，その過程で５学年までの目標別の達成状況を把握している。 

 以上のことから，本校では，高等専門学校として，その教育の目的に沿った形で，課程に応じて，

学生が卒業（修了）時に身に付ける学力や資質・能力，養成しようとする人材像等について，その達

成状況を把握・評価するための適切な取組が行われている。 
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資料６－１－①－１ 

学習・教育目標（抜粋） 

 
（出典 本校ホームページ） 
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資料６－１－①－２ 

学業成績評価，進級及び卒業の認定に関する規則（抜粋） 

 

（出典 奈良高専規程集） 
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資料６－１－①－２（続き） 

学業成績評価，進級及び卒業の認定に関する規則（抜粋） 

 

（出典 奈良高専規程集） 
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資料６－１－①－３ 

シラバス 

 

（出典 平成24年度シラバス） 
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資料６－１－①－４ 

臨時教務委員会議事要録（抜粋） 

 

（出典 学生課教務係保管資料） 

 

資料６－１－①－５ 

臨時運営会議議事（抜粋） 

 

（出典 総務課総務係保管資料） 

 

資料６－１－①－６ 

教職員会議議事（抜粋） 

 

（出典 総務課総務係保管資料） 
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資料６－１－①－７ 

専攻科課程の学習・教育目標 

 

（出典 平成24年度専攻科学生便覧P.5-6） 
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資料６－１－①－７（続き） 

専攻科課程の学習・教育目標 

 

（出典 平成24年度専攻科学生便覧P.5-6） 
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資料６－１－①－８ 

専攻科の履修に関する規程（抜粋） 

 

（出典 奈良高専規程集） 
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資料６－１－①－９ 

専攻科委員会議事概要（抜粋） 

 

（出典 学生課教務係保管資料） 

 

資料６－１－①－10 

臨時運営会議議事（抜粋） 

 

（出典 総務課総務係保管資料） 
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資料６－１－①－11 

平成25年２月システム創成工学教育プログラム達成評価委員会議事録（抜粋） 

 

（出典 学生課教務係保管資料） 

 

資料６－１－①－12 

平成25年３月システム創成工学教育プログラム統括会議会議事録（抜粋） 

 

（出典 学生課教務係保管資料） 
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資料６－１－①－13 

平成24年度専攻科プログラム達成度確認表（抜粋） 

 

（出典 学生課教務係保管資料） 
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 観点６－１－②： 各学年や卒業（修了）時等において学生が身に付ける学力や資質・能力につ

いて，学校としてその達成状況を評価した結果から判断して，教育の成果や効

果が上がっているか。 

 （観点に係る状況） 

 準学士課程の学習・教育目標（資料６－１－②－１）の達成状況の判断の一つに，進級・卒業状況

（資料６－１－②－２）がある。平成24年度５年生のうち99％が卒業しており，同年度の進級状況も

それぞれに92～98％，１～４年生全体で95.0％となっている。 

 また，毎年度，各学科単位により卒業研究発表（資料６－１－②－３）を実施しており，さらには，

準学士課程の学生による学会発表や学内外でのコンペティションへの参加と賞の受賞（資料６－１－

②－４）や各学科の専門分野における資格も取得している。 

 また，英語コミュニケーション能力の向上を目指し，海外の教育機関等との交流（資料６－１－②

－５）や，英語力の向上を目指し，準学士課程３～５年生にはTOEIC受検を義務化している（資料６

－１－②－６）。 

 専攻科課程修了者は，殆どの学生が学士を取得（資料６－１－②－７）している。 

 また，専攻科生は,特別研究発表を行い，研究概要集（資料６－１－②－８）を作成しており，多

くの専攻科生は，国際会議を含む学会発表や学会誌・研究紀要等での論文等の発表（資料６－１－②

－９）も行い，学外発表による優秀賞等（資料６－１－②－10）も受賞している。 

 さらに，グローバル社会に適応し，英語コミュニケーション能力の向上を目指し海外の教育機関等

との交流（資料６－１－②－５）も行っている。 

 

 （分析結果とその根拠理由） 

 準学士課程の進級率は高く，準学士課程学生の卒業研究では学会発表を行う者もあり，これまでに

学会発表で賞を受賞した者もいる。更に学内外のコンペティションへの参加意欲は高く，学外での受

賞，資格取得でも成果が上がっている。 

 専攻科課程の学位取得は殆どの学生が取得しており，学協会での研究成果の口頭発表，論文発表も

多数行われており，特別研究の内容の水準が高いことを示している。 

 以上のことから本校では，各学年や卒業（修了）時等において学生が身に付ける学力や資質・能力

について，学校としてその達成状況を評価した結果から判断して，教育の成果や効果が上がっている。 
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資料６－１－②－１ 

学習・教育目標（抜粋） 

 

（出典 本校ホームページ） 
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資料６－１－②－２ 

準学士課程の進級・卒業状況一覧表 

 

（出典 学生課教務係保管資料） 
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資料６－１－②－３ 

準学士課程の卒業研究発表講演予稿集 

 

（出典 機械工学科保管資料） 
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資料６－１－②－４ 

学内外でのコンペティションへの参加と賞の受賞 

 

（出典 CAMPUS2012SUMMER） 
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資料６－１－②－５ 

過去５年間の海外の教育機関等との交流実績 

 
（出典 2012年10月自己点検・評価報告書P.147） 
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資料６－１－②－６ 

TOEIC得点分布の変化 

 

（出典 学生課教務係保管資料） 

 



奈良工業高等専門学校 基準６ 

- 334 - 

資料６－１－②－７ 

専攻科課程の学位取得状況 

 

 

（出典 学校概要より作成） 
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資料６－１－②－８ 

平成24年度専攻科特別研究概要集目次 

 

（出典 平成24年度専攻科特別研究概要集目次） 

 



奈良工業高等専門学校 基準６ 

- 336 - 

資料６－１－②－９ 

専攻科生の論文等の学会発表件数 

 

（出典 理事長ヒアリング資料） 

 

資料６－１－②－10 

専攻科生の学外表彰論文 

 

（出典 2012年10月自己点検・評価報告書P.46） 
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 観点６－１－③： 教育の目的において意図している養成しようとする人材像等について，就職

や進学といった卒業（修了）後の進路の状況等の実績や成果から判断して，教

育の成果や効果が上がっているか。 

 （観点に係る状況） 

 準学士課程の進路状況（資料６－１－③－１）は，平成23年度卒業生のうち，４割強が就職希望で，

ほとんどが民間企業への就職であり，各学科の専門知識に関連する企業への就職が大多数を占めてい

る。また，進学者の内５割弱が本校専攻科へ入学し，５割強が国公立大学の工学系学科を中心に編入

学している。 

 専攻科課程の進路状況（資料６－１－③－２）は修了生のうち，約半数が大学院への進学となって

おり，就職率，進学率はそれぞれほぼ100％を維持している。就職希望者の多くは，専攻科での専門

分野を活かせる企業へ就職している。 

 

 （分析結果とその根拠理由） 

 準学士課程の卒業生，専攻科課程の修了生の就職率は高く，その多くが各学科，各専攻の養成しよ

うとする人材やその専門性を活かせる企業が就職先となっている。進学者についても，同様に多くは

各学科，各専攻での学習，教育の成果により，養成しようとしている人材やその専門性を活かせる大

学への編入学や大学院への進学となっている。 

 以上のことから本学では，教育の目的において意図している養成しようとする人材像等について，

就職や進学といった卒業（修了）後の進路の状況等の実績や成果から判断して，教育の成果や効果が

上がっている。 
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資料６－１－③－１ 

準学士課程の進路状況 

 

 

（出典 平成24年度学校概要P.40-41） 
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資料６－１－③－１（続き） 

準学士課程の進路状況 

 

（出典 平成24年度学校概要P.40-41） 
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資料６－１－③－１（続き） 

準学士課程の進路状況 

 

（出典 平成24年度学校概要P.40-41） 

 

資料６－１－③－２ 

専攻科課程の進路状況 

 

（出典 平成24年度学校概要P.42-43） 
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資料６－１－③－２（続き） 

専攻科課程の進路状況 

 

（出典 平成24年度学校概要P.42-43） 
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資料６－１－③－２（続き） 

専攻科課程の進路状況 

 

（出典 平成24年度学校概要P.42-43） 
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 観点６－１－④： 学生が行う学習達成度評価等，学生からの意見聴取の結果から判断して，教

育の成果や効果が上がっているか。 

 （観点に係る状況） 

 準学士課程の卒業時，専攻科課程の修了時において，学生自身による学習達成度評価としてアンケ

ート調査を行い，本校在学時中に，本校が掲げる学習・教育目標について，身に付いていたかどうか

の調査を行った。平成23年度は準学士課程では177人中155人（回答率87.6％）専攻科課程で38人中29

人（回答率76.3％），平成24年度では準学士課程で180人中176人（回答率97.8％）専攻科課程では31

人全員（100％）から回答を得た。（平成24年度卒業・修了予定者へのアンケート集計 資料６－１

－④－１，平成23年度準学士課程卒業予定者へのアンケート集計 資料６－１－④－２，平成23年度

専攻科課程修了予定者へのアンケート集計 資料６－１－④－３） 

 準学士過程の卒業時では学習・教育目標の「社会(伝統・文化・環境等)の発展に貢献できる，豊か

な人間性を備えた技術者の育成」に必要な素養は身についたかの設問に対し，十分又は少々身につい

たとする者が平成24年度は，57.2％（平成23年度52.0％）で前年より5.2ポイント上昇している。

「幅広い工学的知識を基礎に，実践能力を備えた技術者の育成」では同じく平成24年度は62.3％（平

成23年度58.2％）で4.1ポイントの上昇。「コミュニケーション能力を備えた国際的に活躍できる技

術者の育成」については，平成24年度は30.5％（平成23年度29.9％）で対前年0.6ポイント上昇して

いるものの，平成24年度では，「よくわからない」が半数近くあり，今後の英語教育や国際的に通じ

るコミュニケーション能力を有した技術者の育成が課題となっている。「自主的・継続的に学習し，

課題解決能力を備えた技術者の育成」については，平成24年度51.1％（平成23年度48.0％）で3.1ポ

イント上昇となっている。 

 専攻科課程では，「豊かな人間性の育成」に必要な素養は身についたかの質問に対しては，十分又

は少々身についたとする修了生が平成24年度では67.8％（平成23年度57.9％）と9.9ポイント上昇し

ている。「工学の基礎知識の習得」については，平成24年度では87.1％（平成23年度65.8％）で21.3

ポイントの大幅な上昇を遂げている。「コミュニケーション能力の育成」については，平成24年度で

は41.9％（平成23年度36.8％）で5.1ポントの上昇となっている。しかし「新規システムを創成する

意欲と能力の育成」では，平成24年度は61.3％（平成23年度63.2％）と1.9ポイントのマイナスとな

った。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 本校では，卒業見込生・修了見込生を対象としたアンケートを実施し，学習・教育目標の達成度を

調査している。コミュニケーション能力の育成については，前年よりプラスになっているものの，達

成度は低い結果となっており今後の課題といえるが，対前年のアンケート集計からは，総じて，プラ

スとなっており，このアンケート結果を基に教育方法の改善等が行われている。 

 以上のことから，本校では，学生が行う学習達成度評価等，学生からの意見聴取の結果から判断し

て，教育の成果や効果が上がっている。 
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資料６－１－④－１ 

奈良高専に関するアンケート（平成24年度卒業・修了見込生） 

 

 

（出典 平成24年度教務委員会資料） 
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資料６－１－④－１（続き） 

奈良高専に関するアンケート（平成24年度卒業・修了見込生） 

 

 

（出典 平成24年度教務委員会資料） 
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資料６－１－④－１（続き） 

奈良高専に関するアンケート（平成24年度卒業・修了見込生） 

 

 

（出典 平成24年度教務委員会資料） 
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資料６－１－④－２ 

奈良高専に関するアンケート（平成23年度卒業見込生用） 

 

 

（出典 平成23年度教務委員会資料） 
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資料６－１－④－２（続き） 

奈良高専に関するアンケート（平成23年度卒業見込生用） 

 

 

（出典 平成23年度教務委員会資料） 
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資料６－１－④－３ 

奈良高専に関するアンケート（平成23年度修了見込生用） 

 

 

（出典 平成23年度教務委員会資料） 
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資料６－１－④－３（続き） 

奈良高専に関するアンケート（平成23年度修了見込生用） 

 

 

（出典 平成23年度教務委員会資料） 
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資料６－１－④－３（続き） 

奈良高専に関するアンケート（平成23年度修了見込生用） 

 

 

（出典 平成23年度教務委員会資料） 
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 観点６－１－⑤： 卒業（修了）生や進路先等の関係者から，卒業（修了）生が在学時に身に付

けた学力や資質・能力や，卒業（修了）後の成果等に関する意見を聴取する等

の取組を実施しているか。また，その結果から判断して，教育の成果や効果が

上がっているか。 

 （観点に係る状況） 

 修了生アンケート調査は，隔年ごとに修了生と進路先（企業及び大学院等）に実施しており，平成

24年度は修了生を対象に行った。企業・大学院等へのアンケート調査は平成23年度に実施した。アン

ケート調査は，平成19年度以降継続して実施しており，企業・大学院等へのアンケートでは，就職先

における上司，進学先大学院の指導教員にアンケート調査を依頼している。 

 修了生へのアンケート（資料６－１－⑤－１）は平成22年度では，29名中９名（回答率31.0％），

平成24年度では40名中13名（32.5％）であった。学習教育目標については，回答者全員が妥当，概ね

妥当と答えている。職場や大学等で高専での能力が活かせているかについては，平成22年度ではいく

つかの設問で「活かしていない」が「活かしている」を上回っているが，平成24年度では，「活かし

ている」が「活かしていない」を上回っている。特に多面的に物事を考えるは27.4ポイント，数学及

び自然科学に関する知識とそれらを応用する能力は25.4ポイントで平成22年度より改善されている。

ただし，英語コミュニケーションについては，「まったく活かしていない」が半数以上を占めている

（平成22年度）。寄せられたコメントにも，英語力の向上が触れられている。また，JABEEについて

も企業や大学院等では，認知度が低いとのコメントが寄せられている。 

 一方，企業・大学院等の上司や指導教員へのアンケート（資料６－１－⑤－２）では，平成21年度

は39件中，回答があったのが18件（回答率46.2％）平成23年度は38件中26件（回答率68.4％）であっ

た。 

 システム創成工学プログラムについて，平成21年度は改善点があるとの回答があったが，平成23年

度では，回答者全員から妥当・概ね妥当との回答を得たが，コメントも各種いただいている。修了生

の企業・大学院等での能力については，ほとんどの項目で十分・ほぼ満足との回答を得ている。しか

かし，英語によるコミュニケーション等，英語に関しては，不十分又はやや不十分が半数近くになっ

ており，コメントにも記載されている。 

 準学士課程卒業者の企業・大学等の上司や指導教員へのアンケートは，平成23年度より隔年実施と

し，平成23年度に第１回目のアンケート調査を実施した（資料６－１－⑤－３）。215名（企業等84

名，大学等131名）に対してのアンケートを実施し，144名の回答，回答率は67.0％（企業等54名（回

答率64.3％）大学等90名（回答率68.7％））であった。準学士課程の学習・教育目標については，妥

当・概ね妥当が144名中137名（95.1％）であった。職場や大学等で高専での能力が活かせているかに

ついては，殆どが十分・ほぼ満足が68.5％～86.9％であったが，やや不十分・不十分との回答も若干

寄せられている。「日本語による論理的な記述力，口頭発表力，討議等のコミュニケーション能力」

は同64.3％でやや不十分・不十分で35.0％となっている。「英語によるコミュニケーションの基礎能

力」については，十分・ほぼ満足はわずか21.7％で，やや不十分・不十分は64.4％であり，専攻科修

了生同様に各コメントにも現れている。 

 

 （分析結果とその根拠理由） 

 修了生へのアンケートでは，「十分活かしている」「ほぼ満足できる程度に活かしている」を合わ

せて概ね７割程度を占めている。平成22年度と比較しても平成24年度では，上昇しているのが伺える。 
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 企業・大学・大学院等の上司や指導教員へのアンケートについても，概ね６～７割程度は「十分満

足」「ほぼ満足」が占めている。 

 以上のことから，本校では，卒業（修了）生や進路先等の関係者から，卒業（修了）生が在学時に

身に付けた学力や資質・能力や，卒業（修了）後の成果等に関する意見を聴取する等の取組を実施し

ており，その結果から判断して，教育の成果や効果が上がっているといえる。 

 



奈良工業高等専門学校 基準６ 

- 354 - 

資料６－１－⑤－１ 

奈良高専「システム創成工学」教育プログラム教育改善アンケート 

 

（出典 平成23，24年度専攻科委員会資料） 
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資料６－１－⑤－１（続き） 

奈良高専「システム創成工学」教育プログラム教育改善アンケート 

 

（出典 平成23，24年度専攻科委員会資料） 
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資料６－１－⑤－１（続き） 

奈良高専「システム創成工学」教育プログラム教育改善アンケート 

 

（出典 平成23，24年度専攻科委員会資料） 
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資料６－１－⑤－１（続き） 

奈良高専「システム創成工学」教育プログラム教育改善アンケート 

 

（出典 平成23，24年度専攻科委員会資料） 
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資料６－１－⑤－２ 

奈良高専「システム創成工学」教育プログラム教育改善アンケート 

 

（出典 平成23，24年度専攻科委員会資料） 
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資料６－１－⑤－２（続き） 

奈良高専「システム創成工学」教育プログラム教育改善アンケート 

 
（出典 平成23，24年度専攻科委員会資料） 
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資料６－１－⑤－２（続き） 

奈良高専「システム創成工学」教育プログラム教育改善アンケート 

 

（出典 平成23，24年度専攻科委員会資料） 
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資料６－１－⑤－２（続き） 

奈良高専「システム創成工学」教育プログラム教育改善アンケート 

 

（出典 平成23，24年度専攻科委員会資料） 
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資料６－１－⑤－３ 

 

（出典 平成24年度教務委員会資料） 

 



奈良工業高等専門学校 基準６ 

- 363 - 

資料６－１－⑤－３（続き） 

 
（出典 平成24年度教務委員会資料） 
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資料６－１－⑤－３（続き） 

 

（出典 平成24年度教務委員会資料） 
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資料６－１－⑤－３（続き） 

 

（出典 平成24年度教務委員会資料） 
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（２）優れた点及び改善を要する点 

 （優れた点） 

・準学士課程の卒業生，専攻科課程の修了生とも，就職率，進学率がそれぞれ極めて高く，しかも本

校の学習・教育目標を達成した成果を活かす形での就職，進学の実績を毎年重ねている。 

 

 （改善を要する点） 

・準学士課程の低学年学生における学習・教育目標別の達成状況を把握する取組みが必要と思われる。 

・全体的には，本校の学習・教育目標は達成しているとはいえ，日本語のコミュニケーション能力や

英語力について，準学士課程の時点から自信のもてる人材の育成が必要と思われる。 

 

（３）基準６の自己評価の概要 

 準学士課程の学習・教育目標は，（１）社会の発展に貢献できる，豊かな人間性を備えた技術者の

育成，（２）幅広い工学知識を基礎に，実戦能力を備えた技術者の育成，（３）コミュニケーション

能力を備えた国際的に活躍できる技術者の育成，（４）自主的継続的に学習し，課題解決能力を備え

た技術者の育成，の４つである。 

 一方，専攻科課程の学習・教育目標は，次の４つの知識・意欲・能力を備えた人材を養成すること

にある。（１）豊かな人間性，（２）工学の基礎知識，（３）コミュニケーション能力，（４）新規

システムを創成する意欲と能力，の４つである。 

 これらの各学習・教育目標の達成度は個別に評価され，総合的な目標達成の結果をもって準学士課

程の卒業，専攻科課程の修了が認定されている。 

 教育の成果として，準学士課程においては各学年での進級率が高い。また学内外のコンペティショ

ンへの参加意欲は高く，学外での受賞もあり，成果が上がっている。また準学士課程学生の卒業研究

は中間発表，卒業研究発表を含め熱心に行われ，学外の学協会で発表を行うものもあり，学会発表賞

も受賞している。 

 一方，専攻科課程の学位取得率はほぼ100％であり，学外での研究成果の口頭発表，論文発表も多

数行われており特別研究の内容の水準が高いことを示している。 

 更にこの教育の成果が，社会の要請する水準を満たしている証左として，準学士課程，専攻科課程

とも就職率はほぼ100％であり，その殆どが準学士課程，専攻科課程の各学科，各専攻の養成しよう

とする人材やその専門性を活かす形での就職である。両課程とも，進学率もほぼ100％で，これも殆

どが各学科，各専攻での学習，教育の成果を活かす形での進学である。いずれにしても準学士課程，

専攻科課程の卒業生，修了生は就職先や進学先で本校での教育の成果や効果が認められていると判断

できる。 

 加えて，教育の成果について，学生自身の評価，卒業生や進路先の関係者の評価を集める取組を行

っているが，その結果からも本校の教育の成果があったと判断できる。 
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基準７ 学生支援等 

（１）観点ごとの分析 

 観点７－１－①： 学習を進める上でのガイダンスが整備され，適切に実施されているか。また，

学生の自主的学習を進める上での相談・助言を行う体制が整備され，機能してい

るか。 

 （観点に係る状況） 

 学習に関する詳細等が記載された「学生生活のしおり」を年度初めに学生に配布している（資料７

－１－①－１）。準学士課程新入生，専攻科課程新入生には入学前後にオリエンテーション実施して

いる（資料７－１－①－２～４）。 

 準学士課程では担任制を導入し（資料７－１－①－５），学生指導必携や学生・保護者との面談等

を基に学習相談・助言をしている（資料７－１－①－６～８）。また，学級担任教科担当教員連絡会

等で学生の情報交換を行い，学習指導等に役立てている。４年生には，JABEEプログラムの説明会を

実施している（資料７－１－①－９）。専攻科学生の日常的指導は特別研究指導教員が担当している

（資料７－１－①－10）。 

 全教員が対応するオフィスアワー制度，準学士課程１年生対象の数学のティーチング・アシスタン

ト（TA）制度等を整備している（資料７－１－①－11，12）。 

 

資料７－１－①－１ 

「学生生活のしおり」の学習に関する内容 

 

（出典 平成25年度学生生活のしおり目次） 
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資料７－１－①－２ 

準学士課程入学予定者オリエンテーション（教務関係） 

 

（出典 入学予定者オリエンテーション学生配布資料） 

 

 

 

平成 25 年３月 22 日 

入学予定者オリエンテーション資料 

 

奈良高専の学習・教育目標 
 

教務主事 中村善一 

 

 本校では教育理念を、「創造の意欲」、「幅広い視野」、「自律と友愛」の 3 つの標語で表して

います。「創造の意欲」は、技術者としての未知の新しい課題に積極的に取り組み、それを実

現できる能力を育成することであり、「幅広い視野」は、単に自己の専門分野の知識のみなら

ず幅広い知識に基づいて物事を多面的に考察し、判断できる能力を育成すること、そして「自

律と友愛」は、自己を冷静に見つめ、他人を理解しようとする姿勢を身に付けさせるという

ことです。この教育理念に基づいて、「国際社会でも活躍しうる豊かな人間性と独創性を有し

た、実践的かつ専門的技術者及び研究者を育てる」ことを、新しい時代に向けた本校の教育

指針としています。 

 この教育指針に従って、本科の学習・教育目標が以下のように定められています。 

 

 （１） 社会（伝統・文化・環境等）の発展に貢献できる、豊かな人間性を備えた技術者の育成 

 （２） 幅広い工学知識を基礎に、実践能力を備えた技術者の育成 

 （３） コミュニケーション能力を備えた国際的に活躍できる技術者の育成 

 （４） 自主的・継続的に学習し、課題解決能力を備えた技術者の育成 

 

 また、こうした教育理念・指針・目標に基づいて、本校はアドミッションポリシー（学生

受入れ方針）として、次の４項目を掲げています。（学生募集要項に記載されているので、既

に皆さんは知っているはずです。） 

 

 （１） 将来に夢を持ち、こつこつと自ら勉強や研究に取り組める人 

 （２） 技術者や研究者になりたいという強い意志を持ち、社会に貢献したい人 

 （３） 科学・技術分野の好奇心を持ち、国際的にも活躍したい人 

 （４） 創造力を生かし、新しいことにチャレンジしたい人 

 

 皆さんは、このアドミッションポリシーを理解した上で、本校を受験し合格したことと思

います。本校の学習・教育目標を一人一人が実現できるように、まずは、こつこつと自らが

勉強に取り組んで下さい。学校も、皆さんが目標を達成できるようにサポートしていきます。 
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資料７－１－①－３ 

準学士課程新入生オリエンテーション（抜粋） 

 

（出典 学生課学生係作成 準学士課程新入生オリエンテーション学生配布資料） 

 

平成２５年度 新入生オリエンテーション 

平成２５年４月９日(火)・１０日(水) 
 

【目   的】 

実際の学生生活の場において，クラスメートや学級担任の先生と共に研修し，交流しながら，

入学時の不安感を一掃し，５年間の高専生活の基礎と仲間づくりを主たる目的としています。 
 

① 奈良高専の学生としての自覚と誇りを持つ 

 奈良高専は「創造の意欲」，「幅広い視野」，「自律と友愛」を教育目標に掲げています。 

奈良高専生は「学生」と呼ばれます。（普通の高校生は「生徒」，大学生は「学生」）「学生」

とは，何事も自分の意志で，自分の責任において実践できる人のことです。晴れて奈良高専の学

生となった皆さんは「学生」と呼ばれることに誇りを持ち，学生としての自覚を持ってオリエン

テーションを実践してください。 
 

② 研修を通じて友達を作り，お互いの親睦をはかる 

 研修を通じてお互いをよく知り，認めあい，喜びや悲しみを分かち合い，悩みを聞き，相談し

合える間柄にある，新しい仲間づくりを心がけてください。 
 
③ 集団生活を通じて協力の精神をつちかう 

 集団で何か目的を達成しようとする時に交わされている約束事を，忠実に誠意を持って履行し

ましょう。オリエンテーションでは互いに協力し合って活動します。 
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資料７－１－①－３（続き） 

準学士課程新入生オリエンテーション（抜粋） 

 

（出典 学生課学生係作成 準学士課程新入生オリエンテーション学生配布資料） 

平成２５年度 新入生オリエンテーション日程 

 

学生数：５学科 ２１０名 

機械(Ｍ)４０名，電気(Ｅ)４２名，電子制御(Ｓ)４３名，情報(Ｉ)４４名，物質化学(Ｃ)４１名 

 

１日目：４月９日(火) 

時 間 内  容 場 所 担 当 

8：30 

～8：50 

登校 

教室集合，出席確認 

各クラスルーム 学級担任 

 

 

 

 

 

学生委員 

9：00 

 

 

 

10：30 

ホームルーム 

・連絡事項の伝達 

・自己紹介等 

・貴重品回収 

大視聴覚室へ移動開始 

10：40 開会式 

・校長，学生主事からの挨拶 

 

大視聴覚室 校長 

学生主事 

学級担任 

10：50 

 

 

 

 

10：50 

 

 

 

（11：40） 

学生委員会関係の説明 

・メンバー紹介（学生主事補，委員） 

・奈良高専生としての心構え 

・指導，処分について 

 

入学後の学生生活に必要なレクチャー 

・社会のルール，マナーに関すること 

・携帯電話，ゲーム機に関すること 

・服装，貴重品管理について 

（休憩） 

学生主事補 

学級担任 

学生委員 

11：45 学生相談室，保健室からの説明 学生相談室長 

看護師，学級担任 

12：15 昼食・休憩 各クラスルーム 学級担任 

13：00 

 

 

13：50 

交通安全講習 

 

 

終了後，教室へ移動開始 

大視聴覚室 奈良自動車学校指導員 

学生主事補 

学級担任 

学生委員 

14：00 ホームルーム，貴重品返却 

終了後，下校 

各クラスルーム 学級担任 

14：30 ＊女子学生のみ 

女子更衣室の利用説明会 

終了後，下校 

共通スペース 

女子更衣室 

看護師 

学生係長 
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資料７－１－①－４ 

 

（出典 学生課教務係作成 専攻科入学者オリエンテーション学生配布資料） 

平成25年度 専攻科学年当初行事 

 

月日 対象 行事等 会場等 備考 

3月22日(金) 

10時～ 

新入生 入学料納入確認手続き等 生協食堂  

10時40分～ 各種書類提出 専攻科南棟視聴覚室  

11時～12時 入学予定者オリエンテーション 

・学生便覧等配付 

・4月当初の行事案内 等 

専攻科南棟視聴覚室  

4月5日(金) 

9時30分～ 

新2年生 専攻科新2年生対象 

ガイダンス 

専攻科南棟視聴覚室 ○挨拶 押田専攻科長 

○事務連絡 鈴木専門職員 

・必要書類等配付 

・学生証、通学証明書の 

 検印 

・健康診断等の案内 

・履修ガイダンス 

・学友会長の選出、専攻科 

 新入生歓迎会の計画等 

4月8日(月) 

10時～ 

新入生 入学式 

 終了後 集合写真撮影 

第一体育館 受付 9時30分～ 

11時～ 専攻科新入生 

オリエンテーション 

専攻科南棟視聴覚室 ○挨拶 押田専攻科長 

○事務連絡 鈴木専門職員 

・必要書類等配付 

・学生証、通学証明書の 

 配付 

・健康診断等の案内 

・履修ガイダンス 

・連絡先確認 

・専攻科新入生歓迎会の 

 案内等 

○総合情報ｾﾝﾀｰの説明 

 情報ﾒﾃﾞｨｱ委員 

11時40分～ 専攻別ガイダンス 機械制御 専攻科棟２階講義室 

電子情報 専攻科南棟視聴覚室 

化  学 専攻科南棟１階講義室 

各会場に専攻科委員が誘導 

14時集合 TOEIC IP テスト 2M教室（新入生） 

2E教室（新2年生） 

新入生全員 

新2年生該当者 

（希望者も受験可） 

4月9日(火) 全員 前期授業開始 
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学級担任 

 

（出典 平成25年度学生生活のしおりP.７） 

 

資料７－１－①－６ 

保護者懇談会，その他 

 

 
（出典 学生指導必携第７版P.27-28） 
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資料７－１－①－７ 

特別教育活動の指導（抜粋） 

 

 

（出典 学生指導必携第７版P.24-25） 
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資料７－１－①－８ 

クラス担任による学生の学習相談・助言 

 

（出典 平成24年度学級経営の記録） 
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資料７－１－①－９ 

４年生対象 JABEE プログラム説明会の内容 

 

（出典 学生課教務係作成資料） 

 

 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任者 事務部長 学生課長 課長補佐 専門職員 教務係長 教 務 係 

       

 

本科4年生 JABEEプログラム説明会 

 

 日 時  平成24年7月5日（木）14時20分～14時50分 

      （インターンシップ特別講演会終了後、引き続き） 

 場 所  大視聴覚室 

 説明者  押田プログラム責任者 

 

 押田プログラム責任者が、別紙資料を基に以下のことについて重点的に説明を

行った。 

 

○JABEEについて 

 ワシントン・アコードとの関係、認定プログラム数等、JABEEの概要説明を行っ

た。 

 

○技術士制度について 

 文部科学省が所管する、優れた技術者の育成を図るための国による技術者の資

格認定制度であり、専攻科を修了し学位を取得すれば修習技術者になることがで

きる旨、説明を行った。 

 

○奈良工業高等専門学校「システム創成工学」教育プログラムについて 

 本科4･5年と専攻科1･2年のカリキュラムで構成されている旨、概要説明を行い、

学習・教育目標、プログラム修了要件についても説明を行った。 
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資料７－１－①－９（続き） 

４年生対象JABEEプログラム説明会の内容（抜粋） 

 

   

 

   

 

   

（出典 JABEEプログラム説明会パワーポイント資料） 

●各専攻の専門分野に対応した「機械制御システム」、「電子情報シ
ステム」、「化学プロセスシステム」などの新規なシステムが開発で
きる能力を有する技術者を養成することを目的としている。

●技術が社会や自然に及ぼす影響を理解することや、数学，自然科学、
情報技術などの専門基礎知識や、コミュニケーション能力の育成など
も目的に教育プログラムを編成している。

「システム創成工学」教育プログラム

(A)豊かな人間性 (Humanity)

(B)工学の基礎知識 (Foundation)

(C)コミュニケーション能力 (Communication)

(D)新規システムを創成する意欲と能力
(Challenge and Creation)

「システム創成工学」教育プログラムの学習・教育目標

※ 小項目各２個づつに分類 A-1,A-2,B-1,B-2,・・・・・
※ 各項目で合計１７の目標を設定

JABEE基準の(a)～(h)の項に対応

学生生活のしおり、シラバス参照

学習・教育目標の設定（Plan)

← JABEEの基準(a)～(h)に対応
社会が求める水準

教育手段の設計（カリキュラムなど）(Do)

目標達成の評価（Check）

何を達成させるのか

どうやって達成するか

達成していることを評価し，
教育の質を保証しているか

← カリキュラム
シラバスに明示
各教科は，目標達成の手段

← シラバスに従った評価の実施
学生自身による達成度評価

継続的な改善（Action） 継続的にスパイラルアップしているか
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資料７－１－①－10 

 
（出典 学生課教務係作成資料） 



奈良工業高等専門学校 基準７ 

- 378 - 

資料７－１－①－10（続き） 

 
（出典 学生課教務係作成資料） 
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資料７－１－①－11 

オフィスアワーについて 

 

（出展 学生課教務係作成資料） 

平成２５年４月 日 

 

 

  学 生 諸 君 

 

 

                 教 務 主 事 

 

 

 

オフィスアワーの実施について 

 

 

 このことについて，諸君が学習指導を受けやすい環境を

作るために，授業内容をはじめとする各種の質問等に応

じられるよう，次のとおりオフィスアワーを設定しました。 

 この時間には先生方は必ず指定の部屋に在室される

ことになっていますので，オフィスアワーを積極的に活

用し，より一層学習成果を挙げることを期待しています。 
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資料７－１－①－11（続き） 

オフィスアワーについて 

 

 

（出典 学生課教務係作成 学生配布資料） 

　場所（教員研究室等）については，『学生生活のしおり』に掲載の配置図を参照して下さい。

学科 教　　員　　名 日　　時 場　　所

 鍵本　有理  金曜　１４：４０～１６：４０ 鍵本研究室

 刀田　絵美子  月曜　１５：００～１７：００ 刀田研究室

 大矢　良哲  月曜　１５：００～１７：００ 大矢研究室

 荒金　憲一  水曜　１５：００～１７：００ 荒金研究室

 市原　　 亮  水曜　１５：３０～１７：５０ 市原研究室

 安田　智之  火曜　１５：００～１７：００ 安田研究室 または 学習指導室（本館３Ｆ）

 名倉　　 誠  水曜　１５：００～１７：００ 名倉研究室

 飯間　圭一郎  月曜　１５：００～１８：００ 飯間研究室 または 学習指導室

 月曜　１６：３０～１７：３０

 水曜　１６：３０～１７：３０

 榊原　和彦  水曜　１５：３０～１７：３０ 榊原研究室

 新野　康彦  水曜　１５：００～１７：００ 新野研究室 及び 応用物理実験室

 稲田　直久  金曜　１６：２０～１８：２０ 稲田研究室

 小野　慎司  金曜　１５：００～１７：００ 小野（慎）研究室

 北村　　 誠  金曜　１４：４０～１６：４０ 北村研究室（一般教科 化学実験室）

 中西　茂巳  水曜　１６：００～１８：００ 第１体育館 教員控室

 松井　良明  火曜　１５：００～１７：００ 第１体育館 教員控室

 月曜　１６：３０～１７：３０

 火曜　１６：３０～１７：３０

 片山　悦男  月曜　１５：００～１７：００ 片山研究室

 神澤　和明  月曜　１４：４０～１７：００ 神澤研究室

 金澤　直志  水曜　１５：００～１７：００ 金澤研究室 または 英語の杜（マルチメディア教室）

 桐川　　 修  金曜　１５：００～１７：００ 桐川研究室

 矢尾　匡永  水曜　１６：００～１８：００ 矢尾研究室 または ＣＡＤ演習室

 和田　任弘  水曜　１４：４０～１６：４０ 和田研究室

 小柴　　 孝  水曜　１６：００～１８：００ 小柴研究室

 坂本　雅彦  金曜　１６：００～１８：００ 坂本研究室 または 流体工学実験室(機械工学科実習工場内）

 廣　　 和樹  月曜　１４：４０～１６：４０ 廣研究室

 平　   俊男  水曜　１６：３０～１８：３０ 平研究室 及び ＣＡＤ演習室

 榎　　 真一  月曜　１６：００～１８：００ 榎研究室

 酒井　史敏  水曜　１６：３０～１８：３０ 酒井研究室

 谷口  幸典  月曜　１６：００～１８：００ 谷口研究室

 児玉　謙司  金曜　１６：００～１８：００ 児玉研究室

 福岡     寛　  水曜　１６：３０～１８：３０ 福岡研究室

 藤井　治久  月曜　１６：００～１８：００ 藤井研究室

 中村　善一  水曜　１５：００～１７：００ 中村(善)研究室

 藤田　直幸  水曜　１３：００～１７：００ 藤田研究室

 土井　滋貴  月曜　１６：３０～１８：３０ 土井研究室

 小坂　洋明  火曜　１６：３０～１８：３０ 小坂研究室

 小野　俊介  月曜　１５：３０～１７：３０ 小野（俊）研究室(電気工学科棟105)

 水曜　１５：００～１７：００

 金曜　１６：３０～１８：３０

 石飛　　 学  水曜　１５：００～１７：００ 石飛研究室（電気工学科棟２Ｆ）

 平井　 　誠  水曜　１６：００～１８：００ 平井研究室

 月曜　１６：２０～１８：２０

 金曜　１５：３０～１７：３０

 大谷　真弘 大谷研究室

電
　
　
　
　
　
気

機
　
　
　
　
　
械

　教科内容の質問および学生生活の相談などに積極的に利用して下さい。

実施日：４月９日～９月２０日

一
　
　
　
般
　
　
　
教
　
　
　
科

 森　　 弘暢 第１体育館 教員控室

平成２５年度（前期）　オフィスアワー 一覧表

 吉井　　 豊 吉井研究室

 芦原　佑樹 芦原研究室

 押田　至啓  金曜　１５：００～１７：００ 押田研究室

 月曜　１６：３０～１８：００

 金曜　１５：００～１７：００

 早川　恭弘  月曜　１６：００～１８：００ 早川研究室

 上田　悦子  月曜　１５：００～１７：００ 上田研究室（電子制御工学科棟４Ｆ）

 火曜　１６：３０～１７：３０

 水曜　１６：３０～１７：３０

 櫟　   弘明  水曜　１６：００～１８：００ 櫟研究室

 飯田　賢一  火曜　１６：００～１８：００ 飯田研究室 または 回路工学実験室（電子制御工学科棟２Ｆ）

 矢野　順彦  月曜　１５：００～１７：００ 矢野研究室

 玉木　隆幸  金曜　１５：００～１７：００ 玉木研究室 または メカトロ第１実験室

 中村　篤人  月曜　１６：００～１８：００ 中村（篤）研究室

 浅井　文男  月曜　１５：００～１７：００ 浅井研究室

 月曜　１６：１５～１７：００

 水曜　１５：３０～１７：００

 井上　一成  月曜　１６：２０～１８：００ 井上研究室

 松尾　賢一  月曜　１６：００～１８：００ 松尾研究室

 松村　寿枝  金曜　１５：００～１７：００ 松村研究室

 内田　眞司  月曜　１５：００～１７：００ 内田研究室

 山口　賢一  火曜　１５：００～１７：００ 山口（賢）研究室

 本間　啓道  金曜　１５：００～１７：００ 本間研究室

 火曜　１５：３０～１６：３０

 水曜　１５：３０～１６：３０

 上野　秀剛  月曜　１５：００～１７：００ 上野研究室

 岩田　大志  月曜　１５：００～１７：００ 岩田研究室

 嶋田　豊司  水曜　１６：３０～１８：３０ 嶋田研究室

 片倉　勝己  月曜　１５：００～１７：００ 片倉研究室

 中村　秀美  水曜　１６：３０～１８：３０ 中村（秀）研究室

 三木　功次郎  金曜　１５：４５～１８：００ 三木研究室

 石丸　裕士  火曜　１６：３０～１８：３０ 石丸研究室

 直江　一光  火曜　１６：００～１８：００ 直江研究室

 宇田　亮子  火曜　１５：００～１７：００ 宇田研究室

 松浦　幸仁  火曜　１６：３０～１８：３０ 松浦研究室

 伊月　亜有子  水曜　１５：００～１７：００ 伊月研究室

 亀井　稔之  水曜　１６：００～１８：００ 亀井研究室

 山田　裕久  火曜　１５：００～１６：００ 山田研究室

西田研究室 または メカトロ材料実験室（電子制御工学科棟３Ｆ）

情
　
　
　
　
　
報

 山口　智浩 山口(智)研究室 情報ネットワーク実験室（電子制御工学科棟２Ｆ）

 岡村　真吾 岡村研究室

物
　
質
　
化
　
学

 西田　茂生

電
　
子
　
制
　
御

 島岡　三義 島岡研究室 または メカトロ応用実験室（電子制御工学科棟４Ｆ）
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資料７－１－①－12 

数学ティーチングアシスタント（TA）の総括 

 

（出典 学生課教務係作成資料） 
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資料７－１－①－12（続き） 

 

（出典 学生課教務係作成資料） 
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 （分析結果とその根拠理由） 

 入学前後及び各学年で学習を進める上での各種ガイダンス等が適切に実施されている。また，学級

担任による相談・助言や，オフィスアワー・TA制度等の自主的学習を進める上での相談・助言体制が

整備され，機能している。 

 以上のことから，学習を進める上でのガイダンスが整備され，適切に実施されており，また，学生

の自主的学習を進める上での相談・助言を行う体制が整備され，機能している。 

 

 

 観点７－１－②： 自主的学習環境及び厚生施設，コミュニケーションスペース等のキャンパス生

活環境等が整備され，効果的に利用されているか。 

 （観点に係る状況） 

 自主的学習に供されている施設には，教室，大視聴覚室，情報メディア教育センター（総合情報セ

ンターおよび図書館）等がある。各学科に整備されている研究室，実験室，演習室等も自主的学習に

使用できる。 

 総合情報センター（情報処理演習室，マルチメディア演習室及びLL教室等）は，学生が自由に利用

できるように開放している（資料７－１－②－１～３）。英語学習システム（Newtonのe-Learning教

材）を導入し，自宅からの利用も可能である（資料７－１－②－４）。 

 図書館は，自習スペースを整備して自学自習を促進しており，各種データベース・電子ジャーナル

等が利用出来るように，館内にパソコン端末を設置している（資料７－１－②－５～８）。 

 厚生施設として，福利施設（凌雲館）（資料７－１－②－９）がある。凌雲館には奈良高専生協が

運営する食堂および購買がある（資料７－１－②－10）。コミュニケーションスペースとして，アメ

ニティスペース，ピロティー（資料７－１－②－11）等が整備されている。 

 

 （分析結果とその根拠理由） 

 教室，情報メディア教育センター，図書館，LL教室等が自主的学習環境として整備され，効果的に

活用されている。食堂や購買などの厚生施設及びコミュニケーションスペース等が整備され，利用さ

れている。 

 以上のことから，自主的学習環境及び厚生施設，コミュニケーションスペース等のキャンパス生活

環境等が整備され，効果的に利用されている。 
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資料７－１－②－１ 

総合情報センターについて 

    総 合情報センターのご紹介 

本校では、総合情報センターがコンピュータ、ネットワーク及びマルチメディ

アシステムの基盤をサービスしています。総合情報センター内の施設としては、

情報処理演習室、マルチメディア演習室、ＬＬ教室、大視聴覚室、及びサーバ室

などがあります。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 本校ホームページ） 

教育用電子計算機システム 

情報処理演習室 

教卓機：1 台 

クライアント：48 台 

 

 

 

 

マルチメディア演習室 

 

教卓機：1 台 

クライアント：48 台 

 

 

 

 

LL 教室 

 

教卓機：1 台 

クライアント：48 台 

 

 

 

 

 

（出典 本校ホームページ） 
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資料７－１－②－２ 

総合情報センターについて 

 

（出典 2012年10月自己点検・評価報告書P.10） 

 

 

資料７－１－②－３ 

授業時間以外での総合情報センター（３演習室）の利用実績 

 

 

（出典 総合情報センター作成資料） 

機械工学科 電気工学科 電子制御工学科 情報工学科 物質化学工学科
１学年 636 290 2 93 415
２学年 601 174 84 13 584
３学年 956 798 605 452 355
４学年 278 625 247 24 1,005
５学年 48 32 260 16 275

専攻科生

平成２４年度前期　授業時間以外での利用状況（延べ人数）

436
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資料７－１－②－４ 

英語学習システムについて 

 

（出典 2012年10月自己点検・評価報告書P.12） 

 

 

 

（出典 本校ホームページ） 
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資料７－１－②－５ 

図書館概要 

 

（出典 本校ホームページ） 
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資料７－１－②－６ 

図書館蔵書数・利用状況 

 

（出典 本校ホームページ） 
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資料７－１－②－７ 

図書館のパソコンスペースおよび自習スペース 

 

 

パソコンスペース 

 

自習スペース 

（出典 図書館風景） 
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資料７－１－②－８ 

図書館・学内で使用可能な電子ジャーナル 

 

（出典 本校ホームページ） 
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資料７－１－②－９ 

福利施設（凌雲館） 

 

（出典 平成25年度学生生活のしおりP.24） 
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資料７－１－②－10 

厚生施設（生協食堂および購買） 

      福利厚生施設（食堂・購買等） 

奈良高専では、食堂と購買（売店）は生協が運営しています。生協ではバランスの取れた食事を安価で食べることができ

ます。また、購買（売店）では学生生活で必要なものから、雑誌、菓子類まで販売しています。 

 

生協食堂の風景 

 

生協購買（売店）の風景 

⇒奈良高専生協 Web へ 

（出典 本校ホームページ） 
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資料７－１－②－11 

コミュニケーションスペース（アメニティ，ピロティ） 

 

 

アメニティ（電気工学科棟内） 

 

ピロティ（図書館玄関） 

（出典 学内風景） 
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 観点７－１－③： 学習支援に関する学生のニーズが適切に把握されているか。また，資格試験

や検定試験の受講，外国留学のための支援体制が整備され，機能しているか。 

 （観点に係る状況） 

 学生生活上の要望・相談に対応するために，担任の面談や学生相談室（資料７－１－③－１）など

で相談を受けている。学生相談室ではメールによる相談も受け付けている。また，オフィスアワーを

学生生活の相談にも積極的に利用するように呼びかけ，学生ニーズの把握に努めている（前出資料７

－１－①－11）。 

 全学生を対象に実施する授業アンケートや学習目標達成度点検シートの自由記述，奈良高専に関す

るアンケート等で授業に対する学生ニーズを把握している（資料７－１－③－２～５）。授業アンケ

ート結果およびそれに対する担当教員のコメントを学生にフィードバックしている（資料７－１－③

－６）。 

 資格及び検定試験は，各学科・教科において受験を奨励し，取りまとめ等を行っている（資料７－

１－③－７）。重点教育目標の一つである英語によるコミュニケーション基礎能力の養成のために，

毎年４月に準学士課程の第３～５学年及び専攻科課程の全学生にTOEIC-IPテストを実施している。

TOEIC対策としてe‐Learning教材の導入（前出資料７－１－②－４），英語のレベルアップのために

補講等も実施している（資料７－１－③－８）。また，英語力の向上を図るため，資格試験による単

位認定科目を設けており，また，過去のTOEICスコアからの伸びに応じて表彰することにより，学生

の意欲を喚起している（資料７－１－③－９，10）。 

 外国留学に関する支援体制として，留学規程を制定し，留学先で取得した単位認定や帰国後継続し

て履修ができるよう配慮している（資料７－１－③－11）。また，教員・学生グループの海外派遣や

国際シンポジウムISTSなどへの参加を積極的に呼び掛け，学生の海外派遣を行っている（資料７－１

－③－12）。 

 

 （分析結果とその根拠理由） 

 学生相談室，オフィスアワー，各種アンケート等の実施により学習支援に関する学生ニーズが適切

に把握されている。資格試験や検定試験が奨励されており，その学習支援体制が整備され，機能して

いる。外国留学のための支援体制が整備されており，教員・学生グループの海外派遣や国際シンポジ

ウムなどへの学生の派遣等も行っている。 

 以上のことから，学習支援に関する学生のニーズが適切に把握され，資格試験や検定試験の受講，

外国留学のための支援体制が整備され，機能している。 
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資料７－１－③－１ 

学生相談室 

 

 

（出典 平成25年度学生生活のしおりP.77-78） 
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資料７－１－③－２ 

授業アンケート 

 

（出典 平成24年度授業アンケート「分析化学Ⅱ」） 
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資料７－１－③－３ 

学習目標達成度点検シート 

 
（出典 学習目標達成度点検シート回答） 

 

資料７－１－③－４ 

学習ニーズに関するアンケート（抜粋） 

 

（出典 平成24年度奈良高専に関するアンケート（在校生用）） 

 

27．あなたの学習ニーズについて伺います。学校の正規の教育課程以外で，実施してほしい学習支援 

はありますか。（例，資格試験，検定試験，外国留学等） 

 

     １ ある      【   】             ２ 特になし        【   】 

 「ある」に○の場合は内容を自由にご記入ください。 
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資料７－１－③－５ 

平成24年度 学習ニーズに関するアンケート結果 

 

 

（出典 平成24年度奈良高専に関するアンケート（４年生）結果，学生課教務係作成資料） 

(M)
外国留学(留学とまではいかなくても自分たちとは違う文化に触れたい。→　英語圏だったら英語力，コミュニケーション能力も上がると思う。)
火曜日の英語補講のような物理などの理科の演習。
資格試験
３年生の時に受験する人のための何か。
外国留学！
外国留学または外国の学校との定期交流。
機械系の資格試験を受けるときに学校側でもいくらか受験料を負担してほしい。
希望者に対する補習をたくさんしていただきたいです。
英検，数検，漢検
(E)
日本語検定，漢検，英検の推進。
資格試験
就職に有利な資格取得のための授業。
留学，英検
定期的な講習(全教科選択制)
自宅でパソコンを使わないとできないような授業が多いので，パソコンを買えない家庭向けの援助制度を作るべきだ。
(S)
数学セミナーは復活しないのですか？
無線
外国留学
留学先の充実をしてほしい。また，留学後に留年しにくいシステムにしてほしい。
漢検や英検。
英検
自習の時間，単位なしの授業。
電検，冷凍
外国留学，英会話，言語教育
学生が教員の研究について触れる機会が増えるといいと思う。まともに使える英語を教える。外国人教員を増やしてほしい。(各学科にも)
外国留学。
外国留学，資格試験
留学を半年させてほしい。英語力を上げる学習支援をもっとしてほしい。
実際にロボットを動かしたい。
英検をやってほしい。
先生にもう尐し気軽に話せる場がほしい。
(I)
外国留学
TOEICなどの資格検定の過去問の配付。
資格を授業で取らせてほしい。
学生チャレンジプロジェクトなどがあるが，もっと詳しく専門科目について学べる機械やチャンスを増やしてほしい。
外国留学はしてみたいなと思います。
レゴ
ＩＴパスポート等の資格を取るための学習。この学校に在校する期間中に取りたい資格の支援をしてくれる，などあればとてもうれしい。
留学とまで言わなくても短期で海外に行けるような支援をしてほしいと思う。
高校の模試のような試験の実施。
家庭科の授業を教育課程に取り入れてほしい。
数学のＴＡや英語の補講等のイベントを他の科目でもやってほしい。
学校で，資格試験が実施されると試験を受けやすくなると思うので実施してほしい。
英検，漢検等
英検やTOEIC，漢検，数検などを支援してほしい。
海外留学・・・語学能力を高める支援としてもっと学生に勧めるべき。
資格試験
１年生からのプログラミング。
資格(漢検，英検，数検)
外国留学をしやすい環境や外国でスピーチする機会を整えてほしい。イギリスに留学したい。
今後の進学や就職に役立つ資格や技術を身につける実習。
漢検，数検
ＩＴパスポートについて授業してほしい。
(C)
化学史などの化学の理解される順が分かるもの。
資格試験で将来の役に立つだろう資格をとりたい。
外国留学に関して。
１，２年でも海外に行ける派遣の支援をしてほしい。
夏休みなどの長期の休暇のときの，海外へのホームステイをしてほしい。
短期留学を実施してほしい。
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資料７－１－③－６ 

授業アンケート結果 

 

（出典 平成24年度授業アンケート報告書P.415） 
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資料７－１－③－７ 

資格および検定試験に関する支援 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 2012年10月自己点検・評価報告書P.13-14,20-21） 
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資料７－１－③－８ 

英語補講計画 

 

（出典 学生課教務係作成資料） 
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資料７－１－③－８（続き） 

英語補講計画 

 

（出典 学生課教務係作成資料） 
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資料７－１－③－９ 

資格試験による単位認定科目 

 

（出典 学生課教務係作成資料） 
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資料７－１－③－10 

TOEIC スコア表彰 

 

（出典 TOEICスコア表彰制度実施要領） 

TOEIC スコア表彰制度実施要領 

                         平成 23 年３月９日制定 

                         平成 24 年４月１日改正 

 

１．表彰者の選考 

  下記の基準を満たす者を表彰する。 
 
 (1)TOEIC優秀賞 

 (2)TOEIC奨励賞 

 (3)TOEIC努力賞 

 

・・・・本科生・専攻科生のうち735点以上の者 

・・・・本科生・専攻科生のうち605点以上の者 

・・・・本科生のみを対象とし，前年度末時点のTOEIC得点

から今年度11月末までのTOEIC得点の比が１.５倍

以上の伸び率で成績が向上した者。 ただし，今年

度のスコアが400点以上の者とする。 

・上記(1)～(3)について複数候補者がいる場合は全て表彰する。(1)～(3)の  

基準に重複した場合は上位の表彰のみとする。 

 ・(1)，(2)それぞれについて同一人にあっては１回限りの表彰とする。 

 ・英語が母語及び第二公用語の留学生については表彰者から除くものする。 
    
２．対象期間・対象スコア 

 (1)～(2)については，当該年度４月１日から 11 月 30 日までに受験した TOEI 

C 試験のスコアとする。ただし，12 月１日から３月 31 日までに受験した TOEIC 

試験のスコアがある場合は，学生の申告に基づき翌年度の対象スコアとする こ

とができる。(3)については前年度３月 31 日現在の得点実績で最高の点と，当該

年度４月１日から11月30日までに受験したTOEIC試験のスコアのうち最高点と

の伸び率による。 
 
３．表彰内容 

  表彰と併せて次の副賞を贈る。財源は後援会費(学生支援費)とする。 

      副賞(図書券)                            

        (1)TOEIC 優秀賞・・・・・ 7,000 円分 

        (2)TOEIC 奨励賞・・・・・ 5,000 円分 

        (3)TOEIC 努力賞・・・・・ 3,000 円分 
 
４．発表等 

１月の全校集会で教務主事から他の各表彰者の発表と併せて表彰発表す                                 る。 
 
５．その他 

    当制度実施に際し，必要な事項は適宜追加するものとする。 

 

    備考 

   平成 23 年３月９日から実施する。 

    備考 

   平成 24 年４月１日から実施する。 
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資料７－１－③－10（続き） 

 
（出典 学生課教務係作成資料） 
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資料７－１－③－11 

 

 

（出典 平成24年度学生生活のしおりP.141-142） 
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資料７－１－③－12 

海外派遣・国際交流について 

 

（出典 総務課総務係作成国際交流委員会資料） 
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資料７－１－③－12（続き） 

海外派遣・国際交流について 

 

（出典 総務課総務係作成国際交流委員会資料） 
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 観点７－１－④： 特別な支援が必要と考えられる学生への学習支援体制が整備されているか。

また，必要に応じて学習支援が行われているか。 

 （観点に係る状況） 

 留学生の指導は，留学生委員会・留学生指導部が行い（資料７－１－④－１），各留学生に相談員

（チューター）を配置している（資料７－１－④－２）。修学支援として，日本語や必要な教科に関

する特別カリキュラムを組んでいる（資料７－１－④－３）。日本の文化等の見学を含む近畿地区高

専留学生交流会や相互理解を深めるための懇談会等も実施している（資料７－１－④－４，５）。 

 編入学生には，入学前の事前指導を実施しており，入学後も各学科，担任および教科担当が学習支

援を行っている（資料７－１－④－６）。 

 心身に障害のある学生には，修学支援に関する申合せにより，障害学生支援委員会において各種の

学習支援対策を行っている（資料７－１－④－７，８，９）。また，校内バリアフリー化を順次進め

ている。 

 

資料７－１－④－１ 

留学生委員会及び留学生指導部について 

 

（出典 学生課教務係作成資料） 

平成 24 年度実施分について 

 

１．留学生委員会及び留学生指導部 

 

・留学生委員会 

内容 ： 留学生への日本語や専門教科についての補講計画、 

日本人学生による相談・学習活動補助の計画、 

       日本語スピーチコンテスト等参加計画、留学生研修旅行計画、 

近隣小学校との交流計画、次年度の留学生受入計画 

留学生が学習へ集中できるようにするための奨学金等申込計画等 

日時 ： 計５回（４月１２日（火）、５月１７日（木）、６月２８日（木）、 

          １１月１５日（木）、２月１３日（水）） 

   場所 ： 第一会議室 

   参加者： 校長、教務主事、学生主事、寮務主事、専攻科長、一般・各学科主任、 

情報メディア教育センター長、事務部長 

   対象者： 在籍外国人留学生 

 

・留学生指導部 

  内容 ： 留学生への各種補講・相談員活動の結果報告と改善事項検討、 

       留学生研修旅行計画の詳細決定、次年度の留学生受入計画（手続） 

  日時 ： 計３回（７月３日（火）、１１月９日（金）、１月２９日（火）） 

  場所 ： 第一会議室 

  参加者： 教務主事、教務主事補、寮務主事補、留学生指導教員、入試係員 

  対象者： 在籍外国人留学生 
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資料７－１－④－２ 

 

（出典 奈良高専規程集） 

 

奈良工業高等専門学校留学生相談員制度実施要項 

 

（目的） 

第１ この要項は，外国人留学生（以下「留学生」という。）に対し，日本人学

生による個別の指導を行い，学習の向上及び環境への適応に資することを目

的とする。 

（指導対象） 

第２ 指導は，第３学年及び第４学年の留学生を対象とする。ただし，第４学年

の留学生については，教務主事，寮務主事及び当該学科主任が協議のうえ，

指導の対象外とすることができる。 

（留学生相談員の委嘱） 

第３ 留学生相談員は，原則として，寮生活面・学業面に分けて選出する。寮生

活面については，寮生の中から人物が優れた日本人学生を寮務主事が選考し，

１名または複数名の留学生を指導する。学業面については，留学生の所属す

る学科の中から人物・学業とも優れた日本人学生を，当該学科主任が選考す

る。ただし，指導対象となっている第４学年の留学生については，寮生活面・

学業面のどちらか一方でもよいこととする。なお，選出された留学生相談員

は，別紙様式１により校長が委嘱する。 

（委嘱期問） 

第４ 委嘱の期間は，校長が必要と認めた期問とする。 

（指導内容） 

第５ 指導の内容は，別に定める基本指導事項により，日本語能力や基礎学力を

補足して学習上の援助を行うとともに，日常生活上の助言等を行う。 

（指導報告書） 

第６ 留学生相談員は，別紙様式２により毎月指導報告書を校長に提出する。 

（指導謝金） 

第７ 前項の指導報告書に基づき，謝金として予算の範囲内において，毎月支給

する。 

（その他） 

第８ この要項に定めるもののほか，留学生相談員制度の運用に必要な事項は，

別に定める。 

    

  附 則 

この要項は，平成２４年４月１日から施行する。
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資料７－１－④－２（続き） 

留学生相談員 

 

（出典 学生課教務係作成資料） 
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資料７－１－④－３ 

日本語や専門教科に関する特別カリキュラム 

 

（出典 学生指導必携第７版 P.125） 
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資料７－１－④－３（続き） 

日本語や専門教科に関する特別カリキュラム（抜粋） 

 

 

（出典 学生課作成資料） 

留 学 生 補 講 計 画 書 

 

１．日時及び場所 

（日本語（３年）） 

  ○期 間 平成２４年４月１６日（月） ～ 平成２５年２月１８日（月） 

  ○場 所 本校 学習指導室 

  ○内 訳 月曜日 １６：２０ ～ １７：５５の２時間 

        合計 ６２時間 

  ○補講日 ・平成２４年 ４月分 ２日  ４時間 

         １６日（月）,２３日（月） 

・平成２４年 ５月分 ４日  ８時間 

          ７日（月）,１４日（月）,２１日（月）,２８日（月） 

・平成２４年 ６月分 ３日  ６時間 

          ４日（月）,１８日（月）,２５日（月） 

・平成２４年 ７月分 ４日  ８時間 

          ２日（月）,９日（月）,１７日（火）,２３日（月） 

・平成２４年 ９月分 ２日  ４時間 

          ３日（月）,１０日（月） 

・平成２４年１０月分 ４日  ８時間 

          １日（月）,１５日（月）,２２日（月）,２９日（月） 

・平成２４年１１月分 ４日  ８時間 

          ５日（月）,１３日（火）,１９日（月）,２６日（月） 

・平成２４年１２月分 ２日  ４時間 

         １０日（月）,１７日（月） 

・平成２５年 １月分 ３日  ６時間 

          ７日（月）,１５日（火）,２８日（月） 

・平成２５年 ２月分 ３日  ６時間 

          ４日（月）,１２日（火）,１８日（月）

（電磁気学Ⅱ） 

○期 間 平成２４年４月１３日（金） ～ 平成２５年２月２２日（金） 

  ○場 所 本校 学習指導室 

  ○内 訳 月曜日 １４：４０ ～ １６：１５の２時間 

        合計 ６０時間 

  ○補講日 ・平成２４年 ４月分 １日  ２時間 

         １３日（金），２７日（金） 

・平成２４年 ５月分 ３日  ６時間 

         １１日（金），１８日（金），２５日（金） 

・平成２４年 ６月分 ４日  ８時間 

          １日（金），１５日（金）,２２日（金）,２９日（金） 

・平成２４年 ７月分 ３日  ６時間 

          ６日（金）,１３日（金）,２０日（金） 

・平成２４年 ９月分 ３日  ６時間 

          ７日（金）,１４日（金）,１９日（水） 

・平成２４年１０月分 ３日  ６時間 

          ５日（金）,１２日（金）,２６日（金） 

・平成２４年１１月分 ４日  ８時間 

          ２日（金）,１６日（金）,２１日（水）,３０日（金） 

・平成２４年１２月分 ２日  ４時間 

         １４日（金）,２１日（金） 

・平成２５年 １月分 ２日  ４時間 

         １１日（金）,２５日（金） 

・平成２５年 ２月分 ４日  ８時間 

          １日（金）,８日（金）,１５日（金）,２２日（金） 
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資料７－１－④－４ 

留学生交流会 

 
（出典 平成24年度近畿地区国立高専外国人留学生交流会実施要項） 

平成２４年度近畿地区国立高専外国人留学生交流会実施要項 

 

 

１ 目  的 

   近畿地区の各高専に在学中の外国人留学生が一堂に集まり、それぞれの自国の状況、在留中

の勉学・生活状況等について情報交換を行うことにより、お互いの理解を深め、今後の留学生

活に役立てると共に、日本三景の一つである天橋立の散策及び丹後地方の陶芸体験や座禅体験

を体験してもらい、留学生及び指導教員等との親睦を図る。 

 

２ 開催期日 

  平成２４年１０月６日（土）～１０月 ７日（日） １泊２日 

 

３ 天橋立（宮津市）・京丹後市 

   

４ 参加予定学校  明石高専・奈良高専・和歌山高専・舞鶴高専 

  

５ 参加予定人数   ５０人 

   

６ 行  程 

   

交 流 会 日 程 

日    時 行          程 

 

１日目 （１０／６） 

 

 １２：１０ 

 １３：１０～１４：４０頃 

１５：１０～１７：１０ 

１７：３０～ 

 

 

各高専出発 

東舞鶴駅集合（貸切バスを利用） 

天橋立 

大宮ふれあい工房（陶芸体験） 

ホテル着 

 

２日目 （１０／７） 

  ８：００ 

  ９：００～１１：３０  

 １２：３０～１４：３０  

 １４：３０～１６：００ 

 １６：００～ 

 

 

朝食 

智源寺（写経・座禅体験） 

丹後あじわいの郷（昼食・アイスクリーム作り） 

出発（東舞鶴駅へ：貸切バスを利用） 

解散・各高専へ 

 

  ※ホテルは、申し訳ありませんが、相部屋でお願いします。 

   保険料は個人負担で徴収させていただきます。 
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資料７－１－④－５ 

留学生との懇談会 

 

（出典 奈良高専学生寮発行「寮通信」2013春号） 

○留学生と語る会（１月） 

 １月１７日に留学生と語る会を行いました。今年はイ

ンドネシアの留学生とマレーシアの留学生がそれぞれ

チームで、母国の自然、文化、挨拶などパワーポイント

を使用して紹介しました。 

次の写真は、今年度初めて学寮に迎えた女子留学生が

説明をしている所です。場所は学寮食堂です。 

天井からお正月の雰囲気を出すために食堂の方が飾

ってくださっている凧が下がっていることがわかると

思います。ご家庭では季節の行事をされると存じますが、

学寮ではなかなかそこまでできず、季節の行事は、食堂

の方にお世話になっている次第です。 
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資料７－１－④－６ 

編入学予定者に対する事前指導資料（抜粋） 

平成２４年７月２日 

 

一 般 教 科 主 任 殿  

電 気 工 学 科 主 任 殿  

 

教  務  主  事 

 

 

平成２５年度第４学年編入学予定者に対する 

事前指導について（依頼） 

 

標記のことについて，本校入学に際しての事前指導のため，当該生徒が下

記のとおり来校することとなりました。一般教科及び受け入れ学科（電気工

学科）におかれましてはご指導方よろしくお願いいたします。  

なお，事前に勉強させた方が良いとされる教科書・課題等がありましたら，

当日併せてご指導願います。 

また，別添「平成２２～２４年度 使用教科書［非検定本］一覧」（電気

工学科１～３年生）は当日，当該生徒に配付いたします。 

おって，当日，ご指導いただいた課題等をまとめたものがありましたら，

学生課入試係へ１部ご提出くださいますようお願いいたします。 

 

記  

 

日  時  ：  平成２４年７月３１日（火） 

・一般教科  １３：３０～１４：３０ 

・電気工学科 １４：３０～１５：３０ 

 

場  所  ；  ・一般教科  学習指導室 

・電気工学科 電気工学科棟 

 

以  上  
 

（出典 学生課入試係作成資料） 
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資料７－１－④－６（続き） 

編入学予定者に対する事前指導資料 

 

 

編入学生の皆さんへ 
 

 

平成 24年 ７月 ３１日 

使用教科書:「高専の物理」 [第5版],「高専の物理問題集」 [第3版]以上森北出版 , 

「物理図録」数研出版 ,「高専の応用物理」 [第2版]森北出版.  

1年次から 3年次の前期までで「高専の物理」を学び終え、 3年次の後期、 4年次の間に「高

専の応用物理」を学びます。「高専の物理」は高校の教科書とほぼ同程度の内容、「高専の

応用物理」はいわば大学の教養の物理に対応した内容で、専門科目の授業を理解するために

必要となる力学の基礎に関するものとなっています。またこれ以外に流体の基礎、波動の基

礎なども学ぶ予定になっています。  

２．高専に入学する前に勉強しておくべきこと  

３年次の前期までで「高専の物理」の内容の勉強は完了するので、皆さんが高校で使ってい

る教科書は全て読んで理解しておいて下さい。 ３年次の後期からべクトルと微分積分を使っ

た力学の勉強が始まります。 ３年次で取り扱う内容は運動学と振動論です (配布資料参考 )。

特に幾つかの微分方程式を解く手法を学んでいるので、これは理解したものとして 4年次の

授業は進みます。 

皆さんもべクトルと微分積分の勉強をしっかりとしておいてください。 

  

３．物理担当教員 
質問や相談があれば、学校の教務係に電話 (0743-55-6033)頂いて連絡をとるか (取り次い

でもらう際には物理の先生を呼び出してもらうように伝えてください)、E-mailで直接連絡し

て頂いて構いません。来校される場合は事前に連絡し、日時を決めるようしてください。 

１. 高専における物理 ·応用物理の授業内容 

榊原和彦  
新野康彦  
稲田直久  

 

1年次 物理 I 2単位  「高専の物理」,「高専の物理問題集」,「物理図録」 

2年次 物理 II 3単位  「高専の物理」,「高専の物理問題集」,「物理図録」  

3年次 応用物理I 2単位 
前期

後期 

「高専の物理」,「高専の物理問題集」,「物理図録」 

「高専の応用物理」  

4年次 応用物理II 2単位  「高専の応用物理」  

 

 

（出典 編入学予定者への配布資料） 
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資料７－１－④－７ 

 

 

（出典 学生指導必携第７版 P.131-132） 
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資料７－１－④－８ 

障害学生支援委員会（抜粋） 

 

（出典 学生課学生係作成資料） 
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資料７－１－④－９ 

障害学生学習支援対策 

 

（出典 学生課学生係作成資料） 

 

 （分析結果とその根拠理由） 

 留学生には，指導教員及びチューターを配し，特別カリキュラムにより学習支援を行っている。編

入学生には，入学前・後に学習支援を行っている。障害のある学生には，適切な学習支援対策が講じ

られ，機能している。 

 以上のことから，特別な支援が必要と考えられている学生への学習支援体制が整備されており，必

要に応じて学習支援が行われている 
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 観点７－１－⑤： 学生の部活動，サークル活動，自治会活動等の課外活動に対する支援体制が

整備され，適切な責任体制の下に機能しているか。 

 （観点に係る状況） 

 クラブ活動として28の部および７の同好会があり，各クラブには顧問教員を配置して支援を行って

いる（資料７－１－⑤－１，２，３）。クラブ顧問会議で各種課題が検討され，また学生の要望を把

握している（資料７－１－⑤－４）。必要に応じて外部コーチを招聘している（資料７－１－⑤－

５）。課外活動の経費は，学生会費や後援会費等で賄っている（資料７－１－⑤－６）。平成23年度

には，シャワー室やトレーニングルームの完備した体育・課外教育共用施設の整備を行った（資料７

－１－⑤－７）。 

 その他の課外活動として，機構主催の各種コンテスト等への参加を支援している（資料７－１－⑤

－８，９，10）。また，平成23年度から，「学生チャレンジプロジェクト」として学生が自ら目標を

立て，実行する活動に対して，材料費・遠征費などを支援している（資料７－１－⑤－11，12）。課

外活動等に特別な功績があった者を表彰し，意欲を喚起している（資料７－１－⑤－13）。 

 学生会活動は，学生会執行部（役員会）を中心に，学生会規約に基づき運営されており，教員がア

ドバイスをしている（資料７－１－⑤－14，15）。高専祭・スポーツ大会等は，学生会が企画・運営

を行い，担任・学生委員会等が支援している（資料７－１－⑤－16）。 

 学生の安全確保については，緊急時の対応をマニュアル化し，救急講習会等も実施している（資料

７－１－⑤－17，18） 

 

 （分析結果とその根拠理由） 

 クラブ・学生会等の課外活動には，クラブ顧問・学生委員会・学生課職員による人的支援体制と学

生会費や後援会費等による財政的支援体制が適切に整備され，機能している。他の課外活動について

も同様の支援が実施されている。学生の安全を確保するため，緊急時の対応をマニュアル化し，救急

講習会等を実施している。 

 以上のことから，クラブ活動や学生会等の課外活動に対する支援体制が整備され，機能している。 
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資料７－１－⑤－１ 

課外活動（文化部・体育部・同好会）について 

 

 

（出典 平成25年度学生生活のしおりP.97-98） 
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資料７－１－⑤－２ 

課外活動指導教員 

 

（出典 学生課学生係作成資料） 
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資料７－１－⑤－３ 

クラブ指導について 

 

 

（出典 学生指導必携第７版P.42-43） 
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資料７－１－⑤－４ 

クラブ顧問会議資料（抜粋） 

 

（出典 平成24年度クラブ顧問会議資料） 
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資料７－１－⑤－４（続き） 

クラブ顧問会議資料（抜粋） 

 

（出典 平成24年度クラブ顧問会議資料） 
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資料７－１－⑤－５ 

クラブ活動外部コーチの招聘 

 

（出典 学生課学生係作成資料） 
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資料７－１－⑤－６ 

学生会決算 

 

 
（出典 学生会作成，平成23年度学生会決算書） 
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資料７－１－⑤－７ 

体育・課外教育共用施設の整備 

 

（出典 平成24年度「CAMPUS」2012SUMMER） 

 

資料７－１－⑤－８ 

各種コンテスト参加への支援 

 

 

（出典 2012年10月自己点検・評価報告書P.29） 
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資料７－１－⑤－９ 

ロボットコンテストの支援 

 
（出典 学生課学生係作成資料） 

 

資料７－１－⑤－10 

プログラミングコンテスト・情報オリンピックの支援 

 

 

（出典 2012年10月自己点検・評価報告書P.13-14,20-21） 

 

指導教員 (廣・芦原・伊月・吉井)

Ａチーム・Ｂチーム

２０１２ ロボットコンテスト支援体制

校　長

学生主事( 小柴 )

プロジェクトリーダー( 　　　 )
　　　　サブリーダー（ 飯田 ）

ＮＨＫロボコン
実行委員長

アドバイザー

卒業生　  専攻科生

技術支援

実習工場

(設計・製作)学 生 課
学 生 係 アドバイザー

教員・技術職員
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資料７－１－⑤－11 

平成24年度 学生チャレンジプロジェクト 

 
（出典 学生課学生係作成資料） 
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資料７－１－⑤－12 

 
（出典 学生作成 チャレンジプロジェクト報告書） 
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資料７－１－⑤－13 

学生表彰 

 

（出典 学生課学生係作成 学生表彰事前調査会資料） 
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資料７－１－⑤－14 

学生会組織 

 

（出典 平成25年度学生生活のしおりP.95） 
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資料７－１－⑤－15 

学生会定例連絡会（抜粋） 

 

（出典 平成24年度７月学生会作成議事録） 
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資料７－１－⑤－16 

学生委員会の役割分担 

 

（出典 学生課学生係作成資料） 

 

業 　       務　       　内　　       容 委 員 担当主事補

1 　学生委員会案件作成等 三木

2 　授業料免除・日本学生支援機構奨学生推薦 三木

3

　学生生活指導全般 （喫煙、飲食、服装問題、交通安全指導等）
　校内外指導、自転車・単車点検 （４・１０月）
　単車通学許可 （５・１０月委員会）、免許取得同意書交付 （７・１２・２月各委員会）
　学生生活環境の改善・ゴミ指導

全員
北村

（酒井）

4 　懲戒処分・違反学生の指導
北村

(三木）

5 　学生表彰関係 （事前調査会を含む）　　（９・２月委員会） 酒井

7 　人権教育推進委員会 （2013年度幹事長は教務主事補 飯田先生） 北村

8 　広報小委員会 酒井

9 　「学生生活のしおり」改訂 （１２月～２月） 岡村

10 　生協理事会オブザーバー 三木

11 　学生の定期健康診断 （視力、内科、歯科、眼科、聴力、胸部X線・心電図(１年のみ）） 全員 三木

12 　新入生オリエンテーション　4/9・10・（火・水） 全員 酒井

13

　学生会関係　学生会執行部との打ち合わせ　（約月１回のペース）
　　キャプテン会議、　　　クラブ紹介 4/11（木）
　　リーダース研修会　　 春季： 4/25（木）
　　　　　　　　　　　　　　　 冬季： 12/7（土）
　　総会　春： 5/9（木）、 　秋： 9/5（木）
　　役員会・評議会　 図書委員会（メディア委員会）、広報委員会（中村篤）、
　　　　　　　　　　　　　体育委員会（上野）、生活委員会（石飛)
生徒会連絡会（教育委員会）

岡村

14 　スポーツ大会（春季）　5/22（水）、　スポーツ大会（秋季）　10/30（木） 全員 岡村

　クラブ活動全般及びクラブ顧問会議　５月
　近畿地区高専体育大会 ･ 全国高専体育大会

　高専祭　　準　備　11/8(金)午後、 　一般公開　11/9・10（土・日）
　　　　　　 　片づけ 11/11（月）

17

　教務関係行事との連携
　　・全校集会　　4/5（金）第１体育館、　9/2（月）放送、　1/6（月）放送
　　・全校清掃 ・ 入試関係　（入試説明会・入学試験前　他）
　　・専攻科関係　　・担任との勉強会

全員 北村

18 　大和郡山市青尐年センター指導委員会、青尐年健全育成協議会 岡村

19 　ロボコン 近畿地区大会、全国大会 酒井

20 　認証評価対応委員会 三木

21 　環境小委員会 林

22 　ＨＰ作成実行委員会 酒井

15 岡村

16 全員
岡村
北村

(全主事補)

２０１３年度 学生委員会関係役割分担

6
　学生生活のためのセミナー
　 　交通安全教室(２年)　5/16（木）　   卒業生と語る会(３年)　6/13（木）
   　単車安全講習会　10/3（木）　　 　　保健衛生教室(１年)　 1/16（木）

全員 北村
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資料７－１－⑤－17 

緊急時連絡ルート 

 

（出典 学生課学生係作成資料） 
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資料７－１－⑤－18 

AED 講習会 

 

（出典 学生課学生係作成資料） 

 

平成２５年１月  日 

クラブ顧問 各位 

 

学 生 主 事 

救急法講習会(AED)の実施について 

 

AED の使用方法に関して実際に体験することで、緊急時に適切な対応ができ、

安全に課外活動等が行えるよう、下記のとおり講習会を実施します。今回は、

体育系クラブは必ず参加することとし、文化系クラブ・同好会は希望者のみと

します。昨年のＡＥＤ講習を受講していない学生を対象とします（クラブ顧問

の同席も可能です） 

つきましては、参加部員を人選いただき（前期と同じ学生でも可）、添付ファ

イルの「参加者名簿」を１月２３日(水)１７時までに学生係へご提出ください。

希望時間帯が集中した場合は、ご希望に添えない場合がありますがご了承くだ

さい。 

なお、決定後はクラブ顧問にはメールで、学生には学生玄関及び学生課の部

室の鍵貸し出し窓口に掲示します。 
 

※AED 利用に関する映像教材等を学生係で保管しています。貸し出しも可能です

ので、クラブのミーティング等で積極的にご利用ください。 

 

記 
 

日 時：平成 25 年 2月 2日(土) 

  午前の部  9:00～12:00 

  午後の部  1:00～ 4:00 
※いずれかに必ず参加させてください 

場 所：大視聴覚室 

内 容：AED 使用方法の説明および実習 

緊急時の救急処置(ケガの応急処置の仕方など) 

講 師：大和郡山市消防本部 救急救命士 

対象学生：◎体育系 各 2名(必修) 2 名以上も可 

クラブ代表者(もしくはそれに準ずる者) 1 名 

ﾏﾈｰｼﾞｬｰを含む上記と異なる学年の部員 1 名 

◎文化系（希望者のみ） 
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 観点７－２－①： 学生の生活や経済面に係わる指導・相談・助言を行う体制が整備され，機能

しているか。 

 （観点に係る状況） 

 学生の生活に関する指導・相談・助言は，主として，学級担任，学生委員，看護師，学生相談室員，

ハラスメント相談室員が対応している。 

 学級担任は，「学生指導必携」に基づき主に担当クラスの学生の日常的な指導に当たっている（資

料７－２－①－１）。 

 学生委員会は，学生委員会規程（資料７－２－①－２）に基づき学生全般の指導に当たっている。 

 学生生活や経済面に係わる事項等は，「学生生活のしおり」に掲載している（資料７－２－①－

３）。 

 看護師は，保健室において，学生の健康維持・管理に当っている。 

 学生相談室員，ハラスメント相談室員は，学生相談員規則，ハラスメント防止等に関する規程（資

料７－２－①－４，５）に基づき，学生個人のプライバシーを保護しながら，学生の様々な悩みや相

談に当っている（資料７－２－①－６）。 

 学生の生活や経済面に係わる指導・相談・助言は，主として，学生委員，学級担任，学生課が対応

している。指導の実例として，交通指導を含む登下校中の指導，校内美化巡視，クラブ活動に対する

支援や相談，学生の処分に関わる対応に当たっており，規律ある学生生活を過ごせる環境の維持に取

り組んでいる（資料７－２－①－７）。 

 入学料，授業料免除，および，就学支援金については，家計・成績・人物等を考慮して，学生委員

会で厳正に審議している（資料７－２－①－８）。 

 奨学生の募集および継続は，学生委員会が主として，募集および審査，ならびに，継続審査を実施

している（資料７－２－①－９）。 

 授業料免除の平成24年度後期の採択者は，申請者58名に対して，全額免除33名（一種19名，二種６

名），半額免除15名である（資料７－２－①－10）。 

 日本学生支援機構奨学金の平成25年度の受給者は，準学士課程，専攻科を合わせて117名であり，

他の奨学金を含めた現在の奨学生は全体の13％程度である。 

 

 （分析結果とその根拠理由） 

 学生生活に係る指導等を「学生指導必携」でマニュアル化しており，学級担任や指導教員を中心に，

学生委員会，学生相談室，ハラスメント相談室が互いに連携して迅速かつ的確に対応できる指導体制

を構築し，機能している。経済面での支援もオリエンテーションや担任等を通じて学生への周知徹底

がなされている。 
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資料７－２－①－１ 

学級担任の役割 

 

（出典 学生指導必携第７版目次ⅱ） 
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資料７－２－①－２ 

 

（出典 奈良高専規程集） 
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資料７－２－①－３ 

学生生活や経済面に係わる諸事項 

 

（出典 平成25年度学生生活のしおり目次） 
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資料７－２－①－４ 

学生相談室規則 

 

（出典 奈良高専規程集） 

 



奈良工業高等専門学校 基準７ 

- 444 - 

資料７－２－①－５ 

ハラスメントの防止等に関する規程（抜粋） 

 
（出典 奈良高専規程集） 
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資料７－２－①－６ 

学生相談室相談件数 

 

（出典 2012年10月自己点検・評価報告書P.193） 
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資料７－２－①－７ 

学生指導件数 

 

（出典 平成24年度３月学生委員会資料） 
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資料７－２－①－８ 

入学料及び授業料の免除 

 
（出典 入学前オリエンテーション資料） 
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資料７－２－①－９ 

奨学生募集について掲示 

 

（出典 学生委員会作成資料） 
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資料７－２－①－10 

入学料・授業料免除者数 

 

（出典 学生課学生係作成資料） 

 

年　　度 申請者数 全額免除 半額免除 不許可

平成19年度 20 2 0 18

平成20年度 9 1 0 8

平成21年度 9 0 0 9

平成22年度 6 0 0 6

平成23年度 4 2 0 2

平成24年度 6 3 0 3

申請者数 全額免除 半額免除 不許可 申請者数 全額免除 半額免除 不許可

平成19年度 104 58 12 34 90 57 20 13

平成20年度 89 51 13 25 79 56 11 12

平成21年度 85 49 17 19 77 51 12 14

平成22年度 43 27 3 13 42 27 10 5

平成23年度 52 31 14 7 50 37 11 2

平成24年度 57 33 13 11 58 33 15 10

入学料免除者数

前　期

※平成２２年度より高等学校等就学支援金制度が導入されたことから，１～３学年は従来の授
業料免除制度の対象外となったため，上記人数は４・５年学生及び専攻科生のみである。

後　期
年　度

授業料免除者数
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 観点７－２－②： 特別な支援が必要と考えられる学生への生活支援等を適切に行うことのでき

る状況にあるか。また，必要に応じて生活支援等が行われているか。 

 （観点に係る状況） 

 受入留学生（資料７－２－②－１）の指導は，留学生指導部の設置に関する内規に基づく指導体制

（資料７－２－②－２）で行われ，寮務担当を含む教職員，チューター，担任や非常勤の日本語担当

教員等が連携をとりながら支援している（資料７－２－②－３）。 

 留学生は，学生寮に全員入寮し，文化・慣習等の生活習慣の違いが配慮された環境が整備されてい

る。 

 日本語に対する支援も授業の補講として実施している（資料７－２－②－４）。 

 障害学生支援は，障害学生支援委員会規程に基づき障害学生全般の支援に当たっている（資料７－

２－②－５）。 

 車いすや松葉づえでの移動学生へのバリアフリー化をはじめとした生活面への支援が，適切に行わ

れている（資料７－２－②－６）。 

 障害が認められる学生への修学支援として，障害学生支援委員会を月に一度開催し，障害学生への

修学支援を全学的に対応できる体制と支援状況の集約できる環境を整備した。（資料７－２－②－

７）。 

 

 （分析結果とその根拠理由） 

 留学生の生活面での支援は，学寮での施設・備品等の整備をはじめチューターや指導教員等を配し，

多面的に支援している。また，車いすや松葉づえでの移動学生への安全な動線確保に向けた学内設備

の整備を随時進めており，生活面での支援が適切に行われている。発達障害が認められる学生への適

切な学習支援体制が確立されており，その支援状況が全学的に把握できている。 
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資料７－２－②－１ 

受入留学生一覧 

 
（出典 2012年10月自己点検・評価報告書P.146） 
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資料７－２－②－２ 

留学生指導部内規 

 

（出典 奈良高専規程集） 

 



奈良工業高等専門学校 基準７ 

- 453 - 

資料７－２－②－３ 

留学生支援体制 

 

（出典 平成23年度11月学生課教務係作成資料） 
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資料７－２－②－４ 

留学生補講実施 

 

（出典 平成23年度11月学生課教務係作成資料） 
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資料７－２－②－５ 

障害学生支援体制 

 

（出典 奈良高専規程集） 
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資料７－２－②－６ 

バリアフリー対応設置図 

 

（出典 総務課施設係作成資料） 
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資料７－２－②－７ 

障害学生の修学支援体制 

 

（出典 学生課学生係作成資料） 
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資料７－２－②－７（続き） 

障害学生の修学支援体制 

 

（出典 学生課学生係作成資料） 



奈良工業高等専門学校 基準７ 

- 459 - 

 観点７－２－③： 学生寮が整備されている場合には，学生の生活及び勉学の場として有効に機

能しているか。 

 （観点に係る状況） 

 平成25年４月現在，定員142名に対し，男子91名，女子10名で在寮生総数は101名である（資料７－

２－③－１）。過去５年間（平成20年度から平成24年度）の平均充足率は，約77％である。 

 学寮において，学生生活及び勉学の場として有効に機能させるために，寮務委員会規程に基づいて

寮務委員会を中心に（資料７－２－③－２），寮務係関係職員等による人的支援体制を敷いている。 

 寮生会から選出された学寮委員会（資料７－２－③－３）が，寮生活のしおり（資料７－２－③－

４）に従い，学寮生活の向上と充実を図っている。学寮委員会は毎月１回開催され，学寮の改善に向

けた協議をしている。 

 寮生は，日課表等に従い，自主的に規則正しい生活を過ごしている。なお，定期試験前１週間及び

試験期間中等は，学習を支援すべく消灯時間延長等を，適宜，実施している（資料７－２－③－５）。 

 宿日直教員は，点呼確認のための巡視方法に基づき（資料７－２－③－６），点呼集計表により不

在者を確認している（資料７－２－③－７）。 

 寮内の衛生・環境管理は，基本的に学生が自主的に策定したルール（資料７－２－③－８）に従い

実施され，充実した寮生活を実現するために，年間を通じて様々なイベント（資料７－２－③－９）

も実施している。 

 

 （分析結果とその根拠理由） 

 学寮が規則正しい生活や自主的学習の場として機能するよう適切な施設・人的支援体制が整ってお

り，有効に機能している。寮務委員会による学寮委員会への指導の連携体制が構築されており，両者

の定期的な会合により学寮全般にわたる改善が常に実施されている。しかしながら，平成23年度の女

子寮設置に伴い，寮全体の定員充足率は低下しているものの，学年進行に伴い次第に満たされつつあ

る。 
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資料７－２－③－１ 

在寮生数推移調 

 

（出典 学生課寮務係作成資料） 
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資料７－２－③－２ 

寮務委員会規程 

 

（出典 奈良高専規程集） 
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資料７－２－③－３ 

学寮委員会組織 

 

（出典 2012年10月自己点検・評価報告書P.204） 
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資料７－２－③－４ 

 

（出典 寮生活のしおり 平成24年度７月改訂） 
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資料７－２－③－５ 

学習時間と日課表 

 

（出典 寮生活のしおり 平成24年度７月改訂） 
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資料７－２－③－６ 

宿直教員業務の流れ 

 

（出典 学生課寮務係作成資料） 
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資料７－２－③－７ 

点呼集計表（寮長あるいは副寮長記載） 

 

（出典 学生課寮務係作成資料） 
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資料７－２－③－８ 

寮生による寮内衛生・環境管理について 

 

（出典 寮生活のしおり 平成24年度７月改訂） 

 



奈良工業高等専門学校 基準７ 

- 468 - 

資料７－２－③－８(続き) 

寮生による寮内衛生・環境管理について 

 

（出典 寮生活のしおり 平成24年度７月改訂） 
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資料７－２－③－９ 

学寮の年間行事 

 

（出典 寮生活のしおり 平成24年度７月改訂） 

 



奈良工業高等専門学校 基準７ 

- 470 - 

 観点７－２－④： 就職や進学等の進路指導を行う体制が整備され，機能しているか。 

 

 （観点に係る状況） 

 学校の進路指導に対する体制として，進路対策協議会が設けられており（資料７－２－④－１），

準学士課程第４学年（就職・進学ガイダンス資料の冊子を発行・配布）及び専攻科課程第１学年を対

象に，ガイダンスを実施している（資料７－２－④－２）。 

 進学は，取扱い要領（資料７－２－④－３）に基づき指導が行われている。学校が受理した就職求

人票（資料７－２－④－４）と大学（院）募集要項（資料７－２－④－５）は，受験報告書と併せて

学生課で整理・管理され，学生はキャリアデザイン資料室で閲覧することができる。 

 就職・進学実績は，卒業生就職状況調（資料７－２－④－６）や学校概要・ホームページ（資料７

－２－④－７，８）等で公開している。 

 求人依頼に対応するため，学科選出の進路指導担当教員に対して，電子メールを用いた予定表の共

有を実施している（資料７－２－④－９）。 

 就職・進学に関する研修として，第１～３学年対象の秋季社会工場見学（資料７－２－④－10）を

実施し，４年生には，合宿研修として卒業生との懇談会を実施している（資料７－２－④－11）。 

卒業生が第３学年学生と懇談する場として，卒業生と語る会（資料７－２－④－12）がある。専攻科

学生対象の学外研修や特別講演会（資料７－２－④－13）等を開催し，進路支援している。 

 学科毎の進路に関する取組として，当該学科の進路指導担当教員を中心に，第４・５学年の保護者

対象の進路説明・懇談会，学生対象の各種ガイダンス（資料７－２－④－14，15，16）を実施してい

る。また，就職や進学の受験で必要となる，履歴書作成および面接については，各学科の進路指導室

等で進路担当もしくは指導教員が個別指導している。 

 学科が受理した求人票と大学(院)募集要項等は学科毎に進路指導室で整理・管理し，学生の閲覧を

容易にしている（資料７－２－④－17）。 

 進路に係わる受験は受験願の提出により（資料７－２－④－18），公欠等の処理がなされる。 

 大学等と教育研究交流協定等を締結し，学外実習や進路等を支援している（資料７－２－④－19，

20，21）。 

 第４学年・専攻科学生対象に学外実習（専攻科生は大学研究室での実習含）も実施されている（資

料７－２－④－22）。 

 学外実習の実施に先立ち，受け入れ先企業の開拓，希望学生の調整及び決定，講演会や講習会，派

遣調整・視察等が行なわれている（資料７－２－④－23）。 

 

 （分析結果とその根拠理由） 

 就職・進学ガイダンス資料の冊子を発行・配布する等進路に係る各種ガイダンス，講演会，懇談会，

研修会，進路情報の公開等が整備され，機能している。当該学科の進路指導担当教員と卒業研究指導

教員が連携し，きめの細かい進路指導体制が構築されている。平成23年度の学外実習参加率は約63％

に達しており（資料７－２－④－24），就職希望学生に対する就職率は100％である（資料７－２－

④－25）。 
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資料７－２－④－１ 

進路対策協議会規程 

 

（出典 奈良高専規程集） 
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資料７－２－④－２ 

「就職・進学ガイダンス資料 

 

（出典 平成24年度11月進路ガイダンス資料） 
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資料７－２－④－３ 

専攻科入学・大学編入学試験に関する取扱要領 

 

（出典 学生指導必携第７版） 
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資料７－２－④－４ 

求人票一覧 

 

（出典 求人情報データベース） 
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資料７－２－④－５ 

大学（院）からの募集要項一覧 

 

（出典 学生課教務係作成資料） 
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資料７－２－④－６ 

卒業生就職状況調 

 

（出典 平成24年度３月卒業生就職状況調資料） 
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資料７－２－④－７ 

大学編入学状況 

 

（出典 平成24年度学校概要P.41） 
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資料７－２－④－８ 

卒業生就職状況 

 

（出典 本校ホームページ） 
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資料７－２－④－９ 

学科就職担当求人対応割り当て 

 

（出典 学生課学生係作成資料） 
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資料７－２－④－10 

秋季社会工場見学 実施要領・行程表（１年～３年次） 

 

（出典 学生課教務係作成資料） 
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資料７－２－④－10（続き） 

秋季社会工場見学 実施要領・行程表（１年～３年次） 

 

 

（出典 学生課教務係作成資料） 
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資料７－２－④－11 

秋季社会工場見学 行程表（４年次）・招聘卒業生一覧 

 

（出典 学生課教務係作成資料） 
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資料７－２－④－12 

卒業生と語る会 

 

（出典 学生課教務係作成資料） 
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資料７－２－④－13 

専攻科 学外研修・特別講演会 

 

 

（出典 専攻科委員会資料） 
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資料７－２－④－14 

情報工学科４年生対象進路説明会資料 

 

（出典 情報工学科作成資料） 
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資料７－２－④－15 

情報工学科４年生保護者対象進路説明会資料 

 

（出典 情報工学科作成資料） 
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資料７－２－④－16 

保護者懇談会 

 

（出典 情報工学科作成資料） 
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資料７－２－④－17 

学科内求人票と大学（院）募集要項 

 

（出典 情報工学科進路指導室） 
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資料７－２－④－18 

編入学・大学院・就職受験願 

   

   

（出典 学生課教務係保存資料） 
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資料７－２－④－19 

奈良先端科学技術大学院大学との推薦入学に関する覚書 

 

（出典 総務課総務係保存資料） 
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資料７－２－④－20 

和歌山大学大学院との推薦入学に関する協定書 

 

（出典 総務課総務係保存資料） 
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資料７－２－④－21 

大阪大学大学院との推薦入学に関する協定書 

 

（出典 総務課総務係保存資料） 
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資料７－２－④－22 

学外実習 

 

 
（出典 平成25年度シラバス） 
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資料７－２－④－22（続き） 

学外実習 

 

 

（出典 平成25年度シラバス） 
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資料７－２－④－23 

学外実習企業の訪問等の取組（受入れ先企業の案内依頼文書，特別講演会） 

 

（出典 学生課教務係作成資料） 
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資料７－２－④－23（続き） 

学外実習企業の訪問等の取組（教員によるインターンシップ視察先一覧） 

 

（出典 学生課教務係作成資料） 

 

学科 教員 視察先・訪問日

M 酒井　史敏 住金関西工業㈱　8/7

M 児玉　謙司 ﾎｿｶﾜﾐｸﾛﾝ㈱　8/1

M 児玉　謙司 島津ﾌﾟﾚｼｼﾞｮﾝﾃｸﾉﾛｼﾞｰ㈱　8/24

M 谷口　幸典 ㈱ﾌｼﾞｱｽﾃｯｸ（ﾌｼﾞｼｰﾙ）　8/24

M 平　俊男 ㈱ｶｼﾌｼﾞ　8/27

M 平　俊男 三和ﾀﾞｲﾔ工販㈱　8/22

M 矢尾　匡永 ㈱ｺﾑﾗ製作所・ﾛｰﾄ製薬㈱　8/9

M 和田　任弘 大旺鋼球製造㈱　8/21

E 大谷　真弘 田岡化学工業㈱　7/25

E 大谷　真弘 大阪ｶﾞｽｸﾞﾙｰﾌﾟ研修ｾﾝﾀｰ　8/2

E 大谷　真弘 出光興産㈱愛知製油所　8/10

E 芦原　佑樹 ﾀﾞｲｾﾙ化学工業㈱・明石高専　8/7

E 小坂　洋明 吉田電機工業㈱　8/20

E 小坂　洋明 ㈱ﾆﾁﾌ端子工業・㈱資生堂大阪工場　8/24

S 西田　茂生 ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ㈱AVCﾈｯﾄﾜｰｸｽ社　8/3

S 押田　至啓 ㈱ﾓﾘﾀ製作所　8/27

S 玉木　隆幸 神鋼ﾃｸﾉ㈱　8/10

S 中村　篤人 日本電子工業㈱　8/9

S 島岡　三義 ㈱ﾋｶﾞｼﾓﾄｷｶｲ、八木・桜井・桜井西中学校　8/29

S 矢野　順彦 綜合警備保障㈱採用部西日本採用ｾﾝﾀｰ　8/8

S 櫟　弘明 ㈱ｲｼﾀﾞ　8/24

I 松尾　賢一 ㈱かんでんｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ総合教育ｾﾝﾀｰ　8/2

I 井上　一成 ㈱ﾄｯﾊﾟﾝ・ﾃｸﾆｶﾙ・ﾃﾞｻﾞｲﾝｾﾝﾀｰ　8/10

I 山口　賢一 奈良先端大　8/21

I 山口　智浩 日本ﾆｭｰﾏﾁｯｸ工業㈱・加美南中学校・加美中学校　8/29

I 本間　啓道 ㈱ﾃｨ・ｱｲ・ﾃﾞｨ大阪支店　7/25

I 本間　啓道 松尾捺染㈱　7/31

I 本間　啓道 ﾀﾞｲｿｰ㈱・京ｾﾗｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｼｽﾃﾑ㈱・㈱昌和発條製作所　8/9

C 松浦　幸仁 日本ﾋﾞｰ・ｹﾐｶﾙ㈱　7/25

C 伊月　亜有子 住友化学㈱・塩野義製薬㈱　8/29

C 宇田　亮子 LIXIL上野緑工場　8/31

C 亀井　稔之 武田薬品工業㈱大阪工場　8/30

C 山田　裕久 三和澱粉工業㈱　7/25

C 山田　裕久 ﾐﾖｼ油脂㈱　7/30

C 西野　悟 佐藤薬品工業㈱・第一化工㈱　8/2

C 石丸　裕士 三菱ｶﾞｽ化学㈱・堺化学工業㈱　8/22

C 中村　秀美 東ﾚ㈱先端材料研究所　8/8

C 中村　秀美 宇部興産㈱堺工場　8/24

C 直江　一光 ｵﾘｴﾝﾄ化学工業㈱　8/3

C 嶋田　豊司 共栄社化学㈱　8/2

C 片倉　勝己 JT関西工場　8/28
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資料７－２－④－24 

学外実習参加率 

 

 

（出典 平成24年度学外実習報告書） 
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資料７－２－④－25 

就職希望学生に対する就職率 

 

（出典 平成24年度学校概要P.40） 
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（２）優れた点及び改善を要する点 

 （優れた点） 

・自主的学習を進める上での支援体制として，担任による特別活動や面談を利用した学習の動機付け，

オフィスアワー，TA制度，TOEIC受験支援等が整備され，機能している。 

・教室，情報メディア教育センター，図書館等が自主的学習環境として整備され，効果的に利用され

ている。 

・学習支援に関する学生ニーズは，授業アンケートや学生自身による学習目標達成度点検シートの自

由記述，各種アンケート等の定期的な実施により適切に把握されている。 

・学生生活に係る指導等を学生指導必携でマニュアル化しており，学級担任や特別研究指導教員を中

心に，学生委員会，学生相談室，ハラスメント相談室が互いに連携して迅速かつ的確に対応できる

指導体制が構築され，機能している。 

・課外活動を含む学生生活上の学生の安全を確保するため，緊急時の対応をマニュアル化している。 

・留学生及び障害のある学生には，適切な学習支援対策が講じられ，機能している。特に障害のある

学生に対しては学内施設のバリアフリー化等も進められている。 

・学寮が規則正しい生活や自主的学習の場として機能するよう適切な施設・人的支援体制が整ってい

る。 

・就職・進学ガイダンス資料の冊子を発行・配布している。学外実習参加率は約70％に達しており，

就職希望者に対する就職率は100％である。 

 

 （改善を要する点） 

・学寮の定員に対する充足率は約71％と，それ以前の過去５年間の充足率約77％より低下している。

これは平成23年度に設置された女子寮の定員充足が不十分のためである。学年進行に伴い，徐々に

充足しつつもあるが，女子寮の充足率を高める改善が必要である。 

 

（３）基準７の自己評価の概要 

 入学前後及び年度当初に学習を進める上での各種ガイダンスやオリエンテーション等が適切に実施

されている。一方，特別教育活動を利用した学習の動機付け，担任による特別活動や面談，オフィス

アワー，TA制度，TOEIC-IP受験支援等，自主的学習を進める上での相談・助言体制が整備され，機能

している。 

 教室，情報メディア教育センター，図書館等が自主的学習環境として整備され，効果的に利用され

ている。 

 授業アンケートや学生自身による学習目標達成度点検シートの自由記述，各種アンケート等の定期

的な実施により学習支援に関する学生ニーズが適切に把握されている。 

 留学生には，指導教員及びチューターを配し，特別カリキュラムにより学習支援している。編入学

生には，入学前・後に学習支援をしている。障害のある学生には，適切な学習支援対策が講じられ，

機能している。生活面では，学寮施設・備品等の整備，学内施設のバリアフリー化を進めており，支

援が適切に行われている。 

 学生会・クラブ等の課外活動には，学生委員会・クラブ顧問・学生課教職員による人的支援体制と

学生会費や後援会費等による財政的支援体制が適切に整備され，機能している。他の課外活動につい

ても同様の支援が実施されている。課外活動を含む学生生活上の学生の安全を確保するため，緊急時
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の対応をマニュアル化している。 

 学生生活に係る指導等を学生指導必携でマニュアル化しており，学級担任や指導教員を中心に，学

生委員会，学生相談室，ハラスメント相談室が互いに連携して迅速かつ的確に対応できる指導体制を

構築し，機能している。 

 学寮が規則正しい生活や自主的学習の場として機能するよう適切な施設・人的支援体制が整ってお

り，有効に機能している。寮務委員会による学寮委員会への指導の連携体制が構築されており，両者

の定期的な会合により学寮全般にわたる改善が実施されている。今後は女子寮の定員充足率をより高

める改善が求められる。 

 就職・進学ガイダンス資料を発行・配布する等進路に係わる各種ガイダンス，講演会，懇談会，研

修会，進路情報の公開等が整備され，機能している。学外実習参加率は約70％に達しており，就職希

望学生に対する就職率は100％である。 
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基準８ 施設・設備 

（１）観点ごとの分析 

 観点８－１－①： 学校において編成された教育研究組織の運営及び教育課程の実現にふさわしい

施設・設備が整備され，適切な安全管理の下に有効に活用されているか。また，

施設・設備のバリアフリー化や環境面への配慮がなされているか。 

 （観点に係る状況） 

 本校は奈良盆地の北西に存在する矢田丘陵の麓に位置し，周辺には歴史的文化遺産も多く自然豊か

で優れた教育環境にある。校地面積（職員宿舎敷地を除く）は105,983㎡，校舎延面積（職員宿舎を除

く）は28,337㎡であり，高等専門学校設置基準を満足している（資料８－１－①－１，２）。校舎（教

室，研究室，実験・実習室，演習室等）をはじめ，図書館，総合情報センター，実習工場の附属施設

のほか，運動場，体育館，プール，学寮等の厚生補導施設を有している。 

 

資料８－１－①－１ 

施設配置図 

 

（出典 平成24年度学校概要P.47） 
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資料８－１－①－２ 

施設状況 

 

（出典 平成24年度学校概要P.46） 
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 １）整備状況 

 近年の校舎改修として，安全で快適な学習環境を保証するため，平成20年度には，機械工学科棟を

全面改修し，全ての校舎の耐震改修工事を完了したほか，保健室と女子更衣室を移転改修し，さらに

カウンセリングルーム，コミュニケーションルーム，キャリア支援室を新設するなど，学生支援を目

的とした環境整備を図った。 

 平成17年度までに全学年のクラスルーム（一般教室），その後，平成24年度までに大講義室等の共

用室等に順次，空調機の設置を行った。 

 平成23年度には，体育更衣室・器具庫の改修のほか，体育・課外教育共用施設を新築するなど厚生

補導施設の整備充実を図った。 

 

 また，女性技術者の雇用拡大に伴い，女子学生の志願者増加に対応するため，快適且つ安心して学

べる環境整備として，既設の学寮（３棟）のうち一棟（収容人数30名）を女子寮として平成22年度に

増改築工事を終え，平成23年４月から入居者を受け入れた。このほか，安全対策として女子更衣室へ

の電子錠付扉設置，男女共用トイレを解消するための改修工事を完了した。 

 

 図書館の整備状況は，資料（８－１－①－３）のとおりである。図書館は本校の教職員や学生だけ

でなく，一般市民にも広く開放している。平成17年度に図書館ピロティに整備したウッドデッキ（124.8

㎡）は，学生の憩いの場として好評を得ている。 

 

資料８－１－①－３ 

図書館の整備状況 

昭和５０年新築 鉄筋コンクリート造２階建 １，６０５㎡   

平成１２年増築 鉄骨造２階建          １８㎡   

平成１２年増築 鉄骨造１階建           ５㎡   

主な部屋  閲覧室  ６３２㎡  

  ＬＬ教室  １０５㎡  

  ＬＬ準備室  ７１㎡  

  大視聴覚室  ３５１㎡  

  書庫他  ７１㎡  

閲覧席数    
椅子 ８９席 

ソファー ７席 
 

検索端末    １１台  

ＶＴＲ・ＬＤ・ＤＶＤ席数   １席  

   （※ＤＶＤのみ検索用端末１０台での視聴は可能） 

開館時間  平日  ８：３０～２０：００ 

   （一般の方の利用は９：００～２０：００） 

  土曜日  ９：００～１６：３０ 

（出典 総務課施設係作成資料） 
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 総合情報センターの整備状況は，資料（８－１－①－４，５）のとおりである。本校のコンピュー

タ，ネットワーク及びマルチメディアシステムの基盤を支える共同利用施設として教育研究活動に有

効に使用されている（資料８－１－①－６）。学生の自学自習の場として，情報処理演習室，マルチ

メディア演習室，LL教室での利用促進を図っているほか，「プログラミングコンテスト」等への参加

学生の支援を行っている。 

資料８－１－①－４ 

総合情報センターの整備状況 

昭和５０年新築 鉄筋コンクリート造平屋建 ３０３㎡   

主な部屋 サーバー室 ３１㎡  

 情報処理演習室 １２１㎡  

 管理室 ２０㎡  

 事務室 ４６㎡  

    

〇情報処理演習室 １２１㎡   

ＬＬ装置 学生卓 ４８席  

 教師卓 １席  

入力装置 ＶＴＲ・パソコン・オーバーヘッドカメラ・ワイヤレスマイク 

出力装置 天吊プロジェクター・モニターディスプレイ・プリンター・天吊スピーカー 

開館時間 平日 ９：００～１７：００  

（出典 総務課施設係作成資料） 

 

資料８－１－①－５ 

マルチメディア演習室，LL 教室の整備状況 

 ○マルチメディア演習室 １３３㎡   

ＬＬ装置 学生卓 ４８席  

 教師卓 １席  

入力装置 ＶＴＲ・パソコン・オーバーヘッドカメラ・ワイヤレスマイク 

出力装置 天吊プロジェクター・モニターディスプレイ・プリンター・天吊スピーカー 

開館時間 平日 ９：００～１７：００  

    

 ○ＬＬ教室 １０５㎡   

ＬＬ装置 学生卓 ４８席  

 教師卓 １席  

入力装置 ＶＴＲ・ＬＤ・ＤＶＤ・パソコン・オーバーヘッドカメラ 

出力装置 天吊モニターＴＶ・モニターディスプレイ・プリンター・壁掛スピーカー 

開館時間 平日 ９：００～２０：００  

（出典 総務課施設係作成資料） 
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資料８－１－①－６ 

情報処理演習室等の使用一覧（平成25年度前期） 

 

（出典 学生課教務係作成資料） 

 

 実習工場の整備状況は，資料（８－１－①－７）のとおりである。実習工場は，学内共同利用施設

として，主に実習・実験・研究等で使用されているほか，学科からの製作依頼，技術相談・協力要請

に応え，「ロボットコンテスト」等における「ものづくり」の拠点として有効に活用されている（資

料８－１－①－８）。 

 

資料８－１－①－７ 

実習工場の整備状況 

昭和４１年新築 鉄筋コンクリート造平屋建 ４２５㎡  

昭和４２年増築 鉄筋コンクリート造平屋建 ９１２㎡  

平成２３年増築 鉄骨造１階建        １０㎡  

主な部屋 機械実習工場 ３７７㎡ 

 鋳鍛造実習工場 ２２５㎡ 

 ＭＣ演習室 ４４㎡ 

 熱工学実験室 １５０㎡ 

 流体工学実験室 １５０㎡ 

 材料力学実験室 １３１㎡ 

 木型機械室他 １００㎡ 

実習時間 平日 ９：００～１７：００ 

（出典 総務課施設係作成資料） 
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資料８－１－①－８ 

実習工場の稼働状況(平成24年度) 

 

学  科 年間利用件数 年間稼動時間 
１件あたりの平均 

稼働時間 

機械工学科 89  210 時間 10 分  2 時間 22 分  

電気工学科 8  15 時間 10 分  1 時間 54 分  

電子制御工学科 18  58 時間 25 分  3 時間 14 分  

専攻科 21  51 時間 15 分  2 時間 27 分  

専攻科特別実験 1  1 時間 00 分  1 時間 00 分  

クラブ・教員研究・行事等 37  53 時間 25 分  1 時間 26 分  

ロボコン A 26  80 時間 35 分  3 時間 06 分  

ロボコン B 17  44 時間 20 分  2 時間 36 分  

ロボコンオフ活動 2  4 時間 25 分  2 時間 12 分  

（出典 技術支援室作成資料） 

 

２）安全管理 

 安全管理として，安全衛生委員会を組織し，毎月，校内巡視を行い危険箇所の指摘，改善指導を行

っている（資料８－１－①－９）ほか，定期的に環境測定を実施している。特に，学生，教職員にお

いて起こりうる危険事象については，「ヒヤリ・ハット」事例としてデータベース化し，メールや校

内掲示，毎月発行の「校報」に掲載（資料８－1－①－10）して同様の事故が起こらないよう呼びかけ

を行っている。 

 実習工場では，「安全作業の手引」（資料８－１－①－11）を作成し，各種工作機械等における作

業上の注意事項について取りまとめ，学生に指導している。 
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資料８－１－①－９ 

衛生管理者等安全衛生記録（事例） 

 

（出典 安全衛生委員会作成資料） 
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資料８－１－①－10 

「ヒヤリ・ハット」報告事例 

 

（出典 奈良高専校報・平成24年９月15日発行） 

 

資料８－１－①－11 

安全作業の手引（抜粋） 

 

（出典 技術支援室作成資料） 
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３）バリアフリー化への対応 

 本校のバリアフリー化の状況は，資料（８－１－①－12）のとおりである。本館（機械工学科棟，

電気工学科棟を含む），図書館には，スロープ・障害者用トイレ，エレベーターを設置，他の建物・

施設には，スロープ・手摺りを設置するなど，利用頻度や公共性を踏まえ順次整備を行っている。 

 

資料８－１－①－12 

バリアフリー対応設備マップ 

 

（出典 総務課施設係作成資料） 

 

４）施設・整備の環境面への配慮 

 CO2の排出削減や省エネの取組として，平成10年度に本館屋上に太陽光発電パネルを設置し40kWの発

電を行っているほか，風力発電機１基を設置し自然エネルギーに対する意識向上への取り組みを行っ

ている。 

 教室のエアコン空調は，集中管理方式による温度管理（冷房28℃，暖房20℃），タイマー設定によ

る電源管理を徹底しているほか，扇風機・サーキュレーターとの併用により冷房効果を高めている。

学寮は，平成24年度にボイラー暖房から全て個室エアコンに切り替えたほか，断熱窓ガラス，断熱壁

を併用することでCO2の排出量の抑制，省エネ効果の向上を図っている。 

 また，廊下・トイレの照明等は，省エネ効果の高い人感センサー対応器具等への交換を完了した。 

 その他，グリーンカーテンの設置，エレベーターの使用制限等の取組の結果，夏季（７月～９月）

の電力使用量が平成22年度に比べ平成23年度は，57,084kWh削減することができた（資料８－1－①－

13）。 
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資料８－１－①－13 

省エネと環境への取組（事例） 

 

（出典 高専機構本部作成・2012環境報告書P.59） 
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５）キャンパスマスタープランの策定 

 平成23年６月から施設整備委員会において，従来の「施設長期計画書」を踏まえて，中期目標計画

に沿ったより段階的な施設整備を進めるための計画案のとりまとめに着手，平成25年３月に「キャン

パスマスタープラン2012」（資料８－１－①－14）を策定した。本校の理念に則し，キャンパスの立

地条件，現状分析及びその課題や要望を加味して，厳しい財政状況の中で戦略的，重点的に整備が必

要な施設を明確化することで，施設関係者のみならず学内外関係者らの共通認識のもと，教育研究等

の環境改善が進展できるよう，施設整備や運営計画を立案・執行する際の基準として役立てることに

している。 

 

資料８－１－①－14 

奈良高専キャンパスマスタープラン 2012 

 

（出典 総務課施設係作成資料） 
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 （分析結果とその根拠理由） 

 本校の施設・設備（校舎・図書館・総合情報センター・実習工場等）は，「高等専門学校設置基準」

を十分に満たしているほか，平成20年度には全ての校舎の耐震改修工事を完了し安全性を確保してい

る。また，カウンセリングルームをはじめ学生支援を目的とした環境整備，さらに，女性技術者の雇

用拡大に伴う，女子学生の志願者増加に対応するため女子寮等を整備するなど充実している。 

 安全衛生委員会による校内巡視，環境測定を実施し，危険事象については，「ヒヤリ・ハット」事

例として情報の共有化が図られている。 

 バリアフリーに関しては，スロープ・手摺りの設置など，利用頻度や公共性といった観点から順次

整備が図られている。 

 太陽光発電パネル等の設置や教室エアコンの集中管理等によりCO2の排出削減や省エネに積極的に

取り組んでおり，その成果として電力使用量の削減が図られている。 

 平成25年３月に策定された「キャンパスマスタープラン2012」は，厳しい財政状況下において，学

内外関係者らの共通認識のもと教育研究の環境改善の進展に資するものと期待されている。 

 よって，本校において編成する教育研究組織の運営及び教育課程の実現にふさわしい施設・設備が

整備され，適切な安全管理の下に有効に活用されている。 
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 観点８－１－②： 教育内容，方法や学生のニーズを満たすＩＣＴ環境が十分なセキュリティ管理

の下に適切に整備され，有効に活用されているか。 

 （観点に係る状況） 

 本校の学内基幹ネットワークには，専門５学科，一般教科，専攻科，事務部等のネットワークがつ

ながっており，教職員，学生が利用できるようになっている。外部とは，SINETを経由して接続してお

り，接続点にファイアーウォールを設置することで，通信が許されないIPアドレスや特定のポートか

らの通信の遮断を行っている（資料８－１－②－１）。 

 

資料８－１－②－１ 

 

（出典 平成24年度学校概要P.33） 

 

 平成22年度に学内基幹ネットワークの更新を行い，各学科と総合情報センター間の通信帯域を

10Gbpsに増速した。平成23年度には，次世代高機能ファイアーウォールの導入を行い，対外接続のセ

キュリティの強化を図った（資料８－１－②－２）。 

 



奈良工業高等専門学校 基準８ 

 

- 514 - 

資料８－１－②－２ 

校内 LAN 構成図 

 

（出典 総合情報センター作成資料） 

 

 ネットワーク管理室は，総合情報センターと連携し，本校におけるネットワークの適正かつ円滑な

管理運営を図るとともに，本校ネットワークの情報セキュリティを一元的に管理し，快適な情報ネッ

トワークの提供を行っており，平成23年１月に制定した「奈良工業高等専門学校情報セキュリティ管

理規程」（資料８－1－②－３）並びに「奈良工業高等専門学校情報セキュリティ推進規程」（資料８－

１－②－４）に則り，ウィルスやソフトウェアのセキュリティホールへの対策，インターネット・フ

ィルタリングを適宜行い，情報資産の保護を図っている。 
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資料８－１－②－３ 

奈良工業高等専門学校情報セキュリティ管理規程（抜粋） 

 

（出典 奈良高専規則集） 

 

資料８－１－②－４ 

奈良工業高等専門学校情報セキュリティ推進規程（抜粋） 

 

（出典 奈良高専規則集） 
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 本校の情報教育基礎やメディアリテラシー教育を推進し，教育環境の整備を担っているのが，総合

情報センターである。当センターには付帯施設として，情報処理演習室，マルチメディア演習室，LL

教室の３演習室があり，情報処理関連科目をはじめ言語教育等の多くの授業で利用している。また，

学生の自学自習に活用できるよう昼休みや放課後等の授業時間外に開放しており，多いに活用されて

いる（資料８－１－②－５）。 

 

資料８－１－②－５ 

演習室の授業以外の利用状況（平成 24 年度前期・ログオン数） 

 

 機械工学科 電気工学科 電子制御工学科 情報工学科 物質化学工学科 

１学年 636  290  2  93  415  

２学年 601  174  84  13  584  

３学年 956  798  605  452  355  

４学年 278  625  247  24  1,005  

５学年 48  32  260  16  275  

専攻科生 436  

（出典 総合情報センター作成資料） 

 

 平成21年３月にこれら演習室の機種更新を行い，全て同様の仕様環境を実現することで利便性を改

善した（資料８－１－②－６）。演習室で利用しているネットワークは，セキュリティ対策が施された

メールサーバーとプロキシサーバーを介して学内基幹ネットワークに接続しており，学内外のネット

ワークに侵入できないようにしている。平成22年度には，TOEIC対策の一環としてeラーニング教材を

導入し，全ての学生が自宅からも利用できるようにした。 
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資料８－１－②－６ 

演習室のパソコン仕様 

 

（出典 総合情報センター作成資料） 

 

 また，平成25年度の教育用システムの更新にあたり，教員に導入を希望するソフトウェアのアンケ

ート調査を実施（資料８－１－②－７）し，可能な限り対応することにしている。 
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資料８－１－②－７ 

平成 25 年度教育用システム更新のためのアンケート集計結果（抜粋） 

 

（出典 総合情報センター作成資料） 

 

 総合情報センターでは，毎年新入生を対象として，中学校及び自宅におけるコンピュータの利用調

査を行って（資料８－１－②－８）おり，その結果をフィードバックして，授業計画（資料８－１－

②－９）等を策定する際の資料として活用している。 
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資料８－１－②－８ 

学生対象のパソコンアンケート集計結果（抜粋） 

 

※平成 23 年度はアンケート集計システムの不具合により数値データ無し 

（出典 総合情報センター作成資料） 
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資料８－１－②－９ 

演習室を利用した授業科目のシラバス（平成25年度） 

 

（出典 平成25年度シラバス） 

 

 新入生オリエンテーションにおいて，情報リテラシーを中心とした利用者講習会を開催し，演習室

における学生の自主的な利用を促している。また，平成24年４月に制定した「奈良工業高等専門学校

情報セキュリティ利用者規程」（資料８－１－②－10）に則り，本校情報システムの利用マナー・ルー

ルを徹底している。 



奈良工業高等専門学校 基準８ 

 

- 521 - 

資料８－１－②－10 

奈良工業高等専門学校情報セキュリティ利用者規程（抜粋） 

 

(出典 奈良高専規則集) 

 

 （分析結果とその根拠理由） 

 ネットワーク管理室は，総合情報センターと連携し，本校のセキュリティポリシーに基づき，情報

資産保護のための措置及び基幹ネットワークの管理を一元的に行っている。 

 学生が利用する３つの演習室については，同様の仕様環境を実現し基幹ネットワークと切り離すこ

とで，学生にとっての利便性を考慮しつつネットワーク管理上の安全性を高めている。また，学生用

パソコンについても学生が学習に使用する上で，ハード面，ソフト面いずれもニーズに応えうる性能

を持っている。 

 総合情報センターでは，アンケートを介して情報教育基礎やメディアリテラシー教育を行う上で学

生にとって何が必要であるかを情報収集し，それをフィードバックするよう努力を重ねている。 

 以上のように，教育内容，方法や学生のニーズを満たすICT環境が十分なセキュリティ管理の下に適

切に整備され，有効に活用されている。 
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 観点８－２－①： 図書，学術雑誌，視聴覚資料その他の教育研究上必要な資料が系統的に収集，

整理されており，有効に活用されているか。 

 （観点に係る状況） 

 図書館の蔵書数とその内訳を示す（資料８－２－①－１）。図書，視聴覚資料は「日本十進分類法」

の分類を基本として，分類記号により，機械工学，電気工学，電子制御，情報，化学工学に区分，視

聴覚資料も分類記号により，工学系，語学系，その他教養系に区分して配列することで，館内配置図

をもってその所在を明らかにしている。また，蔵書検索システム（E-Conan）を利用してパソコンで検

索することが可能である（資料８－２－①－２）。 

 

資料８－２－①－１ 

蔵書数(平成24年度末現在) 

単位（冊） 

分 類 総記 哲学 歴史 

社会 

科学 

自然 

科学 

工学 産業 

芸術 

体育 

語学 文学 合計 

和漢書 10,242 3,117 7,006 4,524 15,491 16,414 659 5,329 4,178 15,719 82,679 

洋 書 439 156 259 104  1,789 1,466 27 453 1,961 1,449 8,103 

合 計 10,681 3,273 7,265 4,628 17,280 17,880 686 5,782 6,139 17,168 90,782 

雑誌（購入タイトル数）は和雑誌（９０冊）・洋雑誌（８冊） 

（出典 情報管理室作成資料） 

 

資料８－２－①－２ 

蔵書検索システム（E-Conan）画面 

 

（出典 図書館ホームページ） 
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 図書館の利用実績は，資料（８－２－①－３，４）のとおりで，平成24年度は延べ約２万冊が貸し

出されている。蔵書は，毎年約2,000冊程度が追加されるが，本校の図書館資料収集基準（資料８－２

－①－５）に則り，情報メディア教育センター運営委員会において推薦・選書しており，その過程で，

教職員・学生・一般利用者の要望を随時汲み取り（資料８－２－①－６），ニーズに合致した図書の購

入が図られている。また，年に２回，学生会図書委員会委員が書店に出向き本を実際に確かめたうえ

で購入する「ブック・ハンティング」を実施している。 

 

資料８－２－①－３ 

図書館利用状況 

単位（冊） 

項   目 2007 年度 2008 年度 2009 年度 2010 年度 2011 年度 2012 年度 

開館日数 

（日） 

総日数 274 264 267 267 264 256 

平 日 232 228 230 229 228 223 

土曜日 42 36 37 38 36 33 

入館者数 

（人） 

総 数 65,671 57,270 50,856 53,681 56,288 63,980 

平 日 60,822 53,395 47,722 50,153 53,734 59,777 

土曜日 4,849 3,875 3,134 3,528 2,554 4,203 

一日平均入館 

者数（人） 

平 日 262 234 207 219 236 268 

土曜日 115 107 84 92 71 127 

図書貸出数 

（冊） 

総冊数 14,618 15,388 16,380 15,327 20,774 20,697 

学 生 13,043 14,031 14,961 14,029 19,091 18,981 

職 員 990 808 872 870 1,200 1,181 

一 般 585 549 547 428 483 535 

文献複写 

（件） 

依頼件数 197 145 103 82 112 54 

受付件数 5 16 20 11 6 9 

図書貸借 

（件） 

借受件数 5 1 1 0 3 1 

貸出件数 0 0 4 8 0 5 

（出典 情報管理室作成資料） 
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資料８－２－①－４ 

分野別貸出数（平成24年度） 

単位（冊） 

分  類 2007 年度 2008 年度 2009 年度 2010 年度 2011 年度 2012 年度 

総  記 1,065 1,118 1,202 1,263 1,286 1,168 

哲  学 150 216 158 192 181 192 

歴  史 241 295 470 396 433 345 

社会科学 260 256 319 334 447 324 

自然科学 3,135 3,057 2,736 3,135 3,393 3,885 

技  術 3,743 4,210 4,188 4,673 4,716 4,580 

産  業 31 33 27 45 32 131 

芸  術 683 486 427 407 356 509 

言  語 586 1,104 3,493 1,188 6,774 6,001 

文  学 3,911 3,841 2,942 3,120 2,696 3,067 

未 分 類 813 772 418 574 460 495 

総  数 14,618 15,388 16,380 15,327 20,774 20,697 

    ※貸出冊数にはＡＶ（ＣＤやＤＶＤ等のオーディオビジュアル）資料も含む。 

（出典 情報管理室作成資料） 
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資料８－２－①－５ 

奈良工業高等専門学校図書館資料収集基準（抜粋） 

 

（出典 情報管理室作成資料） 
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資料８－２－①－６ 

推薦（希望）図書購入申込みフォーム 

 

（出典 図書館ホームページ） 

 

 図書館の利用促進に向けた取組として，館内にシラバスコーナーを設置し，本校教育課程に係る各

授業科目のシラバスに応じて，学年ごとに図書・参考書籍・補助教材を揃えている。さらに，JABEE，

技術士試験問題，特許・知的所有権関係の書籍コーナーを設けて，学生の便宜を図っている。 

 学生の読書意欲を促すため，毎年度，クラス別一人当たりの貸出冊数を公表（資料８－２－①－７）

し，上位の５クラス，個人として上位10名を表彰（多読表彰）しているほか，読書感想文コンクール

を実施し優秀賞等の表彰を行っている。 

 

資料８－２－①－７ 

クラス別一人当たり貸出冊数（平成24年度） 

 

（出典 情報管理室作成資料） 
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 また，読書週間にはポスター等でPRし，テーマを設けて本の展示（平成24年度は10月27日～11月15

日，テーマ「天体」）や関連クイズ・アンケートなどイベントを実施している（資料８－２－①－８）。 

 

資料８－２－①－８ 

読書週間 PR ポスター，イベント紹介ページ 

 

（出典 奈良高専図書館ホームページ） 

 

 本校で保有していない文献は，文献複写サービスを行っており，他大学・国立国会図書館・科学技

術振興機構・BLDSC（英国図書館文献配布センター）等に複写を依頼することで対応している。 

 また，電子ジャーナル等の充実に努めており，平成24年度末現在，American Chemical Society(ACS)， 

American Physical Society(APS) ，Math Sci Net，Science Direct(SD)，Springer，Science，JDream

Ⅱを購読し，教育研究の支援充実に努めている。これらのシステム利用に関して，学生が卒業研究そ

の他でシステムを有効利用できるよう研究室単位でガイダンスを実施している。



奈良工業高等専門学校 基準８ 

 

- 528 - 

 （分析結果とその根拠理由） 

 図書館における図書・視聴覚資料は，学科や系統別に区分して配列することで，その所在を明確に

し，また，蔵書検索システムを利用した検索，シラバスコーナー等における関連書籍の集約化により

利用者への便宜が図られている。 

 図書等の購入に当たっては，学生・教職員・一般利用者等の要望を汲み取ったうえで，本校図書館

資料収集基準に則り，限られた財源の中で最大限の効果を上げられるよう，情報メディア教育センタ

ー運営委員会において推薦・選書を行っている。 

 また，学生の読書意欲を促すための取組として，多読表彰，読書感想文コンクールのほか，ブック・

ハンティングの実施や，読書週間におけるPRや展示など学生図書委員と連携協力した活動が活発に行

われている。 

 さらに，文献複写サービス，電子ジャーナル購読による資料の収集は，教育研究の支援充実に寄与

している。 

 以上のように，図書，学術雑誌，視聴覚資料及び教育研究上必要な資料については，系統的に収集，

整理され，有効に活用されている。 

 



奈良工業高等専門学校 基準８ 

 

- 529 - 

（２）優れた点及び改善を要する点 

 （優れた点） 

・安全管理の下で施設・設備が有効に利用されている。 

・女子学生や身体障害者が快適且つ安心して学べる環境整備を継続的に行っている。 

・安全管理対策として「ヒヤリ・ハット」事例をデータベース化し，情報を共有している。 

・「キャンパスマスタープラン2012」は，厳しい財政状況の中で戦略的，重点的に整備が必要な施設

等を明確化している。 

・高速ネットワークが整備され，厳格なセキュリティ管理の下，ICT環境が提供されている。 

・図書館資料収集基準に基づき，適正に図書等の収集が行われ，利用者の便宜を意識した整理がされ

ている。 

・図書館の利用促進を高めるための方策が，学生の図書委員とも連携しながら推進されている。 

 

 （改善を要する点） 

・該当なし。 

 

（３）基準８の自己評価の概要 

 本校の施設・設備（校舎・図書館・総合情報センター・実習工場等）は，教育インフラとして「高

等専門学校設置基準」を十分に満たしているほか，全ての校舎の耐震改修工事を完了し安全性を確保

している。また，学生支援を目的とした環境整備，女子学生の志願者増加に対応した整備が計画的に

行われている。 

 施設・設備の整備・稼働状況から，本校の編成した教育課程の実現にふさわしい施設・設備が整備

され有効に活用されている。 

 また，安全管理に関して，校内巡視，環境測定を実施することで，継続的に教育研究環境の安全を

確保し，危険事象については情報の共有化が図られている。バリアフリーに関しては，利用頻度や公

共性といった観点から計画的に整備が図られている。CO2の排出削減や省エネに積極的に取り組んでお

り，その成果として電力使用量の削減が図られている。 

 平成25年３月に策定された「キャンパスマスタープラン2012」は，厳しい財政状況下において，学

内外関係者らの共通認識のもと教育研究の環境改善の進展に資するものと期待されている。 

 ネットワーク管理室において，本校のセキュリティポリシーに基づいた，情報資産保護のための措

置及び基幹ネットワークの管理が一元的に行われており，安全性を高めている。総合情報センターで

は，学生・教員へのアンケートを通してニーズを把握することで，教育研究に必要なICT環境の整備が

図られている。 

 図書館において，学科や系統別に区分した蔵書等配列，蔵書検索システムによる検索，関連書籍の

集約化により利用者への便宜が図られている。図書等の購入に当たっては，学生・教職員・一般利用

者等の要望を汲み取ったうえで，本校図書館資料収集基準に則り，限られた財源の中で最大限の効果

を上げられるよう推薦・選書を行っている。 

 学生の読書意欲を促すための取組として，多読表彰，読書感想文コンクールのほか，ブック・ハン

ティングの実施や，読書週間におけるPRや展示など学生図書委員と連携協力した活動が活発に行われ

ている。さらに，文献複写サービス，電子ジャーナル購読による資料の収集は，教育研究の支援充実

に寄与している。 
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基準９ 教育の質の向上及び改善のためのシステム 

（１）観点ごとの分析 

 観点９－１－①： 教育の状況について，教育活動の実態を示すデータや資料が適切に収集・蓄

積され，評価を適切に実施できる体制が整備されているか。 

 （観点に係る状況） 

 教育活動に関するデータや資料は，点検・評価委員会（資料９－１－①－１）が中心となって，各

学科，専攻科から各種委員会に提出され，企画会議，運営会議，教職員会議で点検された後，総務

課・学生課に蓄積されている。教務委員会，専攻科委員会では，各課程のシラバス（資料９－１－①

－２）のほか，学生の成績表や試験答案を科目ごとにまとめた科目別ファイル（資料９－１－①－

３），進級・卒業（修了）認定資料（資料９－１－①－４）等を，FD委員会（資料９－１－①－５）

では，授業アンケート（資料９－１－①－６，７），公開授業の評価資料（資料９－１－①－８）等

を収集・蓄積している。これらの資料は，学生課，JABEE資料室等に保存している。収集・蓄積した

資料は，点検・評価委員会，教務委員会，専攻科委員会，FD委員会等の連携により，点検・評価でき

る体制がある。 
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資料９－１－①－１ 

点検・評価規程（抜粋） 

 

（出典 奈良高専規程集） 
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資料９－１－①－２ 

シラバスの一例 

 
（出典 平成25年度シラバス） 
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資料９－１－①－２（続き） 

シラバスの一例 

 

（出典 平成25年度シラバス） 
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資料９－１－①－２（続き） 

シラバスの一例 

 
（出典 平成25年度シラバス） 
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資料９－１－①－２（続き） 

シラバスの一例 

 

（出典 平成25年度シラバス） 
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資料９－１－①－３ 

科目ファイルの構成 

 

（出典 科目ファイル作成の手引き（常勤教員用）） 
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資料９－１－①－４ 

進級・卒業・修了認定資料 

 

 
 

 
 

 
 

（出典 平成24年度教職員会議資料） 
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資料９－１－①－５ 

FD 実施要項（抜粋） 

 

（出典 奈良高専規程集） 
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資料９－１－①－６ 

授業アンケート報告書（準学士課程） 

 

（出典 平成24年度授業アンケート報告書） 
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資料９－１－①－６（続き） 

授業アンケート報告書（準学士課程） 

 

（出典 平成24年度授業アンケート報告書） 
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資料９－１－①－６（続き） 

授業アンケート報告書（準学士課程） 

 

（出典 平成24年度授業アンケート報告書） 
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資料９－１－①－７ 

専攻科授業アンケート報告書 

 
（出典 平成24年度専攻科授業アンケート報告書） 
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資料９－１－①－７（続き） 

専攻科授業アンケート報告書 

 

（出典 平成24年度専攻科授業アンケート報告書） 
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資料９－１－①－７（続き） 

専攻科授業アンケート報告書 

 

（出典 平成24年度専攻科授業アンケート報告書） 
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資料９－１－①－７（続き） 

専攻科授業アンケート報告書 

 

（出典 平成24年度専攻科授業アンケート報告書） 
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資料９－１－①－８ 

公開授業参観報告書 

 

（出典 公開授業参観報告書） 
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資料９－１－①－８（続き） 

公開授業参観報告書 

 

（出典 公開授業参観報告書） 
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資料９－１－①－８（続き） 

公開授業参観アンケート 

 

（出典 公開授業参観報告書） 
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 （分析結果とその根拠理由） 

 学生の成績表，試験答案，進級・卒業（修了）判定資料，授業アンケート，公開授業の評価資料等

の教育活動の実態を示すデータや資料が適切に収集・蓄積されている。またこれらの収集・蓄積した

資料は，点検・評価委員会，教務委員会，専攻科委員会，FD委員会等の連携により，点検・評価でき

る体制が整備されている。 

 以上のことから，教育活動の実態を示すデータや資料が適切に収集・蓄積され，評価を適切に実施

できる体制が整備されている。 

 

 

 観点９－１－②： 学校の構成員及び学外関係者の意見の聴取が行われており，それらの結果をも

とに教育の状況に関する自己点検・評価が，学校として策定した基準に基づいて，

適切に行われているか。 

 （観点に係る状況） 

 公開授業や授業アンケートは，FD委員会の主導で実施，収集され，年一回報告書としてまとめられ

ている。奈良高専に関するアンケートで，学生からの授業等に対するニーズを把握している（資料９

－１－②－１，２）。外部識者で構成される運営諮問会（資料９－１－②－３，４）からの提言につ

いては，点検・評価委員会，将来計画委員会をはじめとした各種委員会，及び各学科において教育の

質の向上と改善のために審議・検討する体制が整備されている。卒業（修了）生及び就職先企業に対

して，卒業（修了）生が在学中に身に着けた学力，資質・能力等についてのアンケートが実施され，

その集計結果を開示している（資料９－１－②－５）。各方面から複数の手段で，学校の構成員，学

外関係者の意見を聴取しており，その結果をもとに点検・評価委員会が，学校が策定した基準に基づ

き自己点検・評価を行い，各学科の教育改善への取り組みとして，自己点検・評価に反映させている

（資料９－１－②－６）。 

 

資料９－１－②－１ 

学習ニーズに関するアンケート（抜粋） 

27．あなたの学習ニーズについて伺います。学校の正規の教育課程以外で，実施してほしい学習支援 

はありますか。（例，資格試験，検定試験，外国留学等） 

 

     １ ある      【   】             ２ 特になし        【   】 

 「ある」に○の場合は内容を自由にご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 平成24年度奈良高専に関するアンケート（在校生用）） 
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資料９－１－②－２ 

平成24年度 学習ニーズに関するアンケート結果 

(M)
外国留学(留学とまではいかなくても自分たちとは違う文化に触れたい。→　英語圏だったら英語力，コミュニケーション能力も上がると思う。)
火曜日の英語補講のような物理などの理科の演習。
資格試験
３年生の時に受験する人のための何か。
外国留学！
外国留学または外国の学校との定期交流。
機械系の資格試験を受けるときに学校側でもいくらか受験料を負担してほしい。
希望者に対する補習をたくさんしていただきたいです。
英検，数検，漢検
(E)
日本語検定，漢検，英検の推進。
資格試験
就職に有利な資格取得のための授業。
留学，英検
定期的な講習(全教科選択制)
自宅でパソコンを使わないとできないような授業が多いので，パソコンを買えない家庭向けの援助制度を作るべきだ。
(S)
数学セミナーは復活しないのですか？
無線
外国留学
留学先の充実をしてほしい。また，留学後に留年しにくいシステムにしてほしい。
漢検や英検。
英検
自習の時間，単位なしの授業。
電検，冷凍
外国留学，英会話，言語教育
学生が教員の研究について触れる機会が増えるといいと思う。まともに使える英語を教える。外国人教員を増やしてほしい。(各学科にも)
外国留学。
外国留学，資格試験
留学を半年させてほしい。英語力を上げる学習支援をもっとしてほしい。
実際にロボットを動かしたい。
英検をやってほしい。
先生にもう少し気軽に話せる場がほしい。
(I)
外国留学
TOEICなどの資格検定の過去問の配付。
資格を授業で取らせてほしい。
学生チャレンジプロジェクトなどがあるが，もっと詳しく専門科目について学べる機械やチャンスを増やしてほしい。
外国留学はしてみたいなと思います。
レゴ
ＩＴパスポート等の資格を取るための学習。この学校に在校する期間中に取りたい資格の支援をしてくれる，などあればとてもうれしい。
留学とまで言わなくても短期で海外に行けるような支援をしてほしいと思う。
高校の模試のような試験の実施。
家庭科の授業を教育課程に取り入れてほしい。
数学のＴＡや英語の補講等のイベントを他の科目でもやってほしい。
学校で，資格試験が実施されると試験を受けやすくなると思うので実施してほしい。
英検，漢検等
英検やTOEIC，漢検，数検などを支援してほしい。
海外留学・・・語学能力を高める支援としてもっと学生に勧めるべき。
資格試験
１年生からのプログラミング。
資格(漢検，英検，数検)
外国留学をしやすい環境や外国でスピーチする機会を整えてほしい。イギリスに留学したい。
今後の進学や就職に役立つ資格や技術を身につける実習。
漢検，数検
ＩＴパスポートについて授業してほしい。
(C)
化学史などの化学の理解される順が分かるもの。
資格試験で将来の役に立つだろう資格をとりたい。
外国留学に関して。
１，２年でも海外に行ける派遣の支援をしてほしい。
夏休みなどの長期の休暇のときの，海外へのホームステイをしてほしい。
短期留学を実施してほしい。  

（出典 平成24年度奈良高専に関するアンケート（４年生）結果，学生課教務係作成資料） 
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資料９－１－②－３ 

運営諮問会規程 

 

（出典 奈良高専規程集） 
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資料９－１－②－３（続き） 

運営諮問会規程 

 

（出典 奈良高専規程集） 

 

資料９－１－②－４ 

運営諮問会（日時，場所，出席者） 

 

（出典 平成24年度運営諮問会報告書） 
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資料９－１－②－５ 

教育改善アンケート 

 

（出典 平成25年３月14日運営会議資料） 
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資料９－１－②－５（続き） 

教育改善アンケート 

 

（出典 平成25年３月14日運営会議資料） 
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資料９－１－②－５（続き） 

教育改善アンケート 

 

（出典 平成25年３月14日運営会議資料） 
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資料９－１－②－５（続き） 

教育改善アンケート 

 

（出典 平成25年３月14日運営会議資料） 
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資料９－１－②－６ 

自己点検・評価報告書 

 

（出典 2012年10月自己点検・評価報告書） 
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 （分析結果とその根拠理由） 

 公開授業や授業アンケートは，年一回報告書としてまとめ，結果の情報開示に努めている。学外関

係者からの提言を受け入れる体制が整備されており，一定期間ごとに卒業（修了）生からの意見をま

とめ公開する仕組みも作られている。 

 以上のことから，学校の構成員及び学外関係者の意見聴取が行われており，それらの結果をもとに

教育の状況に関する自己点検・評価が，学校として策定した基準に基づいて，適切に行われている。 

 

 

 観点９－１－③： 各種の評価の結果を教育の質の向上，改善に結び付けられるような組織として

のシステムが整備され，教育課程の見直し等の具体的かつ継続的な方策が講じら

れているか。 

 （観点に係る状況） 

 校長を中心とする企画会議が点検・評価に関する基本方策を企画立案し，点検・評価委員会が各項

目の点検・評価を行い，毎年，点検・評価報告書を作成，公表している（資料９－１－③－１，前出

資料９－１－①－１）。またFD委員会が準学士課程の授業アンケートを企画・実施し，毎年授業アン

ケート報告書を作成，公表している。専攻科課程については専攻科委員会が授業アンケートを実施し，

授業アンケート報告書を作成，公表している。教育の質の向上及び改善のためのシステムとして，授

業の改善策（P）→ 実施（D）→ 教員自身の評価と分析（C）→ 新たな授業の改善策（A）といっ

たPDCAサイクルが整備されており，授業アンケートの結果を詳細に分析する等が機能している。これ

らの評価結果を受け，教務委員会，専攻科委員会等の各種委員会をはじめ一般教科及び専門学科にお

いて継続的な検討，改善がなされており，教育の質の向上，改善に結びつけられるシステムが整備さ

れている（資料９－１－③－２～４）。 

 また，毎年開催している運営諮問会では，学外関係者による客観的な評価を実施しており，運営改

善を行っている。 
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資料９－１－③－１ 

運営組織図 

 

（出典 2012年10月自己点検・評価報告書P.154） 
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資料９－１－③－２ 

教育方法の改善 

 

 

（出典 2012年10月自己点検・評価報告書P.4-5） 
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資料９－１－③－３ 

一般教科及び専門学科における教育手段，教育環境及び進路指導（抜粋） 

 

（出典 2012年10月自己点検・評価報告書P.11-27） 
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資料９－１－③－３（続き） 

一般教科及び専門学科における教育手段，教育環境及び進路指導（抜粋） 

 

（出典 2012年10月自己点検・評価報告書P.11-27） 
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資料９－１－③－３（続き） 

一般教科及び専門学科における教育手段，教育環境及び進路指導（抜粋） 

 

（出典 2012年10月自己点検・評価報告書P.11-27） 
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資料９－１－③－３（続き） 

一般教科及び専門学科における教育手段，教育環境及び進路指導（抜粋） 

 

（出典 2012年10月自己点検・評価報告書P.11-27） 
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資料９－１－③－３（続き） 

一般教科及び専門学科における教育手段，教育環境及び進路指導（抜粋） 

 

（出典 2012 年 10 月自己点検・評価報告書 P.11-27） 
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資料９－１－③－４ 

専攻科教育 

 

（出典 2012年10月自己点検・評価報告書P.42-46） 
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資料９－１－③－４（続き） 

専攻科教育 

 

（出典 2012年10月自己点検・評価報告書P.42-46） 
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資料９－１－③－４（続き） 

専攻科教育 

 

（出典 2012年10月自己点検・評価報告書P.42-46） 



奈良工業高等専門学校 基準９ 

 

- 570 - 

資料９－１－③－４（続き） 

専攻科教育 

 

（出典 2012年10月自己点検・評価報告書P.42-46） 
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資料９－１－③－４（続き） 

専攻科教育 

 

（出典 2012年10月自己点検・評価報告書P.42-46） 

 

 （分析結果とその根拠理由） 

 FD委員会は各種の評価を実施し分析を行っている。点検・評価委員会が中心となって，各委員会を

はじめ一般教科及び専門学科は各種の評価の結果を受けて継続的な検討，改善をしている。その内容

は毎年，自己点検・評価報告書として公表しており，運営諮問会を開催している。 

 以上のことから，各種の評価の結果を教育の質の向上，改善に結び付けられるような組織としての

システムが整備され，教育課程の見直し等の具体的かつ継続的な方策が講じられている。 



奈良工業高等専門学校 基準９ 

 

- 572 - 

 観点９－１－④： 個々の教員は，評価結果に基づいて，それぞれの質の向上を図るとともに，

授業内容，教材，教授技術等の継続的改善を行っているか。また，個々の教員

の改善活動状況を，学校として把握しているか。 

 （観点に係る状況） 

 個々の教員の改善活動は授業アンケートや公開授業に基づいて行われている。授業アンケートの結

果については，担当教員が分析と課題を報告書に記述している（前出資料９－１－①－６）。年二回

実施される公開授業（資料９－１－④－１）で提出された報告書（前出資料９－１－①－８）はFD委

員会で収集保管するとともに，各教員へフィードバックされる。また各学科の改善への取組みは自己

点検・評価報告書に反映されるとともに，運営諮問会で報告される。授業アンケート等の結果を各教

員が分析し，授業内容やカリキュラムの改善等を次年度のシラバスにフィードバックする継続的な改

善システムが整備されている（資料９－１－④－２）。 

 

資料９－１－④－１ 

公開授業について 

 

 
（出典 FD委員会資料） 
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資料９－１－④－２ 

シラバス作成要領 

 

（出典 シラバス原稿作成について） 

 

 （分析結果とその根拠理由） 

 個々の教員の改善活動は授業アンケートに基づいて行われ，公開授業で提出された報告書は各教員

へフィードバックされる。これらの結果は各教員により分析され，継続的な改善に努めている。また

これらの状況は自己点検・評価報告書や運営諮問会にて報告されている。 

 以上のことから，個々の教員は，評価結果に基づいて，それぞれの質の向上を図るとともに，授業

内容，教材，教授技術等の継続的改善を行っており，また，個々の教員の改善活動状況を，学校とし

て把握している。
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 観点９－１－⑤： 研究活動が教育の質の改善に寄与しているか。 

 

 （観点に係る状況） 

 毎年，研究紀要を発行し，準学士課程の卒業研究，専攻科課程の特別研究を含む教員の研究成果を

報告している（資料９－１－⑤－１）。専攻科課程の「システムデザイン演習」「電子情報工学特別実

験」においては，エンジニアリングデザイン能力の育成を目指して取り組んでおり，成果の発信を行

っている（資料９－１－⑤－２）。 

 自己点検・評価報告書には，教員研究活動として発表論文，学会発表等を掲載している（資料９－

１－⑤－３）。これらの成果は，準学士課程の卒業研究，専攻科課程の特別研究の指導に生かされ，

専攻科学生による学会発表・学術論文投稿も活発に行われている（資料９－１－⑤－４）。また，外

部機関へは研究シーズ集を本校ウェブページに公開して研究活動の充実を図っている（資料９－１－

⑤－５）。 

 

資料９－１－⑤－１ 

研究紀要 

 

（出典 平成24年度研究紀要） 
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資料９－１－⑤－１（続き） 

研究紀要 

 

（出典 平成24年度研究紀要） 
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資料９－１－⑤－２ 

特別実験の成果 

 

（出典 情報処理教育研究発表会講演論文集 P.111-112） 
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資料９－１－⑤－２（続き） 

特別実験の成果 

 

（出典 情報処理教育研究発表会講演論文集 P.111-112） 
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資料９－１－⑤－３ 

教員の研究活動の一例 

 

（出典 2012年10月自己点検・評価報告書P.53-129） 
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資料９－１－⑤－４ 

専攻科学生の学会発表・学術論文投稿の状況 

 
（出典 専攻科特別研究概要集） 



奈良工業高等専門学校 基準９ 

 

- 580 - 

資料９－１－⑤－４（続き） 

専攻科学生の学会発表・学術論文投稿の状況 

 

（出典 専攻科特別研究概要集） 
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資料９－１－⑤－４（続き） 

専攻科学生の学会発表・学術論文投稿の状況 

 

（出典 専攻科特別研究概要集） 
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資料９－１－⑤－４（続き） 

専攻科学生の学会発表・学術論文投稿の状況 

 

（出典 専攻科特別研究概要集） 
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資料９－１－⑤－５ 

研究シーズ集の一例 

  

  

（出典 平成24年度研究シーズ集） 

 

 （分析結果とその根拠理由） 

 教員の研究活動の成果は，準学士課程の卒業研究，専攻科課程の特別研究などの各科目の指導に活

かされ，専攻科学生による学会発表・学術論文投稿も活発に行われ，授業内容に活かされている。 

 以上のことから，研究活動が教育の質の改善に寄与している。 
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 観点９－２－①： ファカルティ・ディベロップメントが，適切な方法で実施され，組織として

教育の質の向上や授業の改善に結び付いているか。 

 （観点に係る状況） 

 ファカルティ・ディベロップメントは，FD委員会が各種委員会の意見を聴取し，テーマを決定して

おり，月一回程度実施されている（資料９－２－①－１）。公開授業は，FD委員会の主導のもとで実

施されている（前出資料９－１－④－１）。非常勤講師科目や専攻科科目を含めた授業を全教職員・

保護者を対象に公開している。授業参観者には公開授業参観報告の提出を義務付け，FD資料として保

管するとともに，授業担当者にフィードバックしている（前出資料９－１－①－８）。また教員対象

の研修も行っている（資料９－２－①－２）。授業改善の集大成といえるのが，準学士課程における

平成22年度のカリキュラム改訂である。この改訂では，時代の要請にあった複合的な科目を設定する

カリキュラムを中心としている（資料９－２－①－３）。ファカルティ・ディベロップメントが，FD

委員会をはじめとした組織として適切な方法で実施され，教育の質の向上や授業改善に役立てられて

いる。 

 

資料９－２－①－１ 

FD一覧 

 

（出典 FD委員会資料） 
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資料９－２－①－１（続き） 

FD一覧 

 

（出典 FD委員会資料） 

 

資料９－２－①－２ 

教員の研修一覧（平成24年度）（抜粋） 

 

（出典 総務課人事係作成資料） 
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資料９－２－①－３ 

「平成22年度以降におけるカリキュラム改訂の基本方針」に基づく 

新カリキュラムの検証 

 

（出典 平成21年10月教務委員会資料） 
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資料９－２－①－３（続き） 

「平成22年度以降におけるカリキュラム改訂の基本方針」に基づく 

新カリキュラムの検証 

 

（出典 平成21年10月教務委員会資料） 

 

 （分析結果とその根拠理由） 

 ファカルティ・ディベロップメントが月一回で実施され，組織として教育の質の向上に取り組んで

いる。また教員研修会が実施され，テーマに沿って討議・研修を行っている。 

 以上のことから，ファカルティ・ディベロップメントが，適切な方法で実施され，組織として教育

の質の向上や授業の改善に結び付いている。 
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 観点９－２－②： 教育支援者等に対して，研修等，その資質の向上を図るための取組が適切に行

われているか。 

 （観点に係る状況） 

 ファカルティ・ディベロップメントは，教員だけでなく，事務職員や技術職員の教育支援者等も対

象としている。教育支援者の資質の向上を図る各種研修が適切に行われ，教育支援体制の整備がなさ

れている（資料９－２－②－１）。 

 

資料９－２－②－１ 

事務技術職員の研修一覧（平成24年度） 

 

（出典 総務課人事係作成資料） 

 

 （分析結果とその根拠理由） 

 本校の教育支援者に対して，学内及び学外において各種の研修が開催されている。事務職員及び技

術職員は，業務に応じて適切な研修に参加している。 

 以上のことから，教育支援者等に対して，研修等，その資質の向上を図るための取組が適切に行わ

れている。 
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（２）優れた点及び改善を要する点 

 （優れた点） 

・教育の質の向上及び改善のためのシステムとして，授業の改善策（P）→ 実施（D）→ 教員自身

の評価と分析（C）→ 新たな授業の改善策（A）といったPDCAサイクルが整備されており，授業ア

ンケートの結果を詳細に分析する等が機能している。 

・毎年，全教職員，保護者を対象に授業を公開し，報告書によって収集された意見等を担当教員にフ

ィードバックすることで授業改善に役立てている。 

・授業アンケートの結果は担当教員の分析とともに報告書にまとめられ，全学生にも公表している。 

 

 （改善を要する点） 

・該当なし。 

 

（３）基準９の自己評価の概要 

 各課程のシラバス，学生の成績表や試験答案，進級・卒業（修了）判定資料，授業アンケート，公

開授業の評価資料等の教育活動の実態を示すデータや資料が適切に収集・蓄積されている。また，点

検・評価委員会，将来計画委員会をはじめとした各種委員会，及び各学科においても各々教育の状況

についての審議・検討を適切に実施できる体制が整備されている。 

 学生の意見の聴取については，授業アンケートや奈良高専に関するアンケートなどにより行われて

いる。また，外部識者で構成される運営諮問会を開催して意見を聴取している。さらに，卒業（修

了）生及び就職先企業に対して，在学中に身につけた学力，資質・能力等についてのアンケートが実

施されている。これらの意見は教育の状況に関する自己点検・評価に反映され，授業方法や学習環境

等の改善に役立てている。授業アンケートの分析結果や学生の自由記述等については，次年度以降の

シラバスに反映させる仕組みになっている。 

 FD委員会は各種評価の集計を行い，教務委員会，専攻科委員会等の各種委員会と連携して教育の質

の向上と改善を図っている。個々の教員は，授業アンケートの結果等に基づいて，教育方法の改善を

継続的に行っている。また，定期的に公開授業が実施され，授業に対する教職員や保護者の意見が担

当教員にフィードバックされる。 

 教員による研究活動は，準学士課程の卒業研究，専攻科課程の特別研究に反映され，専攻科学生に

よる学会発表・学術論文投稿も活発に行われている。 

 教育支援者は，学内及び学外で開催される研修に参加し，その資質向上に努めている。 
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基準10 財務 

（１）観点ごとの分析 

 観点10－１－①： 学校の目的に沿った教育研究活動を安定して遂行できる資産を有しているか。

また，債務が過大ではないか。 

 （観点に係る状況） 

 本校の教育研究活動を行う土地・建物・設備等の固定資産は，平成23年度までは，（資料10－１－

①－１）のとおりである。また，流動資産の財源は，運営費交付金，授業料収入等により恒常的な財

源措置がされている。平成23年度における債務額は，未払金と未払費用の142,256千円であり，長期

及び短期借入金は０円である。また平成23年度までの貸借対照表は，（資料10－１－①－２）のとお

りである。 

 

 （分析結果とその根拠理由） 

 本校の資産は，法人化に伴い国から出資された後，施設設備の充実を図っており，教育研究活動を

安定して遂行できる資産を有している。また，債権額も，保有現金・預金による支払いが可能であり，

長期及び短期借入金もない。 

 以上のことから，学校の目的に沿った教育研究活動を安定して遂行できる資産を有しており，債務

も過大ではない。 

 

資料 10－１－①－１ 

資産一覧表（平成23年度） 

 

（出典 総務課（会計）作成資料） 
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資料 10－１－①－１（続き） 

資産一覧表（平成22年度） 

 

 

資産一覧表（平成21年度） 

 

（出典 総務課（会計）作成資料） 
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資料 10－１－①－１（続き） 

資産一覧表（平成20年度） 

 

 

資産一覧表（平成19年度） 

 

（出典 総務課（会計）作成資料） 
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資料 10－１－①－２ 

貸借対照表（平成23年度 抜粋） 

 
 

貸借対照表（平成22年度 抜粋） 

 

（出典 総務課（会計）作成資料） 



奈良工業高等専門学校 基準 10 

 

- 595 - 

資料10－１－①－２（続き） 

貸借対照表（平成21年度 抜粋） 

 

貸借対照表（平成20年度 抜粋） 

 
（出典 総務課（会計）作成資料） 
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資料10－１－①－２（続き） 

貸借対照表（平成19年度 抜粋） 

 
（出典 総務課（会計）作成資料） 

 

 観点10－１－②： 学校の目的に沿った教育研究活動を安定して遂行するための，経常的収入が継

続的に確保されているか。 

 （観点に係る状況） 

 本校における平成19～23年度経常的収入は，（資料10－１－②－１）のとおり推移している。平成

23年度の自己収入である検定料，入学料，授業料，雑収入は280,151千円となっており，全体の収入

の大部分は運営費交付金が占めている。平成23年度以降，人件費は高専機構本部で一括管理すること

となり，平成23年度では，全体の収入に占める自己収入の割合は46.7%となった。 

 入学志願者数は平均倍率1.8倍以上を確保しており，特に平成23年度と平成25年度においては1.9倍

であった。それに合わせて，検定料・入学料・授業料収入も，安定した収入を確保している（資料10

－１－②－２）。 

 

 （分析結果と根拠理由） 

 本校への入学者確保の観点から，中学校訪問範囲の拡大，学校説明会・入試説明会並びに体験入学

の充実，さらに地元大和郡山市との学市連携事業の実施等，広報活動を拡充したことにより，平成25

年度入学志願者数は，入学定員の1.9倍となり，入学者数も定員以上（平均２％程度）を確保してい

ることから，経常的収入は安定し，継続的に確保されている。 

 以上のことから，学校の目的に沿った教育研究活動を安定して遂行するための，経常的収入が継続

的に確保されている。 
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資料 10－１－②－１ 

経常的収入確保等の状況 

 

（出典 総務課（会計）作成資料） 

 

資料 10－１－②－２ 

入試関係受験者等推移 

 

（出典 学生課入試係提供資料） 
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 観点10－１－③ 学校の目的を達成するために，外部の財務資源の活用策を策定し，実行してい

るか。 

 （観点に係る状況） 

 外部資金獲得のため，科学研究費補助金については，学内外の講師による申請に関する説明会を開

催するなど，全学を挙げて取り組んでおり，平成20年度から24年度における科学研究費補助金の応募

状況は（資料10－１－③－１）のとおりとなっている。さらに，地域企業等からの共同研究・受託研

究，寄附金等についても，コーディネータを配置し，技術相談など，企業等への広報等の取り組みを

行っており，毎年安定的に，共同研究，受託研究及び寄付金を獲得している（資料10－１－③－２）。 

 また，科学研究費補助金への申請状況や，各種外部資金獲得への応募状況及び獲得状況等，外部資

金獲得への業績等を予算配分の評価として，研究経費傾斜配分を行い，各教員への外部資金獲得を奨

励している。 

 

 （分析結果と根拠理由） 

 科学研究費補助金については，申請のための講習会を開催するなど，全学を挙げて科学研究費補助

金獲得のための取り組みを行っており，応募件数も新規・継続を合わせて，平均６割以上の教員が応

募申請を行っている。 

 また，共同研究や受託研究，寄付金等については，技術相談からの共同研究が増加するなど，外部

資源の獲得に向けた取り組みを行っている。 

 以上のことから，本校は，学校の目的を達成するために，外部の財務資源の活用策を策定し，実行

している。 

資料 10－１－③－１ 

科学研究費補助金の応募・交付決定状況 

 
（出典 総務課（総務）作成資料） 

 

資料 10－１－③－２ 

共同研究・受託研究・寄付金の受入状況 

 
（出典 総務課（総務）作成資料） 
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 観点10－２－①： 学校の目的を達成するための活動の財務上の基礎として，適切な収支に係る計

画等が策定され，関係者に明示されているか。 

 （観点に係る状況） 

 本校の目的を達成するための財務上の基礎として，独立行政法人国立高等専門学校機構の第２期中

期計画を踏まえて，奈良工業高等専門学校第２期中期計画が定められ，運営会議，学内ホームページ

で教職員に周知されている（資料10－２－①－１）。それに基づき企画会議，運営会議において各年

度の予算配分方針・スケジュール（資料10－２－①－２）を審議・決定し，各運営会議構成員や，学

内ホームページ等により，各教職員への周知を行っている。 

 

 （分析結果と根拠理由） 

 財務上の基礎となる中期計画が策定されており，それに基づく配分方針等が企画会議・運営会議に

おいて審議・決定し，運営会議構成員や学内ホームページ等により各教職員に周知されている。 

 以上のことから，本校は，学校の目的を達成するための活動の財務上の基礎として，適切な収支に

係る計画等が策定され，関係者に明示されている。 

 

資料 10－２－①－１ 

奈良工業高等専門学校中期計画（抜粋） 

 
（出典 奈良工業高等専門学校中期計画） 
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資料10－２－①－２ 

予算配分方針・スケジュール 

 
（出典 平成24年４月12日運営会議資料） 

 

 

 観点10－２－②： 収支の状況において，過大な支出超過となっていないか。 

 

 （観点に係る状況） 

 本校における平成23年度までの収支の状況は，損益計算書（資料10－２－②－１）のとおりである。

本校の財務会計は，高等専門学校機構の財務会計システムで一元化処理されており，本校での支出超

過は生じていない。 

 

 （分析結果と根拠理由） 

 収支は高等専門学校機構の財務会計システムにより一元管理され，適正に管理されている。 

 以上のことから，本校は，収支の状況において，過大な支出超過となっていない。 
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資料 10－２－②－１ 

損益計算書（平成23年度 抜粋） 

 
損益計算書（平成22年度 抜粋） 

 
損益計算書（平成21年度 抜粋） 

 
（出典 総務課（会計）作成資料） 
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資料 10－２－②－１（続き） 

損益計算書（平成20年度 抜粋） 

 

損益計算書（平成19年度 抜粋） 

 

（出典 総務課（会計）作成資料） 

 

 

 観点 10－２－③： 学校の目的を達成するため，教育研究活動（必要な施設・設備の整備を含

む）に対し，適切な資源配分がなされているか。 

 （観点に係る状況） 

 予算配分については，企画会議において審議・検討された後，運営会議において予算配分方針及び

学内支出予算配分案を決定している（資料10－２－③－１～７）。 

 校長裁量としての戦略的経費については，提出された特別事業計画書を基に，必要に応じて，校長，

三主事等によるヒアリングを実施したうえ，検討を行い，適切に配分するとともに，配分部局におい

て適切に執行している（資料10－２－③－８～９）。 

 中期計画の期間中は，毎事業年度毎に１％の業務の効率化が求められていることから，当該効率化

による予算削減額を，一般管理費（中央経費）において吸収すること並びに，一般管理費を節約し教
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育研究活動経費を充足させるため，一般管理費（中央経費）管理部署から事業計画書を徴取のうえ，

校長，三主事等によるヒアリングを実施し，適切に配分している。 

 

 （分析結果と根拠理由） 

 予算配分方針や予算配分案については，運営会議において審議し，校長が決定したうえで効率化等

を図りつつ，教育研究活動に支障をきたさないよう，一般管理費において効率化を図る等の節約を行

い，ヒアリングの実施により，適正な予算配分を行っている。 

 以上のことから，本校は，学校の目的を達成するため，教育研究活動に対し，適切な資源配分がな

されている。 

 

資料 10－２－③－１ 

平成24年度運営会議議事要録（抜粋） 

 

（出典 平成24年４月12日運営会議議事要録） 
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資料10－２－③－２ 

平成24年度予算配分方針・スケジュール 

 
（出典 平成24年４月12日運営会議資料） 

 

資料 10－２－③－３ 

平成23年度緊急突発経費配分報告資料 

 

（出典 平成24年４月12日運営会議資料） 
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資料 10－２－③－４ 

平成24年度運営会議議事要録（抜粋） 

 

（出典 平成24年４月12日運営会議資料） 

 

資料 10－２－③－５ 

平成24年度当初予算配分資料 

 

（出典 平成24年５月17日運営会議資料） 
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資料 10－２－③－５（続き） 

平成24年度当初予算配分資料 

 

平成24年度当初予算配分資料 

 
（出典 平成24年５月17日運営会議資料） 
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資料 10－２－③－６ 

平成24年度運営会議議事要録（抜粋） 

 

（出典 平成24年６月14日運営会議議事要録） 
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資料 10－２－③－７ 

当初予算配分表 

 

（出典 平成24年６月14日運営会議資料） 
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資料 10－２－③－８ 

平成24年度中央経費事業計画書のヒアリング通知 

 

 

（出典 平成24年５月14日中央経費ヒアリング通知） 
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資料 10－２－③－９ 

中央経費配分表 

 

（出典 平成24年６月14日運営会議議事資料） 

 

 

 観点 10－３－①： 学校を設置する法人の財務諸表等が適切な形で公表されているか。 

 

 （観点に係る状況） 

 学校を設置する独立行政法人国立高等専門学校機構の財務諸表は，独立行政法人通則法第38条（資

料10－３－①－１）の規定に基づき，当該事業年度終了後３月以内に主務大臣に提出し，承認を受け

た後，官報に公示し，書面を備え置くとともに，機構本部のホームページ上で公表されている（資料

10－３－①－２）。本校財務諸表等（訪問調査時に提示可能）がある。 

 

 （分析結果と根拠理由） 

 財務諸表等については，学校を設置する法人である独立行政法人国立高等専門学校機構本部を通じ，

独立行政法人通則法の規定に基づき，ホームページ等により公表されている。 

 以上のことから，学校を設置する法人の財務諸表等が適切な形で公表されている。 

 



奈良工業高等専門学校 基準 10 

 

- 611 - 

資料 10－３－①－１ 

独立行政法人通則法（第38条） 

 

（出典 独立行政法人通則法） 
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資料 10－３－①－２ 

独立行政法人国立高等専門学校機構の公式ホームページ（抜粋） 

 

中 略 

 

（出典 独立行政法人国立高等専門学校機構の公式ホームページ） 
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 観点10－３－②： 財務に対して，会計監査等が適正に行われているか。 

 

 （観点に係る状況） 

 平成22年度に，文部科学大臣から選任された，有限責任監査法人トーマツによる監査（資料10－３

－②－１～２）が実施されると共に，平成23年度以降は，独立行政法人国立高等専門学校機構会計規

則第45条及び独立行政法人国立高等専門学校機構における研究費等の管理・監査の実施方針第11の２

に基づく，高専相互による内部監査（資料10－３－②－３）を毎年実施するなど，適正な会計監査を

行っている。 

 なお，平成23年度には，機構本部監事による，監事監査を受審した（資料10－３－②－４）。 

 

 （分析結果とその根拠理由） 

 監査法人による監査を受審しており，さらに規程に基づく高専相互の内部監査を毎年実施している。 

 さらに，高専機構監事による監査を受審している。 

 以上のことから，財務に対して，会計監査が適正に行われている。 

 



奈良工業高等専門学校 基準 10 

 

- 614 - 

資料 10－３－②－１ 

監査法人トーマツの監査通知 

 
 

（出典 高専機構本部からの監査通知） 
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資料 10－３－②－２ 

監査法人トーマツによる監査講評 

 

（出典 監査法人トーマツによる監査講評メモ） 
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資料 10－３－②－２（続き） 

監査法人トーマツによる監査講評 

 
（出典 監査法人トーマツによる監査講評メモ） 
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資料 10－３－②－２（続き） 

監査法人トーマツによる監査講評 

 

（出典 監査法人トーマツによる監査講評メモ） 
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資料 10－３－②－３ 

高専相互内部監査の実施通知 

 

 

（出典 高専機構内部監査実施通知） 
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資料 10－３－②－３（続き） 

高専相互内部監査の実施通知 

 

（出典 高専機構内部監査実施通知） 
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資料 10－３－②－３（続き） 

高専相互内部監査の実施通知 

 

（出典 高専機構内部監査実施通知） 
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資料 10－３－②－３（続き） 

高専相互内部監査の実施通知 

 

（出典 高専機構内部監査実施通知） 
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資料 10－３－②－３（続き） 

高専相互内部監査の実施通知 

 

（出典 高専機構内部監査実施通知） 
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資料 10－３－②－３（続き） 

高専相互内部監査の実施通知 

 

（出典 高専機構内部監査実施通知） 
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資料 10－３－②－４ 

高専内監事監査実施通知 

 

（出典 高専機構監事監査実施通知） 
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資料 10－３－②－４（続き） 

高専内監事監査実施通知 

 

 

（出典 高専機構監事監査実施通知） 
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（２）優れた点及び改善を要する点 

 （優れた点） 

・予算配分において，教育費・研究費ともに従来の均等配分方針を見直し，実績・業績に応じた予算

配分となるようにした。 

・校長のリーダーシップが発揮できるよう，校長裁量による戦略的経費を設定し重点配分を行うこと

により，予算の効率的な使用並びに教育研究の活性化を図っている。 

・共同研究，受託研究，科学研究費補助金等の外部（競争的）資金の獲得については，全学をあげて

積極的に取り組んでいる。 

 

 （改善を要する点） 

・該当なし。 

 

（３）基準10の自己評価の概要 

 本校では，教育活動等を将来にわたって安定的に遂行するに必要な資産を有していることから，教

育活動等の遂行に支障はなく，適正な財務状況である。 

 入学者確保の観点から，中学校訪問範囲の拡大，学校・入試説明会及び体験入学の充実，地元大和

郡山市との学市連携事業の実施等の広報活動の展開により，平成24年度入学志願者数は，定員の1.8

倍，平成25年度入学志願者数は，定員の1.9倍であり，入学者数も定員以上を確保していることから，

授業料・検定料・入学料の各収入とも安定しており，経常的収入については継続的に確保されている

状況である。 

 共同研究，受託研究，科学研究費補助金等の外部（競争的）資金の獲得については，積極的に取組

んでいることから，増加傾向にあり適切である。 

 支出に見合う収入として，授業料・検定料・入学料・雑収入・外部資金のほか，機構本部から運営

費交付金が措置されており，また，収支状況については，財務会計システムで一元管理されており，

支出超過にはなっておらず，安定した財務基盤が確保されている。 

 中期計画の期間中は，毎事業年度毎に１％の業務の効率化が求められていることから，一般管理費

によりそれを吸収し，教育研究活動に支障をきたさないようにしているが，今後は，より一層の業務

効率化・経費節減に努める必要がある。 

 予算の配分については，中期計画・年度計画等を踏まえた予算配分方針・同配分案を策定のうえ，

企画会議・運営会議において審議するとともに，校長により決定され適切に配分・執行している。ま

た，校長裁量による戦略的経費や一般管理費については，企画会議で特別事業計画書を徴取し，ヒア

リングを実施のうえ，適切に配分・執行している。 

 財務にかかる会計監査等については，監査法人による監査及び高専相互による会計監査を受検し，

会計指導を受けている。また，機構監事による監事監査を受検しており，適正に監査が行われている。 



奈良工業高等専門学校 基準 11 

- 627 - 

基準11 管理運営 

（１）観点ごとの分析 

 観点11－１－①： 学校の目的を達成するために，校長，各主事，委員会等の役割が明確になっ

ており，校長のリーダーシップの下で，効果的な意思決定が行える体制となっ

ているか。 

 （観点に係る状況） 

 校長補佐体制として，教務主事を副校長に充て，学校運営全般で校長を補佐している。 

 学則に基づき教務主事，学生主事，寮務主事を配置（資料11－１－①－１）し，さらに，三主事の

下に主事補各３名を置き，当該主事を補佐している（資料11－１－①－２）。 

 管理運営を担う各種委員会は，可能な審議決定事項を運営会議に集約し，尐人数で行うワーキング

や小委員会の設置を含めた改善を実施した（資料11－１－①－３）。校長のトップマネジメントを支

える委員会は，校長，三主事，専攻科長，事務部の部課長で構成される企画会議と（資料11－１－①

－４），同構成員に各学科主任，情報メディア教育センター長を加えた運営会議である（資料11－１

－①－５）。 

 企画会議では学校運営の基本方針を企画・立案し，運営会議等校内機関への提案を行い，運営会議

は学校運営の重要事項を審議・決定する機関と位置づけている。運営会議決定事項は，各学科会議及

び各課長から連絡し，議事録，運営会議資料は学内LANを通じて教職員に周知している（資料11－１

－①－６～７）。重要事項は，全教員参加の教職員会議で周知徹底を図っている（資料11－１－①－

８）。運営会議の下には，各種委員会を配置し，学校運営の基幹事項は，各主事を委員長とする教務

委員会，学生委員会，寮務委員会で，専攻科運営に関する事項は，専攻科長を委員長とする専攻科委

員会で，それぞれ専門的に対応している。 

 

 （分析結果とその根拠理由） 

 教務主事，学生主事，寮務主事の三主事により，学校運営全般で校長のリーダーシップを補佐する

とともに，各主事の補佐役として主事補３名をそれぞれ置く等，教職員を適正に配置し効果的な意思

決定が行える体制となっている。 

 学校運営に係る重要な委員会は，校長を議長とする企画会議，運営会議，教職員会議であり，企画

会議は学校運営の基本方針の企画・立案，運営会議は本校の管理運営に関する重要事項を審議・決定

する委員会として定義している。また，学校運営の基幹事項は，教務委員会，学生委員会，寮務委員

会で，三主事がそれぞれ委員長として運営しており，委員会ごとの役割を明確化している。 

 改善提案等は，関連する各種委員会で検討し，必要に応じて運営会議に諮り決定している。 

 また，運営会議の議事録，配布資料は，学内LANや教職員会議で周知徹底が図られている。 

 以上のことから，本校では学校の目的を達成するために，校長，三主事，委員会等の役割が明確化

されており，校長のリーダーシップの下，効果的な意思決定が行える体制となっている。 
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資料11－１－①－１ 

 

（出典 奈良高専規程集） 

 

資料 11－１－①－２ 

運営組織 

 

（出典 平成24年度学校概要） 
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資料 11－１－①－３ 

 

 

（出典 平成25年度役付職員，学級担任及び諸会議・各種委員会構成員一覧） 
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資料11－１－①－３（続き） 

 

 

（出典 平成25年度役付職員，学級担任及び諸会議・各種委員会構成員一覧） 
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資料 11－１－①－４ 

 

（出典 奈良高専規程集） 

 

資料 11－１－①－５ 

 

（出典 奈良高専規程集） 
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資料11－１－①－６ 

運営会議資料（抜粋） 

 

（出典 学内ホームページ） 
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資料11－１－①－７ 

運営会議議事録（抜粋） 

 
（出典 平成25年４月12日運営会議議事録） 
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資料 11－１－①－８ 

教職員会議規程 

 

（出典 奈良高専規程集） 

 

 

 観点11－１－②： 管理運営の諸規則が整備され，各種委員会及び事務組織が適切に役割を分担し，

効果的に活動しているか。また，危機管理に係る体制が整備されているか。 

 （観点に係る状況） 

 学則をはじめ，各種委員会規程等，管理運営の諸規程が定められ，規程集として整備されており（

資料11－１－②－１）ホームページで，教職員に公開されている（資料11－１－②－２）。 

 管理運営に関する委員会の役割と運営状況は，企画会議が学校運営の基本方針の企画・立案（資料

11－１－②－３），運営会議が，企画会議等，各委員会等から提案された事項を審議し，本校管理運

営に関する重要事項を審議・決定している（資料11－１－②－４）。 

 また，教務委員会，学生委員会，寮務委員会は，校長の命により，それぞれ教務，厚生補導，学寮

の管理運営並びに重要事項を審議する校務に直結した，担当の各主事が委員長となる委員会で，管理

運営に係る校長のトップマネジメントを支える重要な役割を果たしている。 

 事務組織については，事務部に総務課，学生課，情報管理室を置き，事務組織規程により各課・係

等ごとの担当業務を定めている（資料11－１－②－５）。企画会議・教職員会議の委員には事務部長
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と二課長が，運営会議の委員には事務部長が参画し，管理運営に係る審議に直接関わっている。さら

に，各種委員会にも担当する課長が委員として加わり，実務的に各種委員会を支えている。 

 危機管理体制は，危機管理規程（資料11－１－②－６）並びに危機管理細則（資料11－１－②－

７）を定め，緊急連絡網を整備するとともに，教職員へ周知している。さらには，学生，教職員への

緊急連絡のため，メール配信システムを導入している。 

 

 （分析結果とその根拠理由） 

 学校運営のための議決機関の役割を担う運営会議では，企画会議，各種委員会等から提案された本

校の管理，運営に関する重要事項を審議し，意思決定している。 

 また，教務委員会，学生委員会，寮務委員会は，校長の命により担当の各主事が委員長となり，教

務，厚生補導，学寮の管理運営並びに重要事項を審議する，校務に直結した委員会で，管理運営に係

る校長のトップマネジメントを支える重要な役割を果たしている。 

 事務組織は，総務，学生の二課並びに情報管理室それぞれが管理運営に係る所掌事務を分掌してい

る。企画会議・教職員会議の委員として事務部長，二課長が，運営会議の委員として事務部長が参画

しており，管理運営に係る審議に直接関わっている。また，各種委員会にも担当する課長が委員とし

て加わることで実質的な審議を実務的に支えている。これにより現場と事務担当者が密接に関わり，

効果的な運営のための実質的な役割と責任を担っている。 

 さらに，危機管理体制としての緊急連絡網が整備されており，学生，教職員への緊急時連絡体制が

整備されている。 

 以上のことから，本校では管理運営の諸規定が整備され，各種委員会及び事務組織が適切に役割を

分担し，効果的に活動しており，また，危機管理に係る体制も整備されている。 
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資料11－１－②－１ 

 
（出典 奈良高専規程集から作成） 

 

資料 11－１－②－２ 

ホームページ規程集（抜粋） 

 
（出典 本校ホームページ） 
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資料 11－１－②－３ 

 

（出典 奈良高専規程集） 

 

資料 11－１－②－４ 

 

（出典 奈良高専規程集） 
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資料11－１－②－５ 

事務組織規程（抜粋） 

 
（出典 奈良高専規程集） 
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資料11－１－②－５（続き） 

事務組織規程（抜粋） 

 
（出典 奈良高専規程集） 
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資料11－１－②－５（続き） 

事務組織規程（抜粋） 

 
（出典 奈良高専規程集） 
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資料11－１－②－５（続き） 

事務組織規程（抜粋） 

 
（出典 奈良高専規程集） 
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資料 11－１－②－６ 

 

 
（出典 奈良高専規程集） 
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資料 11－１－②－７ 

 

 
（出典 奈良高専規程集） 

 



奈良工業高等専門学校 基準 11 

- 644 - 

資料11－１－②－７（続き） 

危機管理細則 

 

（出典 奈良高専規程集） 
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資料11－１－②－７（続き） 

危機管理細則 

 

（出典 奈良高専規程集） 
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 観点11－２－①： 自己点検・評価が学校として策定した基準に基づいて高等専門学校の活動の

総合的な状況に対して行われ，かつ，その結果が公表されているか。 

 （観点に係る状況） 

 平成５年より点検・評価委員会（資料11－２－①－１）を設置し，平成６年度から授業アンケート

や部門・テーマ別事項に対する自己評価を実施してきた。平成13年度からは毎年度，自己点検・評価

報告書を作成して，社会に公表している（資料11－２－①－２）。また，平成16年度の独立行政法人

化後は，国立高等専門学校機構の中期目標，中期計画及び年度計画に基づき，本校の中期計画と年度

計画を策定し，当該年度終了後には年度計画の自己点検を行い，運営会議で報告するとともに，次年

度計画策定に活用している。 

 本校では，準学士課程の４～５学年と専攻科課程を複合・融合した教育プログラム（「システム創

成工学」教育プログラム）を設定し，技術者教育のさらなる充実・改善に取組んでいる。本校の「シ

ステム創成工学」教育プログラムは，日本技術者教育認定機構から平成17年度にJABEE認定プログラ

ムの工学（融合複合・新領域）関連分野として認証を受け，平成22年度に継続審査を受審し継続認定

された。 

 こうした取組みは，同プログラムの学習，教育目標を校内に掲示（資料11－２－①－３）し，学校

概要，学生生活のしおり，専攻科便覧（資料11－２－①－４）により，全教職員及び全学生に周知し，

本校ホームページを通じて学内外に公表するとともに，全校集会の機会等に定期的あるいは随時学生

に説明を行い，周知している。 

 

 （分析結果とその根拠理由） 

 自己点検・評価は，毎年報告書を刊行しており，外部評価は，外部評価報告書を３回にわたり刊行

し，平成17年度より，運営諮問会として報告書を刊行している。JABEE認定プログラムへの取組みは，

学習・教育目標を校内に掲示すると共に学校概要，学生生活のしおりや専攻科便覧によって，全教職

員及び全学生に周知している他，ホームページを通じて学内外に公表している。 

 以上のことから，本校では自己点検・評価が学校として策定した基準に基づいて高等専門学校の活

動の総合的な状況に対して行われ，かつ，その結果が公表されている。 
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資料11－２－①－１ 

 

 
（出典 奈良高専規程集） 
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資料11－２－①－２ 

過去10年間の点検・評価報告書等関係刊行物一覧 

 

 
 * 関係機関とは，奈良教育大学をはじめ近隣の大学及び全国の高等専門学校 

（出典 刊行報告書等から総務課作成） 

 

資料11－２－①－３ 

教育プログラムの学習教育目標・掲示 

 

（出典 校内風景） 



奈良工業高等専門学校 基準 11 

- 649 - 

資料11－２－①－３（続き） 

教育プログラムの学習教育目標・掲示 

 

（出典 校内風景） 
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資料11－２－①－４ 

専攻科学生便覧（抜粋） 

 

（出典 平成25年度専攻科学生便覧） 
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資料11－２－①－４（続き） 

専攻科学生便覧（抜粋） 

 

（出典 平成25年度専攻科学生便覧） 
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資料11－２－①－４（続き） 

専攻科学生便覧（抜粋） 

 

（出典 平成25年度専攻科学生便覧） 
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資料11－２－①－４（続き） 

専攻科学生便覧（抜粋） 

 

（出典 平成25年度専攻科学生便覧） 
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 観点11－２－②： 自己点検・評価の結果について，外部有識者等による検証が実施されているか。 

 

 （観点に係る状況） 

 学外からの貴重な意見を適切な学校運営に活かすため，平成14年２月に外部評価委員会を設置し，

行政，報道，有識者等から本校に対する評価と意見を聴取する体制を整備し，外部評価を実施してい

る。平成17年４月からは，外部評価委員会の活動を引き継ぐと共に，校長の諮問に応じて助言等の提

言を受ける運営諮問会（資料11－２－②－１）に形を変え，２名の委員を増員し，委員に同窓会会長

と県中学校長会会長を加えた（資料11－２－②－２～３）。 

 自己点検・評価及び外部評価を継続的に実施し，報告書等を刊行している。運営諮問会を毎年実施

し，運営諮問会報告書を作成（資料11－２－②－４）し，指摘事項等の改善点について，翌年度の年

度計画に盛り込むとともに，翌年度の自己点検・評価を行い，外部評価による点検を行うなど，PDCA

サイクルが機能している。 

 

 （分析結果とその根拠理由） 

 運営諮問会は毎年テーマごとに評価，助言を行い，平成15年３月から外部評価報告書，平成18年３

月からは運営諮問会報告書として報告し，翌年度の自己点検・評価により検証されている。 

 以上のことから，自己点検・評価の結果について，外部有識者による検証が実施されている。 
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資料11－２－②－１ 

 

 
（出典 奈良高専規程集） 
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資料11－２－②－２ 

運営諮問会のテーマ 

 

 
（出典 運営諮問会資料から抜粋） 

 

資料11－２－②－３ 

 

 
（出典 平成24年度運営諮問会報告書より作成） 
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資料11－２－②－４ 

運営諮問会報告書（抜粋） 

 

（出典 平成24年度運営諮問会報告書） 
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資料 11－２－②－４（続き） 

運営諮問会報告書（抜粋） 

 

（出典 平成24年度運営諮問会報告書） 
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資料 11－２－②－４（続き） 

運営諮問会報告書（抜粋） 

 

 

（出典 平成24年度運営諮問会報告書） 

 

 

 観点11－２－③： 評価結果がフィードバックされ，高等専門学校の目的の達成のための改善に

結び付けられるようなシステムが整備され，有効に運営されているか。 

 （観点に係る状況） 

 自己点検・評価は，全教職員が関わりを持つことで意識喚起を行うために，運営諮問会による諮問

結果を，点検・評価委員会に報告するとともに，全教職員へ報告書を配布し，その内容を周知してい

る（資料11－２－③－１）。 

 評価結果による課題については，関係委員会等で検討を行い，実施可能なものについては，運営会

議で審議している。また，教職員から改善に係る申し出があった場合にも，各主事がその内容を確認

し教務，学生，寮務の各委員会で検討し，必要に応じて企画会議及び運営会議で審議決定している。 
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 また，自己点検・評価による検討課題，運営諮問会の意見や提言等を参考として，本校としての第

２期中期計画を策定し，その中で具体的な計画として平成25年度方針を作成している（資料11－２－

③－２）。 

 

 （分析結果とその根拠理由） 

 評価結果を全教職員が共有できるよう報告書を配付し，周知徹底を図っている。 

 また，評価結果を運営に活かすために，自己点検・評価委員会で検討，審議を経て，教職員に周知

し，関係各委員会や各科・課で改善を行うという仕組みがシステム化されている。 

 以上のことから，本校では評価結果がフィードバックされ，高等専門学校の目的の達成のための改

善に結び付けられるような，システムが整備され，有効に運営されている。 

 

資料11－２－③－１ 

 

 
 ＊ 関係機関とは，文部科学省をはじめ国立高等専門学校機構本部及び奈良県各機関 

 

（出典 刊行報告書等から総務課作成） 
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資料11－２－③－２ 

平成25年度 年度方針 

 

（出典 平成25年度理事長ヒアリング資料） 
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資料11－２－③－２（続き） 

平成25年度 年度方針 

 

（出典 平成25年度理事長ヒアリング資料） 
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資料11－２－③－２（続き） 

平成25年度 年度方針 

 

（出典 平成25年度理事長ヒアリング資料） 
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資料11－２－③－２（続き） 

平成25年度 年度方針 

 

（出典 平成25年度理事長ヒアリング資料） 
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 観点11－３－①： 外部有識者等の意見や第三者評価の結果が適切な形で管理運営に反映されて

いるか。 

 （観点に係る状況） 

 運営諮問会や，校長と三主事が出席して年２回開催されている後援会での指摘や意見等は，関係委

員会等で検討を行い，実施可能なものについて，運営会議で審議・決定している。 

 校長が各教職員から意見を聴取した場合は，校長や各主事等により検討したものを校長提案として，

また，教職員から改善に係る申し出については，各主事がその内容を確認し教務，学生，寮務の各委

員会で検討し，必要に応じて企画会議及び運営会議で審議・決定する体制が確立している。 

 一例として，平成22年度に後援会より要望のあった英語能力向上に向けての取組として，英語教育

充実促進会議を設置した（資料11－３－①－１）。 

 

 （分析結果とその根拠） 

 運営諮問会の内容は，報告書として関係機関及び教職員に配布されており，提言等は各委員会等で

検討を行い，入学志願者確保，国際交流，地域連携等，管理運営に反映させる体制が確立している。

また，後援会からの要望等についても同様に検討した上で，運営会議で決定する体制が確立されてい

る。 

 以上のことから本校では，外部有識者等の意見や第三者評価の結果が適切な形で管理運営に反映さ

れている。 
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資料11－３－①－１ 

英語教育促進会議 

 

 

（出典 平成22年５月13日運営会議資料） 
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 観点11－３－②： 学校の目的を達成するために，外部の教育資源を積極的に活用しているか。 

 

 （観点に係る状況） 

 他大学等との教育研究交流や大学院への学生の推薦，相互履修，実習生派遣（インターンシップ）

などの協定・覚書を締結（資料11－３－②－１）している。 

 専攻科生については，他大学において科目等履修生として習得した科目や，放送大学での習得単位

を申請により，単位認定している。 

 また，学生のインターンシップ受入れ先として，多数の官公庁，企業等に協力を得ている他，地元

自治体等との連携による，協働教育を実施しており，インターンシップの単位を認定している（資料

11－３－②－２～３）。 

 さらに，教員については，オムロン制御技術セミナーなど，企業の支援による各種セミナー等にも，

協働教育として積極的に参加している。 

 

 （分析結果とその根拠） 

 他大学等との協定により，習得単位を認定している他，海外の大学との協定を締結し，学生・教員

の教育・研究体制の充実を図っている。インターンシップでは，多数の官公庁，企業等に受入れ先と

しての協力を得ている。 

 また，企業との協働教育にも積極的に参加している。 

 以上のことから，本校では，学校の目的を達成するために，外部の教育資源を積極的に活用してい

る。 

 

資料 11－３－②－１ 

協定校 

 
（出典 総務課作成） 
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資料 11－３－②－２ 

協定自治体等 

 
（出典 総務課作成） 

 

資料 11－３－②－３ 

学外実習（インターンシップ）派遣学生数・単位認定者数 

 

（出典 学外実習（インターンシップ報告書）から作成） 
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 観点11－４－①： 高等専門学校における教育研究活動の状況や，その活動の成果に関する情報

を広くわかりやすく社会に発信しているか。 

 （観点に係る状況） 

 日常的な教育研究活動は，本校ホームページ上において，「お知らせ」（資料11－４－①－１）や

「イベント」（資料11－４－①－２）として公開している。 

 また，教員の研究内容は，教員研究シーズ集をホームページに掲載（資料11－４－①－３）し，学

校概要は冊子として大学，高専関係に配布しているほか，中学校訪問に持参しており，ホームページ

上でも公開（資料11－４－①－４）し，年度ごととの本校の状況をわかりやすく照会するなど，学校

教育法施行規則第172条の２に基づき広く情報発信している。 

 

 （分析結果とその根拠理由） 

 本校の教育研究活動は，学校教育法施行規則第172条の２に基づき，日常的な活動からその成果な

ど，ホームページや冊子等により，広く社会に公開している。 

 以上のことから，本校では，高等専門学校における教育研究活動の状況や，その活動の成果に関す

る情報を広くわかりやすく社会に発信している。 

 

資料 11－４－①－１ 

お知らせ 

 
（出典 本校ホームページ） 
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資料 11－４－①－２ 

イベント 

 
（出典 本校ホームページ） 

 

資料 11－４－①－３ 

研究シーズ集（抜粋） 

 
（出典 本校ホームページ） 
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資料 11－４－①－４ 

学校概要 

 
（出典 本校ホームページ） 

 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

 （優れた点） 

・管理運営体制が整備されており，関係諸規則等が整備され，ホームページにより全教職員が閲覧す

ることが可能である。また，規則改正はホームページ，ローカルページにより周知されているなど，

本校の運営体制が十分機能している。 

・自己点検・評価及び外部評価を継続的に実施し，報告書等を刊行している。運営諮問会を毎年実施

し，運営諮問会報告書を作成し，指摘事項等の改善点について，翌年度の年度計画に盛り込むとと

もに，翌年度の自己点検・評価を行い，外部評価による点検を行うなど，PDCAサイクルが機能して

いる。 

・「システム創成工学」教育プログラムが，工学（融合複合・新領域）関連分野で平成17年度以降，

継続してJABEE認定を受けている。 

・本校の教育研究活動がホームページのほか，複数のメディアを通じて社会に公開されている。 

 

 （改善を要する点） 

・該当なし。 
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（３）基準11の自己評価の概要 

 管理運営に係る意思決定の仕組みは，学則に基づき，教務主事，学生主事，寮務主事を置き，そ

の役割を定めている。副校長に教務主事を充て，学生主事及び寮務主事を含めた三主事が校長を補

佐している。各種委員会は，規則等でその役割を明確に定め，現在38の委員会と小委員会12を置い

ている。特に，企画会議は，校長，教務主事（副校長）及び学生主事，寮務主事，専攻科主任，事

務部長及び二課長で構成しており，校長のトップマネジメントに直結した委員会となっている。こ

こで検討した事項については，運営会議で審議・決定し，構成員である各科主任及び各課長を通じ

て教職員に周知されている。 

 事務組織は，事務部に総務課及び学生課を置き，管理運営に関する基本方策を企画・立案する企画

会議等と密接に連携するため，部課長が会議開催前に審議事項の実務的な検討を行っている。 

 関係諸規則の整備状況については，管理運営に係る諸規則を整備している。 

 自己点検・評価の実施は，平成５年に「点検・評価委員会」を設置し活動を開始している。JABEE

については，「システム創成工学」教育プログラムが，平成17年度にJABEE認定プログラムの工学（

融合複合・新領域）関連分野として認定を受け，平成22年度には継続審査を受審し継続認定されてい

る。 

 外部有識者の意見は，平成14年から設置された外部評価委員会を，平成17年からは運営諮問会に名

称変更し，外部評価と提言が毎年報告書にまとめられ，管理運営に反映している。また，学生の保護

者により構成される後援会総会には，校長他，各主事等が陪席し，保護者からの意見を学校運営の参

考として取入れ，管理運営に活かしている。 

 評価等のフィードバックシステムの状況は，運営諮問会（外部評価委員会）による評価概要を点検

・評価委員会に報告するとともに，報告書を刊行し，全教職員に配付し周知している。運営諮問会で

指摘を受けた意見，提言については各委員会，各科等で改善に努め，次の年度の自己点検・評価報告

書で改善点を明記している。これを含めて運営諮問会での外部評価と提言を学校運営に活かすシステ

ムとしている。 

 運営諮問会や後援会からの意見等については，関係委員会等で検討を行い，入学志願者確保，国際

交流，地域連携等，管理運営に反映させている。 

 外部教育資源の活用として，他大学との交流を進め，学生の単位認定を行っており，官公庁や企業

との連携では，インターンシップの受入れ先として活用している他，地元自治体を含めて，協働教育

に取り組んでいる。 

 本校の研究教育活動や各種取り組みについては，ホームページ等により，広く社会に公開している。 


